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概 要

１． プロジェクト概要

上 位 目 標 ：策定された郡（Upazila）レベルの地方防

災計画に基づいた事前防災投資が促進さ

れる。 

プロジェクト目標：防災局が、防災救援省及び各防災関係省

庁、地方政府との連携により、郡レベルの

防災計画を策定し、実施に繋げる体制が構

築される。 

プロジェクト実施機関：2020 年 12 月～2025 年 7 月（計 55 ヶ月） 

主要カウンターパート：防災局（DDM） 

関連機関：バングラデシュ国気象庁（BMD）、地方行政技術局

（LGED）、水資源開発局（BWDB）、バングラデシュ

測量局（SOB）、バングラデシュ地質調査所（GSB）、

公共事業局（PWD）、農業普及局（DAE）、計画委員

会（PC）、消防市民防衛庁（FSCD） 

主要災害種：Cox’s Bazar District: 洪水、沿岸災害、土砂災害、地震 

Sunamganj District: 洪水、地震 

Kurigram District: 洪水、河岸浸食、地震 

２． 各成果及び活動内容

成果 活動内容 

成
果
1 

郡レベルの防災計画策定に適用で
きるハザード・リスクアセスメン
トの方法と実施体制が整備され
る。 

 6 つのパイロット郡におけるハザード分析・リスクアセスメントの
実施 

 地方防災計画のためのハザード分析・リスクアセスメントのガイド
ラインの整備と本ガイドラインのMoDMRによる公式文書として承
認取得 

 ガイドラインの運用をサポートする教材（Video tutorial）の整備 

成
果
2 

防災局に、郡レベルの防災計画策
定支援体制が整備される。 

 地方防災計画策定に係る作業部会（TSC）の設立・運営支援 
 郡防災計画策定ガイドラインの作成と本ガイドラインのMoDMRに

よる公式文書として承認取得 
 「DRR 概論研修」と「郡防災計画策定研修」の両研修教材と研修マ

ニュアルの整備 
 研修を通じたDDM 本部のトレーナーの能力向上 

成
果
3 

パイロットエリアにおいて各防災
関係省庁、地方政府の連携により、
実効性のある郡レベルの防災計画
が策定される。 

 6 つのパイロット郡における郡防災計画の策定 
 郡災害管理委員会（UzDMC）、県災害管理委員会（DDMC）、DDM、

およびMoDMRによる6 つの郡防災計画の公式な承認 

成
果
4 

郡レベルの防災計画策定の実施に
向けた体制が整備される。 

 6 つのパイロット郡の優先事業の実施状況モニタリング体制の整備 
 郡防災計画の策定に関して DDM を含む関係者の対応事項を整理し

た手順書の整備 
 郡防災計画の実施促進を目的にした中央レベルの情報共有会議、県

レベルの調整委員会、主要な実施機関（BWDB、LGED）との個別会
議の開催と教訓の整理 



３． プロジェクト目標及び期待される成果の達成度 
プロジェクト目標と 4 つの期待される成果のプロジェクト終了時点の達成状況を下記に示す。 

■プロジェクト目標の達成度 

プロジェクト目標： 
防災局が、防災救援省及び各防災関係省庁、地方政府との連携により、郡レベルの防災計画を策定
し、実施に繋げる体制が構築される。 

客観的検証指標 達成度 
1. 本プロジェクトで検討され

た手法を用いたハザード・
リスクアセスメントにかか
る報告書数（目標：6） 

達成 
ハザード分析とリスク評価の実践的な方法が検討され、コックスバザー
ル県とシュナムガンジ県、クリグラム県（6 郡）でこれらの郡のハザード
分析とリスク評価の報告書が完成し、地方防災計画に掲載された。 

2. 地方防災計画の構造物・非
構造物対策の実施に向けて
対策担当の実施機関から上
位省へ提出される提案書の
数（目標：4） 

達成 
パイロット郡（4 郡）の地方防災計画に整理された構造物・非構造物対策
事業（2,653 件）の内、対策事業実施機関の上位省による提案書の承認を
受けた 15 件の DPP 事業の中で計 38 件の構造物対策事業の実施が確認さ
れた。 

■期待される成果の達成度 

成果 1：郡レベルの防災計画策定に適用できるハザード・リスクアセスメントの方法と実施体制が整備さ
れる。 

客観的検証指標  成果物 達成度 
1.1 MoDMR により、

ハザード・リスク
アセスメントにか
かるガイドライン
が策定・承認され
る 

 ハザード・リスクアセ
スメントガイドライ
ン 
 ハザード・リスクアセ
スメント結果報告書 
 災害種ごとのハザー
ド・リスクアセスメ
ント手法に関する教
材（Video Tutorial） 

達成 
地方防災計画に適用されるハザード分析/リスク評価の実
践的手法が、ワーキンググループ（WG）1 によって検討・
整備され、パイロット郡の地方防災計画の策定プロセスに
適用された。 
2025 年 4 月に最終テクニカルワーキンググループ会議を
経て、2025 年 6 月に MoDMR によるガイドラインの正式
承認がなされた。 

成果 2：防災局に、郡レベルの防災計画策定支援体制が整備される。 
客観的検証指標  成果物 達成度 

2.1MoDMR により地
方防災計画にかか
るガイドラインが
策定・承認される 

 地方防災計画策定ガ
イドライン 
 地方防災計画策定ガ
イドライン概要版 

達成 
地方防災計画策定ガイドラインが、WG2、3 のメンバーと
ともに検討・整備され、パイロット郡の地方防災計画の策
定プロセスに適用された。当ガイドラインはパイロット活
動での成果を踏まえて最終化され、2025 年 2 月の WG 会
議を経て、2025 年 6 月に MoDMR による正式な承認がな
された。 

2.2 研修マニュアルと
資料が作製される 

 地方防災計画策定研
修マニュアル・教材 

達成 
パイロット活動を通して DDM が地方 DMC メンバーに地
方防災計画策定手順を研修するための教材とマニュアルが
整備され、2025 年 4 月に DDM 職員や関係機関職員を対象
としたトライアル研修の結果を基に更新、最終化された。 

成果 3：パイロットエリアにおいて各防災関係省庁、地方政府の連携により、実効性のある郡レベルの
防災計画が策定される。 

客観的検証指標  成果物 達成度 
3.1 UzDMC により策

定・承認される地
方防災計画の数 
（目標：6） 

 6 パイロット郡にお
ける地方防災計画 

達成 
地方防災計画が、ワークショップ、現地活動、会議を通じ
てパイロット郡（3 県×各 2 郡：合計 6 郡）で策定され、最
終ワークショップと DDMC 会議で UzDMC と DDMC に
よって承認された。その後、MoDMR により承認された。 



成果 4：郡レベルの防災計画の実施に向けた体制が整備される。 
客観的検証指標 成果物 達成度 

4.1 手順書が作成され
る 

 郡防災計画策定・実
施手順書 
 地方防災計画策定に
係るローカルコンサ
ルタント活用に係る
手引書 

達成 
パイロット活動から得た教訓と WG メンバー間の議論に
基づき、手順書が作成され、DDM により承認された。 

4.2 計画の実施に向け
た情報共有会議の
開催数 
（目標：4 回） 

 中央レベルでの情報
共有会議開催 

達成 
対策実施機関（BWDB、LGED、DDM 他）の事業計画担当
を参集した情報共有会議が中央レベルで 1 回（DDM 長官
が議長）、コックスバザール県、シュナムガンジ県で各 1 回
（県行政長官が議長）開催され、事業調整や事業提案の段
階での郡防災計画の活用、事業実施状況と今後の課題につ
いて確認された。加えて、各機関との個別情報会議が計 8
回以上開催され、事業実施レビュー、予算獲得に向けた働
きかけや課題が議論された。（計 11 回） 

4.3 パロット郡での調
整会議を通して集
約する教訓の数
（目標：6 件） 

 県・郡レベルでの調
整会議開催 

達成 
パイロット郡での調整会議にて郡防災計画実施状況を確
認し、事業実施に向けた教訓 6 件を集約・整理した。 
(1) 地域ニーズを加味した計画策定 
(2) 関係機関間の横の連携 
(3) 地方と中央レベル間の縦の調整 
(4) 進行中または計画中のプロジェクトとの連携 
(5) DPP に適した郡レベルの事業の統合 
(6) 実施のモニタリングと促進のための中央と地方レベルをつ

なぐ DDMC の役割 
4.4 計画策定に関する

セミナーとワーク
ショップの参加者
の数 
（目標：延べ800人） 

 成果発信資料 達成 
パイロット郡における計画策定に係るワークショップの
参加者数は、延べ 1,546 人。 

 

  
 
 
 

 

 
パイロット活動の開始に際して計画策定支援組織
（ローカルコンサルタント）への事前研修の様子 

 
パイロット郡でのワークショップの様子 



  
 

４． 上位目標の達成に向けて必要な行動 
本プロジェクトでは 6 つのパイロット郡において郡防災計画が策定され、計画に示された対策事

業の一部が防災事業実施機関により実施されている。本プロジェクトの上位目標である、策定された

計画の実施による防災投資促進の達成に向けて、以下に示す取り組みが最終 JCC 会議にてバングラ

デシュ国側と確認されたところであり、DDM の主導により今後の継続した活動が期待される。上位

目標は、「地方防災計画に沿って構造・非構造対策が実施される」ことを指標とし、評価する。 

(1) DRR に対する省庁横断的な調整機関としての権限と実行力の強化 
災害リスク削減というセクター横断的な事業においては、本プロジェクトでの調整の経験を活か

し、継続して意思決定できる常設の組織の機能強化を図る必要がある。本プロジェクトでは、実効性

のある地方防災計画の策定と計画に基づく防災関連事業の実施促進を目的に、中央レベルの各実施

機関間での連携強化、協働体制の構築を目的に時限的な組織である TSC（Technical Sub-Committee）
を設立した。プロジェクト終了後は、DDM 局長を議長とし、郡防災計画に整理された事業実施機関

である LGED や DPHE、BDRCS 等で構成される Focal Point Operational Coordination Group（FPOCG）

が、3 か月に一度の定期会議にて、TSC が有する“地方防災計画の策定及び防災関連事業の実施にお

ける各実施機関の調整機能”を維持することが期待される。 

(2) 郡防災計画の実施モニタリングの適切な運営 
上位目標の達成には、中央及び地方レベルの双方で郡防災計画を継続的にモニタリングし実施を

促す必要がある。プロジェクト終了後は、構築された事業進捗モニタリングの仕組みを用いて、中央

では上記の FPOCG による定期的な調整会議、地方では県・郡で毎月開催される開発調整会議の機会

を最大限に活用し、DDM 内に新設された事業実施モニタリングユニットの主導のもとに各実施機関

にて事業進捗のモニタリングが継続されることが期待される。 

(3) 郡防災計画策定のための研修プログラムの活用及び改善 
本プロジェクトでは、地方防災計画の作成・実施に向けた仕組みの構築として、ハザード分析・リ

スク評価ガイドラインやビデオチュートリアル、地方防災計画の策定・実施ガイドラインと研修教

材・マニュアルが整備された。これらは、現地職員の現状の能力や知識に留意して作成され、研修講

師の育成やデータ整備なども併せて実施された。更に、DDM は 2025 年 6 月の最終 JCC にて、構築

された研修体制を活用した具体的な取組みにより、郡防災計画策定を全国展開させる計画を発表し

た。プロジェクト終了後も、DDM の指導のもと郡防災計画の作成・実施が全国で展開されるよう、

DDM がガイドラインやマニュアルを活用し、上述した計画に沿って、計画の実施・モニタリングに

関与する地方 DDM 職員や計画策定主体である郡 DMC メンバー等に対する研修が、継続的に実施さ

れることが期待される。 

 
教訓共有セミナーの様子 

 
策定した 6 パイロット郡の郡防災計画 
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第1章 プロジェクト概要 

1.1 対象国 

バングラデシュ人民共和国政府 

1.2 プロジェクト名称 

地方防災計画策定・実施能力強化プロジェクト 

1.3 プロジェクト実施期間 

第 1 期 
計画期間：2020 年 12 月～2022 年 12 月（24 か月） 
実施期間：2020 年 12 月～2023 年 11 月（35 か月） 

第 2 期 
計画期間：2023 年 1 月～2024 年 12 月（24 か月） 
実施期間：2023 年 12 月～2025 年 7 月（20 か月） 

1.4 プロジェクトの背景 

バングラデシュ人民共和国政府（以降、バングラデシュ）は 2006 年に「バングラデシュ・ビジョ

ン 2021」を策定し、国内外からの投資を拡大することで、2021 年までに中所得国へ、2041 年まで

に先進国への転換を目指していた。しかし、バングラデシュの社会的・経済的に持続可能な発展

は、繰り返される自然災害によって妨げられている。具体的には、継続的な災害によるインフラ

の損傷や復旧コストの増大、特に低所得者層の災害による生計の喪失が顕著である。 
このような状況下、2012 年に「防災法」が制定・施行された。防災救援省（Ministry of Disaster 

Management and Relief：MoDMR）及び防災局（Department of Disaster Management：DDM）が中心

となって、災害管理関連の計画及び法体系を整備してきた。また、各防災関係機関との調整を行

い、事前準備から被災後の対応までを円滑に行うために、中央政府内から地方レベルまで各自治

体における災害管理委員会（Disaster Management Committee：DMC）の設立を推進してきた。そし

て減災対策・応急対応のために多額の予算を獲得する等、同省及び同局が着実に中央防災機関とし

てのリーダーシップを発揮しつつある。 
しかし、地方配属を含む DDM の職員は、これまで被災後の緊急支援を主務としてきた経緯か

ら、国の社会的・経済的発展を推し進めるための災害リスク削減（Disaster Risk Reduction：DRR）
の概念やその効果が十分に認識されていない。また、地方行政レベルで策定されている現在の防

災計画は、災害マネジメントサイクルにおける対応と復旧の活動に主眼が置かれており、DRR へ

の事前防災投資に関する部分が限定的である。したがって、適切な投資を通じて災害リスクを効

果的に削減するメカニズムを確立し、地方レベルの防災計画の策定と計画の実施能力を強化する

ことが急務であった。係る状況の下、バングラデシュ政府は日本政府に対し、地方レベルにおけ

る防災計画の策定支援を要請し、DDM 及びその所管省庁である MoDMR との間で本プロジェク
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トの詳細を記載した討議議事録（Record of Discussions：R/D）を 2020 年 6 月 28 日に締結し、2020
年 12 月に本プロジェクトを開始した。 
なお、2024 年 2 月に開催した第 5 回合同調整委員会（Joint Coordinating Committee：JCC、活動

【0-4】JCC 開催支援と進捗説明 参照）において、地方行政レベルの防災計画を効果的に実施し

ていくためには、DDM は国家レベルおよび複数の地方行政レベルの防災計画間の整合を調整する

機能や、対策事業実施の予算獲得等に関して中央行政と地方行政間の橋渡しをする機能を備える

ことが肝要であることが確認され、計画の効果的な実施に特に重点を置いたプロジェクトとする

ようプロジェクト・デザイン・マトリックス（Project Design Matrix：PDM）を改定（「2.3 PDM の

改定」参照）の上、各種活動を展開した。 

1.5 上位目標及びプロジェクト目標ならびに成果 

表 1-1 に、本プロジェクトの上位目標、プロジェクト目標、各活動成果、及び、活動内容を示

す。 

表 1-1 上位目標、プロジェクト目標ならびに各成果・活動 

上位目標 策定された郡（Upazila）レベルの地方防災計画に基づいた事前防災投資が促進
される。 

プロジェクト目標 防災局が、防災救援省及び各防災関係省庁、地方政府との連携により、郡レベ
ルの防災計画を策定し、実施に繋げる体制が構築される。 

成果 活動内容 
成果 1 郡レベルの防災計画策定

に適用できるハザード・リ
スクアセスメントの方法
と実施体制が整備される。 

1.1 バングラデシュ国におけるハザード情報の整備状況、リス
ク分析の実施状況を調査し、郡レベルの防災計画策定への
適用性を踏まえて課題を分析 

1.2 活動 1 で整理された課題を踏まえて、防災関係省庁との連
携の下、郡レベルの防災計画策定に適用できるハザード・
リスクアセスメントの方法を確立 

1.3 MoDMR の支援の下、DDM が郡レベルの防災計画策定に
適用できるハザード・リスクアセスメントのガイドライン
を作成し、人材育成のための研修を実施 

1.4 活動 3 の研修を受講した人材によりパイロット領域の地域
特性を考慮してハザード・リスクアセスメントを実施 

成果 2 防災局に、郡レベルの防災
計画策定支援体制が整備
される。 

2.1 MoDMR、防災関係省庁の連携の下、DDM の主導により実
効性のある地方防災計画策定に係る作業部会（TSC）を中
央レベルに設立し、地方防災計画策定の基本方針、策定方
法、対策選定及び実施の手続きを整理したガイドライン案
及びその概要版を作成 

2.2 活動 1 で作成されたガイドライン案を基に、TSC の支援の
下、DDM が県災害管理委員会（DDMC）、郡災害管理委員
会（UzDMC）等を対象とした郡レベルの防災計画策定に係
る研修マニュアル及び教材を作成 

2.3 活動 2 で作成された研修マニュアルに沿って、TSC の支援
の下、DDM がパイロット領域の DDMC、UzDMC 等を対象
とした郡レベルの防災計画策定に係る研修を実施 

2.4 活動 3 の結果を踏まえ、TSC の支援の下、パイロット領域
の DDMC、UzDMC が郡防災計画策定サブコミッティー
（UzSC）を組織し、地方防災計画の内容と計画策定に必要
な活動を明確化 

2.5 活動 3、4 の結果を踏まえて、TSC の支援の下、DDM がガ
イドライン案（概要版を含む）、研修マニュアル及び教材
を改定 
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成果 活動内容 
成果 3 パイロットエリアにおい

て各防災関係省庁、地方政
府の連携により、実効性の
ある郡レベルの防災計画
が策定される。 

3.1 UzSC（郡防災計画策定サブコミッティー）が、Union 災害
管理委員会と協力して対象エリアの災害履歴を集約 

3.2 UzSC が、活動 1 と成果 1 の活動 4 によって得られたハザー
ド・リスクアセスメントの結果をもとに、対象エリアにお
ける災害リスクをとりまとめる 

3.3 UzSC が、上位防災計画やその他各関係実施機関の事業計
画、貴機構含むドナーの事業計画や過去の防災プロジェク
トの成果等を参照し、対象エリアにおける構造物・非構造
物対策の実施及び計画の状況を分野横断的に集約 

3.4 活動 2・3 の結果を基に、MoDMR、防災関係省庁、DDMC、
UzDMC の支援の下、UzSC が、対象エリアにおいて災害リ
スク低減のために実施可能な構造物対策案を、予算を含め
て計画 

3.5 ODMR、防災関係省庁、DDMC、UzDMC の支援の下、UzSC
が、活動 4 で計画された構造物対策案の実行によるリスク
低減を考慮した非構造物対策案を、予算を含めて計画 

3.6 DDMC、UzDMC の支援の下、UzSC がパイロット領域で活
動する防災関係機関（ドナー・NGO・民間セクター等）を
対象に防災計画案を発表するワークショップを行い、対策
実施方針を協議 

3.7 DDMC、UzDMC の支援の下、UzSC が、活動 2 から活動 6
を踏まえて防災計画実行に必要な予算を管轄する省庁を
特定し、地方防災計画を最終化 

3.8 DDMC、UzDMC の支援の下、UzSC が、MoDMR 及び担当
省庁・地方政府へ活動 7 の成果を報告し、構造物・非構造
物対策の予算獲得に必要な働きかけを行う 

3.9 既存のモニタリング体制を活用して地方防災計画の進捗
状況を確認して、必要に応じて計画の見直しを促す 

成果 4 郡レベルの防災計画策定
の実施に向けた体制が整
備される。 

4.1 MoDMR、DDM が成果 1、2、3 の活動過程と得られた成果
や教訓を基に、一連の郡レベル防災計画策定・更新に必要
な活動が具体的に記載された実務的な手順書案を作成し、
試行して完成 

4.2 ベースライン調査により全国の DDMC、UzDMC の能力や
地域特性を把握するとともに、MoDMR、DDM により、各
管区における地方防災計画の策定優先順位付けを行う 

4.3 MoDMR、DDM が、承認された郡防災計画の実施に必要な
予算の割り当てを政府機関と調整するため、情報共有会議
を開催する 

4.4 MoDMR、DDM が、各郡防災計画の実施にあたりパイロッ
ト郡と関係機関による県災害管理委員会調整会議の開催
を促進する 

4.5 MoDMR、DDM が、プロジェクト終了時期に、パイロット
県・郡災害管理委員会を招集し教訓共有セミナーを開催す
る 

出典：専門家チーム 
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1.6 プロジェクト実施機関及び体制 

1.6.1 実施機関 

本プロジェクトの主なカウンターパート（C/P）は防災局（DDM）である。中央レベルの関係省

庁は、バングラデシュ国気象庁（Bangladesh Meteorological Department：BMD）、地方行政技術局

（Local Government Engineering Department：LGED）、水資源開発局（Bangladesh Water Development 
Board：BWDB）、バングラデシュ測量局（Survey of Bangladesh：SOB）、バングラデシュ地質調

査所（Geological Survey of Bangladesh：GSB）、公共事業局（Public Works Department：PWD）、

農業普及局（Department of Agricultural Extension：DAE）、計画委員会（Planning Commission：PC）、
消防市民防衛庁（Department of Fire Service and Civil Defense：FSCD）である。 
また地方レベルでは、以下に挙げるパイロット県（District）・郡（Upazila）とプロジェクトを

実施した。 

 Cox’s Bazar 県: Cox’s Bazar Sadar 郡、Chakaria 郡 

 Sunamganj 県: Chhatak 郡、Jagannathpur 郡 

 Kurigram 県: Ulipur 郡、Chilmari 郡 

1.6.2 実施体制 

本プロジェクトでは、バングラデシュ側と日本側のプロジェクトメンバーを、成果ごとの 4 つ

のワーキンググループ（Working Group：WG）に分類し、プロジェクト実施体制を構築した。R/D
に基づき、DDM 局長は事業実施責任者及び JCC 議長となる。また、プロジェクト・ディレクター

（DDM 計画・開発部長）、プロジェクト・マネージャー（DDM 計画・開発部計画課長）、WG
リーダー（各成果につき 1 名：計 4 名）が配置されたほか、第 2 期開始後、DDM 中央省庁の専任

職員から下記の 3 名が当プロジェクト担当として配置された。 

 ハザード分析・リスク評価担当 

 郡防災計画策定指導担当 

 防災事業実施・管理担当 

WG2 では、WG メンバーの関係機関により、地方防災計画策定に関する作業部会（Technical Sub-
Committee：TSC）が設置された。また、WG3 では、パイロット県、郡の DMC により、郡防災計

画策定サブコミッティー（Upazila Sub-Committee：UzSC）が設置された。更に、WG2 の TSC にお

ける関係省庁間の調整や WG3 での郡防災計画における防災関連事業の調整等において、事業運

営委員会（Project Steering Committee：PSC）で省庁間協議を実施する体制とした。 
日本人専門家不在時の WG 活動の継続性の確保やバングラデシュ国側の関係機関間の調整と連

携の強化を目的に、各 WG にはローカルコンサルタントを投入し、プロジェクトを推進した。更

に、WG3 の郡防災計画策定に関わるパイロット活動では、計画策定経験のない UzSC や郡災害管

理委員会（Upazila Disaster Management Committee：UzDMC）を支援する目的で、現地のローカル

コンサルタントへの再委託をおこなった。 
本プロジェクトの実施体制の全体像を模式的に表現した実施体制図を図 1-1 に示す。 
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出典：専門家チーム 

図 1-1 プロジェクト関係組織図 
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第2章 プロジェクトの成果 

2.1 プロジェクトの成果 

2.1.1 日本側の投入（計画・実績） 

(1) 専門家派遣 

15 人の日本人専門家が業務計画書の内容に即して派遣された。専門家のアサイン人月の計画と

実績（第 1 期及び第 2 期の合計）は表 2-1 に示されているとおりである。 

表 2-1 専門家投入量 

担当分野 
第 1 期 第 2 期 

渡航回数 人月 (P/M) 渡航回数 人月 (P/M) 
計画 実績 計画 実績 計画 実績 計画 実績 

業務主任者／防災計画 7 7 7.00 7.00 6 6 3.87 4.02 
副業務主任者／ 
災害リスク・脆弱性評価 1 6 8 6.00 7.40 5 9 2.93 4.32 

災害リスク・脆弱性評価 2 5 5 5.33 5.33 2 3 1.50 1.51 
地方防災ガバナンス 1 6 8 7.00 7.32 5 8 3.03 4.03 
地方防災ガバナンス 2  0 0 0.20 0.20 
防災研修プログラム 1 3 2 1.50 1.55 2 0 0.90 0.00 
防災研修プログラム 2／ 
地方防災計画 2 5 4 3.50 3.33 5 3 2.07 2.30 

地方防災計画 1 7 7 6.00 5.90 5 3 2.60 1.60 
防災投資 4 4 3.83 3.83 4 1 2.87 0.63 
洪水災害情報・対策 5 5 5.50 5.50 3 4 1.80 1.80 
土砂災害情報・対策 4 4 3.67 3.47 1 1 0.77 0.77 
沿岸域災害情報・対策 1 0 0 1.00 0.30 0 0 0.00 0.00 
沿岸域災害情報・対策 2 3 2 3.50 1.65 2 2 0.90 0.53 
地震災害情報・対策 4 4 3.00 3.00 2 2 0.90 0.90 
リスク情報管理 3 5 3.00 4.80 3 5 0.90 2.13 
防災事業実施管理 1 5 5 4.50 4.65 6 9 3.03 6.73 
防災事業実施管理 2  3 1 0.50 0.50 
業務調整 1／ 
事業実施管理支援 1 6 4 0.00 0.00 0 0 0.00 0.00 

業務調整 2／ 
事業実施管理支援 2  0 1 0.00 0.00 

合計 73 74 64.33 65.23 54 58 28.77 31.97 
注：計画値は、第一期および第二期の契約（変更契約後）に基づく。 

出典：専門家チーム 
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(2) 本邦研修 

C/P である DDM や、パイロット郡／県、関係省庁の職員が、令和 5 年（2023 年）2 月、7 月及

び、令和 6 年（2024 年）3 月に、本プロジェクトの本邦研修へ参加した。研修参加者の内訳は以

下の通りである。 
表 2-2 本邦研修 

計画 
 実施時期 対象者 参加予定人数 

第 1 回 2021 年 10 月頃 
1 週間程度 TSC メンバー（DDM、関係省庁） 10 人 

第 2 回 2022 年 6 月頃 
2 週間程度 

TSC（DDM、関係省庁）、 
UzDMC メンバー（UNO、PIO 等） 10 人 

第 3 回 2023 年 6 月頃 
2 週間程度 

TSC（DDM、関係省庁）、 
UzDMC メンバー（UNO、PIO 等） 10 人 

合計 30 人 
実績 

 実施日 研修員所属先 参加人数 

第 1 回 2023 年 
2 月 20 日～3 月 4 日 

DDM（中央） 3 
計 10 人 関係省庁（MoDMR、ERD、PC） 4 

パイロット郡/県（DRRO、UNO、PIO） 3 

第 2 回 2023 年 
7 月 3 日～7 月 14 日 

DDM（中央） 1 
計 6 人 関係省庁（MoDMR、LGED） 2 

パイロット郡/県（UNO、PIO） 3 

第 3 回 2024 年 
5 月 20 日～5 月 31 日 

DDM（中央） 3 
計 11 人 関係省庁（MoDMR） 3 

パイロット郡／県（DRRO、UNO、PIO） 5 
合計 27 人 

出典：専門家チーム 

(3) 調達機材 

ノートパソコン 6 台及びプリンター1 台がプロジェクト期間中に、プロジェクト活動での使用

のために調達された。表 2-3 に調達機材一覧の内訳を示す。 

表 2-3 調達機材一覧 

機材名 調達月 規格・品番 台数 
ノート 
パソコン 

2021 年 4 月 Dell inspiration 153000, intel corei7 8th generation, 8 GB RAM, 
2 Blue and 1white 

3 

2021 年 10 月 Dell VOSTRO 143490, intel corei7 10th Generation, 8 GB RAM, 
Black  

1 

2022 年 6 月 Dell Inspiration 153501, intel corei5 11th Generation, 16 GB 
RAM, Silver 

1 

2023 年 11 月 Asus A15FA507RE, 16GB DRR5 1 
プリンター 2021 年 3 月 Epson Stylus L3110 Multifunction Printer 1 

合計 7 
出典：専門家チーム 
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2.1.2 バングラデシュ側の投入 

(1) C/P 投入 

DDM は、プロジェクト・ディレクター、プロジェクト・マネージャー、WG リーダーを配置し、

同局の複数の部門から WG メンバーを任命した。プロジェクト開始当初から若干の変更はあるも

のの、2025 年 4 月現在の C/P のメンバー配置は、下記に示すとおりである。PD や PM を含め、総

勢 27 名が投入された。 

① プロジェクト・ディレクター（PD） 

Mr. Md. Abdullah Al-Mamun, Director of Planning and Development Wing, DDM 

② プロジェクト・マネージャー（PM） 

Mr. Md. Abdus Sobhan, Deputy Director of Planning, Planning and Development Wing, DDM 

③ 各 WG の C/P メンバーリスト 

表 2-4 WG メンバーリスト 
 氏名 役職 部署 /省庁 

WG1: Hazard &Risk Assessment 

Group 
leader Mr. Dilip Kumar Saha 

Deputy Secretary/Deputy Director, 
Monitoring and Information Management 
Wing 

DDM 

Sub-Group 
leader Mr. Md. Hafizur Rahman Assistant Director- GIS DDM 

 

Mr. Sarder Udoy Raihan Executive Engineer FFWC, 
BWDB 

Mr. Partho Protim Barua Assistant Engineer FFWC, 
BWDB 

Dr. Md. Shamim Hasan 
Bhuiyan Metrologist BMD 

Ms. Salma Aktar Director (Geology) GSB 
Md. Abdur Rouf Howladar Director SOB 

WG2: Framework of Local DRR Planning and Implementation  
Group 
leader Mr. Md. Kamal Hossain Deputy Secretary/Deputy Director- (Admin- 

2) DDM 

 

Mr. Dewan Nurul Huda Assistant Engineer/ KABIKHA (Food For 
Work Wing DDM 

Ms. Israt Jahan Deputy Chief/ Forest, Fisheries and Livestock 
Wing PC 

Mr. Atish Chakma Deputy Assistant Director FSCD 
Mr.Dr. Robin Kumar Biswas Superintending Engineer (Civil), Planning-3 BWDB 
Mr. Md. Wahiduzzaman PD, DRMEP (LGED part) LGED 

Mr. Dr. Md. Taufiqur Rahman Senior Project Economist (Deputy Director, 
Planning, Implementation and ICT wing) DAE 

Mr. Sk. Toufiqur Rahman Executive Engineer PWD 
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 氏名 役職 部署 /省庁 
WG3: Formulation of Local DRR Plan 
Group 
leader Mr. Md. Abdus Sobhan Deputy Secretary/ Deputy Director-

(Planning)- In charge DDM 

 
Mr. Javed Karim Additional Chief Engineer LGED 
Mr. Abu Yusuf Md. Rasel Deputy Secretary (Planning-3) MoDMR 
Mr. Rabiul Islam Assistant Engineer- Evaluation DDM 

WG4: Promotion of the Implementation of the UzDRRAPs 
Group 
leader Mr. Engr. Md. Ismail Hossain Deputy Director - (Training) DDM 

 

Mr. Md.Obaidul Islam Joint Secretary (Training and Budget wing) MoDMR 
Mr. Md. Abdur Rahman Deputy Director (Budget and Accounts) DDM 
Mr. Bidyut Kumar Saha Superintendent Engineer (Civil), Planning-2 BWDB 
Mr. Kirit Sebastin Gomej Senior Assistant Engineer, CRRI Project LGED 
Mr. Md. Tarikul Islam Executive Engineer (Establishment) PWD 

出典：専門家チーム 

(2) 事務所の提供等 

プロジェクト活動の円滑な進行のため、机や椅子、エアコンを備えたオフィスが DDM から提

供された。また、デスクトップ PC 3 台とプリンター1 台が貸与された。また、2024 年 7 月に発生

したデモにより発生した火災への対応として、書棚兼金庫が 2 台提供された。 
その他、DDM は技術支援事業提案書（Technical Assistance Project Proposal：TAPP）に基づき、

プロジェクトで開催された会議やワークショップ等の際には、参加者に昼食を提供するとともに

バングラデシュ国の規定に基づく謝礼の支払いをおこなった。 

  
C/P によるプロジェクト事務所及び機材の提供 

2.1.3 活動成果 

(1) プロジェクト全体 

活動【0-1】【0-2】業務計画書・ワークプランの作成・協議 

専門家チームは、プロジェクト実施の基本方針やプロジェクト手法等を含む業務計画書（和文）

を作成し、JICA より承認を得た。その後、必要な更新を行った上、最終化した業務計画書を基に
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ワークプラン（英文）案を作成し、第 1 回 JCC 会議にて、同プラン案と PDM 案がバングラデシュ

側に説明・協議の上、バングラデシュ国側の合意を得た。 

活動【0-3】事業効果測定のためのベースライン及びエンドライン調査の実施 

本プロジェクトでは、事業効果を測定することを主目的に、簡易なベースライン及びエンドラ

イン調査を実施した。各調査の実施概要と事業効果の測定結果を下記に示す。 

1) 各調査の実施概要 

ベースライン調査及びエンドライン調査として、「C/P の現状能力等調査」と「防災に関わる

全国実態調査」の 2 種類の調査を実施した。「C/P の現状能力等調査」は、DDM 職員（中央、

地方）を対象に、災害リスク削減に係る活動や防災計画立案・実施に係るプロセスの理解度を

プロジェクトの開始時点と終了時点の能力状況を確認した。一方、「防災に関わる全国実態調

査」は、全国の県災害救援復旧担当官（District Relief and Recovery Officer：DRRO）を対象に、

全国の各県・郡 DMC の会議や計画策定等の活動実態の変遷を把握・整理し、今後、DDM が本

プロジェクトの成果を全国へ普及させていく際の課題を確認した。各調査の実施概要は下記の

通りである。 

表 2-5 事業効果の測定に係る各調査の実施概要 

 C/P の現状能力等調査 全国実態調査 
ベースライン調査 エンドライン調査 ベースライン調査 エンドライン調査 

実施 
時期 

2022 年 6 月* 
*COVID-19 による 
渡航制限解除後 

2025 年 3 月～5 月 2022 年 6 月* 
*COVID-19 による 
渡航制限解除後 

2025 年 3 月～5 月 

目的 DDM 職員の現状の能力の把握 DDMC や UzDMC の活動状況の把握 
方法 アンケート調査 アンケート調査 

回答者 プロジェクトに関わ
る DDM 職員 19 名 

プロジェクトに関
わった DDM 職員 17
名 

全 64 県の DRRO 

調査 
項目 

下記の項目の理解度に関する自己能力評価； 
 国際的な防災枠組み 
 防災関連機関の役割 
 災害リスク評価 
 国家防災計画、地方防災計画 
 構造物対策・非構造物対策 等 

下記の項目に関する県/郡の状況； 
 DDMC と UzDMC の活動状況と課題 

出典：専門家チーム 

2) 事業効果の測定結果 

各調査結果について、それぞれ下記に示す。 

I. C/P の現状能力等調査 

C/P の現状能力等調査は、DDM 職員の災害リスク削減事業の計画立案・実施に関わる現状の

能力を明らかとし、プロジェクト活動の効果を確認することを目的に実施した。ベースライン

調査及びエンドライン調査はアンケートにて実施し、調査対象は、DDM 本庁に勤務するプロ

ジェクト・ディレクターやプロジェクト・マネージャー、WG メンバー等の他、パイロット活



11 

動の現場担当としてパイロット地域でプロジェクト活動に関わる DRRO や郡案件実施担当官

（Project Implementation Officer：PIO）とした。ベースライン調査では 19 名、エンドライン調査

では 17 名から回答を得た。事業効果の測定結果の概要は、以下の通りである（調査の詳細は、

別添のベースライン調査報告書及びエンドライン調査報告書を参照）。 

a) 国際的な防災枠組と事前防災投資及び災害リスク削減の重要性 

プロジェクト開始時と比較し、仙台防災枠組（Sendai Framework for Disaster Risk Reduction：
SFDRR）、東南アジア諸国連合（Association of Southeast Asian Nations：ASEAN）のイニシアティ

ブ、その他 DRR に関する国際的な枠組みに対する DDM 職員の理解度（5 段階）が平均 2,6 ス

コアから 3.4 スコアへ向上し、よく理解している職員の割合も 36 ポイント増加した。同様に、

災害リスク削減に係る自国の文脈について、よく理解していると回答した職員の割合も 45%か

ら 59％へ増加した。 

 〔想定される理由〕本プロジェクトでは、「事前防災投資の促進」を上位目標に全ての活

動を実施し、対象郡の災害リスク削減のために必要な行動を郡防災計画として策定する

取組が進められた。DRR 概論研修を含むこれら一連のプロジェクト活動を通して、災害

リスク削減に係る国際的な枠組みについての説明を含め、事前防災投資や災害リスク削

減など国際的な潮流についての理解を促進させたことが、この意識向上にも寄与したと

考えられる。 

b) ハザードと災害リスク 

プロジェクト開始時と比較し、自国の災害特性及び各管轄地域の災害特性について、よく理

解していると回答した職員の割合がそれぞれ 25 ポイント、52 ポイント増加するなど、ハザー

ドに対する職員の理解度が大幅に向上した。ハザード別では、バングラデシュにおいて馴染み

の深いサイクロンや洪水について、理解度が高い傾向が維持された一方、土砂災害や河岸浸食、

高潮についても理解しているとの回答が増加した。また、ハザード分析及び災害リスク評価に

係るツールや研修についての職員の理解度も、よく理解しているとの回答が 21%から 51％へ大

幅に向上した。一方、一部の地方職員は、中央職員に比べ、国全体の災害特性についての理解

が依然として高くないことも明らかとなった。 

 〔想定される理由〕プロジェクト活動を通じて、土砂災害や河岸浸食、高潮を主要な災

害として取り扱ったことにより、当該ハザードに対する関心や知識が高められたと考え

られる。またハザード分析・リスク評価に係る理解は、パイロット地域でのハザードマッ

ピングやリスクアセスメントの実施を通じて高められたと推察できる。今後、本プロジェ

クトで整備した「DRR 概論研修」や「郡防災計画策定研修」を継続的に実施し、国全体

の災害リスク特性に関わる地方職員の理解の促進が求められる。 

c) DDM 及びプロジェクト実施機関（LGED や BWDB 等）の防災上の役割 

ベースライン調査時と同様、回答者は、DDM の役割についてよく理解しており、エンドライ

ン調査時にはその傾向が更に強まった。また、ベースライン調査時に比べ、他の防災関連機関

の役割についての理解度が大幅に増加し、60％以上の回答者がよく理解しているとの回答で

あった。 
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 〔想定される理由〕本プロジェクトでは、中央に TSC が、地方に UzSC がそれぞれ設置

されたほか、県災害管理委員会（District Disaster Management Committee：DDMC）も開催

され、必要な対策とその実施機関に係る協議が多く行われたことにより、他機関の役割

についての理解が促進したと考えられる。今後も、DDM が中央・地方それぞれにおいて、

各会議体を先導し、他関係機関間の連携を促進することが期待される。 

d) ハザードに対する構造物・非構造物対策 

ベースライン調査時と比べ、特に風水害対策及び地盤災害に対する構造物対策への理解度が

大幅に向上した。一方、一部の地方職員において、風水害やその他災害に対する構造物対策、

地盤災害に対する非構造物対策についての理解度が中央職員に比べ低い傾向もみられた。 

 〔想定される理由〕郡防災計画（Upazila Disaster Risk Reduction Action Plan：UzDRRAP）
策定のプロセスにて、ハード対策とその残余リスクに対するソフト対策の検討をおこ

なった他、DRR 概論研修やパイロット地域での計画策定ワークショップにおいて災害種

毎の対策メニューやその内容についての説明を丁寧に行ったことが、構造物・非構造物

対策に係る理解度の向上に寄与したと推察される。地方職員に対しては、今後も引き続

き研修を通じた知識向上を図る必要がある。 

e) 地方計画立案と災害リスク削減の為の予算取得 

ベースライン調査時と比較し、郡防災計画の目的と内容に関して、よく理解している職員の

割合がそれぞれ 17 ポイント、36 ポイント増加したほか、国家防災計画（National Plan for Disaster 
Management）の目的についてもよく理解している職員の割合が 30 ポイント増加した。計画立案

のポイントの一つである対策事業の優先順位付けのためのプロジェクト評価については、前述

の構造物・非構造物対策に関する設問と同様に、回答者の理解度が全体的に向上しているもの

の、地方職員の一部においては理解度の向上がみられないことも確認された。また、災害リス

ク削減に係る事業の予算取得については、よく理解している職員の割合が増加し、ほとんど理

解していないとの回答は減少したものの、十分な理解に至っていないと自己評価する職員も複

数みられた。 

 〔想定される理由 1〕郡防災計画の目的や内容に係る理解度の向上は、回答者が本プロ

ジェクトを通じて実際に計画策定プロセスに関わったことに起因すると考えられる。ま

た、国家防災計画については、DRR 概論研修にてその目的や内容が紹介されており、そ

れにより理解度が高まったと考えられる。 

 〔想定される理由 2〕対策事業の優先順位付けのためのプロジェクト評価や事業実施に

向けた予算取得については、中央職員と比較して地方職員の理解度が低い傾向にある。

DDM の地方職員（DRRO、PIO）は、中央からの指示に基づき担当の県・郡において DDM
担当のインフラ整備やコミュニティ防災支援、災害時の緊急対応を主務としており、ほ

ぼ全ての地方職員が本プロジェクトのパイロット活動を通して、担当する県・郡の災害

リスク削減に必要な対策を他機関の事業も含めて調整・整理することを始めて経験した

ところである。優先的な対策事業の整理や予算獲得に向けた中央への働きかけなど従前

に比べて理解は進んだものの、地域住民の意見との調整や他機関との調整など現場なら
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ではの複雑さ、難しさも相まって、理解が不足していると評した回答者が多かったもの

と考えられる。パイロット県・郡で継続される事業実施モニタリングの活動を通じて醸

成が図られることが期待される。 

II. 防災に係る全国実態調査 

防災に係る現状調査は、全国の DRRO を対象に DDMC や UzDMC の活動状況を調査し、バ

ングラデシュ国にて地方防災計画策定を他地域へ展開する際の課題の確認を行うことを目的に

実施した。主な調査結果は、以下の通りである（調査の詳細は、別添のエンドライン調査報告

書を参照）。 

a) 災害リスク管理計画の策定状況 

 ベースライン調査時に 64 県中 4 県であった県計画を有する県は、エンドライン調査時に

おいて11県、郡計画を有する県は3県から18県となった。その内、Cox’s Bazar、Sunamganj、
Kurigram の 3 県が、本プロジェクトで策定した郡防災計画を有する県である。 

 〔他地域展開の際の課題〕本プロジェクトでは 3 県下の 6 郡で郡防災計画が策定さ

れたが、依然として多くの県・郡が災害管理計画を保有していない状況にある。今

後、DDM は本プロジェクトで構築された計画策定・実施の体制を基に他の県・郡に

て計画策定がなされるよう継続的な取り組みを行う必要がある。 

b) 他防災関係機関との協力や調整 

 ベースライン調査時に比べ県 DMC 会議の開催頻度が一部の県で増加し、月次会議を開

催する県の割合は 8.2%から 37.1％へ上昇したほか、57 県であった会議記録を保持する県

の数は 61 県に増加した。ほとんど全ての DRRO が他防災関係機関（政府機関、NGO 等

を含む）と調整を行っており、ベースライン調査時から大きな差は見られなかった一方、

BWDB や LGED 等の政府機関と調整を行っている DRRO の数は 29 県から 16 県に減少

した。 

 〔他地域展開の際の課題〕効果的な計画立案と実施には、関係機関間の連携が不可

欠であるが、他防災関係機関と調整を行っている DRRO の数は依然として低い状況

にある。今後、本プロジェクトで得た教訓を基に、DDM が先導的に他地域での郡防

災計画策定や実施モニタリングを継続し、事業実施機関である BWDB や LGED 等

との協力と調整を推進することが必要である。 

c) DDMC に対する財政支援の必要性 

 ベースライン調査時は、DDMC の主要な課題として、関係機関との調整を挙げる DRRO
が多くみられたが、エンドライン調査時には、予算不足を主要な課題と挙げる DRRO が

多かった。特に、訓練・研修や DDMC 会議のための予算不足を重大な問題と回答してい

る。また、DMC 職員の知識不足についても、依然として解決すべき課題のひとつとして

挙げられている。 

 〔他地域展開の際の課題〕DDMC や UzDMC の活動資金は限られていることから、

中央政府は彼らの課題を理解し、活動資金の配分を増やすほか、例えば本プロジェ
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クトで整備した「DRR 概論研修」や「郡防災計画策定研修」を含め、DDMC が求め

る研修やその他の活動を中央政府が提供するなど、県・郡 DMC への後方支援を継

続・強化することが求められる。 

活動【0-4】JCC 開催支援と進捗説明 

バングラデシュ側と日本側は、プロジェクトの進捗状況を共有し、特に重要な活動について協

議するため、JCC 会議を開催した。また、JCC 会議に加え、PSC 会議及び進捗状況共有会議が、

下表の通り定期的に開催された。 

表 2-6 JCC およびプロジェクトに基づくその他の協議事項 

日付 会議名 協議事項 
2021/11/4 第1回 JCC Meeting  ワークプラン及びモニタリングシートⅠ・Ⅱ「Ver.0」の確認と合

意 
 パイロット郡の選定 
 今後の予定 

2022/3/14 Preparatory 
Meeting 

 DDM 及びその他の関連機関を含むワーキンググループの立ち
上げ 

 各 WG メンバーの経験や役割、責任についての意見交換 
2022/3/23 Inception Meeting 

in Cox’s Bazar 
 プロジェクトの活動と目的 
 パイロット地域での取組に関する導入の説明・表明 

2022/3/30 1st PSC Meeting  プロジェクトの目的、活動進捗や財政状況の報告 
 今後の活動計画についての協議 

2022/6/16 Inception Meeting 
in Sunamganj 

 プロジェクトの活動と目的 
 パイロット地域での取組に関する導入の説明・表明 

2022/6/28 2nd PSC Meeting  プロジェクトの目的、活動進捗や財政状況の報告 
 今後の活動計画についての協議 

2022/9/8 3rd PSC Meeting  2022-23 会計年度のプロジェクト活動の進捗や財政状況の報告 
2022/10/31 2nd JCC Meeting  WG メンバーの更新 

 プロジェクト活動の進捗状況 
 R/D の事業期間の延長 
 本邦研修の協議・承認 
 今後の予定 

2022/11/17 4th PSC Meeting  プロジェクト活動の進捗や財政状況の報告 
 年間パフォーマンスの進捗状況 
 第 2 回 JCC 会議（2022 年 10 月 30 日に開催）の結果報告 
 本邦研修プログラムの計画（2023 年 2 月～3 月） 
 プロジェクト期間の 6 か月延長 

2023/3/13 5th PSC Meeting  プロジェクト活動の進捗や財政状況の報告 
 第 1 回本邦研修の報告 
 2022-23 会計年度の進捗状況 

2023/5/24 6th PSC Meeting  プロジェクト活動の進捗や財政状況の報告 
 第 3 回 JCC 会議を含む今後の予定 
 第 2 回本邦研修の計画 
 年間パフォーマンスの進捗状況 
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日付 会議名 協議事項 
2023/5/29 3rd JCC Meeting  WG メンバーの更新 

 各 WG の活動内容と進捗状況 
 第 1 回本邦研修の振り返り 
 第 2 回本邦研修計画の協議・承認 

2023/8/14 7th PSC Meeting  2022-2023 年度のプロジェクト活動の進捗や財政状況の報告 
 年間パフォーマンスの進捗状況 

2023/11/14 4th JCC Meeting  パイロット地域活動を通じて策定された 4 つの郡防災計画案
の確認と協議 

2024/2/28 5th JCC Meeting  WG メンバーの更新 
 各 WG の活動内容と進捗状況 
 Cox’s Bazar 県及び Sunamganj 県の郡防災計画の実施に向けて
必要な取組 

 第 3 回本邦研修計画の協議・承認 
 DDM が持つべき機能の確認とそれに伴う PDM 改定 

2024/3/21 8th PSC Meeting  2022-2023 年度のプロジェクト活動の進捗や財政状況の報告 
 年間パフォーマンスの進捗状況 

2024/6/4 9th PSC Meeting  2022-2023 年度のプロジェクト活動の進捗や財政状況の報告 
 年間パフォーマンスの進捗状況 

2024/9/9 10th PSC Meeting  2024-2025 年度のプロジェクト活動の進捗や財政状況の報告 
 年間パフォーマンスの進捗状況 

2024/10/23 6th JCC Meeting  WG メンバーの更新 
 各 WG の活動内容と進捗状況、本邦研修報告 
 PDM 指標の改定 
 プロジェクト目標達成のためのDDM の能力強化に向けた今後
の取組方針 

2024/12/2 11th PSC Meeting  2024-2025 年度のプロジェクト活動の進捗や財政状況の報告 
 年間パフォーマンスの進捗状況 

2025/6/17 7th JCC Meeting  各 WG の活動と成果報告 
 PDM の各成果及びプロジェクト目標の達成状況 
 上位目標達成に向けた DDM の今後の取組 

出典：専門家チーム 

活動【0-5】 本邦研修の実施 

本プロジェクトでは、事前防災投資及び地方防災計画策定に関する研修を、プロジェクト開始

後 1 年以内に 1 回、プロジェクト 2 年目以降の地方防災計画策定中に 2 回、計 3 回実施予定であっ

た。しかしながら、COVID-19 の感染拡大に伴い海外からの研修生の受入れが困難であった事情か

ら、プロジェクトに直接支障が出ない範囲で、これらの実施時期を調整し、研修を実施した。 
第 1 回研修は、2023 年 2 月 20 日から 3 月 4 日まで実施された。この研修には、DDM 本部、

MoDMR、その他計画委員会等のプロジェクト関連省庁、パイロット県・郡から 10 名の研修員が

参加した。続く第 2 回研修は、2023 年 7 月 3 日から 14 日のスケジュールで実施され、DDM、

MoDMR、LGED、パイロット郡から、計 6 名の研修生が参加した。第 3 回研修は、2024 年 5 月 20
日から 5 月 31 日に実施され、DDM、MoDMR、パイロット県・郡から、計 11 名の研修生が参加

した。 
各研修とも、より効果的な研修とするため、研修内容や方法について JICA 本部及び JICA バン

グラデシュ事務所と協議を行った。また、DDM は専門家チームとも協議の上、研修生を選定した。
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各研修の参加者は、事前防災投資や、防災関連機関の連携により実施されている災害リスク削減

プロジェクトの計画・実施に関する講義を受け、沿岸地域やいくつかの河川流域での現地視察を

行った。 

 
第 1 回本邦研修の様子 

 
第 2 回本邦研修の様子 

   
第 3 回本邦研修の様子 

(2) 成果 1 

活動【1-1】 バングラデシュ国におけるハザード情報の整備状況、リスク分析の実施状況を調査

し、郡レベルの防災計画策定への適用性を踏まえて課題を分析 

バングラデシュにおける災害リスク評価の実践的手法を確立するため、専門家チームはプロ

ジェクト開始後、文献調査とヒアリング調査を実施し、主に以下の事項を確認した。 

 Multi-Hazards Risk and Vulnerability Assessment, Modeling and Mapping（MRVAM）の結果は、

バングラデシュ全地域を対象としたハザードとリスク分析のための入力データとし得る。

MRVAM は、DDM が世界銀行からの資金援助を受けて「Emergency 2007 Cyclone Recovery 
and Restoration Project」のサブコンポーネントの一部として開始した。DDM との協議の結

果、プロジェクトで作成された報告書と地図の画像データは DDM に保存されているが、

編集可能なオリジナルの空間データは保存されていないことが明らかになった。郡防災計
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画策定には元データが不可欠であるため、まずは MRVAM の結果を本事業の参考情報と

することが確認された。 

 BWDB を始めとする気象災害対策としての河川・海岸改修工事の設計・維持・管理を担当

する関連機関は、フィージビリティ調査（Feasibility Study：F/S）のような計画段階で洪水・

高潮シミュレーションを行っている。しかし、その結果は BWDB のプロジェクト内部での

み使用され、他の組織や自治体には提供されないことになっている。独自の郡防災計画を

策定する計画を持つ郡は、BWDB や関連機関にハザード分析結果の提供を要請する必要が

あることが確認された。 

 国際ドナーや NGO の活動を確認したところ、UNDP の「統合災害管理プログラムフェーズ

2」では多くのパイロット地域でコミュニティ・リスク・アセスメント（Community Risk 
Assessment：CRA）が実施されていることが確認された。CRA の結果は、災害の過去の記

録を把握し、その地域の災害特性をコミュニティレベルで収集するのに有効である。 

以上の調査結果から、MRVAM の結果や政府機関の分析結果等、地域の特性や潜在的なハ ザー

ド、リスクを把握する上で有用な参考資料はあるが、郡レベルの空間解像度で地域のハザードマッ

プを作成するための具体的な方法・手法が確立されていないことがわかった。郡防災計画を策定

するためには、地域の潜在的なハザードを客観的かつ俯瞰的に評価するために、科学的なプロセ

スに基づいた適切な分析手法を組織する必要があること、そして、人口、建物、公共施設、農業、

林業、インフラ、ライフライン等、多くの分野に関連する災害リスクを考慮した総合的な分析手

法を、LGED、SOB、その他の機関が作成したセンサスデータや地理情報システム（Geographic 
Information System：GIS）データの活用を前提に開発する必要があることを確認した。 

活動【1-2】 【1-1】で整理された課題を踏まえて、防災関係省庁との連携の下、郡レベルの防災

計画策定に適用できるハザード・リスクアセスメントの方法を確立 

活動【1-1】で実施した調査結果を踏まえ、6 パイロット郡（Cox’s Bazar 県、Sunamganj 県、Kurigram
県）における郡防災計画策定に適用可能で、実践的なハザード分析手法を検討し確立した。ハザー

ド分析手法の検討においては、バングラデシュで入手可能なデジタル標高データ、各種観測デー

タ、GIS データ等を活用すること、潜在的なハザードの空間分布を図示することで現地の人々が

地図としてハザードポテンシャルを把握しやすくすること、適切な対策によって守るべき地域を

客観的に把握できるようにすることに留意した。ハザードマップ作成の初期対象災害として、以

下の災害を選定した。 

 Cox’s Bazar 県：洪水、沿岸災害、土砂災害、地震 

 Sunamganj 県：洪水、地震 

 Kurigram 県：洪水、河岸浸食、地震 

洪水分析においては、パイロット地域における河川の流域面積、河川勾配、分流や流路の複雑

さという地理的特性を前提に、モデル化の複雑さ、バングラデシュ C/P の技術レベルから、2 種類

の異なる分析方法を導入した。明確な線引きはないが基本的には、バングラデシュ国内および国

境周辺で流域全体が収まっている比較的小規模な河川では RRI（Rainfall Runoff Inundation）モデ

ルによる分析、上流が他国など大流域では危険洪水レベルと数値標高モデル（Digital Elevation 
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Model：DEM）による簡易な浸水域の分析と使い分けを提案した。Cox’s Bazar 県でのパイロット

活動では前者を、Sunamganj 県及び Kurigram 県では後者をそれぞれ適用した。 
ハザード分析手法の検討と並行して、バングラデシュで入手可能な暴露データ（土地被覆図、

インフラ・施設分布図等）と上述の手法で作成されたハザードマップを用いて、被害と損失を定

量的に推定するリスク評価の手法を検討した。当リスク評価の結果は、それぞれのハザードに対

して、1 つの Union あたりどれだけの人々が被害を受け、どれだけの市街地や耕作地が被害を受

け損失はどの程度になるか、大まかに示すことができる。推定された被害と損失は、郡防災計画

策定における意思決定者である UzSC が、郡内で最も災害リスクの高い地域を見出し、必要な対

策の優先順位の検討の他、それら対策による災害リスク削減効果の評価に活用されることを想定

し、整理した。なお、リスク評価において用いる施設情報や土地利用データは、なるべく現在の

状況を示すものである必要があったことから、専門家チームは、各 Union を訪問し、SOB やバン

グラデシュ統計局（Bangladesh Bureau of Statistics：BBS）から入手した各種データの位置情報を更

新の上、リスク評価を実施した。 
2022 年 6 月に開催された WG1 メンバーからなる第 1 回テクニカルワーキンググループ会議で

は、上記の提案手法に関して、各実施機関の科学者や技術者からフィードバックや技術的提案が

収集された。その後、フィードバックや提案を踏まえ更新した方法を、Cox’s Bazar 県と Sunamganj
県でのパイロット活動に試験的に適用した。 
約 1 年を要したパイロット活動の実施後、2023 年 5 月に第 2 回テクニカルワーキンググループ

会議を開催し、Cox’s Bazar 県及び Sunamganj 県での計画作成

段階におけるハザード分析とリスク評価の適用方法及び結果

についての詳細を報告した。会議では、ハザード分析とリスク

評価のプロセスがレビューされ、改善案がまとめられた。 
更に、Kurigram 県での計画策定段階におけるハザード分析

とリスク評価の適用方法及び結果について、内容を更新し、

2025 年 4 月の第 3 回テクニカルワーキンググループ会議に

て、C/P との最終確認を行った。 

活動【1-3】 MoDMR の支援の下、DDM が郡レベルの防災計画策定に適用できるハザード・リ

スクアセスメントの GL を作成し、人材育成のための研修を実施 

活動【1-2】の結果に基づき、郡防災計画策定のためのハザード分析とリスク評価に関するガイ

ドラインを作成した。作成にあたっては、パイロット活動でのハザード分析・リスクアセスメン

ト実施時の教訓や WG でのテクニカルワーキンググループ会議結果を踏まえ更新し、視覚的にも

わかりやすいものになるように留意し、最終化した。作成したガイドラインの目次は、下記に示

すとおりである。 

Table of Contents 
1. Introduction 

1.1 Purpose of the Guideline 
1.2 Scope of the Guideline 

2. Hazard Analysis and Risk Assessment 

 
2023 年 5 月の第 2 回 WG1 会議 
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2.1 Flood (Seasonal Flood, Flash Flood, River Erosion) 
2.1.1 Current Status of Flood hazard in Bangladesh 
2.1.2 Recommended methods of Flood Analysis for UzDRRAP 
2.1.3 Sample Output of Flood Analysis 
2.1.4 Recommended methods of Riverbank Erosion Analysis for UzDRRAP 
2.1.5 Sample Output of Riverbank Erosion Analysis 
2.1.6 Risk Assessment on Flood 

2.2 Coastal Disasters (Storm Surge, Tsunami) 
2.2.1 Current Status of Coastal Disasters in Bangladesh 
2.2.2 Recommended methods of Coastal Disasters Analysis for UzDRRAP 
2.2.3 Sample Output of Coastal Disasters Analysis 
2.2.4 Risk Assessment on Coastal Disasters 

2.3 Sediment Disasters (Landslide, Debris Flow) 
2.3.1 Current Status of Sediment Disasters in Bangladesh 
2.3.2 Recommended methods of Sediment Disasters Analysis for UzDRRAP 
2.3.3 Sample Output of Sediment Disasters Analysis 
2.3.4 Risk Assessment on Sediment Disasters 

2.4 Earthquake 
2.4.1 Current Status of Earthquake in Bangladesh 
2.4.2 Recommended methods of Earthquake Shaking Analysis for UzDRRAP 
2.4.3 Sample Output of Earthquake Shaking Analysis 
2.4.4 Risk Assessment on Earthquake Shaking 

 
ANNEX 1: Consideration for Climate Change Impact 
ANNEX 2: Technical Manual for Flood Analysis 
ANNEX 3: Technical Manual for Riverbank Erosion Analysis 
ANNEX 4: Technical Manual for Costal Disasters Analysis 
ANNEX 5: Technical Manual for Sediment Disasters Analysis 
ANNEX 6: Technical Manual for Earthquake Shaking Analysis 

出典：専門家チーム 

図 2-1 ハザード・リスクアセスメントガイドラインの目次 

当ガイドラインは、Cox’s Bazar 県、Sunamganj 県、Kurigram 県それぞれのハザード分析・リス

ク評価に使用され、OJT 形式にて実施された郡防災計画策定ワークショップや UzSC 会議におい

て、各 UzDMC メンバー・UzSC メンバーと、手法及び結果について説明・協議された。最終化し

たガイドライン案は、プロジェクト終了後も DDM の正式なガイドラインとして位置づけられる

ように、上位機関である MoDMR に提出し、2025 年 6 月に正式な承認を得た。 
また、上記のハザード・リスクアセスメントガイドラインに加え、本プロジェクト終了後の DDM

による郡防災計画の他地域展開が十分に取り組めるよう、災害種ごとにハザード分析・リスク評

価の操作手順を視覚的にわかりやすく取りまとめた教材（Video Tutorial）を整備した。当教材及

びガイドラインは、DDM 職員や指定されたユーザの閲覧・ダウンロードが可能な DDM のポータ

ルサイトに掲載されるよう準備がなされた。 
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出典：専門家チーム 

図 2-2 整備した Video tutorial 

活動【1-4】 【1-3】の研修を受講した人材によりパイロット領域の地域特性を考慮してハザー

ド・リスクアセスメントを実施 

活動【1-3】で策定された技術的なガイドラインに基づき、パイロット郡において、ハザード分

析とリスク評価に関連する以下の活動を実施した。 

表 2-7 ハザード・リスクアセスメントに関連するパイロット活動 

パイロット活動 ハザード・リスクアセスメントにかかるアクション 
Jun. 2022 
1st Workshops 

Cox’s Bazar Sadar 郡、
Chakaria 郡 

 洪水、高潮、斜面崩壊、地震に関するハザード分析が行
われ、これらのハザードの地域特性が視覚的に示された。 

Aug. 2022 
2nd Workshops 

Cox’s Bazar Sadar 郡、
Chakaria 郡 

 洪水、高潮、斜面崩壊、地震のリスクアセスメントが実
施され、影響を受ける人口、市街地面積、農地面積が
Union ごとに推定された。 

 洪水については、構造物対策としての河道拡幅や浚渫の
効果を説明するため、追加的なハザード分析を行った。 

Oct. 2022 
3rd Workshops 

Cox’s Bazar Sadar 郡、
Chakaria 郡 

 高潮に対するハザード分析を追加し、構造物対策として
機能するポルダーの効果を示した。 

Nov. 2022 
1st Workshops 

Chhatak 郡、
Jagannathpur 郡 

 洪水に関するハザード分析は、モンスーン前の鉄砲水
（Flash Flood）を対象とした。ハオールエリアではこの
鉄砲水が主要な災害であり、生計に与える影響が非常に
大きいためである。 

Feb. 2023 
2nd Workshops 

Chhatak 郡、
Jagannathpur 郡 

 モンスーン前の鉄砲水（Flash Flood）に対する潜水堤防
の設置効果を視覚的に示すため、洪水に関する追加的な
ハザード分析を行った。 

 洪水リスク評価により、適切に維持管理された潜水堤防
の効果を推定した。 

 地震のハザード分析とリスクアセスメントを実施し、
Union ごとの被災世帯数を推定した。 

Jan. and Mar. 
2023 
UzSC meetings 

Cox’s Bazar Sadar 郡、
Chakaria 郡 

 UzSC のメンバーとパイロット郡の災害リスク削減の
ための優先事業について協議するための基礎資料とし
て、コミュニティや関係省庁の地方事務所から提案され
た必要な対策の位置図を作成した。 

Apr. and Aug. 
2023 
UzSC meetings 

Chhatak 郡、
Jagannathpur 郡 

 UzSC のメンバーとパイロット郡の災害リスク削減の
ための優先事業について協議するための基礎資料とし
て、コミュニティや関係省庁の地方事務所から提案され
た必要な対策の位置図を作成した。 
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パイロット活動 ハザード・リスクアセスメントにかかるアクション 
Apr. 2024 
1st Workshop 

Ulipur 郡、Chilmari 郡  洪水、河岸浸食、地震に関するハザード分析が行われ、
これらのハザードの地域特性を視覚的に示した。 

Aug. 2024 
1st UzSC meeting 

Ulipur 郡、Chilmari 郡  洪水及び河岸浸食における農地・居住地・防災関連施設
及び産業中心地のリスクアセスメント実施結果と、地震
の揺れによる被害想定を各 Union 別で示し、地域特性
とハザード別の DRR 目標案を提示した。 

Sep. 2024 
2nd Workshop 

Ulipur 郡、Chilmari 郡  洪水及び河岸浸食における農地・居住地・防災関連施設
及び産業中心地のリスクアセスメント実施結果と、地震
の揺れによる被害想定を各 Union 別で示され、UzSC 会
議で承認を得た DRR 目標案を確認した。 

Dec. 2024 
2nd UzSC meeting 

Ulipur 郡、Chilmari 郡  UzSC のメンバーとパイロット郡の災害リスク削減の
ための優先事業について協議するための基礎資料とし
て、コミュニティや関係省庁の地方事務所から提案され
た必要な対策プログラムを示したアクションプラン
マップを作成した。 

出典：専門家チーム 

なお、Kurigram 県においては、活動【1-2】に示すハザード分析の対象災害（洪水、河岸浸食、

地震）の他、干ばつと落雷についても計画の対象ハザードと設定し、ワークショップや UzSC 会

議にて、既存の報告書等に基づくハザード予測状況を説明した。 

(3) 成果 2 

活動【2-1】 MoDMR、防災関係省庁の連携の下、DDM の主導により実効性のある地方防災計画

策定に係る作業部会（TSC）を中央レベルに設立し、地方防災計画策定の基本方針、

策定方法、対策選定及び実施の手続きを整理した GL 案及びその概要版を作成 

1) TSC の設立と UzSC との連携 

プロジェクト目標の達成のため、中央と地方に郡防災計画策定のための実働部隊として、そ

れぞれ TSC と UzSC を設立することをプロジェクトの基本方針としている。2022 年 3 月 14 日

の準備会議（Preparatory Meeting）では、LGED、BWDB、PC 等で構成される WG2 メンバーに

より、TSC が関係機関における開発予算提案書（Development Project Proforma/Proposal：DPP）
採用および年間開発計画（Annual Development Plan：ADP）への反映をどう促進するかが議論さ

れた。その結果、TSC は災害リスク削減事業の検証・実施促進を、UzSC は郡防災計画の策定を

担う役割を明確化する必要性が示された。両者の連携についても、第 1 パイロット地域（Cox’s 
Bazar 県）において具体化する方針が確認された。 

2022 年 6～10 月にかけ、同県内の Cox’s Bazar Sadar 郡および Chakaria 郡にて 3 回のワーク

ショップが実施され、ハザード・リスクや既存・提案事業に関する情報が収集された。その後、

同年 9 月に両郡の UzDMC 会議にて意思決定組織としての UzSC の重要性が再確認され、10 月

に郡長（Upazila Nirbahi Officer：UNO）によって UzSC が正式に発足した。同様に、2023 年 4 月

には、Sunamganj 県 Chhatak 郡および Jagannathpur 郡において、また 2024 年 3 月には Kurigram
県の Ulipur 郡および Chilmari 郡において、それぞれ UzSC が発足した（活動【2-4】参照）。 

一方、郡レベルでの災害リスク削減事業の調整・決定に際しては、中央との縦の組織体制を

考慮すべきとの認識の下、2022 年 9 月の WG2・WG3 の合同会議で、TSC が中央と地方の連携

のもと UzSC の活動を支援する中央政府のプラットフォームとしての役割を担う必要性が確認
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された。これを受け、2022 年 11 月に TSC が正式に発足し、関係機関から主な実施機関を特定、

分野別に構造物・非構造物対策事業をモニタリングし、UzSC へ支援を行うこととなった。 
TSC の構成メンバーと、TSC および UzSC の責務は、それぞれ下記のとおり設定した。 

表 2-8 TSC の構成メンバー 

Department/Ministry Designation 
DDM Deputy Director- (Admin-1) 
DDM Deputy Director- (Planning) 
MoDMR Deputy Secretary (Planning-3) 
DDM Deputy Director- (Training) 
DDM Deputy Director- (Research) 
BWDB Superintendent Engineer (Civil), Planning-3 
LGED Superintendent Engineer, PD -DRMEP Project (LGED Part) 
MoP Deputy Chief/ Forest, Fisheries and Livestock Wing 
PWD Executive Engineer (Establishment) 
DAE Senior Project Economist (Deputy Director, Planning, Implementation and ICT wing) 
DDM Assistant Engineer, Food For Work Wing 
FSCD Deputy Assistant Director 
DDM Project Implementation Officer of Pilot upazilas 

出典：専門家チーム 

Responsibilities of the TSC 
 To establish the guidelines and manuals in preparing UzDRRAPs 
 To take the initiative of starting up UzSC for preparation of UzDRRAPs 
 To summarize the progress of existing DRR-related projects based on the plans that UzSCs submitted 
 To request line ministries on the possibility to do further investigation on DRR project needs based on 

UzDRRAPs 
 To make efforts to integrate DRR ideas into DPP, ADP and 5YP in Upazila and line ministries, 

considering risk and vulnerability in local areas 
 To discuss among line ministries on development projects which might affect people or cause disaster 

Responsibilities of the UzSC 
 To understand Upazila Hazard Map prepared by the UzDRRAP project considering hazard and risk 

assessment 
 To identify more vulnerable areas using Upazila and Union maps 
 To discuss proposed countermeasures in UzDMC and workshops 
 To understand countermeasures in Upazila Hazard Map using GIS coordinates 
 To discuss and share existing plans 
 To identify the name of the responsible implementation department for the proposed countermeasure 
 To identify the official name of the proposed countermeasure for each department 
 To finalize the countermeasure names and change by using GIS coordinates 
 To list up the countermeasure name with detailed information 
 To finalize the prioritized list for countermeasures considering ‘Build Back Better” and also economic 

development 
 To finalize the short-term, mid-term, and long-term projects considering budget and other issues 

出典：専門家チーム 
図 2-3 TSC と UzSC の責務 
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TSC 設立後、第 2 回 TSC 会議が 2023 年 5 月に DDM 主催のもと開催され、Cox’s Bazar 県の

Cox’s Bazar Sadar 郡と Chakaria 郡の郡防災計画の内容案と計画に記載される対策案が議論され

た。本会議では、改めて TSC の主な役割として、既存の災害リスク削減事業のモニタリングを

行うこと、そして、新規事業やパイプラインプロジェクト（開発予算を得るために DPP や ADP
で提案されているプロジェクト）を次のステップ（新規事業は F/S、パイプラインプロジェクト

は DPP 承認と予算獲得）に進めるために、各中央省庁と各出先機関が縦のコミュニケーション

を図ることが再確認された。更に、TSC は優先事業に関する提言や郡の関係省庁の出先機関に

対するモニタリングの指示を行うことはできるものの、TSC 自体はあくまで調整委員会であり、

災害リスク削減事業の計画や実施は各省庁の手に委ねられることから、優先事業の DPP を準備

するための F/S の実現には各関係省庁がイニシアティブを取るべきである点についても共有さ

れた。 

2) 郡防災計画策定ガイドラインの策定 

JICA「8 ステップス－地方防災計画の実践的策定ガイド」に基づき、WG2 及び WG3 の合同

作業として郡防災計画策定ガイドラインを作成した。 
ガイドラインの作成にあたっては、2022 年 3 月 14 日に開催された準備会議にて、専門家チー

ムが提示した案をもとに WG2 及び WG3 のメンバーにてガイドラインの内容について議論し

た。会議では、ガイドラインは 2 部構成とし、第 1 部では郡防災計画の作成と実施のための組

織体制についての説明すること、第 2 部では、郡防災計画の作成プロセスを明確に示すことに

ついて確認された。 
Cox’s Bazar 県及び Sunamganj 県でのパイロット活動の実施後、作成されたガイドライン案（第

1 案：Version-1）は、ハザード分析及びリスク評価結果を利用した DRR 目標の設定方法や、DRR
関連事業の集約及び対策実施機関との調整・協議プロセスについて、パイロット活動にて得ら

れた知見や教訓を踏まえ、第 2 案（Version-2）として更新し、2023 年 9 月の WG2・WG3 の合

同会議にて議論された。作成されたガイドラインは、UzDMC メンバーの理解促進のため、ベン

ガル語へ翻訳した。 
Cox’s Bazar 県及び Sunamganj 県の郡防災計画の最終化・承認後、第 3 パイロット県である

Kurigram 県での活動を念頭に、郡防災計画策定プロセスの更なる見直しを図ることが、2024 年

2 月の WG2・WG3 の合同会議にて確認され、ガイドラインを第 3 案（Version-3）として更新し

た。具体的には、DRR 目標（地域の防災上の課題）の設定において短中期（10 年程度）で実施

すべき事項と長期で対応する事項を明確に区分すること、短中期の減災目標に対して災害種別

に対策方針と必要な行動を分けて整理することとし、優先対策事業の選定プロセスをより明確

化した。また、第 1、2 パイロット活動の教訓から、減災目標に向けて必要な行動を整理する際

には、BWDB や LGED 等の事業実施機関とともに Union からの対策ニーズのスクリーニング及

び技術的な判断を徹底すること、事業実施機関の対策実施方針や事業提案との整合を丁寧に確

認することが留意点として付け加えられた。そのほか、災害業務規定（Standing Orders on Disaster：
SOD）に適合した計画名である「Upazila DRR Action Plan」への変更や、リスク評価の対象とし

て人口・資産の集積度や開発ポテンシャルも追加し、より多角的に対象地域の災害リスクを分

析する工程が追加された。その後、更新された同ガイドラインを基にした Kurigram 県での活動

を踏まえ、ガイドラインを第 4 案（Version-4）として更新した。 
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更新した最終ガイドラインの構成を以下に示す。 

Table of Contents 

Chapter 1: Introduction 
1-1 Purpose of the Guidelines 
1-2 Scope of the Guidelines 

Chapter 2: DRR Planning Approach and Legal Background 
2-1 DRR Planning Concept and Legal Status of Bangladesh 

1) What is the Disaster Risk Reduction Plan by Upazila DMC? 
2) Features of the Plan 

2-2 Benefit of the Local DRR Plans 
2-3 Disaster Management Policy in Bangladesh 
2-4 Disaster Risk Reduction Considerations in Local Administration 

1) Overview of the local administration system in Bangladesh 
2) Disaster Risk Reduction Considerations in the Upazila Parishad Act 

2-4 DRR as global agenda -SFDRR and SDGs 

Chapter 3: Planning Process and method 
3-1 Structure of the Upazila Disaster Risk Reduction Action Plan 
3-2 DRR plan description 
3-3 Planning and Implementation Work flow 

1) Guide for the Local DRR Plan by JICA’s 8-Step method 
2) Planning Work Flow 
3) Implementation Schedule 

3-4 Organizational structure for support to facilitate planning and implementation 
1) Four Working Group 
2) Important Input of Working Group 2 and 3 
3) Three Committees as platform to formulate the UzDRRAP and promote the implementation 
4) Bottom to top Communication between Union DMC, UzSC and TSC 
5) Expected supporting system after the LDRRP Project, JICA 
6) Training & Capacity Building: Essential Components 

3-4 DRR plan description and its instructions 

出典：専門家チーム 
図 2-4 郡防災計画策定ガイドラインの目次 

更新したガイドライン案は、2025 年 2 月に開催した WG2・WG3 会議でその内容について確

認し、最終化した。そして、プロジェクト終了後も DDM の正式なガイドラインとして位置づ

けられるように、上位機関である MoDMR に提出し、2025 年 6 月に正式承認を得た。 

活動【2-2】 【2-1】で作成された GL 案を基に、TSC の支援の下、DDM が県災害管理委員会

（DDMC）、郡災害管理委員会（UzDMC）等を対象とした郡レベルの防災計画策定

に係る研修マニュアル及び教材を作成 

プロジェクトでは、以下に示す 2 種類の研修に係る教材作成がおこなわれた。ここでは、教材・

マニュアルの作成及び改定の活動（活動【2-5】）について示す。 
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1) DRR 概論研修教材 

郡防災計画の作成においては、作成主体となる UzDMC メンバーや計画策定を管理する DDM
職員が、計画の目標となる災害リスク削減や事前防災投資の重要性や考え方を正しく理解して

おく必要がある。ベースライン調査において、DDM 職員の災害リスク削減や事前防災投資に係

る国際的な枠組みへの理解が乏しく、DDM 職員向けの研修プログラムにはそれら国際的な枠組

みを深く理解できるカリキュラムがないことが明らかとなったことを受け、プロジェクトでは、

DDM 地方職員や UzDMC メンバーの能力強化の一環として、DRR 概論研修の実施支援を行っ

た。 
当研修は、主に、災害リスク削減や事前防災投資の重要性の理解醸成を目的に実施すること

とし、研修プログラムの持続性のため DDM 予算によって実施される年次研修プログラムに組

み込まれるよう、C/P 側との調整をおこなった。また、研修教材は当研修の講師候補となる DDM
の中央職員とともに作成し、講師養成研修（Training of Trainers：ToT 研修）をそれら講師が担

当、ToT 研修を受けた地方・中央職員が郡 DMC 向けに研修をおこなうというカスケード方式

にて実施した。 

  
DDM 中央職員との研修教材作成時の様子（左）と中央での ToT 研修の様子（右） 

  
出典：専門家チーム 

図 2-5 作成した研修教材（一部）  
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プロジェクト期間中に実施した DRR 概論研修の実施概要は、以下のとおりである。 

表 2-9 DRR 概論研修の実施概要 

プログラム内容 
Session 1: 
• Disaster in Bangladesh  
• Importance and Concept of Disaster Risk Reduction  
• Countermeasures against Disasters 
 
Session 2: 
• SOD-2019, Role of DRR-Related Institutions and Global Agenda. Importance of Local DRR Strategy. 
• Global Agenda and How It Is Reflected in Bangladesh Policy. 
 
Session 3: 
• Importance of DRR Strategies at Local Level, Pre-disaster DRR Investment and Good Practices. 
• Introduction of the UzDRRAPs as a Risk Reduction Action Plan. 
• Example of UzDRRAP Formulation from the Experience of Pilot Upazila. 

実施日 講師 対象者・郡 参加者数 
2024 年 2 月 12 日 
（ToT 研修） 

中央職員 DDM 中央職員・
地方職員 

23 名 

2024 年 4 月 23 日 Mr. Md. Abdullah Al- Mamun, Director 
(Planning & Development) 

Kurigram 県
Kurigram Sadar 郡 

38 名 
（第 3 パイロット
郡であるUlipur 郡
とChilmari 郡の

UzDMC メンバー
を含む） 

2024 年 5 月 16 日 Mr. Md. Younus Ali, DD (Training and 
Planning) of DDM 
Mr. Md. Shahadat Hossain Bhuiyan, PIO 
of Jagannathpur Upazila, Sunamganj 

Sunamganj 県 
Bishwamvar 郡 

29 名 

2024 年 5 月 21 日 Mr. Md. Younus Ali, DD (Training and 
Planning) of DDM 
Mr. Raj Kumar Shil, PIO of Ramu Upazila 

Cox’s Bazar 県 
Ramu 郡 

53 名 
(CPP ボランティアや
報道関係者を含む) 

2025 年 1 月 7 日 Mr. Sanwar Hossain- DD (Mitigation), 
DDM 
Mr. Motahar Hosssain- DRRO, Rangpur 

Kurigram 県 
Bhurungamari 郡 

35 名 

2025 年 1 月 8 日 Mr. Sanwar Hossain- DD (Mitigation), 
DDM 

Kurigram 県 
Nageshwari 郡 

37 名 

実施日 講師 対象者・郡 参加者数 
2025 年 2 月 11 日 Mr. Md Abdus Sobhan- Deputy Director 

(Planning) 
Sunamganj 県
Dowarabazar 郡 

40 名 

2025 年 2 月 12 日 Mr. Md Abdus Sobhan- Deputy Director 
(Planning) 

Sunamganj 県
Tahirpur 郡 

31 名 

2025 年 5 月 21 日 Mr. Md Abdus Sobhan- Deputy Director 
(Planning) 

Cox’s Bazar 県 
Pekua 郡 

42 名 

2025 年 5 月 22 日 Mr. Md Abdus Sobhan- Deputy Director 
(Planning) 
Mr. Md. Hasanul Amin- Deputy Director, 
Cyclone Preparedness Program (CPP), 
Cox’s Bazar. 

Cox’s Bazar 県 
Moheshkhali 郡 

50 名 

出典：専門家チーム 
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郡 DMC 向けの DRR 概論研修の様子 

2) 防災計画策定に係る研修マニュアル及び教材 

プロジェクトでは、第 1 期において、WG2 及び WG3 のメンバーの合意の下、郡防災計画策

定ガイドラインを、より実践的な内容となるよう、研修マニュアルや教材の機能をもたせる形

で整理した。具体的には、ワークショップの実施方法等、防災計画の作成に係る詳細な手順を

ガイドライン内に包含し、ワークショップのファシリテーションガイドや関連資料をガイドラ

インの付属資料とするなどである。 
しかしながら、郡 DMC や彼らの計画策定を支援するローカルコンサルタントの現状の能力

を踏まえると、プロジェクト終了後に郡 DMC や彼らを支援するローカルコンサルタントが当

ガイドラインを用いて計画策定をおこなうためには、より、計画策定プロセスを視覚的にわか

りやすく理解しやすい研修教材の整備が必要との結論に至った。 
そのため、プロジェクトでは、活動【2-1】にて作成した郡防災計画策定ガイドライン（第 3

案）を基に、パイロット活動で実際に取り組んだ様子等を含む写真や図表等を活用し、PPT 形

式での計画策定に係る教材の作成と、研修実施に係るマニュアルを整備した。 

研修教材及びマニュアルの内容は、以下に示すとおりである。 

表 2-10 研修教材及びマニュアルの内容 

 研修教材 研修マニュアル 
対象者  DDM 中央職員 

 UzDMC 及び DDMC メンバー 
 ローカルコンサルタント 

 DDM 中央職員 

利用方法 DDM が UzDMC や DDMC 向けに、郡防
災計画策定手順・方法を説明する研修で
使用するもの 

DDM が左記の研修教材を用いて、
UzDMC や DDMC 向け研修を実施する際
の手順・研修方法を示すもの 

形式 Microsoft PPT 形式 Microsoft Word 形式 
内容  基本的事項（計画策定目的、章立て、計

画の位置づけ、関係者の役割等） 
 計画策定手順（情報収集、リスク評価、
ワークショップと現地調査、DRR 目標
設定、関係省庁との協議 等） 

 研修実施手順（研修実施概要案・計画
書、講師選定や事前調整、研修対象郡選
定、研修対象郡との日程調整等を含む ） 

 作業時期の目安 
 研修カリキュラム 
 研修実施予算 等 

出典：専門家チーム 
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出典：専門家チーム 

図 2-6 研修教材のイメージ 

作成した研修教材と研修実施手順等を示す研修マニュアルは、2025 年 4 月 28、29 日に実施

した DDM 職員及び防災事業実施機関（BWDB、LGED 等）とのトライアル研修を経て見直しを

図り、2025 年 6 月に最終化された。最終化された研修教材及びマニュアルは、今後も継続的に

利用されるよう、DDM の担当部署において補完・管理されるよう引き渡しを行った。 

活動【2-3】 【2-2】で作成された研修マニュアルに沿って、TSC の支援の下、DDM がパイロット

領域の DDMC、UzDMC 等を対象とした郡レベルの防災計画策定に係る研修を実施 

活動【2-2】に示すとおり研修マニュアル・教材を包含するものとして作成した郡防災計画策定

ガイドライン案を活用し、郡防災計画策定のパイロット活動を各パイロット郡でそれぞれ実施し

た。郡防災計画策定に向けたこれらの活動は、UzDMC や UzSC メンバーが、一連のワークショッ

プ等の活動への参画を通じて計画立案に対する理解を深められるように、OJT 形式で実施した。 

活動【2-4】 【2-3】の結果を踏まえ、TSC の支援の下、パイロット領域の DDMC、UzDMC が

郡防災計画策定サブコミッティー（UzSC）を組織し、地方防災計画の内容と計画策

定に必要な活動を明確化 

活動【2-1】で定義された UzSC の基本的な役割を考慮し、JICA「8 ステップス－地方防災計画

の実践的策定ガイド」を活用して計画策定を行う機関として、また、TSC の支援を受けながら防

災関連機関と策定プロセスを調整する機関として、各パイロット郡に UzSC を設置した。WG2 と

WG3 のメンバーにより協議した UzSC 会議の具体的な役割は、下記のとおりである。 

1st step: 
 Understanding Upazila Hazard Map [Prepared by LDRRP project considering hazard and risk assessment] 
 Identify more venerable areas using Upazila and union maps 
 Discussion about proposed countermeasures generated from UzDMC and workshop 
 Understanding countermeasures in Upazila Hazard Map using GIS coordinate 
 Discussion and sharing about existing plan 

2nd step: 
 Identify the name of the responsible implementation department for the proposed countermeasure 
 Identify the official name of the proposed countermeasure for each department 
 Finalize the countermeasure name and chainage by using GIS coordinates 
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 List up the countermeasure name with details information. [Example: included in the existing plan, 
proposed in other DPP, Funding, and year of maintenance or proposed, feasibility study status, etc.] 

 Finalize the prioritized list for countermeasures considering “Build Back Better” and economic 
development. 

 Finalize the short-term, mid-term, and long-term projects considering budget and other issues 

出典：専門家チーム 

図 2-7 UzSC 会議の具体的な役割 

標準的な UzSC の構成メンバーは、以下に示すとおり各事業実施機関や郡の主要政策決定者と

し、各郡 UNO と協議・調整の上、決定した。 

表 2-11 UzSC の主要な構成メンバー 

Department/Ministry Designation Position in Committee 
MoLGRD&C Upazila Chairman Chairperson 
MoPA Upazila Nirbahi Officer Co-chairperson 
LGED Upazila Engineer Member 
Municipality Executive Engineer、Sub-assistant Engineer 等 Member 
DAE Upazila Agriculture Officer Member 
DoL Upazila Livestock Officer Member 
DoF Upazila Fisheries Officer Member 
MoHFW Upazila Health and Family Planning Officer Member 
DPHE Sub-Assistant Engineer Member 
BWDB Branch Officer, Sub-Divisional Engineer 等 Member 
Union Parishad Chairman, Union Parishad Member 
DDM Project Implementation Officer (PIO) Member 

出典：専門家チーム 

活動【2-5】 【2-3】、【2-4】の結果を踏まえて、TSC の支援の下、DDM が GL 案（概要版を含

む）、研修マニュアル及び教材を改定 

活動【2-3】に記載したとおり。 

(4) 成果 3 

成果 3 の活動は、主にパイロット郡でワークショップ、UzSC 会議、およびそれらのフォロー

アップ活動を通じて実施した。これらの活動で得られた教訓は成果 1 や成果 2、そして成果 4 に

反映した。パイロット地域での活動の概要を下表に、活動フロー（Kurigram 県）を下図にそれぞ

れ示す。 
表 2-12 成果 3 における活動および実施概要 

県 活動 郡 実施日 協議概要 

Cox’s 
Bazar 

1st 
workshop 

Cox’s Bazar 
Sadar 2022 年 6 月 14 日  地域のハザード・リスクの把握 

 既存の防災対策と必要な対策項目の確認 
 具体的な災害リスク削減事業案の検討 Chakaria 2022 年 6 月 28 日 

2nd 
workshop 

Cox’s Bazar 
Sadar 2022 年 8 月 22 日  リスクアセスメント結果の確認 

 具体的な災害リスク削減事業の更新 
Chakaria 2022 年 8 月 25 日 
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県 活動 郡 実施日 協議概要 

3rd 

workshop 

Cox’s Bazar 
Sadar 2022年 10月 19日  具体的な災害リスク削減事業の更新 

 災害リスク削減対策事業案の位置確認 
Chakaria 2022年 10月 20日 

1st UzSC 
meeting 

Cox’s Bazar 
Sadar 2023 年 1 月 16 日  災害リスク削減対策事業案の確認 

 事業実施機関側の計画と Union からの提案
事業の検証に関する協議 

 優先順位付けにかかる協議 Chakaria 2023 年 1 月 17 日 

2nd UzSC 
meeting 

Cox’s Bazar 
Sadar 2023 年 3 月 29 日  DRR 目標、優先対策事業、郡防災計画の構

成の検討 
Chakaria 2023 年 3 月 28 日 

4th 
workshop 

Cox’s Bazar 
Sadar 2023 年 7 月 25 日  郡防災計画の最終化 

 防災対策のアクションプランにかかる説明 
Chakaria 2023 年 7 月 26 日 

DDMC 
meeting 

Cox’s Bazar 
Sadar and 
Chakaria 

2023 年 8 月 31 日 
 郡防災計画のコンセプトや内容の紹介 
 県 DMC からのフィードバック 

Sunamganj 

1st 
workshop 

Chhatak 2022 年 11 月 8 日  地域のハザード・リスクの把握 
 既存の防災対策と必要な対策項目の確認 
 具体的な災害リスク削減事業案の検討 Jagannathpur 2022 年 11 月 9 日 

2nd 
workshop 

Chhatak 2023 年 2 月 6 日  リスクアセスメント結果の確認 
 具体的な災害リスク削減事業の更新 Jagannathpur 2023 年 2 月 7 日 

1st UzSC 
Chhatak 2023 年 4 月 10 日 

 UzSC の役割と責任の理解 
Jagannathpur 2023 年 4 月 9 日 

2nd UzSC 
Jagannathpur 2023 年 8 月 21 日  DRR 目標、優先対策事業、郡防災計画の構

成の検討 Chhatak 2023 年 8 月 22 日 

3rd 
workshop 

Chhatak 2023 年 9 月 26 日  郡防災計画の最終化 
 防災対策のアクションプランにかかる説明 Jagannathpur 2023 年 9 月 27 日 

DDMC 
meeting 

Chhatak and 
Jagannathpur 2023 年 10 月 9 日 

 郡防災計画案の内容確認と承認 
 ハザード・リスクの確認 
 災害リスク削減事業案の紹介 

Kurigram 

Inception 
meeting 

Chilmari、
Ulipur 2024 年 3 月 5 日  プロジェクト及び計画策定手順の説明 

1st 
workshop 

Chilmari 2024 年 4 月 24 日  プロジェクト及び計画策定手順の説明 
 ハザードマップの確認 
 地域における防災上の課題と必要な対策事
業案の検討 

Ulipur 2024 年 4 月 25 日 

1st UzSC 

Chilmari 2024 年 8 月 28 日  UzSC の役割と郡防災計画の構成 
 第 1 回ワークショップ結果報告 
 リスクアセスメント結果の確認 
 DRR 目標案の確認と検討 

Ulipur 2024 年 8 月 29 日 

2nd 
workshop 

Chilmari 2024 年 8 月 25 日  第 1 回ワークショップの振り返り 
 リスクアセスメント結果の確認と DRR 目標 
 DRR 目標に基づく対策事業案の検証と更新 Ulipur 2024 年 9 月 26 日 

2nd UzSC 
Chilmari 2024年 12月 31日  各実施機関との協議を踏まえて提案された

アクションプランの確認 Ulipur 2024年 12月 30日 

3rd 
workshop 

Chilmari 2025 年 1 月 29 日 
 郡防災計画案の内容確認 

Ulipur 2025 年 1 月 30 日 
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県 活動 郡 実施日 協議概要 
DDMC 
meeting 

Chilmari, 
Ulipur 2025 年 2 月 20 日  郡防災計画案の内容確認と承認 

出典：専門家チーム 

 
出典：専門家チーム 

図 2-8 郡防災計画策定のためのパイロット活動フロー（Kurigram の場合） 
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活動【3-1】 UzSC が、Union 災害管理委員会と協力して対象エリアの災害履歴を集約 

郡防災計画の作成のため、各パイロット郡における災害履歴について、ワークショップや DRRO
への個別ヒアリング等を通して、県・郡 DMC メンバーや各 Union 長等から収集・整理され、各パ

イロット郡の郡防災計画の第 3 章（ハザードの特徴と災害リスク）に記載された。 

  
Union 長からの地域情報や提案の収集と検証の様子  

活動【3-2】 UzSC が、【3-1】と【1-4】によって得られたハザード・リスクアセスメントの結果

をもとに、対象エリアにおける災害リスクをとりまとめる 

1) Cox’s Bazar 県及び Sunamganj 県のパイロット郡 

Cox’s Bazar 県及び Sunamganj 県では、第 1 回・第 2 回ワークショップにて、各ハザード分析

とリスク評価を通じて推定された被害及び損失が相対的に高い地域を確認した。その後、当リ

スク評価結果を基に、郡防災計画における DRR 目標及び優先的に対策を実施すべき Union（優

先 Union）の設定を行った。以下に、両県の一例として、Cox’s Bazar 県 Chakaria 郡の DRR 目標

を示す。DRR 目標は、郡として災害リスク削減のために目指す目標と、必要な構造物・非構造

物対策案、リスク評価結果を基に設定された優先対策を含む Union をそれぞれ示している。こ

れらは、その後に実施された第 2 回 UzSC で協議され、承認された。なお、Sunamganj 県では、

モンスーンシーズンの直前に発生する急激な河川の増水から稲作を守る潜水堤防（雨季には水

没する）の整備状況が地域の経済被害の削減に直結することを考慮し、既存の潜水堤防が機能

した場合においてもモンスーンシーズン直前の洪水リスクが残る Union を、対策が急務な地域

として設定した。 

 
出典：専門家チーム 

図 2-9 DRR 目標と優先 Union（Chakaria 郡） 
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2) Kurigram 県のパイロット郡 

Kurigram 県では、第 1 回ワークショップにて、各ハザード分析結果を確認し、地域の災害特

性への理解促進と、災害に関わる地域の問題点の確認を行ったほか、地域の防災上の問題点を

解決するための対策案についても確認した。その後、各 Union から挙げられた問題点や対策案、

各ハザードマップの他、計画の現実性や実行力の向上のため BWDB や LGED など事業実施機

関の事業実施方針等を踏まえて、下記のとおり DRR 目標の設定及び災害リスクの高い Union の

特定を行った。これらは、第 1 回 UzSC 会議にて承認を得た後、第 2 回ワークショップにて

UzDMC メンバーへ提案された。第 2 回ワークショップでは、当 DRR 目標を基に、対策メニュー

の見直しを図った。 

表 2-13 Kurigram 県パイロット郡の DRR 目標（2025 年 3 月時点） 

Hazard Target 
Area 

Challenges by Hazard (Countermeasures Policy) 
Short- to Mid-term Long-term 

Flood Inland 
area 

 Reduce at least the inundation risk of DRR-
related facilities (e.g., government, medical 
care, education, and sanitation) and the central 
city areas* of the Upazila by improving flood 
control and drainage facilities and raising the 
land area of key facilities. 

 Reduce damage to at least people and assets 
(e.g., property, livestock) and maintain 
transportation networks during flooding by 
improving evacuation systems and major roads. 

 Ensure early evacuation through warning 

 Reduce flood damage to the 
entire area by stormwater 
drainage facilities and flood 
control facilities 

Along 
river 

 Reduce at least the inundation risk of DRR-
related facilities and the central city areas* of 
the Upazila by improving flood control in some 
priority areas and raising the land area of key 
facilities  

 Reduce damage to at least people and assets 
(e.g., property, livestock) and maintain 
transportation networks during flooding by 
improving evacuation systems and major roads. 

 Ensure early evacuation through warning 

 Reduce flood damage to the 
entire area, including 
administration and commercial 
centers, key infrastructures, 
residential areas, and agricultural 
lands, by improving riverbank 
protection and land use along the 
river. 

Char 
area 

 Minimize damage to at least people and assets 
(property, livestock, etc.) and maintain 
transportation networks during flooding by 
improving evacuation systems and major roads. 

 Ensure early evacuation through warning 
 *Flood control measures to protect the Char 

area has not been currently planned. 

 Minimize flood damage to 
specific areas and facilities (e.g., 
residential areas, administrative 
and commercial centers and key 
DRR facilities) by land raising 
and land use improvements. 

River 
Erosion 

Along 
rivers 

 Urgently Control the progress of riverbank 
erosion by emergency measures at riverbanks 
and dredging in areas with recent significant 
erosion damage. 

 Reduce the risk of riverbank 
erosion in the entire riverfront 
area through riverbank revetment 
and channel improvement, etc. 

Char 
area 

 Reduce the risk of riverbank 
erosion in administrative and 
commercial centers through 
emergency measures and 
dredging of revetments in some 
areas 
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Hazard Target 
Area 

Challenges by Hazard (Countermeasures Policy) 
Short- to Mid-term Long-term 

Earthquake 
Shaking 

All 
areas 

 Promote to compliance with building 
standards and seismic diagnostics 

 Raise awareness of earthquake risks and 
promote preparedness at home and in the 
community 

 Ensure earthquake resilience of 
buildings and infrastructure 
through seismic retrofitting, and 
proactive measures such as 
redundancy and alternative 
measures of the infrastructure 

Drought All 
areas 

 Promote to expand and improve irrigation and water storage facilities to provide 
stable water to the fields and for livestock, and to convert to drought-resistant crops 
and agricultural methods. 

Lightning All 
areas 

 Reduce damage to human life and livestock by establishing and maintaining 
lightning arresters and evacuation shelters (people, livestock) 

 Raise awareness of how to evacuate and cope with lightning strikes. 
Common All 

areas 
 Foster human resources through disaster management training and drills, as well as 

preparing material and equipment to enable rapid disaster response. 
 Provide DRR education and public awareness raising to encouraging citizens to 

appropriately understand the hazard risk and prepare for the evacuation and disaster 
response, regardless of ages or gender. 

出典：専門家チーム 

活動【3-3】 UzSC が、上位防災計画やその他各関係実施機関の事業計画、貴機構含むドナーの

事業計画や過去の防災プロジェクトの成果等を参照し、対象エリアにおける構造

物・非構造物対策の実施及び計画の状況を分野横断的に集約 

対象エリアにおける構造物・非構造物対策の実施及び計画状況については、現地の関係機関が

予算獲得の見込みのない事業計画を公表しないことや、実施中または計画中の災害リスク削減事

業の内容の殆どが位置図やリスト等の形で整理されていないことが明らかとなった。そこで、プ

ロジェクトでは、ワークショップによって整理した Union の対策ニーズや DRR 目標に沿った必要

な対策事業を地図やリスト形式で整理し、それをもとに実施機関の対策事業の状況を整理するこ

ととした。 
各パイロット郡での具体的な活動を以下に説明する。なお、対象エリアにおける事業実施・計

画状況は、構造物対策及び非構造物対策の立案（活動【3-4】～【3-6】）と直接関係することから、

当該活動についても、下記に示す。 

1) Cox’s Bazar 県及び Sunamganj 県のパイロット郡 

Cox’s Bazar 県及び Sunamganj 県の 4 パイロット郡では、第 1 回・第 2 回（コックスバザール

県下のパイロット郡では、第 3 回を含む）の郡防災計画策定ワークショップ及びその後の各

Union でのフォローアップ活動にて、各関係機関や Union 職員から、対象郡に必要な構造物対

策案と非構造物対策案の収集と確認を行った。ワークショップでは、必要な対策を検討するた

めの参考資料として、主に BWDB へのヒアリングを通じて収集した洪水・高潮対策事業の実施

状況や計画、想定される効果についても紹介し、対策検討を促した。 
Cox’s Bazar 県下のパイロット郡では、毎年頻発する大小の高潮及び洪水被害による老朽化が

進んでいるポルダーや洪水対策施設の新設や改修等、破堤対策や構造的な強化に対する提案が

多く寄せられた。また、Sunamganj 県下のパイロット郡では、地域経済に影響を及ぼす災害とし

てモンスーン直前に発生する急激な河川の増水から稲作を守る潜水堤防の整備と復旧に関する
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提案が多く寄せられた。そのほか、両県とも、シェルターや主要道路等、避難時・緊急対応時

に必要なインフラの整備及び改修に関する対策ニーズも多く、緊急対応に向けた施設の老朽化

や被災後の不十分な復旧が、地方が抱える切実な課題であることが明らかとなった。 

 

 
出典：専門家チーム 

図 2-10 対策案の検討結果（上段：第 1 回ワークショップ結果、下段：対策案マップ） 
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それら収集した対策案は、位置の特定を行った上で、一覧及びマップ形式で整理し、関係機

関（DDM、BWDB、LGED、DPHE 等）へのヒアリングを通じて各機関が有する事業計画や方針

との照合を行い、それぞれ事業実施機関、事業実施状況、事業効果（受益者数の推定）、概算事

業費等を整理した。更に、ハザードマップに基づく災害リスクの高さや各施設の重要度を考慮

し、優先対策事業の選定を行った。 
当作業を通じて作成したアクションプランの項目は、下記に示す通りである。 

表 2-14 アクションプラン項目（Cox’s Bazar 県、Sunamganj 県） 

 Description 

Plan Status 

Status of the Project 

Status F/S DPP 
approved ADP Annual 

Budget 
<Continuing> Project + + + +/- 
<Pipeline>Project +/- - - - 
<New> Project - - - - 
Unknown - - - - 

“Unknown” indicates “Union’s needs” which has not yet been identified by line 
ministries 

ID Identification number in this Plan 
Type of Need Required work such as repair, rehabilitation or new construction proposed 

Length The length of the individual infrastructures such as embankment and road in case that 
the scale of the infrastructure is important information.  

Official ID Number ID by line agency in case of projects that are already identified by line agency 
Official Name of 
Countermeasures 

Official project name used by the implementing agency, such as DDM, BWDB, or 
LGED 

Proponents The length of the countermeasure that was proposed by local people, line ministries 
or other stakeholders etc., 

Direct Beneficiaries/ 
Interests to be 
protected 

The beneficiary Union Parishads and wards along the installed countermeasures 

Estimated cost for 
Countermeasures 

The rate and unit price provided by every line department such as LGED, DDM, 
BWDB. It is shown in Lakh Tk. 

Implementation 
Time Frame 

Short-Term Project; Mid-Term Project; or Long-Term Project 
Those categories are based on the information by line agencies 

Priority in Terms of 
Hazard Analysis 

High Priority: Project in highly vulnerable Union Parishads.  
Medium Priority: Project in vulnerable Union Parishads. 
Low Priority: Project in less vulnerable Union Parishads. 

Remarks “What to do or what has been done” such as DPP approval or next step of this proposal 
such as feasibility study 

出典：専門家チーム 

非構造物対策については、ワークショップにて事例を提示し対策案を求めたものの、応急対

応への備えや防災意識啓発活動（例：防災訓練やセミナー、緊急時対応設備）等への偏りがみ

られた。これは、災害リスク削減のために必要となる構造物が十分に整備されていないことや、

整備された構造物の質が低いことから復旧が早期に必要であることが一因と考えられる。そこ

で、専門家チームは、構造物対策を考慮した残余リスクや治水施設の一般的な設計基準（20 年
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確率）をこえる規模の災害発生を念頭に置いた、土地利用規制や移転等の対策についても、そ

の必要性を説明し、必要な対策事業として郡防災計画内への反映を提案した。 

  
パイロット郡でのワークショップ（左）と UzSC 会議の様子（右） 

2) Kurigram 県のパイロット郡 

Kurigram 県においては、先行した 4 郡でのパイロット活動を踏まえ、上記の「4) 成果 3」直

下で説明したフローで各郡の防災計画策定を進めた。まず、第 1 回ワークショップにて、パイ

ロット郡のハザードの理解と、ハザードや防災に関連する課題や問題、それらの課題・問題に

対する対策案について確認した。その後、ハザード分析とリスク評価を実施し、第 1 回 UzSC 会

議にてその結果、第 1 回ワークショップで収集した課題・問題の整理・集約した結果を確認し、

各郡で対策を優先するべき課題の選定と DRR 目標案の設定を行った。第 2 回ワークショップで

は、UzSC 会議で検討された DRR 目標案を確認し、DRR 目標を踏まえて、第 1 回ワークショッ

プで挙げた課題や対策を再度整理し、更新した。Kurigram 県で特に、ジャムナ川の河岸浸食へ

の構造対策を BWDB として実施する責任がないことから、そのような地域特性を考慮して非構

造対策を含めて検討した。 

  
パイロット郡でのワークショップ（左）と UzSC 会議の様子（右） 

先行した 4 郡でのパイロット活動を踏まえて変更した点として、郡防災計画をより実施可能

なものとするため、各実施機関の事業規模に合うように、Union から挙げられた対策案について

技術的な視点を持って協議し集約したことである。集約した対策は、プログラムとして整理し、

アクションプランとして取りまとめた。位置が決定できる対策に関しては、以下に示すアクショ

ンプランマップに場所を記した。 
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出典：専門家チーム 

図 2-11 アクションプランマップ（Kurigram 県） 

活動【3-4】 【3-2】、【3-3】の結果を基に、MoDMR、防災関係省庁、DDMC、UzDMC の支援

の下、UzSC が、対象エリアにおいて災害リスク低減のために実施可能な構造物対

策案を、予算を含めて計画 

活動【3-3】で述べられたように、対象郡の DRR 目標（防災上の課題）に対して災害種別に必要

な構造物対策、及び構造物対策による残余リスクを考慮した非構造物対策が Action Plan として整

理された。Action Plan の整理では、DRR 目標を踏まえて、UzSC メンバーである各事業実施機関

とともに、各機関の対策事業の実施計画や進捗を確認して、必要な対策を調整した。また、住民

レベル（Union レベル）からの対策ニーズと Action Plan の整合を確認する作業においては、主観

的で地先の対策ニーズも多く挙げられることにも留意して、DDM 地方職員が調整役となり、対象

地域の災害特性を熟知する UzSC メンバーである事業実施機関の出先職員の技術的な判断を基に

スクリーニングする工程が丁寧に実施された。また、Action Plan の実効性の観点から、ハザード

マップ及びリスク評価の結果を基に優先的に対策が必要な地域を絞り込む作業や、実施機関の事

業計画や事業構想と必要な対策事業の整合を確認する作業についても、DDM 出先職員が調整役と

してUzSCメンバーと共に時間を掛けて実施され、現実的で効果的な対策事業の調整が図られた。 
Action Plan の実施に向けた取り組みとしては、UzSC メンバーである実施機関の出先職員が中

央の TSC メンバーと組織内の縦のラインで密な情報共有を行い、現行の開発事業（DPP 事業）の

中で Action Plan の一部を実施すること、出先事務所の運用・維持管理予算（Operation and 
Maintenance：O＆M）で実施すること、新たな開発予算の獲得を目指すこと等、実施機関内で事業

実施の調整が図られた。 

活動【3-5】 MoDMR、防災関係省庁、DDMC、UzDMC の支援の下、UzSC が、【3-4】で計画

された構造物対策案の実行によるリスク低減を考慮した非構造物対策案を、予算を

含めて計画 

活動【3-4】と同様に、非構造物対策についても Action Plan の整理と実施に向けた UzSC メン

バーでの調整が実施された。気象災害を対象とした観測と早期警報の改善、公共建物の耐震診断
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の実施、防災教育の促進については、短・中期に取り掛かる対策に含めることが UzSC メンバー

で確認され、Action Plan に整理された。一方、治水対策の残余リスクに対する土地利用規制や移

転については、その必要性の理解は進んだものの、事業実施における各機関の役割や責務が不確

かである部分が大きく、対策実施において更なる調整が必要であることが UzSC メンバーで確認

された。このような状況を鑑み、長期的に取り組む事項として DRR 目標に明記された。 

活動【3-6】 DDMC、UzDMC の支援の下、UzSC がパイロット領域で活動する防災関係機関（ド

ナー・NGO・民間セクター等）を対象に防災計画案を発表するワークショップを行

い、対策実施方針を協議 

パイロット郡・県でのワークショップの開催時には、対象地域で活動してる防災関係機関にも

参加を呼びかけた。現地に根ざした活動をしている NGO が多くあり、DDM とも連携した活動を

実施している。一部の NGO は避難施設の導入も手がけており、コミュニティレベルでの防災啓

発、避難活動において主に DDM と連携することが確認された。 

活動【3-7】 DDMC、UzDMC の支援の下、UzSC が、【3-2】から【3-6】を踏まえて防災計画実

行に必要な予算を管轄する省庁を特定し、地方防災計画を最終化 

Cox’s Bazar 県では 2023 年 7 月に、Sunamganj 県では 2023 年 9 月に、Kurigram 県では 2025 年 2
月に、それぞれ郡防災計画策定に向けた最終ワークショップを開催した。ワークショップでは、

UzDMC を中心とした参加者により、DRR 目標や災害リスクの高いエリア（優先 Union 等）、対策

方針、構造物・非構造物対策の Action Plan など、郡防災計画全体の説明と確認が行われた。その後、

策定された郡防災計画草案は DDMC 会議において DDMC メンバーに提示され、合意を得た。 
最終化された計画のうち、Cox’s Bazar 県及び Sunamganj 県下 4 郡の計画はその後、2024 年 2 月

に MoDMR と DDM が開催した郡防災計画策定・実施のための進捗共有ワークショップにて、内

容の説明がなされ、最終確認が図られた後、2024 年 6 月に MoDMR によって最終承認された。一

方、Kurigram 県下 2 郡の計画は、2024 年 5 月に MoDMR によって最終承認され、DDM により製

本された後、中央・地方の各関係機関へ配布された。これら計画は実施に向けた予算が確約され

ているわけではないものの、活動【3-4】でも述べられた通り、DDM のイニシアティブの下、Action 
Plan の調整の段階にて、優先事業をどのように実施するか、実施できるかについて、各実施機関

の縦のライン（地方出先と中央）で既に調整が進められている。新たな事業予算の獲得は容易で

はないことを念頭に、短期的には現行の開発事業（DPP 事業）の中で Action Plan の一部を実施す

ること、出先事務所の O＆M 予算で実施することが調整され、その一部は実施段階に移っている。

一方、多くの対策事業の実施は新たな開発予算の獲得が必要であり、各実施機関は DPP（事業提

案書）の作成に動き始めている。 
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郡防災計画案にかかる DDMC 会議（左：Cox’s Bazar 県、右：Sunamganj 県） 

活動【3-8】 DDMC、UzDMC の支援の下、UzSC が、MoDMR 及び担当省庁・地方政府へ【3-7】
の成果を報告し、構造物・非構造物対策の予算獲得に必要な働きかけを行う 

先述の通り、郡防災計画の災害リスク削減対策を実施するため各対策の実施機関による具体的

な取組が重要となる。そのため、中央での情報共有会議や TSC 会議の機会を活用し、BWDB や

LGED 等の事業実施機関と、F/S や DPP の作成など必要な手順を通じてどのように予算を確保し、

必要な対策を実施するかについても議論された。さらに、郡防災計画は DDMC の会議で共有・議

論され、DDM は予算確保と計画に基づく災害リスク削減事業実施のために必要な措置をとるよう

関係省庁に働きかけた。DDM のイニシアティブの基に、事業提案書の動向も含めて実施の進捗を

中央・地方レベルで定期的にモニタリングする体制が構築されており、この体制で各実施機関に

よる事業実施がさらに促進されることが期待される。（事業実施に向けた具体的な取組は、活動

【4-3】、【4-4】に記載のとおり。） 

活動【3-9】 既存のモニタリング体制を活用して地方防災計画の進捗状況を確認して、必要に応

じて計画の見直しを促す 

プロジェクトでは、郡防災計画および計画で提案されている事業のレビューとモニタリングの

方法を検討、明確化し、その内容を各パイロット郡防災計画へ反映させた。また、立案したモニ

タリング手法案に基づき、事業実施状況のモニタリングを試行し、適用可能な手法を立案した。

この方法に基づき、必要な対策事業の内容が定期的に更新される予定である。 
詳細は活動【4-4】の通り。 

(5) 成果 4 

活動【4-1】 MoDMR、DDM が成果 1、2、3 の活動過程と得られた成果や教訓を基に、一連の

郡レベル防災計画策定・更新に必要な活動が具体的に記載された実務的な手順書案

を作成し、試行して完成 

手順書は、郡防災計画の策定およびハザード・リスク評価の両ガイドラインを補完するもので

あり、郡防災計画策定の事業立ち上げから地方での計画策定及び計画策定後の実施状況のモニタ

リングに至る各工程について関係者毎の役割や対応事項を時系列で簡潔に整理された書類である。

この手順書を利用することにより、各ガイドラインが実務的にどのように活用されるべきか、ど

のような行政手続きが必要となるか等、DDM の郡防災計画策定の事業を担当する職員や UzDMC
で郡防災計画の策定を担当する者が郡防災計画の策定・更新に係る実務手順を把握することがで

きる。 
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作成された手順書の構成は、下記に示すとおりである。 

1. Introduction 
1.1. Purpose of this Manual 
1.2. Main target of this Manual 
1.3. Expected use of this manual 
1.4. Pre-condition for formulating UzDRRAPs 
1.5. Key Concepts of the UzDRRAP 

2. Role of stakeholders for formulating an UzDRRAP 

3. Internal Procedure for UzDRRAP Formulation 

4. The Procedure Each Relevant Entity Should Take for UzDRRAP Formulation and Implementation 
4.1. LDRRP Unit 
4.2. GIS Unit 
4.3. Local Level (UzSC)  
4.4. Vital letters for UzDRRAP formulation 

5. Overall responsibilities within DDM related to UzDRRAP 
5.1. Planning and Development Wing 
5.2. Training and Research Wing 

6. List of Annexes of this Document 

Annex 1 Manual for the Selection of Priority Upazilas 
Annex 2 Assessment Criteria for Local Consultants 
Annex 3 Document example for Hiring Local Consultants 
Annex 4 Evaluation sheet for hiring Local Consultants 
Annex 5 List and Examples of Letters Related to UzDRRAP Formulation 

出典：専門家チーム 

図 2-12 手順書の内容 

郡防災計画を策定する主体は、SOD に基づき、Upazila 議長や UNO、各関係省庁の現地事務所

職員、Union 長等で構成される UzDMC である。しかしながら、ハザード分析・リスク評価におけ

るデータ処理・解析や地域住民及び関係機関からの情報収集・整理、計画素案の準備、ワークショッ

プのファシリテーション等を含めた郡防災計画の策定に係る全ての活動を多くの業務や事業を担

当している UzDMC メンバーが自ら担うのは現実的ではなく、計画策定の活動を支援する組織の

協力が不可欠である。 
本プロジェクトのパイロット活動では、この郡防災計画策定の支援組織（Implementing associates）

として、ローカルコンサルタントや NGO を投入し、UzDMC による郡防災計画の策定支援体制を

構築した。その結果、UzDMC は郡防災計画の肝であり、彼らの意思決定が必須となる DRR 目標

（地域の防災上の課題）や優先的に実施すべき防災対策事業の協議・整理、防災対策事業の実施

に向けた中央及び県の上位機関との調整の活動に注力することができた。このようなパイロット

活動の経験から、専門家チームは、DDM が将来、郡防災計画の策定を自ら他地域へ展開する際、

UzDMC による計画策定の支援組織を投入する必要性を提言し、支援組織の選定や支援活動の流

れを手順書として整理し、DDM 側の同意を得た。この手順書の中では、パイロット活動での経験



42 

を踏まえて、支援組織に求められる要件や専門性、活動内容を整理した指示書（ToR）案も組み込

まれた。 

 
パイロット活動の開始に際して計画策定支援組織

（ローカルコンサルタント）への事前レクの様子 

活動【4-2】 ベースライン調査により全国の DDMC、UzDMC の能力や地域特性を把握すると

ともに、MoDMR、DDM により、各管区における地方防災計画の策定優先順位付

けを行う 

郡防災計画の策定・実施の全国展開のための優先地域を選定するため、本プロジェクト開始時

にベースライン調査として、全国の DDMC、UzDMC の能力、地域の災害・地域特性に関する情

報を収集・分析した。当調査結果はベースライン調査報告書に整理し、その概要報告書のベンガ

ル語版を作成したほか、2023 年 8 月に開催した WG リーダー会合で結果の概要を発表した。防災

に関わる全国実態調査の結果の概要は、下記に示す通りである。 

1) 全国実態調査 

全国実態調査は、全国の各県・郡の地域や DMC の特徴や現状を把握・特定するとともに、郡

防災計画策定の推進に向け、各県での計画策定の優先順位付けをおこなうことを目的に実施し

た。本調査では、統計データ分析とアンケート調査の 2 つの手法を用いて、a) 社会経済状況、

b) 地勢上の脆弱性と災害リスク、c) 防災行政能力、d) 対策実施状況、の 4 つの分野における

県・郡の現状を調査した。専門家チームは、アンケート調査結果を含め調査に必要となる情報

を収集・分析し、一部は計画策定を行う優先郡の選定に活用した。主な調査結果は、以下の通

りである（調査の詳細は、別添のベースライン調査報告書 1 を参照）。 

a) 社会経済状況（人口、識字率、インフラ等） 

 シティ・コーポレーションや A クラスの Paurashava では人口が継続的に増加している。 

 貧困率が高く、識字率が低い地域では、リテラシーに関する支援が必要である。 

 地域における Growth Center は、将来の発展の可能性が高い。 

b) 地勢上の脆弱性と災害リスク（地区ごとの災害の特徴等） 

 主要河川付近では洪水や河川浸食、沿岸地域ではサイクロンや高潮、丘陵地では鉄砲水

や地滑り等、地勢上の特徴に基づきハザードの分布が異なる。 
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 主要ハザードだけでなく、複数のハザードに対する対策が必要である。 

c) 防災行政能力（郡事務所の能力、DMC の現状等） 

 郡レベルでの計画及び予算に関するガバナンス能力は比較的低い。 

 ほとんどの県及び郡では、災害リスク削減に関わる計画が作成されていない。 

 DRRO は、DMC 運営において、関係機関との調整を課題としている。 

d) 対策実施状況（郡ごとの実施状況等） 

 サイクロンシェルターや洪水シェルターは主要河川沿いや沿岸部の郡に設置されている

ほか、避雷針は北部地域での設置が目立つ。堤防は、ジャムナ川、パドマ川、メグナ川

の主要河川沿いに設置されている。 

 DRRO の防災対策に関する知見が不十分である。そのため、災害対策の実施状況の把握

においては、関係機関への確認が必要となる。 

2) 郡防災計画の策定優先順位付け 

ベースライン調査で収集しデータベース化した地勢上の脆弱性と災害リスク、防災行政能力、

社会経済状況、防災対策実施状況等を考慮し、優先順位付けの基準を作成した。その後、当優

先順位付け基準を基に、優先的に策定すべき郡のリストを作成し、DDM 側へ提示した。 

 
出典：専門家チーム 

図 2-13 ベースライン調査のデータベース（全国の情報） 
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出典：専門家チーム 

図 2-14 郡防災計画の策定優先順位の検討フロー 

整理した優先順位リストは、DDM が自発的に進めている郡防災計画策定の全国的な活動展開

に向けた先行対象郡（100 郡）の選定において活用された。以下に、DDM による活動展開に係

る動きと専門家チームによる支援内容を示す。 
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表 2-15 DDM による全国的な活動展開の動きと専門家チームによる支援 

時期 動き 
2024 年 10 月 ADP 会議にて、MoDMR Secretary より、PD に対し、本プロジェクト終了後の

対応として、活動の展開を行うための開発事業予備提案書（Preliminary 
Development Project Proposal：PDPP）を作成する指示 

2024 年 11-12 月 DDM 側からの依頼により、専門家チームは、下記を支援 

 ベースライン調査結果を踏まえ、優先順位指標及び優先的に計画策定が必
要と考えられる郡（100 郡）を、DDM に提案 

 これまでのパイロット活動でかかった費用を参考に、1 郡あたりの計画策
定に係る概算費用を算出し、DDM に参考として共有 

DDM は、専門家チームによる上記提案を参考に、先行対象郡（100 郡）リス
トを最終化し、PDPP を完成させ、MoDMR へ提出 

2025 年 1 月 MoDMR より MoP（計画省）に提出 
出典：専門家チーム 

活動【4-3】 MoDMR、DDM が、承認された郡防災計画の実施に必要な予算の割り当てを政府機

関と調整するため、情報共有会議を開催 

郡防災計画の実施に向けた関係機関との調整のため、MoDMR と DDM は、2024 年 5 月 9 日に、

JCC メンバー及び TSC メンバーを招集し、第 1 回情報共有会議を開催した。当会議では、プロ

ジェクトの成果と地方防災計画に示されたアクションプランの実施に向けた今後の計画が議論さ

れた。その後、2024 年 6 月に Cox’s Bazar 県及び Sunamganj 県下の 4 パイロット郡の計画が MoDMR
により正式に承認されたことを受け、計画の実施促進に向けた各実施機関との個別協議を実施した。 
中央での情報共有会議及び各関係機関との個別協議を通じて、郡防災計画の事業の実現におい

ては、新たな開発予算の取得は重要である一方、予算獲得は容易ではなく、また時間も要するこ

とから、現在計画中または実施中の大型事業の中で対応する方針や、O&M 予算の中で取り組む方

針が検討された。また、中長期的に郡防災計画に基づく事業実施のための予算獲得には、各事業

実施機関が個々の優先事業を実施するための開発予算を確保すること、そのために PDPP を準備

することが改めて確認された。 
中央レベルで実施した代表的な個別協議の概要は、下記の通りである。 

表 2-16 中央レベルにおける代表的な個別協議の実施概要 

実施日 実施機関 協議内容 
2024 年 
7 月 16 日 

LGED 本部  郡防災計画の承認状況の報告・説明 
 郡防災計画策定経緯と計画内で整理されている優先事業の選定背景の
確認 

 下記に関する意見交換 
① LGED にて既に予算獲得済みの開発事業にて郡防災計画で整理さ

れた優先事業の一部の反映することの可能性 
② 郡防災計画の優先事業について新規の予算獲得に向けた提案書の

作成 
2024 年 
10 月 28 日 

BWDB 本部 DDM からの正式な依頼状を受け次第、BWDB 内で実施する事業の選定
に関する協議を行い、PDPP の作成を進める方針を確認。 
同計画に基づき、BWDB の ADP や維持管理計画等に、記載されている事
業を含めることについても検討の余地がある点を確認。 
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実施日 実施機関 協議内容 
2024 年 
11 月 4 日 

LGED 本部 DDM より正式な依頼状を受けた後、PDPP を準備し、具体的な事業を検
討する方針を確認。 
「災害リスク管理能力強化プロジェクト（Disaster Risk Management 
Enhancement Project：DRMEP）」の LGED パートの担当 PD が、当計画
に含まれている対策事業案の理解を深めるため、Cox’s Bazar を視察する
予定があることを確認。 

出典：専門家チーム 

活動【4-4】 MoDMR、DDM が、各郡防災計画の実施にあたりパイロット郡と関係機関による県

災害管理委員会調整会議の開催を促進 

各郡の郡防災計画実施促進のため、まずは、4 郡の計画の実施状況の確認のため、各県の LGED
と BWDB との個別会議を実施した。その結果を踏まえ、郡防災計画の実施状況をマップ上に整理

し、2025 年 4 月に DDM 主導により開催した県 DMC 会議にて、事業の実施状況の共有と、更な

る実施促進のための具体的な活動について協議した。会議では、県行政長官から各事業実施機関

に対する事業実施と実施状況のモニタリングの必要性についての指導がなされた。 
各関係機関との代表的な個別協議及び県災害管理委員会調整会議の開催概要を、それぞれ下記

に示す。 
表 2-17 県レベルの代表的な個別協議の実施概要 

実施日 実施機関 主な協議相手 協議内容 
2024 年 
4 月 30 日 

BWDB 
Cox’s Bazar 
O & M 

 Executive Engineer. 
 Sub-divisional Engineer. 

Cox’s Bazar 県下 2 パイロット郡の郡防災
計画で整理された優先対策事業に関する
下記の意見交換を実施。 
① BWDB 担当事業の状況確認 
② それらの事業実施を促進する上での

問題点、課題 
③ BWDB として今後、地域の災害リス

ク削減を進める事業実施における課
題 

2025 年 
2 月 12 日、
13 日 

LGED Cox’s 
Bazar 

 Executive Engineer、Assistant 
Engineer 、 Sub-Assistant 
Engineer 

 Superintending Engineer
（LGED 本部） 

現地政府予算、JICA、世銀予算で実施し
ている事業の確認。また、LGED が今後、
PDPP の対象とする郡防災計画に含まれ
ている事業を視察し、現場の状況を確認。
特に、Cox’s Bazar Sadar においては、堤
防としても機能するべき道路の位置を確
認し、今後作成する PDPP の情報収集。 

2025 年 
2 月 13 日 

BWDB 
Cox’s Bazar 

 Sub-Divisional Engineer 世銀資金で、66/3 とその延長を実施して
いることを確認。そのほか、現地政府予
算で実施した事業、DPP が準備された事
業等を確認。Chakaria については、現状
は緊急的な対応が必要な箇所での事業を
実施しており、Nodi プロジェクトのマス
タープランが完成してから事業を進める
予定であることを確認。 

2025 年 
2 月 16 日 

BWDB 
Sunamganj 

 Executive Engineer 現地政府予算で事業を実施していること
を確認。また、ハオールにおける事業提
案のため、DPP を準備中であり、郡防災
計画に含まれる事業のうち 20 事業程度
が含まれる予定。 
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実施日 実施機関 主な協議相手 協議内容 
2025 年 
2 月 16 日 

LGED 
Sunamganj 

 Executive Engineer 
 Chhatak Upazila Engineer 
 Jagannathpur Upazila 

Engineer 
 PIO, Jagannathpur 
 Sub-Assistant Engineer 

道路、橋梁、カルバート等の事業を現地
政府予算で実施していることを確認。ま
た、ADB 資金でも一部の事業を進めてい
ることを確認。 

出典：専門家チーム 

表 2-18 県災害管理委員会調整会議の実施概要 

 実施日 主要参加機関 協議結果 
Sunamganj 2025 年 

4 月 15 日 
Deputy Commissioner, Deputy Director of DDM, 
DRRO, PIOs, representatives from DAE, DSHE, 
LGED, BWDB, PWD, RHD and other departments 

 事業実施の必要性の
確認と各事業実施機
関に対する県行政長
官からの実施促進の
指導 

 実施状況のモニタリ
ングの重要性を確認 

Cox’s 
Bazar 

2025 年 
4 月 22 日 

Deputy Commissioner, Deputy Director of DDM, 
DRRO, PIOs, representatives from DAE, LGED, 
Department of Social Welfare, FSCD and other 
departments 

出典：専門家チーム 

これら中央レベルの情報共有会議（活動【4-3】）や県災害管理委員会調整会（活動【4-4】）、

また、パイロット活動を通じて得られた郡防災計画の事業実施に向けた教訓を下記に示す。 

(1) 地域ニーズを加味した計画の策定 

郡防災計画は、簡易的ではあるが科学的なハザードマップの利用や定量的なリスク評価の検

討のみならず、地域の災害履歴やニーズを踏まえた包括的な計画である点が特徴であり強みで

ある。事業実施機関は、地方からボトムアップ型で必要な事業を集約して中央で意思決定する

のが一般的であり、地域ニーズや事業の必要性を中央に伝える根拠として、当計画を活用できる。 

(2) 関係機関間の横の連携 

関係機関間の連携が郡防災計画に示される事業を効率的・効果的に実施するために肝要であ

る。洪水対策を主担当機関である BWDB の事業としてのみ捉えるのではなく、道路や施設整備

においても治水機能を考慮すること、複数の機関が類似する施設を担当している場合は、重複

なく優先的な地域から施設整備が進むように調整を図ることが必要である。避難施設整備にお

いても、DDM の調整の下、関係機関間（DDM、LGED）の横の連携により、郡内での優先施設

の選定が進められた。 

(3) 地方と中央レベル間の縦の調整 

郡防災計画の策定・実施を円滑に進めるためには、各関係機関の縦の連携による中央から地

方職員に対する監督・指示と、地方から中央への連絡・相談の双方向の意思疎通が重要である。

中央から地方の出先機関に対する情報共有や事業実施モニタリングの指示が効果的であるほか、

郡防災計画に含まれる事業を既存のDPPプロジェクトで対応する検討や判断等は中央からなさ

れるためである。 
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(4) 進行中または計画中のプロジェクトとの連携 

郡防災計画の実施において、新規の開発事業予算を取得することは容易ではないため、進行

中または計画中のDPPに基づく開発プロジェクト内で優先事業の実施可能性を調整することも

現実的に必要となる。例えば、既に実施が決まっているインフラ整備事業において、道路の嵩

上げにより洪水・高潮対策機能を持たせることや、計画中のシェルター整備事業において郡防

災計画にて選定した優先施設を整備対象とする等の調整が可能であり、事業の実現性を高める

ことに繋がる。 

(5) DPP に適した郡レベルの事業の統合 

新規の開発事業予算の獲得という観点では、一定の規模感が必要となる各事業実施機関の事

業規模と、空間的、予算的に合致する事業となるよう、複数の郡防災計画の優先事業を一事業

としてまとめ上げることが一つの方策である。例えば、BWDB が管轄する治水事業は複数の郡

をまたぐ空間的な規模が必要である。本プロジェクトでは、BWDB や LGED 等の実施機関に、

パイロット郡を含むより広いエリアにおける流域や道路網としての事業実施方針を確認し、そ

の方針に基づき郡防災計画の施策の調整を行った。これにより、より広いエリアでも効果的な

対策を設定することができたものの、多くの実施待ちの事業を抱える実施機関において、一つ

の郡を対象に開発予算を企画することは稀である状況を踏まえ、理想的には、郡レベルの計画

を県で集約し、事業実施機関の事業スケールとの整合に留意することが今後求められると考え

られる。 

(6) 事業実施モニタリングと実施促進のための DDMC の役割 

DDMC は UzDMC の上位機関として郡の活動を監督するとともに、郡の情報を集約して中央

レベルにつなぐ重要な役割を果たす。このため、郡防災計画の事業実施モニタリングにおいて

地方と中央の縦の連携の要となる。また、上述したとおり、郡レベルの計画を県で集約し、包

括的な事業の検討をおこなうためには、DDMC での関係機関間の協議・調整を行うことが効果

的である。 

活動【4-5】 MoDMR、DDM が、プロジェクト最終時期に、パイロット県・郡からより多くの

県・郡災害管理委員会を招集し教訓共有セミナーを開催 

2025 年 6 月 23 日に、MoDMR 高官、WG や TSC の構成メンバー機関の関係者（LGED、BWDB、
PWD 等）、パイロット県・郡関係者（DRRO、PIO など）、関係 NGO や現地コンサルタント等を

招集し、本プロジェクトを通して得た教訓を共有するセミナーを開催した。セミナーには 87 名の

参加があった。 
セミナーでは、DDM 職員から各成果の取組み概要と成果、計画策定にあたってのパイロット活

動の教訓、上位目標達成に向けた課題と必要な取組について報告がなされた。 
開催概要を下記に示す。 
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表 2-19 教訓共有セミナーの主な実施概要 

プログラム 講演者 主な内容 

Major 
Achievements of 
the Project and 
Lessons Learnt 

Mr. Syed Ashraful 
Islam, Communication 
Media Specialist, DDM 

 各成果活動の達成報告、本邦研修報告 
 プロジェクト目標の達成報告 
 計画の策定・実施に係る 6 つの教訓の報告（活動【4-

4】参照） 

Lessons Learnt 
from the Pilot 
Activity for 
UzDRRP 
formulation 

Mr. Dilip Kumar Sen, 
Project Implementation 
Officer (Attached with 
Planning Cell), DDM 

 計画の構成・特徴・内容 
 計画策定にあたっての UzDMC の取組と活動の教訓
（住民ニーズの把握、事業実施機関による事業計画と
の整合、関係機関間の連携等） 

 今後の取組（実施モニタリング、事業実施促進、研修
実施） 

Challenges and 
Needed Actions for 
Achieving the 
Overall Goal 

Mr. Md. Abdullah Al-
Mamun, Director 
(Planning & 
Development), DDM 

 DDM の調整能力向上に関する取組の報告と上位目標
達成に向けた DDM の今後の課題 

 DDM の今後の取組（FPOCG の活動、モニタリング実
施、計画策定に係る研修の実施等） 

Open Discussion  全参加者 

 計画の実現に向けた関係機関間の連携強化の重要性、
そのための継続的な計画策定・実施に係る活動への参
加の必要性と各事業の実施、DDM によるイニシア
ティブの必要性（LGED） 

 計画の重要性、計画に示される事業の実施による被害
軽減の可能性・期待、より一層の関係機関間の調整と
事業実現に向けたドナーの確保の必要性（BWDB） 

 住民の意識啓発の必要性、関係機関間の縦だけでなく
横の連携の重要性等（NGO） 

 郡開発調整委員会（Upazila Development Coordination 
Committee：UzDCC）や、DDM 内の専門組織の設置に
よる計画のモニタリングや更新の仕組み（DDM） 

出典：専門家チーム 

  
教訓共有セミナーの写真 

2.1.4 計画策定・実施能力の強化に係る工夫 

本プロジェクトでは、プロジェクト目標である「防災局が、防災救援省及び各防災関係省庁、

地方政府との連携により、郡レベルの防災計画を策定し、実施に繋げる体制が構築される」の達

成に向け、成果活動 1～4 が連携して、「郡防災計画の策定能力強化」と「DDM の調整能力の強

化」に重点を置いて活動を実施した。 
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下記にそれぞれ活動実施時の取組内容や工夫について示す。 

1) 郡防災計画の策定能力強化の活動 

郡防災計画の策定能力強化の取組として、DDM に対する郡防災計画策定を支援するための仕

組みの構築と強化の取組を行った。具体的には、以下に示す活動が挙げられる。 

 「DRR 概論研修」の構築を支援し、中央・地方の DDM 職員や郡 DMC 職員に災害リス

ク削減や計画策定・事業実施に向けた意識醸成を図った。また、DDM の年次研修予算に

よる本研修の実施が継続されており DDM の主体性の醸成が図られた。 

 郡防災計画策定ガイドライン及び郡防災計画策定研修教材を作成し、DDM 職員や WG メ

ンバーとともに、パイロット郡において郡防災計画の策定を行った。3 回のパイロット活

動を通して段階的に DDM 側の関与を高めるとともに、郡防災計画策定の支援組織

（Implementing associates）を投入した郡防災計画策定プロセスが整理された。 

 計画策定能力の継続性を確保するため、DDM 職員 3 名に対する集中的な技術移転を行う

とともに、郡防災計画策定教材の開発や DDM 職員を対象としたトライアル研修の実施

を通じて、郡防災計画の策定を促す研修の仕組みを構築し、DDM 職員自ら研修を実施可

能な体制の構築を図った。 

DDM 職員 3 名に対する技術移転の内容は、下記に示す通りである。 

表 2-20 DDM 職員に対する集中的な技術移転の内容 

 担当者 役職 活動内容 
防災事業実施・
管理担当 

Md. Abdus 
Sobhan 氏 

Deputy Director of Planning, 
Planning and Development 
Wing, DDM 

 計画実施のモニタリングシステ
ム構築に関する検討・議論 

 郡防災計画の実施と関係機関間
の調整 

 DRR 概論研修の構築、講師 
ハザード分析・
リスク評価担当 

Hafizur 
Rahman 氏 

Assistant Director (GIS), 
Monitoring and Information 
Management Wing, DDM 

 ハザード・リスク評価手法検討 
 ワーキンググループ活動及びハ
ザード・リスク評価研修の調整 

郡防災計画策定
指導担当 

Dewan Nurul 
Huda 氏 

Assistant Engineer, Food For 
Work Wing, DDM 

 郡防災計画策定のための研修プ
ログラムの協議と検討 

出典：専門家チーム 

2) 郡防災計画の実施に向けた関係機関との調整能力強化の活動 

DDM に対する、郡防災計画の実施に向けた関係機関との調整能力強化の活動として、①TSC
の設立・活動を通じた中央レベルでの郡防災計画の実施に向けた調整機能の強化、及び、②地

方レベルでの実施機関間の調整機能の強化と実施機関内の中央・地方の連携促進による事業実

施促進の取組を重点的に実施した。 

活動実施時の状況と、それらを踏まえた取組内容を、それぞれ下記に示す。 

(1) TSC の設立・活動を通じた中央レベルでの郡防災計画の実施に向けた調整機能の強化 

郡防災計画の実施促進には、計画策定段階において各事業実施機関の事業計画や事業構想を

把握し、関連計画（戦略）との一貫性を確保する必要があるほか、計画実施段階において、地

方行政の事業実施の裁量が少ない中、対策事業の実効性（予算）を確保する必要がある。しか
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しながら、パイロット郡での計画策定を開始した際、各事業実施機関の出先機関は事業計画や

事業構想の提供を拒む傾向があった。これは、出先機関のみで情報開示の判断ができないほか、

各組織内部の情報が公開されることにより実施に対する住民の期待値や要望が高まることが懸

念されていたためである。他方、対策事業の実効性（予算）の確保に関しては、平常時の機関

間の情報共有や調整はほとんどなされておらず、様々な関係機関が個別に、独自の判断に基づ

き、事業を実施していたほか、各事業実施機関の出先機関に所属する職員の事業実施に係る裁

量は限定的であった。係る状況の中、プロジェクトでは、関連計画や戦略との一貫性の確保と、

対策事業の実効性（予算）の確保を図るため、中央に TSC を設置し、中央の調整の場及び県・

郡 DMC への監督・指示組織として機能するよう運営を行った。 
TSC はプロジェクト当初、専門家チームの支援のもと活動が展開されたが、パイロット活動

と並行した定期的な活動により、DDM 及び事業実施機関側（BWDB、LGED 他）が TSC の機

能や郡防災計画の実施における中央レベルの監督・指示の必要性を理解し、プロジェクト終盤

では以下の行動が認められた。 

 DDM が、計画の一貫性の確保に向け、郡防災計画の策定段階で各実施機関の事業計画や

事業構想を郡 DMC 内で共有すること、及び、郡・県の出先職員に対する DMC 会議にお

いて他機関と連携することを、TSC を通じて指示 

 DDM の主導により、TSC を通じて、各実施機関内の中央・地方の連携を強化し、パイ

ロット郡の郡防災計画に示された優先事業について、各関係機関の事業実施計画への反

映や、実施中または計画中の大型事業内での実施、O&M 予算の増大、PDPP の策定を促進 

 機関横断的に、継続的に事業実施状況をモニタリングする手法について議論し、その議

論の結果に基づき DDM が事業モニタリング体制を構築 

結果として、TSC を通じた中央からの指示のもと、各事業実施機関の出先機関から事業計画

や事業構想の提供がなされ、関連計画・戦略との一貫性の確保が促進されたほか、パイロット

郡の優先事業の実施に向けた PDPP が事業実施機関より提出されるなど、事業の実効性（予算）

の確保に向けた取組が強化された。 

(2) 地方レベルでの実施機関間の調整機能の強化及び実施機関内の中央・地方の連携促進 

郡 DMC の活動は緊急時の災害対応に関する調整が主であり、プロジェクト開始当初は、災

害リスク削減について平常時に協議する素地は殆どなかった。そのような中、現実的で効果的

な対策事業の調整と整理による予算確保を念頭に、パイロット郡において、DDM 地方職員

（DRRO、PIO）のリーダーシップのもと、OJT 形式による郡 DMC との郡防災計画策定や関係

機関との協議がおこなわれ、県・郡 DMC メンバーによる郡防災計画策定の意義の理解促進と

DMC 内での情報共有が活発化した。これら活動を通じて、DMC メンバー内の横の連携と実施

機関内の縦の連携（中央⇔地方）が促進され、以下の行動が進められた。 

 関係機関間の調整による現実的で効果的な対策事業の整理 

 例 1：道路整備・改修における堤防機能の強化（LGED） 
これまで治水対策を担う BWDB 以外の組織は、治水対策をほとんど考慮せずに各機

関の所管する事業を実施していたが、県・郡 DMC での関係機関間の協議が促進さ

れたことにより、河川沿いの対策優先地域及び防災拠点の洪水対策も念頭に置いた
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道路整備（嵩上げと法面補強による堤防機能の保持）が検討された。このように、

治水以外のセクターの事業においても、災害リスク削減の考え方が浸透していった。 

 例 2：排水対策における関係機関間の役割分担と実行計画の調整（DDM、BWDB、
LGED、Paurashava） 
河川沿いの郡中心部における排水対策については、様々なステークホルダーがそれ

ぞれの事業計画に沿って、個別に事業を実施していた。本プロジェクトにて、郡防

災計画の策定と関係機関間の協議の機会が提供されたことにより、優先的に排水対

策を実施すべき地域が特定されたほか、BWDB が水路の浚渫を、LGED 及び DDM
が道路整備の一環として排水溝や橋梁の配置による排水機能の維持を、LGED は更

に中心部の排水施設整備を担当するなど、対策実施地域における各関係機関の役割

が明確となり、連携が促進された。 

 例 3：避難施設の整備・改修における関係機関間の調整と優先計画の立案（DDM、

LGED、EED） 
避難施設の整備はこれまで、様々な機関が独自の判断で事業を実施していたが、本

プロジェクトにおいて関係機関間の協議の機会が提供されたことにより、優先的に

対策を講じるべき地域または施設が特定されたほか、類似する事業を実施する関係

機関間（DDM、LGED）間での避難所建設及び修繕に係る役割の調整が図られ、人

的・物的被害を最小化しうる避難施設の整備が促進された。関係機関間の協議にお

いては、想定避難者数や避難経路等の情報、現在及び提案された避難施設の位置を

示すマップを参照することで、関係機関間において建設的な意見交換を促した。 

 県・郡 DMC による定期的な事業実施モニタリングと中央への報告（DDM が事業モニタ

リング体制を構築） 

結果として、DDM 本部及び TSC を通じた各関係機関の中央からの指示のもと、各パイロッ

ト郡では UNO を中心とする協議や調整が促進されたほか、各関係機関の事業実施に係る連携

がうまれ、複数の事業実施の事例がみられた。また、機関横断的で継続的に事業実施をモニタ

リングする方法について事業実施機関の出先機関とも協議し、DDM 主導によるモニタリング体

制が構築された。 
各パイロット郡における計画策定と実施推進のための関係機関との調整や連携の取組は、

DDM 中央・地方職員（DRRO、PIO）にとって新しい取組であったが、パイロット活動を通じ

て必要な対策事業の整理や予算獲得に向けた働きかけに係る理解は進んだ。しかしながら、上

述したエンドライン調査結果にも示されるとおり、能力強化の対象は、DDM 中央職員とパイ

ロット郡の活動を実施した地方職員に限定された。従って、プロジェクト期間中に構築された

調整機能の維持には、他地域への展開などの活動機会を通じて、組織的に計画策定・実施やモ

ニタリングの活動を継続する必要がある（第 4 章にて詳述）。 
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2.2 プロジェクトの達成度 

2.2.1 各成果及び指標達成度 

各アウトプットの指標と達成度は下表の通り。計画された成果はすべて達成された。 

表 2-21 各成果の指標及び達成度 

成果 客観的検証指標 検証手段 達成度 
1. 郡レベルの防災

計画策定に適用
できるハザード・
リスクアセスメ
ントの方法と実
施体制が整備さ
れる 

1.1 MoDMRによ
り、ハザー
ド・リスクア
セスメント
にかかるガ
イドライン
が策定・承認
される 

MoDMRによ
り、ハザー
ド・リスクア
セスメント
にかかるガ
イドライン
が承認され
る 

達成 
地方防災計画に適用されるハザード分析/
リスク評価の実践的手法が、WG1 によって
検討・整備され、パイロット郡の地方防災
計画の策定プロセスに適用された。 
2025 年 4 月に最終テクニカルワーキンググ
ループ会議を経て、2025 年 6 月に MoDMR
によるガイドラインの正式承認がなされた。 

2. 防災局に、郡レベ
ルの防災計画策
定支援体制が整
備される 

2.1MoDMR によ
り地方防災
計画にかか
るガイドラ
インが策定・
承認される 

MoDMRによ
り地方防災
計画にかか
るガイドラ
インが承認
される 

達成 
地方防災計画策定ガイドラインが、WG2、
3 のメンバーとともに検討・整備され、パ
イロット郡の地方防災計画の策定プロセス
に適用された。 
当ガイドラインはパイロット活動での成果
を踏まえて最終化され、2025 年 2 月の WG
会議を経て、2025 年 6 月に MoDMR による
正式な承認がなされた。 

2.2 研修マニュ
アルと資料
が作製され
る 

研修マニュ
アルと資料 
研修報告書 

達成 
パイロット活動を通して DDM が郡 DMC
メンバーに地方防災計画策定手順を研修す
るための教材とマニュアルが整備され、
2025 年 4 月に DDM 職員や関係機関職員を
対象としたトライアル研修の結果を基に更
新、最終化された。 

3. パイロットエリ
アにおいて各防
災関係省庁、地方
政府の連携によ
り、実効性のある
郡レベルの防災計
画が策定される 

3.1 UzDMC によ
り策定・承認
される地方
防災計画の
数（目標：6） 

UzDMC によ
り地方防災
計画が承認
される 

達成 
地方防災計画が、ワークショップ、現地活
動、会議を通じてパイロット郡（3 県×各 2
郡：合計 6 郡）で策定され、最終ワーク
ショップと DDMC 会議で UzDMC と
DDMC によって承認された。その後、
MoDMR により承認された。 

4. 郡レベルの防災
計画の実施に向
けた体制が整備
される 

4.1 手順書が作
成される 

手順書 達成 
パイロット活動から得た教訓と WG メン
バー間の議論に基づき、手順書が作成され、
DDM により承認された。 

4.2 計画の実施
に向けた情
報共有会議
の開催数（目
標：4 回） 

会議録 達成 
対策実施機関（BWDB、LGED、DDM 他）
の事業計画担当を参集した情報共有会議が
中央レベルで 1 回（DDM 局長が議長）、
Cox’s Bazar 県、Sunamganj 県で各 1 回
（Deputy Commissioner が議長）開催され、
事業調整や事業提案の段階での郡防災計画
の活用、事業実施状況と今後の課題につい
て確認された。 
加えて、各機関との個別情報会議が計 8 回
以上開催され、事業実施レビュー、予算獲
得に向けた働きかけや課題が議論された。
（計 11 回） 
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成果 客観的検証指標 検証手段 達成度 
4.3 パロット郡

での調整会
議を通して
集約する教
訓の数（目
標：6 件） 

会議録 達成 
パイロット郡での調整会議にて郡防災計画
の実施状況を確認し、事業実施に向けた教
訓 6 件を集約・整理した。教訓の概要を以
下に示す。 
 地域ニーズを加味した計画策定 
 関係機関間の横の連携 
 地方と中央レベル間の縦の調整 
 進行中または計画中のプロジェクトとの
連携 

 DPP に適した郡レベルの事業の統合 
 実施のモニタリングと促進のための中央
と地方レベルをつなぐ DDMC の役割 

4.4 計画策定に
関するセミ
ナーとワー
クショップ
の参加者の
数（目標：延
べ 800 人） 

セミナー及
び ワ ー ク
ショップの
参加者名簿 

達成 
パイロット郡における計画策定に係るワー
クショップの参加者数は、延べ 1,546 人。 

出典：専門家チーム 

2.2.2 プロジェクト目標と指標 

プロジェクト目標の指標や達成度レベルについて、下表に示す。 

表 2-22 プロジェクト目標の指標と達成度 

成果 客観的検証指標 検証手段 達成度 
防災局が、防災救援省
及び各防災関係省庁、
地方政府との連携に
より、郡レベルの防災
計画を策定し、実施に
繋げる体制が構築さ
れる。 

1. 本プロジェクト
で検討された手法
を用いたハザー
ド・リスクアセス
メントにかかる報
告書数（目標：6） 

ハザード・リスク
アセスメント報
告書 

達成 
ハザード分析とリスク評価の実践
的な方法が検討され、Cox’s Bazar 県
と Sunamganj 県、Kurigram 県（6 郡）
でこれらの郡のハザード分析とリ
スク評価の報告書が完成し、地方防
災計画に掲載された。 

2. 地方防災計画の
構造物・非構造物
対策の実施に向け
て対策担当の実施
機関から上位省へ
提出される提案書
の数（目標：4） 

提案書類 達成 
パイロット郡（4 郡）の地方防災計
画に整理された構造物・非構造物対
策事業（2,653 件）の内、対策事業実
施機関の上位省による提案書の承
認を受けた 15 件の DPP 事業の中で
計 38 件の構造物対策事業の実施が
確認された。 

出典：専門家チーム 
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2.3 PDM の改定 

本プロジェクトでは、3 度の PDM 改定が行われた。改定内容を、下記に示す。 

表 2-23 PDM 改定の内容 

確認文書 署名日 
改定内容 

改定箇所 改定前 改定後 

改定 R/D 2024 年 
1 月 2 日 

プロジェクト
期間 

4 年間 4 年 6 か月間 

第 5 回 JCC 2024 年 
2 月 28 日 

上位目標 地方防災計画の全国展開計画
が実施され、策定された郡
（Upazila）レベルの地方防災
計画に基づいた事前防災投資
が促進される。 

策定された郡（Upazila）レベ
ルの地方防災計画に基づい
た事前防災投資が促進され
る。 

プロジェクト
目標 

防災局が、防災救援省及び各
防災関係省庁、地方政府との
連携により、郡レベルの防災
計画を策定・展開し、実施に
繋げる体制が構築される。 

防災局が、防災救援省及び各
防災関係省庁、地方政府との
連携により、郡レベルの防災
計画を策定し、実施に繋げる
体制が構築される。 

活動 2-2 活動 1 で作成されたガイドラ
イン案を基に TSC が県災害
管理委員会（DDMC）、郡災
害管理委員会（UzDMC）等を
対象とした郡レベルの防災計
画策定に係る研修マニュアル
及び教材を作成 

活動 1 で作成されたガイド
ライン案を基に、TSC の支援
の下、DDM が県災害管理委
員会（DDMC）、郡災害管理
委員会（UzDMC）等を対象と
した郡レベルの防災計画策
定に係る研修マニュアル及
び教材を作成 

活動 2-3 活動 2 で作成された研修マ
ニュアルに沿って、作業部会
がパイロット領域の DDMC、
UzDMC 等を対象とした郡レ
ベルの防災計画策定に係る研
修を実施 

活動 2 で作成された研修マ
ニュアルに沿って、TSC の支
援の下、DDM がパイロット
領域の DDMC、UzDMC 等を
対象とした郡レベルの防災
計画策定に係る研修を実施 

活動 2-5 活動 3、4 の結果を踏まえて、
TSC においてガイドライン案
（概要版を含む）、研修マニュ
アル及び教材を改定 

活動 3、4 の結果を踏まえて、
TSC の支援の下、DDM がガ
イドライン案（概要版を含
む）、研修マニュアル及び教
材を改定 

成果 4 郡レベルの防災計画策定の全
国展開に向けた体制が整備さ
れる。 

郡レベルの防災計画策定の
実施に向けた体制が整備さ
れる。 

活動 4-3 MoDMR、DDM により、活動
1 の手順及び活動 2 の優先順
位に基づく地方防災計画策定
の全国展開計画（予算案を含
む）及びその実行のための開
発予算提案書（DPP）を作成 

MoDMR、DDM が、承認され
た郡防災計画の実施に必要
な予算の割り当てを政府機
関と調整するため、情報共有
会議を開催する 

活動 4-4 ― MoDMR、DDM が、各郡防災
計画の実施にあたりパイ
ロット郡と関係機関による
県災害管理委員会調整会議
の開催を促進する 

活動 4-5 ― MoDMR、DDM が、プロジェ
クト終了時期に、パイロット
県・郡災害管理委員会を招集
し教訓共有セミナーを開催
する 
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確認文書 署名日 
改定内容 

改定箇所 改定前 改定後 

第 6 回 JCC 2024 年 
10 月 23 日 

上位目標 
指標 

-地方防災計画の策定数 
-地方防災計画に沿って実施
される構造・非構造対策数 

-地方防災計画に沿って実施
される構造・非構造対策数 
※地方防災計画の策定数の
削除 

出典：専門家チーム 

2.4 その他 

2.4.1 環境社会配慮 

本プロジェクトの実施において、環境社会配慮は求められていなかった。ただし、郡防災計画

にて提案される事業の中には、その計画、設計、実施にあたって、自然環境や社会環境への影響

の評価が求められる事業があることに留意し、活動を実施した。 

2.4.2 ジェンダー／平和構築／貧困削減の配慮 

本プロジェクトでは、DRR における女性のニーズを考慮するため、UNO によりコミュニティや

ジェンダー関連機関の女性代表が計画策定ワークショップに参加することが奨励された。その結

果、ほとんどのワークショップにて郡女性福祉事務所（Upazilas Women Welfare Officers）の参加

が確認されたほか、いくつかのワークショップでは女性の Union 長や教育職員（Education office）
の参加も確認された。さらに、プロジェクトの一環で実施されたパイロット県・郡下の Union 会

議では、女性を含む要配慮者の移動困難性や避難所の問題点、防災情報の収集に係る問題点等に

ついて協議がなされ、防災に係る意識啓発の事業の際には、ジェンダーの視点を取り入れるよう

協議がなされた。  
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第3章 プロジェクト評価・教訓 

3.1 DAC 評価基準に基づく評価結果 

ここでは、本プロジェクトの DAC 評価 6 項目（妥当性、整合性、有効性、効率性、インパクト、

持続性）に関して、プロジェクト終了時点の評価結果を記載する。 

3.1.1 妥当性 

本プロジェクトは、以下の理由により妥当性は高いと評価される。 

(1) バングラデシュ国の開発・防災政策との適合 

本プロジェクトは、バングラデシュ国中期国家開発計画である「第 8 次五カ年計画 2020-2025」
と一致している。同計画ではより良い災害リスク削減のための取組として省庁内及び政府全体で

のより良い調整システムの構築、災害インパクトとリスク評価のガイドラインの強化、気候変動

リスク削減への投資増による災害対応・復旧のコスト削減が掲げられており、本プロジェクトの

妥当性は高い。 
また、防災関連の国家計画である「国家防災計画 2021-2025」では、SFDRR に基づき、各優先

行動に沿ったアクションプランが定められている。この中には「ハザードマッピング、リスク評

価、リスクを考慮した計画策定を含め、コミュニティを災害管理事業に巻き込むこと」（優先行

動 1）、「より強靭な災害管理の効果的な実施のために、DMC の能力を強化すること」及び「地

方レベルの災害リスク削減及び災害対応計画を策定すること」（優先行動 2）、「強靭性のための

構造物対策の実施／洪水管理の強化」（優先行動 3）が含まれており、災害リスク評価に基づく郡

防災計画の策定と DMC の能力強化、それら計画の実施推進をおこなった本プロジェクトは、こ

れらのアクションプランの実施を直接的に支援するものであった。 

(2) バングラデシュ国の社会ニーズとの適合 

バングラデシュ国は前線やサイクロンに伴う洪水が毎年のように発生し、Bundnis Entwicklung 
Hilft 及び Institute for International Law of Peace and Armed Conflict (IFHV)が発表した「世界リスク

指標（2024 年度版）」において世界 193 カ国中 9 位に位置付けられている。一方、バングラデシュ

国政府は、所得増大を目標に掲げ、国内外の投資の増大等を図っているが、災害への脆弱性は十

分に克服されておらず、被災死者数は減ってきているものの、インフラの被災による復旧費の増

大、被災による貧困層の生計手段の喪失等、様々な形で社会・経済の持続的発展を阻害する要因

となっていた。したがって同国において災害リスク削減は持続可能な開発を促進する上で喫緊の

課題であり、バングラデシュ国社会のニーズと合致している。また、本プロジェクトでは、パイ

ロット郡における災害リスク削減事業の立案において、郡 DMC の課題や対策ニーズを基に検討

が進められたことから、対象社会のニーズと合致した災害リスク削減事業の検討と実施促進が図

られた。 

3.1.2 整合性 

本プロジェクトは、以下の理由により整合性が高いと評価される。 
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(1) 日本政府及び JICA の開発協力援助方針との整合 

2018 年 2 月に策定されたわが国の「対バングラデシュ人民共和国 国別開発協力方針」では、

援助重点分野である「(2) 社会脆弱性の克服」において災害予警報、地震対策、河川管理等を中心

とした防災・気候変動対策に取り組むことが述べられている。また JICA はわが国の協力方針に基

づき、「バングラデシュ人民共和国 JICA 国別分析ペーパー（2023 年 3 月）」において「防災／

気候変動対策」を取り組むべき開発課題として挙げ、防災・気候変動対策強化プログラムの下、

災害リスク削減に向けた事前防災への投資を重視し、特に、中央政府機関や地方政府の防災計画

策定能力向上に係る支援を継続するとしている。また、JICA は 2015 年に策定された仙台防災枠

組の実現を防災分野における最重要課題の一つとして掲げており、本プロジェクトは仙台防災枠

組グローバルターゲット(e)に貢献する取り組みである。よって、本プロジェクトは我が国の協力

方針と一致するものであった。 

(2) バングラデシュ国における他事業及び他機関との調和・協調 

バングラデシュ国では、気候変動及び災害リスク削減に関わる取り組みとして、UNDP の支援

による「統合災害管理プログラム（フェーズ 1 2004‐2009、フェーズ 2 2010‐2014）」、世界銀

行による「2007 年サイクロン復旧・復興プロジェクト（2009‐2018）」など大型の事業が継続さ

れてきた。本プロジェクトでは、これら長期間に実施されてきた関連事業との連続性や改善に留

意して活動が実施された。「統合災害管理プログラムフェーズ 2」の活動で整備された県・郡防災

計画の策定プロセスから住民レベルにおけるワークショップ形式での情報集約や災害対策ニーズ

の整理方法が活用された。また、「2007 年サイクロン復旧・復興プロジェクト」のコンポーネン

トの一環で実施された「マルチハザード・リスク・バルネラビリティー評価」の成果は、複数の

災害種を対象にしたバングラデシュ国全土のハザード分析・リスク評価結果として本プロジェク

トでも直接活用され、C/P 機関における関連事業の連続性の確保とリソースの有効活用に寄与し

た。 
また、JICA による他事業との調和・協調に留意した活動が実施された。その一つに、BWDB を

C/P とした「包括的河川管理に係る計画策定能力強化及び技術適応サイクル構築プロジェクト」が

挙げられる。具体的には、パイロット県での郡防災計画策定の活動において、同事業において策

定された中小河川における河川計画と大河川における洪水管理・対策の考え方や方針を参照し、

郡計画の対策方針とアクションプランの策定をおこなった。さらに、策定された防災計画に基づ

く事業実施面では、JICA により実施されている「災害リスク管理能力強化事業」や「南部チョッ

トグラム地域開発事業」の中で小規模な事業実施の実施に向けた取り組みが促進され、C/P 機関を

巻き込んだ関連事業との調和・協調が図れた。以上のように、本プロジェクトは他の複数のプロ

ジェクトとの調和の下で実施されたといえる。 

(3) 国際的な開発・防災政策との整合 

本プロジェクトは「仙台防災枠組 2015-2030」との関連性が高く、ハザード・リスク評価の実施・

活用能力の向上を通じて、優先行動 1「災害リスクの理解」に貢献することができ、また郡防災計

画の策定を通じて、優先行動 2「災害リスク管理のための災害リスクガバナンス」の推進と、同枠

組のグローバルターゲット（e）「2020 年までに国家・地方の防災戦略を有する国家数を大幅に増
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やす」の達成に貢献した。さらに、郡防災計画の策定・実施を通じて地方レベルで事前防災投資

を促進することで、優先行動 3 の「強靭化に向けた防災への投資」にも貢献した。 
また本プロジェクトはバングラデシュ国の気候変動への適応を含む総合的な防災能力の強化に

貢献することから、SDGs のゴール 1「あらゆる形態の貧困の撲滅」、ゴール 11「包摂的、安全、

強靭で、持続可能な都市と人間住居の構築」、ゴール 13「気候変動とその影響への緊急の対処」

と関連指標（1.5.4, 11.b.2, 13.1.3「国家防災政策に沿って地方災害リスク削減戦略を採用・実施し

ている地方政府の割合」＊すべて同じ指標）の達成に資するものであった。 

3.1.3 有効性 

本プロジェクトは、以下の理由により有効性が高いと評価される。 

(1) プロジェクト目標の達成度 

本プロジェクトでは、郡防災計画策定の基となるハザード分析・リスク評価の実践的な手法が

確立し、DDM、関係省庁、地方政府（DMC）とともにパイロット郡での活動を通じて郡防災計画

の策定と実施促進の仕組みが構築された。また、その体制の維持のためのガイドラインや各種研

修教材・マニュアル、郡防災計画策定手順書等も整備された。パイロット郡では、策定された郡

防災計画に示された事業の実施に向け、進行中の開発事業との連携、地方事務所の施設維持管理

費用の活用、新規の開発予算の確保のための提案書作成や関係省庁への提出等、実施に向けた具

体的なアクションがなされた。 
従って、プロジェクト目標である「防災局が、防災救援省及び各防災関係省庁、地方政府との

連携により、郡レベルの防災計画を策定し、実施に繋げる体制が構築される。」は、達成された

と考えられる。一方で、構築された仕組みの維持には、バングラデシュ国側の自発的かつ継続的

な取組が必要である。 

(2) 成果とプロジェクト目標との因果関係 

本プロジェクトでは、成果 1 で郡防災計画に必要なハザード・リスク評価の手法と体制を確立

し、WG 活動を通じて人材育成を図り、成果 2 で郡防災計画策定ガイドラインや研修教材・マニュ

アルの作成、研修の実施を通じて DDM に計画策定・実施に向けた支援体制の構築を促した。ま

た、成果 3 ではこれらの成果を活用し、パイロット地域での郡防災計画策定を試行することで、

より実践的かつ持続的な地方防災計画の策定に向けた体制の構築を進めた。加えて、成果 4 では、

関係省庁との中央レベル及び県レベルの協議を通じて、パイロット地域での地方防災計画の実施

を促したほか、実効力のある計画となるよう計画構成の見直しも図られた。これらの成果発現に

より、本事業のプロジェクト目標である「防災局が、防災救援省及び各防災関係省庁、地方政府

との連携により、郡レベルの防災計画を策定・展開し、実施に繋げる体制が構築される。」を概

ね達成することができた。 
従って、本プロジェクト目標の達成は、各成果の達成によって引き起こされたものと言える。 

3.1.4 効率性 

本プロジェクトは、バングラディッシュ側の実施体制の面から効率性が中程度と評価された。 
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(1) 日本側の実施体制 

日本側の投入に関しては、主に COVID-19 の影響とパイロット地域で発生した洪水被害の影響

から 11 カ月の延長を余儀なくされたが、ローカルスタッフや再委託先を有効活用した遠隔からの

継続的な活動を進めたことによりプロジェクト期間内での各成果が発現された。C/P 機関のオー

ナーシップと自立発展性を高めるよう、専門家の派遣時期は他の専門家となるべく重ねず、誰か

が常に派遣されるように計画し、技術移転のフォローアップが継続的に実施されるように配慮し

た。 

(2) バングラデシュ国側の実施体制 

バングラデシュ国側の投入に関しては、プロジェクト開始当初より、DDM の職員数は限られて

おり、事業の実施に十分な人員配置が期待されていなかった。R/D では各成果に少なくとも一人

の PIO を DDM 側の人員として配置することになっていたが、DDM 側での予算や人材の制約か

ら、PIO（①ハザード分析・リスク評価担当、②郡防災計画策定指導担当、③防災事業実施・管理

担当：計 3 名）の投入が実現したのは、第 2 期中である 2024 年 2 月であった。DDM は必要最低

限の人員である上に、多くの業務を兼任しているため、プロジェクト活動への関与が限定的であっ

た。 
一方で、専門家チームは WG 会議やパイロット郡での計画策定ワークショップへの参加要請や

各種研修における ToT の実施を通じて DDM 側の投入を促し、プロジェクト後半ではプロジェク

ト活動への積極的な参画がみられた。特に、「DRR 概論研修」はバングラデシュ国の独自予算が

投入され、DDM 職員が講師となって郡 DMC に対する研修がおこなわれた。 

3.1.5 インパクト 

本プロジェクトのインパクトは高い見込みである。 
プロジェクト終了時点で上位目標の達成度を測るには時期尚早であるが、現時点で負のインパ

クトはみられず、以下の具体的な好影響の事例もみられたことから、上位目標である「策定され

た郡（Upazila）レベルの地方防災計画に基づいた事前防災投資が促進される」の達成が期待される。 

(1) 計画に基づく DPP の作成や事業の実施 

本プロジェクトでは 6 パイロット郡において地方防災計画が策定され、実施を促す取組が進め

られた。これらの活動により、計画に定められた複数の事業において、PDPP の作成等、事業実施

機関である BWDB や LGED、DDM による予算確保に向けた具体的な取組がみられた。 

(2) DDM 職員の災害リスク削減に係る意識向上 

事前防災投資の推進には、DDM 職員の災害リスク削減に係る正しい理解が必要である。本プロ

ジェクトでは、プロジェクト活動を通じて災害リスク削減に係る意識啓発を図った。具体的には、

「DRR 概論研修」やパイロット県・郡での計画策定・実施促進の取組を通じて、国際的な防災枠

組みや災害リスク削減に資する対策に係る理解度の向上が挙げられる。その結果、エンドライン

調査において、災害リスク削減に係る国際的な枠組みに対する DDM 職員の理解度が大幅に向上

したほか、災害リスク削減の基礎となるハザード分析・災害リスク評価に係るツールや自国・管

轄地域の災害特性についての理解度も向上したことが確認できた。 
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(3) 他地域への展開に向けた自発的な取組の実施 

DDM は、本プロジェクトの成果を活用し、他地域においても郡防災計画の作成を進めるため、

優先的に郡防災計画が必要と考えられる郡（100 郡）を選出し、MoDMR に対して PDPP を提出し

た。計画策定・事業実施が図られることで、バングラデシュ国における全国的な事前防災投資の

促進が期待できる。 

3.1.6 持続性 

本プロジェクトの持続性は、中程度である。 
策定された郡防災計画の実施面については、既に DDM に計画実施に係るモニタリング体制が

構築され、DDM 局長を議長に各実施機関のダイレクタークラス（実施機関により異なるが Joint 
Secretary クラス又はそれと同レベルの代表者）の職員を参集して 3 か月に 1 回開催される Focal 
Point Operational Coordination Group (FPOCG)の機会を活用して、事業の実施状況の確認と促進に向

けた働きかけが実施される見込みである。一方、2025 年 6 月末をもって本プロジェクトの TAPP
に基づくバングラデシュ国側の人材や予算の投入がなくなる状況において、通常業務、年次予算

の中で DDM のイニシアティブが長期的に継続されるかは不透明な部分がある。事実、DDM が作

成したプロジェクト終了後の活動計画では、一部事業を DPP 予算にて実施すると示されており、

DDMはそのためのPDPPを作成し、事業の継続性を確保するための予算取得に動いている。また、

本プロジェクトでは、技術やノウハウの定着を図るためにプロパー職員の人材育成に注力してき

たが、DDM 局長、主要部署のダイレクター（開発計画部長、研修研究部長等）の意思決定は絶対

であり、本事業を共に実施してきた DDM 局長や主要部署のダイレクターといったキーパーソン

の異動により活動継続の指示がなされず、育成したプロパー職員による活動の持続性低下も懸念

される。 
プロジェクト終了後、DDM が自立発展的に他地域での郡防災計画策定・実施活動の継続を地道

に進め、DDM 以外の関係機関による事業の実施や推進を図る仕組みを維持していくためには、必

要な活動予算の確保が課題である。MoDMR により郡防災計画策定・実施に係る DDM の新たな

事業が承認されれば、持続性は高まると考えられる。 

(1) 財政面 

郡防災計画策定自体はバングラデシュ国政府が貢献を目指す SFDRR や SDGs や国内の防災計

画の方針と一致しており、政策面での持続性は高い。一方で、郡防災計画策定には県・郡の DMC
による計画策定を支援する人材・予算の確保、計画策定への関係機関の調整・協力が引き続き必

要である。SOD において、県・郡 DMC は Risk Reduction Action Plan を Disaster Risk Management 
Plan の一部として策定することが定められており、計画策定への DMC メンバーの協力が規定さ

れている。一方、現実的には、中央による計画策定に向けた DMC の活動予算の分配や、関係機関

への協力要請がないと計画策定が進みにくい。このため、本プロジェクトでは、DDM による郡防

災計画の策定に係る開発予算の取得支援、TSC の機能維持と関係機関の連携の継続性の確保を

図ってきた。その結果、DDM では、全国での郡防災計画の策定に係る PDPP が作成され、MoDMR
を経て計画省へ提出されるなど、予算獲得の取組がなされた。この承認が得られ、バングラデシュ

政府予算が確保できれば財政面での持続性が担保されるが現実は容易ではなく、このような状況

から財政面の継続性は低いと言わざるを得ない。一方、DDM は年次研修予算による「DRR 概論
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研修」及び「郡防災計画策定研修」を自ら継続的に実施することを計画している。「DRR 概論研

修」はプロジェクト期間中から持続性確保のため DDM の研修予算により毎年実施してきた経緯

がある。これら年次研修予算を活用した研修の実施は持続性があると考えられる。 

(2) 組織・体制面 

DDM は従来、防災や地方防災計画を所掌する人員が圧倒的に不足しており、持続的な地方防災

計画の策定・更新・モニタリングを実施する担当職員が必要であった。本プロジェクトでは、プ

ロジェクト期間中に、DDM のプロパー職員から郡防災計画策定指導担当及び防災事業実施・管理

担当が選出され、パイロット郡での計画策定・実施の取組や各種研修への参画を集中的に促して

きた。また、計画の実施モニタリングについては、プロジェクト側からの提案により、FPOCG に

よる四半期に一度の計画実施状況のレビューが取り決められた他、DDM 内に正式な事業実施モニ

タリングユニットが DDM 局長の指示のもと新設されるなど体制も整備された。そのため、今後、

本プロジェクトで技術移転が図られたプロパー職員が DDM に留まり、整備された体制や手順に

基づき継続的に計画の策定・更新・モニタリングを実施することにより、持続性の確保が可能と

なる。また、対策事業の実施機関側において郡防災計画が自らの事業を推進するための根拠や判

断材料として活用されていくサイクルが構築されることも持続性の面で重要になる。現在、LGED
等の実施機関は本プロジェクトで策定された 6 つの郡防災計画に基づき対策事業費を獲得するた

めの PDPP の作成を進めているところであり、この行動が予算獲得に繋がり郡防災計画の実施に

関する好例が蓄積されることが必要である。 

(3) 技術面 

DDM 本部職員は異動率が高く、各成果で指導的な役割を担う職員が組織内に留まり、プロジェ

クト終了後に長期間にわたって関連事業に従事する見込みは低く、異動により本プロジェクトで

移転された知識・技術が失われる可能性があった。したがって、本プロジェクトでは、DDM のプ

ロパー職員の中から本プロジェクトの技術移転の窓口となる担当を選任し、集中的な技術移転を

実施した。また、本プロジェクトで作成したハザード分析・リスク評価に係るガイドラインや郡

防災計画策定ガイドラインを、DDM の正式書類として承認を取り、それらを DDM のウェブサイ

トに格納して誰もが利用しやすい状態にしておくよう準備するなど、本プロジェクトに関する知

識・技術を維持できるよう工夫した。加えて、「DRR 概論」研修や「郡防災計画策定」研修の講

師を養成し、DDM の年次研修プログラムに、それら研修が毎年盛り込まれるよう促した。専任さ

れた担当職員や研修の講師の継続的な活動が図られることで、今後も移転した技術の維持が可能

と考えられる。 

3.2 プロジェクトの実施と成果に影響した主な要因 

(1) 活動全体 

1) C/P との連携強化 

プロジェクトでは、COVID-19 の流行、度重なる洪水災害等の発生という自然現象と併せて、

バングラデシュの技術協力プロジェクトの実施において実施機関の予算取得手続きである

TAPP の承認手続きにも多くの時間を要し、プロジェクト期間の延長を余儀なくされた。TAPP



63 

が承認されるまでの期間はワークショップや JCC 会議の開催など他機関を巻き込んだ活動が実

施できないこともあり、プロジェクトが開始された 2021 年 3 月以降は、TAPP 準備会合と称し

て PD や PM と継続的にコミュニケーションを図り、DDM による TAPP 執筆に協力するととも

に、TAPP 提出後も計画省での審査状況をできる限りモニタリングして書類の修正や登録に関

する事務手続きを支援するなど DDM との関係構築に努めた。その甲斐もあり TAPP が承認さ

れた 2021 年 10 月からの本格的な活動開始をスムーズに開始することができた。 
2021 年 3 月の現地活動開始以降、プロジェクト終了にかけて、DDM 局長、プロジェクト・

ダイレクターである計画開発部長、プロジェクト・マネージャーである計画課長に、それぞれ

3回以上の交代が生じた。また、他部署の部長級職員（Joint Secretaryクラス）や課長級職員（Deputy 
Secretary クラス）、パイロット県・郡の行政官も頻繁な異動があり、詳細な担当業務の引継ぎ

の不足により障害が発生しかねない事態になりかねないところ、その都度、時間をかけて活動

の背景から担当すべき役割、その時に直面している課題や解決に向けた対応案について説明・

協議をおこない、理解の創出と関係性の構築に注力した。このような対応を進める中で、DDM
のプロパー職員を中心にプロジェクト活動への理解が深まり、異動してきた方々の巻き込みも

スムーズに行えるようになった。 
2024 年 7 月～8 月には、公務員採用の特別優遇枠のクオータ制の改革要求を発端とした学生

デモが激化し、外出禁止や政府によるデータ通信の使用規制がおこなわれ、渡航が制限された。

プロジェクトオフィスのある DDM 本庁の玄関ホールを含む低層階が、デモ隊の被害を受けた

ほか、電気回路が破壊されたため、渡航再開後もプロジェクトオフィスでの活動が制限された。

プロジェクトでは、その状況下であっても活動が進捗するよう、ローカルスタッフを介した

DDM 職員との連絡・調整を進め、活動への影響が最小限となるよう留意した。 

2) 関係機関の巻き込み 

本事業で取り組む地方レベルの防災計画の策定・実施においては、中央レベルと地方レベル

の双方でパイロット地域の災害リスク削減という同じ目標の基に、DDM が中心となり各セク

ターの事業実施機関を巻き込んだ体制構築が必須であった。本プロジェクトでは中央関係機関

の実務者レベルを参集した TSC を設置し、関係機関間の情報共有と連携強化を図った。また、

TSC において関係機関内の中央と地方のネットワークを活用したパイロット地域における優先

事業実施の意思決定の迅速化を促した。これらの結果、郡防災計画の策定・実施の支援体制が

DDM の主導により中央では TSC、地方では県及び郡での DMC により実行されるという一定の

成果を得た。また、各ワーキンググループの活動ではバングラデシュ国の官僚機構の特徴を踏

まえ、メンバーの職位に配慮することで、他省庁の招集が可能な体制となっており、実施体制

の実効性を高める工夫を行った。 

(2) 成果 1 

1) 郡レベルの災害特性を把握できるハザードマップの導入 

ハザード分析・リスク評価は SOD にて DDM の所掌業務に規定されているものの、DDM に

は人材が不足しており、自らマッピングは実施されていなかった。また、ベースライン調査に

て、全国レベルの解像度の低いハザードマップはドナーの協力で整備されものの、郡レベルの

解像度で客観的に災害ポテンシャルを把握できるようなハザードマップは整備されていない状
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況であった。このため、DDM のデータ分析に関わるキャパシティ、及び地方での活動への汎用

性を踏まえて、無償の DEM や政府機関が発行している空間データ、統計データを基に、比較的

簡易ではあるが科学的なアプローチでハザードマップを作成できる手続きを提案する工夫を

行った。当手法は、パイロット郡での災害特性の把握及びリスク評価に試行され、ワーキング

グループでの協議・検証を経て郡防災計画策定向けのハザード分析・リスク評価方法として整

備され、正式な資料として MoDMR の承認を得た。 

2) 定量的な減災目標の設定に繋げる簡易なリスク評価方法の導入 

災害リスク評価については、CRA の方法が既に整備されているが、この方法は主にコミュニ

ティレベルで災害履歴を収集する方法であった。そこで、本プロジェクトでは、定量的に Union
レベルの被害量を推定する方法を提案し、その被害量を一つの目安に減災目標を設定するプロ

セスを提案する工夫を行った。多くのステークホルダーがいる郡 DMC においてコンセンサス

を取りながら減災目標を設定する一つのアプローチとして適用され効果を発揮した。 

(3) 成果 2 

1) 関係機関が組織横断的に DRR 事業の計画・実施を議論する機会の創出 

各省庁の実施機関は、独自の計画と予算に基づきトップダウンで全国のインフラ整備・開発

事業を実施しており、それら実施機関の県、郡への出先機関は、中央の指揮に基づき事業の現

場管理を担っている。このため、地方レベルにおいては、各省庁が実施中、又は計画中の事業

についての情報共有や調整は十分に図られていなかった。従って、地方での防災関連事業の効

果と効率の向上において、中央レベルの各実施機関の間での連携強化と協働体制の構築が課題

であった。このため、プロジェクトでは、「（1）活動全体」でも述べた通り、各関係機関の事

業計画に係る代表者（実施機関により異なるが Deputy Secretary、Superintendent Engineer クラス）

の職員による時限的な TSC を設立し、関係機関の横の連携による郡防災計画の策定への関係機

関の関与方法や計画内に示されるべき対策事業のリスト化の手順について協議・整理した。ま

た、中央と地方の縦の連携により中央から出先の職員へ指示が適時になされ、郡 DMC への情

報提供やフォローアップ活動への協力等、郡防災計画の策定への関係機関の積極的な関与が進

められた。 

2) DDM 中央職員のパイロット活動への巻き込み 

SOD では DDM の業務所掌として地方レベルのリスク分析の実施支援、災害リスク削減の為

の政策・制度の整備、防災関係機関の調整等が明記されている。一方で、プロジェクト開始時

点での DDM の事前対応はもっぱら救援活動の準備であり、災害リスク削減の活動は限定的で

あった。従って、新たな取組である災害リスク削減に向けた郡防災計画の策定・実施は、DDM
の計画開発部担当、計画策定能力の強化は研修・研究部の担当として、各担当部署の部長・課

長の主体性と積極的な関与が必要であった。プロジェクトでは、ワーキング活動や各種プロジェ

クト進捗確認会議のみならず、実際に地方で実施しているパイロット活動のワークショップや

県・郡 DMC 会議にこれら DDM の意思決定者の巻き込みを図り、DDM の代表として郡レベル

の DRR 事業で何が必要かを説明する機会を設け、DDM の主体性の創出、オーナーシップの醸

成を図った。 
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3) DRR 概論のトレーニング体制の整備 

DDM 職員（特に、地方職員）や、郡防災計画の策定主体となる郡 DMC は、これまで被災後

の緊急支援や対応を主務としてきた経緯から、災害リスク削減や事前防災投資に対する意識が

醸成されていないことが、ベースライン調査や C/P との会議等を通じてより一層明らかとなっ

た。従って、プロジェクトでは、郡職員の災害リスク削減に関する基本的な知識の底上げが課

題と捉え、郡 DMC を対象とする「DRR 概論」研修の提案と研修教材の作成をおこなった。研

修教材は、図やイラストを多用したほか、バングラデシュ国の事例紹介を加え、現地語で作成

するなど、現地職員の知識や能力、興味を考慮した内容となるよう配慮した。また、訓練の持

続性と C/P の主体性確保のため、WG4 のメンバーをはじめ DDM の中央職員との会議やトライ

アル訓練等を実施し、講師の育成を図ったほか、C/P の年次予算に当訓練を組み込むよう働きか

けを行った。結果として、DDM 概論研修の実施体制が整備され、DDM 予算による年次訓練計

画にも当該研修が位置付けられた。 

(4) 成果 3 

1) パイロット郡 DMC の防災計画策定に向けた災害リスク削減に係る理解度の促進 

郡 DMC は災害対応が活動の中心であり、プロジェクト当初、パイロット郡の関係者には災

害リスク軽減や事前防災投資という概念が十分に浸透していなかった。プロジェクトでは、本

邦研修やパイロット活動、「DRR 概論研修」や「郡防災計画策定研修」等を通じて、事前防災

投資が人的・経済的被害の軽減や、事後対応に係る膨大な時間・労力・支出の削減に繋がるこ

とを、現地語により丁寧に解説し、パイロット郡 DMC に対する災害リスク軽減や事前防災投

資の必要性や効果の周知、理解度の促進を図った。 

2) ライン省庁の事業実施プロセスに留意した優先対策事業の整理 

現地の郡レベルでは、各関係省庁の出先機関（BWDB、LGED 等）が独自の計画と予算に基づ

きインフラ整備・開発事業を実施しており、郡の予算は限定的で自ら防災事業の実施を主導す

る体制となっていなかった。また、それら関係省庁の出先機関（特に、BWDB）は、郡レベルで

はなく県レベルや国レベルで事業を計画・実施しているなど、現地の Union や郡レベルで挙げ

られる提案事業と、事業スケールの違いがみられた。従って、プロジェクトでは、郡レベルで

整理した各提案事業の実施主体を明確化し、関係機関間での役割分担を図るとともに、郡レベ

ルの提案事業と各出先機関（事業実施主体）の事業計画との照合を図り、各事業実施主体が郡

計画に基づき事業を実施できるようすり合わせを行った。また、これらは郡防災計画の策定ガ

イドラインに明記し、「郡防災計画策定研修」の教材に取り入れた他、ガイドラインを DDM の

ウェブページに掲載するよう働きかける等、バングラデシュ国に定着するよう促した。 

(5) 成果 4 

1) 策定された郡防災計画の実施に向けた関係機関との協議と調整 

バングラデシュ国では地方レベルの災害リスク削減に係る組織横断的な協議・調整に基づく

計画策定と実施の事例は少なく、本プロジェクトのパイロット郡では初めての試みであった。

そのため、パイロット活動で策定された郡防災計画が実施に向けて確実に動き始められるよう

に、DDM の主導による関係機関との中央および地方での情報共有会議を実施支援した。また、
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TSC メンバーや各関係機関と個別協議を設けて事業実施の可能性や課題に関する協議を複数回

実施し、優先事業の実施に向けての働きかけを継続した。その結果、各機関で新規開発予算の

獲得に向けた動きあり、また、進行中の事業予算や地方事務所の維持管理費において優先事業

が実施されるなど実績が出ている。 

2) 事業モニタリング体制の構築 

郡防災計画に基づく優先事業の実施状況の継続的なモニタリングは、事業の実施促進やその

持続性を確保する上で重要となる。上述したとおり、地方レベルの災害リスク削減に係る組織

横断的な計画の策定と実施はバングラデシュ国にとって事例の少ないものであり、新たにモニ

タリング体制を構築する必要があった。従って、プロジェクトでは、DDM に対し、郡防災計画

に基づく優先事業の実施状況のモニタリングを目的とした体制構築を支援した。また、プロジェ

クト終盤では、中央での関係機関調整機関として本プロジェクトで時限的に構築した TSC の機

能を FPOCG（DDM 局長が議長となり各実施機関の代表者を参集して 3 か月に 1 回開催される

調整組織）に移管することを調整し、DDM が関係機関と事業実施の調整を進められるように主

体性の醸成を行った。 

3.3 各プロジェクトのリスク管理の結果の評価 

COVID-19 の感染拡大に伴う活動制限や自然災害、C/P メンバーの交代等、上述したプロジェク

ト運営上の課題については、バングラデシュ側、日本側ともに、その都度、協議を行い、プロジェ

クトの状況が悪化しないよう努めた。 

3.4 教訓 

(1) 成果 1：DDM 職員及郡 DMC 職員の能力レベルに留意したハザード分析・リスク評価のデー

タ整備と運用 

前述したとおり、バングラデシュ国では郡レベルのハザード分析・リスク評価に活用できるレ

ベルのデータや情報が不足しており、また、ハザード分析・リスク評価を担う組織・人材も不足

していた。また、プロジェクト活動を通じて、郡 DMC にハザード分析・リスク評価のプロセスを

全て担わせることは難しく、新たに郡防災計画を策定する際には少なくとも GIS を操作できる人

材を確保する必要性があることが明らかとなった。そこで、本プロジェクトでは計画策定時に GIS
を操作できるレベルの人材が手を動かすことを前提に、ハザードマッピングに使うパラメータ（例

えば、バングラデシュ国の主要沿岸域ポイントにおける高潮災害の 20 年確率水位レベル）やハ

ザード分析・リスク評価に必要なデータ（例えば、無償の数値標高データ、衛星画像、人口統計

データ等）の入手方法をガイドラインに整理することや、GIS による一連の分析・処理手続きを

教材（ビデオチュートリアル）として参照できるようにするなど、DMC や DDM の職員の能力に

留意したデータ整備や技術研修の方針にて、活動を展開した。 

(2) 成果 2：各対策事業の実現に向けた情報収集の手法 

各省庁の出先機関が、中央の指揮に基づき事業を実施しているため、県 DMC や郡 DMC といっ

た地方レベルでは各省庁が実施中、又は計画中の事業について組織間の情報共有や調整が十分に
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図られていないのが現状であった。また、各省庁の出先機関が自ら計画している事業をリスト化、

マップ化して外部に公開するということはされておらず、出先機関の長である Executive Engineer
など限られた職員のみが将来構想や早期に取り組むべき事業等を把握していることも珍しくない

という状況が明らかになった。このようなことから、バングラデシュでの郡防災計画策定におい

ては、上位計画や関連計画を集約する際に、手間と時間を掛けた対話による情報整理が不可欠で

あり、このような情報整理に出先機関の職員を関与させるためにも、中央からの指示が効果的で

あり不可欠であった。プロジェクトでは、これらの理解から、関係機関との協議を複数回おこなっ

た他、中央からのレター発出等を通じた協力要請をおこなった。 

(3) 成果 3：各関係省庁との効果的な連携手法 

各パイロット地域の郡防災計画で整理された対策事業リストを、各事業実施機関の事業計画に

反映させるためには、対策事業リストに示される事業と各実施機関が計画している事業を照らし

合わせ、各事業の位置づけを明らかとする必要があった。パイロット活動では、郡 DMC のメン

バーである各機実施機関の出先事務所を一つ一つ訪問して、この照合作業に多くの人的リソース

と時間が必要となった。一方、TSC を構成する事業実施機関へのヒアリングを通じて、事業計画

については全てが中央で整備されているわけではないため、TSC を通じた情報収集と併せて、県・

郡 DMC のメンバーである各事業実施機関の出先事務所にて事業計画リストを整理する必要があ

ることが明らかとなった。このように、計画の作成から実施にあたっての各フェーズにおいて、

各関係機関の有する情報や中央・地方の関係性に留意しながら、連絡・調整を図っていく必要性

が確認された。 
また、Cox’s Bazar 県下のパイロット郡では「包括的河川管理に係る計画策定能力強化及び技術

適応サイクル構築プロジェクト（JICA）」にて整理されていたマタムフリ川の氾濫解析結果や対

策事業についてプロジェクト間で情報共有がなされ、対策方針について郡防災計画と整合を図る

ことができた。今後はバングラデシュの他地域においても、このような河川管理計画が BWDB に

より整備され、郡 DMC に共有されることで、当計画を前提に関係機関間において必要な対策に

ついての議論が進むことが期待される。 

(4) 成果 4：事業実施機関における事業化と予算確保のための条件 

策定された郡防災計画の実施に向けて DDM をはじめとする事業実施機関への働きかけを支援

し、一部の事業は実施に向けた状況の変化が見られる。一方で、関係機関との調整の中で明らか

になったこととして、地域住民の意見や地域の災害リスク削減に必要な行動を取りまとめている

郡防災計画は有効であるが、各実施機関では、①パイロット対象地域以外にも全国で実施を待つ

事業が多くあり、パイロット地域での事業実施のみを優先することができない、②郡レベルとい

う空間スケールは開発予算を取得するための規模に比べて相対的に小さく扱いづらい、といった

実施機関における事業化、開発予算の取得に向けた問題点が明らかとなり、県レベルで事業を束

ねるなど事業実施を念頭に置いた他地域への郡計画策定の展開の必要性について確認された。他

方、既に DPP が承認されている対象地の広いプロジェクトの実施場所選定において、計画を活用

することが可能であることも明らかとなった。例えば、Chakaria 郡の郡防災計画において示され

る河川整備に係る優先事業については、BWDB から上述した「包括的河川管理に係る計画策定能
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力強化及び技術適応サイクル構築プロジェクト（JICA）」にて作成されたマタムフリ川流域の河

川管理計画の実施の中で対応する意向であることを確認した。 
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第4章 上位目標の達成に向けての提言 

4.1 上位目標達成の見通し 

本プロジェクトの上位目標は「策定された郡（Upazila）レベルの地方防災計画に基づいた事前

防災投資が促進される」であり、客観的に検証可能な指標（Objectively Verifiable Indicators）とし

て、「地方防災計画に沿って構造・非構造対策が実施される」が設定されている。 
前章の 6 つの評価基準の「インパクト」に示したとおり、本プロジェクトでは、パイロット郡

において、防災事業実施機関による郡防災計画に示された事業の実施に向けた動きがみられるな

ど、上位目標の達成の兆しがあることを確認した。今後、上位目標の達成を果たすためには、以

下の取組が必要である。 

(1) TSC 機能の維持 

郡防災計画に基づく事前防災投資の促進には、郡防災計画に示された事業を確実に実施する必

要があり、そのためには、DDM のリーダーシップの下、機関横断的に事業モニタリングを実施し、

策定された郡防災計画の実施を促進する調整機会を中央に維持することが肝要である。本プロ

ジェクトでは、地方防災計画に基づき防災関連事業の効果と効率の向上において、中央レベルの

各実施機関の間での連携強化、協働体制の構築を目的に TSC を設立した。TSC は、プロジェクト

チームの支援により設立・運営が開始されたが、パイロット活動と並行した定期的な活動により、

DDM 及び実施機関側が TSC の有する機能や郡防災計画の実施における中央レベルの監督・指示

の必要性への理解が進んだ。TSC の特筆すべき機能としては、①各実施機関の事業計画や事業構

想の郡 DMC 内での共有による計画の一貫性の確保、②パイロット郡の郡防災計画に示された事

業の情報共有とモニタリングによる実施と予算化の促進が挙げられる。一方、TSC はプロジェク

ト期間中の時限的な組織であったことから、同機能を、バングラデシュの恒久的な組織（FPOCG、

後述）へ移管し、今後も同機能を維持する必要がある。 

(2) 策定された郡防災計画の継続的なモニタリング 

DDM は、郡防災計画に沿って構造・非構造対策事業が確実に実施されるよう、本プロジェクト

のパイロット活動を通じて策定された郡防災計画（計 6 計画）に挙げられている事業の実施状況

を継続的にモニタリングし、各防災関係機関による事業実施への働きかけを継続する必要がある。

本プロジェクトでは、策定された郡防災計画のモニタリング手法として、DDM 内の担当チームが

利用可能なモニタリングガイドラインとモニタリングシートの整備を支援し、その中で、各事業

実施機関による毎月の事業実施状況の進捗報告と、郡開発調整委員会（Upazila Development 
Coordination Committee：UzDCC）会議及び県開発調整委員会（District Development Coordination 
Committee：DDCC）会議での毎月の事業進捗レビューを定めている。特に、毎月の DDCC 会議で

は、事業実施機関の同席のもと、進捗が遅れている事業の阻害要因の確認等、実施のための議論

をおこなうこととなっている。当モニタリング計画に基づき、策定された郡防災計画を定期的・

継続的にモニタリングすることにより、事業実施を促進することが肝要である。 
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(3) 郡防災計画策定・実施の他地域への展開 

バングラデシュ国における構造物・非構造物対策事業の確実な実施を通じた事前防災投資の促

進には、パイロット郡だけでなく他地域においても、客観的なハザード分析・リスク評価に基づ

く郡防災計画の策定と実施促進が必要である。前述の通り、プロジェクト期間中に、郡防災計画

策定を他地域へ展開していくためのイニシアティブとして、100 郡での計画策定を行うための

PDPP を DDM が自ら作成し、MoDMR を通じて計画省へ提出されていることから、その実現に向

けた行動を継続する必要がある。 

4.2 バングラデシュ国側への提言 

上記で挙げた 3 点の必要な取組に対応するバングラデシュ国側への提言を、それぞれ下記のと

おり示す。 

(1) 省庁横断的な調整機関としての FPOCG の機能の強化 

プロジェクト終了後は、上述した TSC の役割を担う組織として、3 か月に 1 回の頻度で開催さ

れる FPOCG が“郡防災計画の策定及び防災関連事業の実施における各実施機関の調整機能”を維

持することを DDM 側と確認した。FPOCG は、DDM 局長を議長とし、郡防災計画に整理された

事業の実施機関でもある LGED や公衆衛生工学局（Department of Public Health Engineering：DPHE）、
バングラデシュ赤新月社（Bangladesh Red Crescent Society：BDRCS）等から構成され、主に、国及

び地方レベルの UzDMC の活動の適切な調整や必要な取組への助言等を所管する。2025 年 4 月に

開催された FPOCG 会議では、TSC 機能の維持を念頭に、郡防災計画の主要な事業実施機関であ

る BWDB を追加構成員とすることが承認されたほか、本プロジェクトにて 6 郡の郡防災計画が策

定されていることを報告し、各構成員による事業実施への協力を仰いだ。DDM 側からは、DDM
のリーダーシップの下、当 FPOCG の 3 か月に一度の定例会議にて、各郡防災計画の事業実施状

況を定期的にレビューする方針・計画が示されている。今後、その方針・計画に基づき、当組織

において、郡防災計画の実施状況のモニタリング結果を共有・確認することが定例議題のひとつ

として位置づけられ、防災事業実施に向けた各関係機関の調整機能が継続されることを期待する。 

(2) 郡防災計画の実施モニタリングの適切な運営 

上位目標の達成には、前述したとおり、中央レベル及び地方レベルの双方で郡防災計画を継続

的にモニタリングし実施を促す必要がある。本プロジェクトでは、上述したとおり、構築された

事業進捗モニタリングの仕組みを用いて、中央レベルでは上記の FPOCG が四半期に一度、地方レ

ベルでは DDCC 及び UzDCC が毎月、事業進捗をレビューすることが DDM との協議や事業実施

機関との計画実施モニタリングの試行を経て、取り決められている。また、DDM 内に正式な事業

実施モニタリングユニット（UzDRRAP Monitoring Unit）が DDM 局長の指示のもと新設され、各

DRRO より報告を受けた DDCC 会議でのモニタリング結果を基に、事業進捗をレビューし助言を

行うほか、FPOCG での協議に向けた情報整理を行う事務局としての役割を担うこととなっている。

プロジェクト終了後は、構築された優先事業進捗モニタリングの仕組みを用いて、中央レベルで

は上記の FPOCG による定期的な調整会議の機会、地方では県・郡の DCC 会議の機会を最大限に

活用し、DDM の事業実施モニタリングユニットの主導のもとに各実施機関における事業進捗のモ

ニタリングが継続されることが期待される。 
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(3) 郡防災計画策定のための研修プログラムの活用及び改善 

本プロジェクトでは、郡防災計画の作成・実施に向けた仕組みの構築として、ハザード分析・

リスク評価ガイドラインやビデオチュートリアルの整備、郡防災計画の策定ガイドラインの整備

と研修教材・マニュアルの整備がおこなわれた。これらは、DDM 職員の現状の能力や知識に留意

して作成されており、プロジェクト活動を通じて研修講師の育成やデータ整備等も併せて実施さ

れた。更に、DDM は 2025 年 6 月に開催された最終 JCC において、プロジェクト内で構築された

それら研修体制を活用した 5 種類の具体的な取組を実施することにより、郡防災計画の策定を全

国へ展開させる計画を発表している。具体的には、下記のとおりである。 

① DRR 概論研修の継続実施（DDM の研究・研修部が担当） 

年 10 郡、DDM の年間研修予算による実施 

② 郡防災計画策定研修の継続実施（DDM の研究・研修部が担当） 

年 2 回、DDM の年間研修予算による実施 

③ 郡防災計画策定研修の実施拡大（DDM の研究・研修部が担当） 

5 年間 5 回、DPP 承認を経て ADP 予算による実施を想定 

④ 本プロジェクトのパイロット 3 県での郡防災計画策定（DDM の開発・計画部が担当） 

1 年間 22 郡、DPP 承認を経て ADP 予算による実施を想定 

⑤ 郡防災計画策定の他地域への展開（DDM の開発・計画部が担当） 

4 年間 78 郡、DPP 承認を経て ADP 予算による実施を想定 

プロジェクト終了後も、郡防災計画の作成・実施が、DDM のイニシアティブのもと全国的に進

められるためには、DDM が整備されたガイドラインやマニュアルを活用し、上述した計画に沿っ

て、計画の実施・モニタリングに強く関与する地方 DDM 職員や、計画策定主体である郡 DMC メ

ンバー・計画策定を支援するローカルコンサルタントに対する研修が継続的に実施されることが

期待される。 
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プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM） 

  



PDM Original 

 Project Design Matrix  

 
Project Title: The Project for Enhancing Capacity on Planning and Implementation of Local Disaster Risk Reduction   
Implementing Agency: Department of Disaster Management (DDM)  
Target Group: Officials of DDM and relevant agencies  
Period of Project: 4 years (48 months) 
Project Site: Dhaka     Model Site: Cox’s Bazar, Sunamganj and Kurigram 

Narrative Summary Objectively Verifiable Indicators Means of Verification Important Assumptions 
Over Goal  

- Number of UzDRRPs (Target: XX) 
- Structural and non-structural measures are implemented in line with 
UzDRRPs 

 
- UzDRRP developed 
- Interviews 
- Annual reports 

 
Nation-Wide Development Plan of Upazila Disaster Risk Reduction Plans (UzDRRPs) is 
implemented and investments in Disaster Risk Reduction are promoted in line with developed 
UzDRRPs   
Project Purpose - Number of reports of hazard and risk assessments which employ 

methods developed by the Project (Target: 5) 
- Number of structural and non-structural measures in UzDRRP that 
are listed in a project list of Planning Commission (Target: XX) 

- Budgets for structural and non-structural measures in UzDRRP are 
approved by local governments  

 
- Hazard and risk assessments reports 
- Budget reports  
- Project list 
- Annual reports 

 
New organogram of DDM is approved 
and implemented 

The mechanism is established for DDM to develop, implement and expand UzDRRPs in 
collaboration with MoDMR, related agencies and local governments 

Outputs  
The guideline on hazard and risk assessments is developed and 
approved by MoDMR 

- Guideline on hazard and risk assessments approved by MoDMR  
Huge disasters which negatively affect 
project implementation do not happen 
during the project period 

1. The system and methods of hazards and risk assessment for UzDRRP are developed 

2. The institutional arrangement is developed in DDM to support the formulation of UzDRRP  - The UzDRRP guideline is developed and approved by MoDMR 
- The training manual and materials are developed 
- The training reports are prepared 

- UzDRRP guideline approved by MoDMR 
- Training manual and materials 
- Training reports 

3. Practical UzDRRP is developed at pilot areas in collaboration with relevant ministries and 
local governments 

- Number of UzDRRP developed and approved by UzDMC (Target: 5) - UzDRRP approved by UzDMC 

4. The mechanism is developed to expand the formulation of UzDRRPs nationwide - The nationwide UzDRRP development plan is formulated and 
approved by MoDMR and referred to in Annual Report of MoDMR 

- Operation manual and brochure are uploaded on the website of DDM 
- DPP for the Nationwide Development Plan is submitted to Planning 

Commission 

- The nationwide UzDRRP development plan approved by 
MoDMR 

- Annual report of MoDMR  
- Operation manual and brosure on the website of DDM 
- DPP submitted 

Activities Inputs Important Assumptions 
1-1. Study the availability of hazard information and risk analysis in Bangladesh and identify issues to apply them to UzDRRPs. 
1-2. Based on the results of Activity 1-1, in collaboration with MoDMR, methods for hazard and risk assessments are established, which are 

applicable to UzDRRP 
1-3. With the supports of MoDMR, DDM prepares a guideline on hazard and risk assessments applicable to UzDRRP, and conducts training with 

the guideline. 
1-4. Trained personnel at Activity 1-3 conduct hazard and risk assessments in consideration of local characteristics of pilot areas. 

Japanese Side Bangladesh Side  
Security situation does not deteriorate (1) Assignments of Experts 

  1) Leader/ DRR Planning 
  2) Disaster Risk Assessments 
  3) Hazard Information 
  4) Local DRR Governance 
  5) DRR Investment 
  6) DRR Training Program 
  7) Local DRR Planning 
  8) Structural Measures 
  9) Non-structural Measures 
 10) DRR Program Management 
 
(2) Short-term Training in Japan 
  1) Promotion of Mainstreaming of 
and Investment in DRR  
  2) Development of Local DRR Plans
  3) Implementation of Local DRR 
Plans 

(1) Assignments of Counterparts 
 
(2) Office space with facilities necessary for the 
Project 
 
(3) Running expenses for project activities 
(salary, travel/daily allowance, etc.) 

2-1. In collaboration with MoDMR and relevant ministries, DDM establishes a Technical Sub-Committee (TSC) at central level for practical 
UzDRRPs, and develops a guideline on basic principles, development methods, selection of measures and implementation procedures of 
UzDRRPs and its summary version. 

2-2. Based on the guideline developed at Activity 2-1, TSC prepares a draft training manual and materials for DDMC and UzDMC to formulate 
UzDRRP. 

2-3. Based on the training manual developed at Activity 2-2, TSC conducts training for DDMC and UzDMC at pilot areas. 
2-4. Based on the results of Activity 2-3, with the supports of TSC, DDMC and UzDMC formulate UzDRRP Sub-Committee (UzSC) at pilot areas 

and identify the contents of, and activities required for UzDRRP. 
2-5. Based on the results of Activity 2-3 and 2-4, TSC reviews and revises a draft guideline (including a summary version), training manual and 

training materials. 
3-1. UzSC collects historical records of disasters at pilot areas in collaboration with Union DMC. 
3-2. Based on the results of hazards and risk assessments obtained through Activity 1-4 and 3-1, UzSC identifies disaster risks of pilot areas. 
3-3. UzSC studies the plans and implementation status of structural and non-structural measures at pilot areas irrespective of sectors, by 

referring to higher disaster management plans, development plans and outputs of relevant ministries and donors including JICA. 
3-4. Based on the results of Activity 3-2 and 3-3, with the supports of MoDMR, relevant ministries, DDMC and UzDMC, UzSC plans draft 

structural measures (including budgets) to reduce disaster risk at pilot areas. 
3-5. With the supports of MoDMR, relevant ministries, DDMC and UzDMC, UzSC plans draft non-structural measures (including budgets) by 

taking into account of reduced risks through the implementation of the structural measures planned at Activity 3-4. 
3-6. With the supports of DDMC and UzDMC, UzSC holds a workshop for DRR-related agencies (e.g. donors, NGOs, private sectors) at pilot 

areas and discusses the principles of implementation of countermeasures.   
3-7. With the supports of DDMC and UzDMC, based on the results of Activity 3-2 to 3-6, UzSC identifies ministries and agencies necessary to 

implement UzDRRP, and finalizes the UzDRRP. 
3-8. With the supports of DDMC and UzDMC, UzSC reports to the results of Activity 3-7 to MoDMR through DDM, relevant ministries and local 

governments responsible for structural/non-structural measures and MoDMR requests them to take necessary actions for securing budgets. 
3-9. By utilizing existing monitoring system, DDMC and UzDMC review the implementation status of UzDRRP and revise the plan if necessary. 

Pre-condition 
 
1. At least 1 counterpart personnel 
from PIO is assigned for each Working 
Group. 
 
2. TAPP is approved by 
commencement of the Project. 

4-1. MoDMR and DDM draft an operation manual which elaborates necessary activities for the development and renewal of UzDRRPs based on 
the outcomes of and lessons learned from Outputs 1, 2 and 3, and finalize them through trials at pilot areas. 

4-2. MoDMR and DDM conduct a baseline survey to identify capacity and local characteristics of DDMC and UzDMC of all upazilas in country 
and prepare a priority list in each division for the development of UzDRRP. 

4-3. MoDMR and DDM develop a Nationwide Development Plan of UzDRRPs (including a budget plan) in line with the operation manual 
developed at Activity 4-1 and a priority list developed at Activity 4-2, and DPP to implement the Plan. 
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PDM(Revision in Feb 2024)

Implementing Agency: Department of Disaster Management (DDM)
Target Group: Officials of DDM and relevant agencies
Period of Project: 4 years and 6 months (54 months)
Project Site: Dhaka Model Site: Cox's Bazar, Sunamganj, Kurigram

Narrative Summary Objectively Verifiable Indicators Means of Verification Important Assumption

Overall Goal

Project Purpose

Outputs

The Japanese Side The Bangladesh Side

Pre-Conditions

1. At least 1 counterpart personnel
from PIO is assigned for each
Working Group.
2. TAPP is approved by
commencement of the Project.

Important Assumption

Security situation does not
deteriorate

- Number of reports of hazard and risk assessments which employ methods developed by the Project
(Target:6)
‐ Number of the proposals submitted from implementing departments to respective ministries for
implementation of structural and non-structural measures in UzDRRPs (Target: 4)

Huge disasters which negatively
affect project implementation do
not happen during the project
period

Inputs

New organogram of DDM is
approved and implemented

- The UzDRRP guideline is developed and approved by MoDMR
- The training manual and materials are developed

- UzDRRP guideline approved by MoDMR
- Training manual and materials
- Training reports

(1) Assignments of Experts
  1) Leader/ DRR Planning
  2) Deputy Team Leader
  3) Disaster Risk and Vulnerability Assessment
  4) Local DRR Governance
  5) DRR Training Program
  6) Local DRR Planning
  7) DRR Investment
  8) Flood hazard information and Countermeasure
  9) Landslide hazard Information and Countermeasure
10) Coastal area hazard Information and Countermeasure
11) Earthquake hazard Information and Countermeasure
12) Risk Information Management
13) DRR Program Management
14) Project Coordination/Project Program Management Assistance

(2) Short-term Training in Japan
  1) Promotion of Mainstreaming of and Investment in DRR
  2) Development and Implementation of Local DRR Plans

(1) Assignments of Counterparts

(2) Office space with facilities necessary for the
Project

(3) Running expenses for project activities
(salary, travel/daily allowance, etc.)

4-1.MoDMR and DDM draft an operation manual which elaborates the necessary activities for the development and renewal of UzDRRPs based
on the outcomes and lessons learned from Outputs 1, 2 and 3, and finalize them through trials in the pilot sites.
4-2.  MoDMR and DDM conduct a baseline survey to identify the capacity and local characteristics of DDMC and UzDMC of all upazilas in the
country, and prepare a priority list in each division for the development of UzDRRP.
4-3. MoDMR and DDM conduct information-sharing meeting to coordinate with government agencies to allocate the necessary budget for
implementing the approved UzDRRPs.
4-4. MoDMR and DDM facilitate district DMC coordination meetings to be held among pilot Upazilas and relevant agencies in implementing each
UzDRRP.
4-5. MoDMR and DDM hold a lessons-sharing seminar by inviting as many Upazilas and district DMC as possible from pilot districts/Upazilas at
the end of this project.

4. The mechanism is developed to implement the UzDRRPs.

2. The institutional arrangement is developed in DDM to support the formulation of UzDRRP.

3. Practical UzDRRP is developed at pilot sites in collaboration with relevant ministries and local governments. - Number of UzDRRP developed and approved by UzDMC (Target:6)

Activities 

1-1. Study on the availability of hazard information and risk analysis in Bangladesh and identify issues to apply them to UzDRRPs.
1-2.  Based on the results of Activity 1-1, in collaboration with MoDMR, methods for hazard and risk assessments are established, which are
applicable to UzDRRP.
1-3. With the support of MoDMR, DDM prepares a guideline on hazard and risk assessment applicable to UzDRRP and conducts training with the
guideline.
1-4. Trained personnel in Activity 1-3 conduct hazard and risk assessment in consideration of the local characteristics of the pilot sites.

2-1.  In collaboration with MoDMR and relevant ministries, DDM establishes a Technical Sub-Committee (TSC) at the central level for practical
UzDRRPs, and develops a guideline on basic principles, development methods, selection of measures and implementation procedures of
UzDRRPs and its summary version.
2-2.  Based on the guideline developed in Activity 2-1 with the supports of the TSC, DDM prepares a draft training manual and materials for DDMC
and UzDMC in formulating UzDRRP.
2-3. Based on the training manual developed in Activity 2-2 with the supports of the TSC, DDM conducts training for DDMC and UzDMC in the
pilot sites.
2-4. Based on the results of Activity 2-3, with the supports of TSC, DDMC and UzDMC fomulate UzDRRP
Sub-Committee (UzSC) in the pilot sites  and identify the contents of, and activities required for UzDRRP.
2-5. Based on the results of Activity 2-3 and 2-4 with the supports of the TSC, DDM reviews and revises the draft guideline (including the summary
version), training manual and training materials.

3-1. UzSC collects historical records of disasters at pilot sites in collaboration with Union DMC.
3-2.  Based on the results of hazards and risk assessment obtained through Activity 1-4 and 3-1, UzSC identifies the disaster risks of pilot sites.
3-3. UzSC studies the plans and implementation status of structural and non-structural measures at pilot sites irrespective of sectors by referring to
higher disaster management plans, development plans and outputs of relevant ministries and donors including JICA.
3-4. Based on the results of Activities 3-2 and 3-3, with the supports of MoDMR, relevant ministries, DDMC and UzDMC, UzSC plans the draft
structural measures (including budget) to reduce disaster risk at pilot sites.
3-5. With the support of MoDMR, relevant ministries, DDMC and UzDMC, UzSC plans the draft non-structural measures (including budget) by
taking into account the reduced risks through the implementation of the structural measures planned in Activity 3-4.
3-6. With the supports of DDMC and UzDMC, UzSC holds a workshop for DRR-related agencies (e.g. donors, NGOs, private sectors) in the pilot
sites and discusses the principles of implementation of countermeasures.
3-7. With the supports of DDMC and UzDMC, based on the results of Activity 3-2 to 3-6, UzSC identifies the ministries and agencies necessary to
implement UzDRRP, and finalizes UzDRRP.
3-8. With the supports of DDMC and UzDMC, UzSC reports to the results of Activity 3-7 to MoDMR through DDM, relevant ministries and local
governments responsible for structural/non-structural measures and MoDMR request them to take necessary actions for securing budgets.
3-9. By utilizing the existing monitoring system, DDMC and UzDMC review the implementation status of UzDRRP and revise the plan as
necessary.

- UzDRRP approved by UzDMC

- Operation manual is developed
- Number of information sharing meetings for implementation of UzDRRPs (Target: 4)
- Number of lessons learnt through the coordination meetings among pilot Upazilas  (Target: 6)
- Number of participants of seminars and workshops for formulation of the UzDRRPs (Target: 800 participants
in total)

- Operation manual
- Meeting records
- Participants lists of seminars and workshops

1. The system and methods of hazards and risk assessment for UzDRRP are developed. - The guideline on hazard and risk assessments is developed and approved by MoDMR - Guideline on hazard and risk assessments
approved by MoDMR

The mechanism is established for DDM to develop and implement UzDRRPs in collaboration with MoDMR, related agencies and
local governments.

- Hazard and risk assessments reports
- Project proposals

Project Design Matrix

Project Title: THE PROJECT FOR CAPACITY ENHANCEMENT ON FORMULATION AND IMPLEMENTATION OF LOCAL DISASTER RISK REDUCTION PLAN

- Structural and non-structural measures are implemented in line with UzDRRPs - Interviews
- Annual reports

Investments in Disaster Risk Reduction are promoted in line with developed UzDRRPs

A1-2
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s d
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an
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 th
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fa
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rv
ey

 re
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lts
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am
el

y 
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tiv
el

y 
lo

w
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sta
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in
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of
 

th
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in
te

rn
at

io
na

l f
ra

m
ew

or
ks

, t
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 ro
le

 o
f o

th
er

 D
RR

-re
la

te
d 

ag
en

ci
es

, a
nd

 d
isa

ste
r r
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 a

ss
es

sm
en
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Th
e i

nt
er

vi
ew

ee
s w

er
e m

ai
nl

y 
se

le
ct

ed
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 th

e q
ue

sti
on

na
ire

 re
sp

on
de

nt
s w

ho
 h

av
e w

or
ke

d 
fo

r m
an

y 

ye
ar

s i
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D
D

M
 a
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, t

he
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fo
re
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 e
xp

ec
te
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 d
ee
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kn
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 th
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sit
ua
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 th
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D
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 a
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 th
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ra
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ev
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di
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ox
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ga
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ha
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Ja
ga
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ur
ig

ra
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s w
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 p
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fin

di
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rv

ey
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nd
 th
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r i

m
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ic
at

io
ns

 
Th

e 
m

ai
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fin
di

ng
s o

f t
hi

s s
ur

ve
y 

an
d 

th
ei

r i
nd

ic
at

io
ns

 a
re

 sh
ow

n 
be

lo
w.

 

(1
) 

Li
m

ite
d 

un
de

rs
ta

nd
in

g 
of

 th
e 

in
te

rn
at

io
na

l f
ra

m
ew

or
k 

re
la

te
d 

to
 th

e 
D

RR
 (e

.g
., 

SF
D

RR
) 

Th
e 

re
su

lt 
of

 th
e 

se
lf-

as
se

ss
m

en
t s

ur
ve

y 
in

di
ca

te
d 

th
at

 n
ot

 m
an

y 
ar

e 
aw

ar
e 

of
 th

e 
gl

ob
al

 tr
en

ds
 

an
d 

th
ei

r c
on

te
nt

s s
uc

h 
as

 th
e S

en
da

i F
ra

m
ew

or
k 

fo
r D

RR
 (S

FD
RR

). 
A

cc
or

di
ng

 to
 th

e f
ol

lo
w

-u
p 

in
te

rv
ie

w
s 

w
ith

 s
ev

er
al

 D
D

M
 o

ffi
ci

al
s, 

th
e 

fa
ct

or
 is

 th
at

 tr
ai

ni
ng

 a
nd

 e
du

ca
tio

na
l p

ro
gr

am
s 

fo
r 

D
D

M
 o

ffi
ci

al
s d

o 
no

t i
nc

lu
de

 th
e c

on
te

nt
s t

ha
t m

ak
e o

ffi
ci

al
s d

ee
pl

y 
un

de
rs

ta
nd

 th
e i

nt
er

na
tio

na
l 

fra
m

ew
or

k,
 w

hi
le

 s
om

e 
of

fic
ia

ls 
se

em
 to

 h
av

e 
he

ar
d 

ab
ou

t t
he

 n
am

e 
of

 th
e 

SF
D

RR
 in

 tr
ai

ni
ng

. 

In
 ad

di
tio

n,
 si

nc
e t

he
 D

D
M

 o
ffi

ci
al

s, 
es

pe
ci

al
ly

 fi
el

d 
of

fic
ia

ls 
w

ho
 ar

e m
ai

nl
y 

w
or

ki
ng

 fo
r d

isa
ste

r 

re
sp

on
se

, d
o 

no
t h

av
e 

op
po

rtu
ni

tie
s f

or
 a

tte
nd

in
g 

tra
in

in
g 

an
d 

ac
tiv

iti
es

 th
at

 a
re

 c
on

ne
ct

ed
 w

ith
 

th
e 

SF
D

RR
, t

he
ir 

kn
ow

le
dg

e o
f t

he
 in

te
rn

at
io

na
l f

ra
m

ew
or

k 
is 

lim
ite

d.
 A

lso
, e

ve
n 

th
ou

gh
 th

e 
7th

 

Fi
ve

 Y
ea

r P
la

n 
(F

Y
 2

01
6-

20
20

) e
xp

la
in

s 
th

at
 th

e 
go

ve
rn

m
en

t’s
 d

isa
ste

r r
es

ili
en

ce
 s

tra
te

gy
 is

 in
 

lin
e 

w
ith

 th
e 

SF
D

RR
, t

he
 d

iss
em

in
at

io
n 

of
 th

e 
in

fo
rm

at
io

n 
m

ig
ht

 b
e 

lim
ite

d 
ev

en
 a

m
on

g 
th

e 

ag
en

ci
es

. A
s 

th
e 

le
ad

in
g 

ag
en

cy
 f

or
 D

RR
 t

o 
pr

om
ot

e 
D

RR
 i

nv
es

tm
en

t 
in

 B
an

gl
ad

es
h,

 b
ot

h 

na
tio

na
l 

an
d 

lo
ca

l 
of

fic
er

s 
of

 t
he

 D
D

M
 a

re
 r

eq
ui

re
d 

to
 c

le
ar

ly
 u

nd
er

sta
nd

 t
he

 i
nt

er
na

tio
na

l 

fra
m

ew
or

k 
of

 t
he

 D
RR

, 
w

hi
ch

 i
s 

in
te

gr
at

ed
 i

nt
o 

th
e 

go
al

s 
an

d 
ac

tiv
iti

es
 f

or
 t

he
 d

isa
ste

r 

m
an

ag
em

en
t o

f t
he

 co
un

try
. A

w
ar

en
es

s o
f t

he
 in

te
rn

at
io

na
l f

ra
m

ew
or

k 
ca

n 
en

co
ur

ag
e t

he
 o

ffi
ci

al
s 

to
 b

et
te

r 
un

de
rs

ta
nd

 th
e 

ju
sti

fic
at

io
n 

fo
r 

D
RR

 in
ve

stm
en

t a
nd

 th
e 

im
po

rta
nc

e 
of

 D
RR

, w
hi

ch
 

le
ad

s 
to

 th
e 

pr
om

ot
io

n 
of

 in
ve

stm
en

t i
n 

th
e 

fie
ld

. I
n 

or
de

r t
o 

in
cr

ea
se

 th
e 

un
de

rs
ta

nd
in

g 
of

 th
e 

in
te

rn
at

io
na

l f
ra

m
ew

or
k,

 fo
r i

ns
ta

nc
e,

 e
xp

la
na

tio
n 

of
 th

es
e 

fra
m

ew
or

ks
 sh

ou
ld

 b
e 

in
cl

ud
ed

 in
to

 

an
nu

al
 tr

ai
ni

ng
 p

ro
gr

am
s a

nd
 le

ct
ur

es
 a

s t
he

 b
ac

kg
ro

un
d 

of
 th

e 
co

un
try

’s 
di

sa
ste

r s
tra

te
gy

. 
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U
nd

er
sta

nd
in

g 
w

el
l t

he
 ro

le
s a

nd
 re

sp
on

sib
ili

tie
s o

f D
D

M
 o

ffi
ci

al
s, 

bu
t n

ot
 so

 m
uc

h 
of

 th
e 

ro
le

s 

of
 o

th
er

 D
RR

-re
la

te
d 

ag
en

ci
es

 

Th
e 

re
sp

on
de

nt
s 

ge
ne
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lly

 h
av

e 
a 

go
od

 u
nd

er
sta

nd
in

g 
of

 th
ei

r r
ol

es
 a

nd
 re

sp
on

sib
ili

tie
s 

as
 w

el
l 

as
 th

e 
pl

an
ni

ng
 fr

am
ew

or
k 

of
 D

RR
 a

s D
D

M
 o

ffi
ci

al
s. 

M
an

y 
re

sp
on

de
nt

s h
av

e 
re

ce
iv

ed
 tr

ai
ni

ng
 

re
la

te
d 

to
 D

RR
 an

d 
th

ei
r r

es
po

ns
ib

ili
tie

s. 
Co

nv
er

se
ly

, t
he

 re
sp

on
de

nt
s h

av
e l

es
s u

nd
er

sta
nd

in
g 

of
 

th
e 

ro
le

s 
an

d 
re

sp
on

sib
ili

tie
s 

of
 o

th
er

 a
ge

nc
ie

s 
th

at
 D

D
M

 s
ho

ul
d 

w
or

k 
w

ith
. T

hi
s 

te
nd

en
cy

 is
 

m
or

e 
pr

on
ou

nc
ed

 a
m

on
g 

lo
ca

l o
ffi

ci
al

s. 
A

cc
or

di
ng

 to
 th

e 
fo

llo
w

-u
p 

in
te

rv
ie

w
 re

su
lts

, o
ne

 o
f t

he
 

re
as

on
s 

is 
th

at
 t

he
 D

D
M

 (
D

M
C 

at
 b

ot
h 

th
e 

D
ist

ric
t 

le
ve

l 
an

d 
U

pa
zi

la
 l

ev
el

) 
do

es
 n

ot
 h

ol
d 

m
ee

tin
gs

 w
ith

 o
th

er
 D

RR
-re

la
te

d 
ag

en
ci

es
 a

t 
no

rm
al

 t
im

es
 u

nl
es

s 
th

ey
 a

re
 r

eq
ui

re
d 

to
 

co
m

m
un

ic
at

e 
an

d 
co

or
di

na
te

 u
nd

er
 s

pe
ci

fic
 p

ro
je

ct
s. 

Th
er

ef
or

e,
 th

ey
 d

o 
no

t h
av

e 
op

po
rtu

ni
tie

s 

fo
r 

co
or

di
na

tio
n 

w
ith

 o
th

er
 a

ge
nc

ie
s, 

an
d 

co
ns

eq
ue

nt
ly

 d
o 

no
t 

kn
ow

 t
he

ir 
re

gu
la

r 
ro

le
s 

an
d 

re
sp

on
sib

ili
tie

s 
w

el
l. 

Ev
en

 th
ou

gh
 th

e 
D

D
M

 c
ol

la
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ra
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el
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im
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ts 
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ifi

c 
pr
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w
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ot
he

r a
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D
B,

 F
SC

D
 a

nd
 L

G
ED

 m
ai

nl
y 

at
 th

e 
ce

nt
ra

l l
ev

el
, t

he
 c

ol
la

bo
ra

tio
n 

TH
E 

PR
O

JE
CT

 F
O

R 
CA

PA
CI

TY
 E

N
H

A
N

CE
M

EN
T 

O
N

 F
O

RM
U

LA
TI

O
N

 A
N

D
 

IM
PL

EM
EN

TA
TI

O
N

 O
F 

LO
CA

L 
D

IS
A

ST
ER

 R
IS

K
 R

ED
U

CT
IO

N
 P

LA
N

 

4 
 

fin
ish

es
 a

t t
he

 sa
m

e 
tim

e 
as

 th
e 

pr
oj

ec
t e

nd
s. 

It 
w

as
 a

lso
 re

ve
al

ed
 th

at
, e

ve
n 

th
ou

gh
 th

e 
D

D
M

 a
t 

bo
th

 th
e 

ce
nt

ra
l a

nd
 fi

el
d 

le
ve

ls 
co

nv
en

es
 w

ith
 o

th
er

 re
la

te
d 

ag
en

ci
es

 fo
r h

ol
di

ng
 m

ee
tin

gs
, o

th
er

 

ag
en

ci
es

 d
o 

no
t a

ct
iv

el
y 

at
te

nd
 m

ee
tin

gs
 d

ue
 to

 th
e 

lo
w

 p
rio

rit
y 

of
 th

e 
D

RR
 a

nd
 th

e 
bu

sy
ne

ss
 o

f 

ot
he

r t
as

ks
. T

he
 re

sp
ec

tiv
e 

ag
en

ci
es

 in
de

pe
nd

en
tly

 im
pl

em
en

t t
he

ir 
pr

oj
ec

ts 
ba

se
d 

on
 th

ei
r o

w
n 

pl
an

s 
an

d 
di

re
ct

io
ns

 fr
om

 th
e 

ce
nt

ra
l l

ev
el

. T
he

re
fo

re
, t

he
y 

ar
e 

no
t c

ur
re

nt
ly

 re
qu

ire
d 

to
 in

fo
rm

 

D
D

M
 o

f 
th

ei
r 

pr
oj

ec
t a

ct
iv

iti
es

 a
nd

 r
ol

es
, w

hi
ch

 is
 a

lso
 o

ne
 o

f 
th

e 
fa

ct
or

s 
on

 w
hy

 th
e 

D
D

M
 

of
fic

ia
ls 

do
 n

ot
 k

no
w

 w
el

l 
th

e 
ro

le
 a

nd
 r

es
po

ns
ib

ili
tie

s 
of

 o
th

er
 D

RR
-re

la
te

d 
ag

en
ci

es
. 

Fo
r 

ef
fe

ct
iv

e 
an

d 
ef

fic
ie

nt
 lo

ca
l D

RR
 p

ro
je

ct
s, 

co
lla

bo
ra

tio
n 

an
d 

co
op

er
at

io
n 

be
tw

ee
n 

D
D

M
 a

nd
 

ot
he

r D
RR

-re
la

te
d 

ag
en

ci
es

 a
re

 c
ru

ci
al

. I
n 

or
de

r t
o 

pr
om

ot
e 

co
lla

bo
ra

tio
n,

 a
 fo

ru
m

 a
nd

 a
 sy

ste
m

 

fo
r i

nf
or

m
at

io
n 

sh
ar

in
g 

an
d 

di
sc

us
sio

n 
be

tw
ee

n 
ag

en
ci

es
 a

t t
he

 c
en

tra
l l

ev
el

 c
an

 b
e 

an
 e

ffe
ct

iv
e 

so
lu

tio
n.

 In
 th

is 
pr

oj
ec

t, 
it 

is 
ai

m
ed

 to
 m

at
ur

e 
D

M
Cs

 a
s a

 fo
ru

m
 fo

r i
nf

or
m

at
io

n 
sh

ar
in

g 
an

d 
to

 

es
ta

bl
ish

 a
 c

en
tra

l c
oo

rd
in

at
in

g 
bo

dy
, t

he
 T

ec
hn

ic
al

 S
ub

-C
om

m
itt

ee
 (T

SC
), 

co
m

po
se

d 
of

 re
la

te
d 

m
in

ist
rie

s t
o 

pr
om

ot
e 

co
lla

bo
ra

tio
n 

an
d 

co
op

er
at

io
n 

be
tw

ee
n 

co
lla

bo
ra

tiv
e 

sy
ste

m
s. 

(3
) 

Th
e 

di
sa

ste
r r

isk
 p

ro
fil

e 
is 

w
el

l k
no

w
n,

 b
ut

 u
nd

er
sta

nd
in

g 
of

 ri
sk

 a
ss

es
sm

en
t a

nd
 to

ol
s i

s l
ow

 

W
hi

le
 th

e 
re

sp
on

de
nt

s 
ha

ve
 a

 b
et

te
r u

nd
er

sta
nd

in
g 

of
 th

e 
D

RR
 c

on
te

xt
 a

nd
 th

e 
ris

k 
pr

of
ile

s 
of

 

na
tio

na
l a

nd
 lo

ca
l a

re
as

, t
he

y 
ha

ve
 le

ss
 u

nd
er

sta
nd

in
g 

of
 ri

sk
 a

ss
es

sm
en

t i
n 

ge
ne

ra
l, 

th
ei

r t
oo

ls,
 

an
d 

tra
in

in
g.

 A
cc

or
di

ng
 to

 th
e 

St
an

di
ng

 O
rd

er
s 

on
 D

isa
ste

r (
SO

D
), 

M
oD

M
R 

is 
re

sp
on

sib
le

 fo
r 

th
e 

as
se

ss
m

en
t o

f h
az

ar
ds

, v
ul

ne
ra

bi
lit

y 
an

d 
ris

ks
 a

s 
w

el
l a

s 
fo

r t
he

 p
re

pa
ra

tio
n 

of
 h

az
ar

d/
ris

k 

m
ap

s o
f d

isa
ste

r-p
ro

ne
 ar

ea
s. 

A
lso

, D
D

M
 h

as
 a 

re
sp

on
sib

ili
ty

 to
 th

e i
de

nt
ifi

ca
tio

n 
of

 th
e r

isk
s a

nd
 

vu
ln

er
ab

ili
ty

 to
 n

at
ur

al
 d

isa
ste

rs
 o

n 
m

ap
s. 

H
ow

ev
er

, a
cc

or
di

ng
 to

 th
e 

fo
llo

w
-u

p 
in

te
rv

ie
w,

 in
 

pr
ac

tic
e,

 ri
sk

 a
ss

es
sm

en
t i

s c
ur

re
nt

ly
 n

ot
 re

gu
la

r w
or

k 
in

 D
D

M
, a

lth
ou

gh
 th

er
e i

s a
 W

in
g 

th
at

 h
as

 

a 
re

sp
on

sib
ili

ty
 fo

r C
RA

 (C
om

m
un

ity
 R

isk
 A

ss
es

sm
en

t) 
an

d 
U

RA
 (U

rb
an

 R
isk

 A
ss

es
sm

en
t).

 A
s 

a 
re

su
lt,

 tr
ai

ni
ng

 a
nd

 p
ro

gr
am

s 
fo

r D
D

M
 o

ffi
ci

al
s 

on
 d

isa
ste

r r
isk

 a
ss

es
sm

en
t a

re
 n

ot
 re

gu
la

rly
 

co
nd

uc
te

d.
 T

he
re

fo
re

, t
he

re
 is

 a
 g

ap
 b

et
w

ee
n 

th
e 

du
tie

s 
un

de
r t

he
 ju

ris
di

ct
io

n 
an

d 
th

e 
pr

ac
tic

al
 

sit
ua

tio
n.

 A
lth

ou
gh

 s
om

e 
fie

ld
 s

ta
ff 

ha
d 

ex
pe

rie
nc

e 
in

 c
om

m
un

ity
 r

isk
 a

ss
es

sm
en

t 
un

de
r 

th
e 

CD
M

P,
 th

ey
 a

re
 e

xp
ec

te
d 

to
 fo

rg
et

 th
e 

pr
oc

ed
ur

es
 d

ue
 to

 th
e 

la
ck

 o
f p

ra
ct

ic
es

 a
nd

 th
e 

de
fic

it 
of

 

fu
nd

s 
to

 c
on

tin
ue

 th
ei

r a
ct

iv
iti

es
. A

lso
, t

he
 fo

llo
w

-u
p 

in
te

rv
ie

w
 re

ve
al

ed
 th

at
 th

er
e 

is 
no

 s
ki

lfu
l 

sta
ff 

w
ho

 c
an

 im
pl

em
en

t r
isk

 a
ss

es
sm

en
t a

t t
he

 lo
ca

l l
ev

el
 a

s 
w

el
l a

s 
ev

en
 th

e 
ce

nt
ra

l l
ev

el
, 

th
er

ef
or

e,
 sc

ie
nt

ifi
c 

ris
k 

as
se

ss
m

en
t f

or
 th

e 
w

ho
le

 c
ou

nt
ry

 h
as

 a
lso

 n
ot

 b
ee

n 
im

pl
em

en
te

d 
in

 th
e 

co
un

try
. T

hi
s 

ca
n 

co
nc

lu
de

 th
at

 D
D

M
 d

oe
s 

no
t h

av
e 

th
e 

te
ch

ni
ca

l p
er

so
nn

el
 a

nd
 c

ap
ac

ity
 to

 

en
ab

le
 th

is 
in

 p
ra

ct
ic

e,
 a

s w
el

l a
s t

he
 sy

ste
m

 to
 c

on
du

ct
 a

 ri
sk

 a
ss

es
sm

en
t. 

Fo
r t

he
 d

ev
el

op
m

en
t 

of
 a

de
qu

at
e 

lo
ca

l 
D

RR
 p

ro
je

ct
s, 

un
de

rs
ta

nd
in

g 
di

sa
ste

r 
ris

k 
an

d 
im

pl
em

en
tin

g 
di

sa
ste

r 
ris

k 

as
se

ss
m

en
t i

s h
ig

hl
y 

re
qu

ire
d 

as
 a

 b
as

is 
of

 th
e 

pl
an

s. 
In

 o
rd

er
 to

 ta
ck

le
 th

e 
sit

ua
tio

n,
 th

e 
Pr

oj
ec

t 

w
ill

 d
ev

el
op

 a
pp

lic
ab

le
 m

et
ho

ds
 o

f r
isk

 a
ss

es
sm

en
t t

ha
t c

an
 fo

rm
 a

 g
ui

de
lin

e.
 A

lso
, t

he
 P

ro
je

ct
 

tri
es

 to
 e

sta
bl

ish
 th

e 
m

ec
ha

ni
sm

 fo
r t

he
 d

iss
em

in
at

io
n 

of
 th

e 
lo

ca
l d

isa
ste

r r
isk

 re
du

ct
io

n 
pl

an
, 

w
hi

ch
 w

ill
 c

ov
er

 th
e 

tra
in

in
g 

an
d 

th
e 

im
pl

em
en

ta
tio

n 
of

 ri
sk

 a
ss

es
m

en
t. 

A2-2
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5 
 

 

(4
) 

Re
la

tiv
el

y 
go

od
 u

nd
er

sta
nd

in
g 

of
 c

yc
lo

ne
 a

nd
 fl

oo
ds

, b
ut

 d
isa

ste
r m

ea
su

re
s n

ot
 w

el
l k

no
w

n 

W
hi

le
 th

e 
re

sp
on

de
nt

s a
re

 a
w

ar
e 

of
 th

e 
di

sa
ste

rs
 in

 th
e 

lo
ca

l c
on

te
xt

 a
nd

 th
e 

di
sa

ste
rs

 th
at

 m
an

y 

en
co

un
te

r f
re

qu
en

tly
, m

os
t o

f t
he

 re
sp

on
de

nt
s d

id
 n

ot
 h

av
e 

a 
go

od
 u

nd
er

sta
nd

in
g 

of
 th

e 
di

sa
ste

rs
 

th
at

 o
cc

ur
 le

ss
 fr

eq
ue

nt
ly

 in
 th

e 
co

un
try

. I
n 

ad
di

tio
n,

 n
ot

 so
 m

an
y 

of
 th

e 
re

sp
on

de
nt

s h
av

e 
m

uc
h 

un
de

rs
ta

nd
in

g 
of

 st
ru

ct
ur

al
 a

nd
 n

on
-s

tru
ct

ur
al

 m
ea

su
re

s f
or

 d
isa

ste
rs

. O
ne

 p
os

sib
le

 fa
ct

or
 is

 th
at

 

th
e d

isa
ste

r r
isk

 re
du

ct
io

n 
by

 D
D

M
 h

ad
 so

 fa
r f

oc
us

ed
 m

ai
nl

y 
on

 p
re

pa
ra

tio
n 

fo
r r

el
ie

f o
pe

ra
tio

ns
, 

w
ith

 th
e 

ex
ce

pt
io

n 
of

 s
om

e 
str

uc
tu

ra
l m

ea
su

re
s i

nc
lu

di
ng

 sm
al

l-s
ca

le
 v

ill
ag

e 
ro

ad
 m

ai
nt

en
an

ce
. 

Co
nv

er
se

ly
, a

cc
or

di
ng

 to
 th

e 
pr

ec
ed

in
g 

su
rv

ey
 f

or
 th

e 
Pr

oj
ec

t, 
str

uc
tu

ra
l m

ea
su

re
s 

ha
ve

 b
ee

n 

un
de

rta
ke

n 
by

 o
th

er
 m

in
ist

rie
s, 

w
ith

 th
e 

BW
D

B 
pl

an
ni

ng
 a

nd
 im

pl
em

en
tin

g 
th

e 
co

ns
tru

ct
io

n 
of

 

em
ba

nk
m

en
ts 

an
d 

ot
he

r 
w

at
er

-re
la

te
d 

in
fra

str
uc

tu
re

s, 
th

e 
LG

ED
 p

la
nn

in
g 

an
d 

m
ai

nt
ai

ni
ng

 

br
an

ch
 ro

ad
s, 

br
id

ge
s, 

et
c.

, a
nd

 th
e 

PW
D

 re
sp

on
sib

le
 fo

r e
ns

ur
in

g 
ad

eq
ua

te
 im

pl
em

en
ta

tio
n 

of
 

na
tio

na
l b

ui
ld

in
g 

sta
nd

ar
ds

 a
nd

 a
ss

ist
in

g 
in

 s
ei

sm
ic

 s
tre

ng
th

en
in

g 
w

or
ks

. T
he

re
fo

re
, t

he
re

 is
 n

o 

de
pa

rtm
en

t w
ith

in
 D

D
M

 th
at

 is
 p

rim
ar

ily
 re

sp
on

sib
le

 fo
r s

tru
ct

ur
al

 m
ea

su
re

s r
el

at
ed

 to
 d

isa
ste

r 

ris
k 

re
du

ct
io

n,
 w

hi
ch

 m
ay

 ex
pl

ai
n 

th
e 

re
la

tiv
e 

la
ck

 o
f u

nd
er

sta
nd

in
g 

of
 p

re
ve

nt
iv

e 
m

ea
su

re
s. 

Fo
r 

th
e 

pl
an

ni
ng

 a
nd

 im
pl

em
en

ta
tio

n 
of

 a
de

qu
at

e 
D

RR
 p

ro
je

ct
s, 

en
ha

nc
in

g 
th

e 
un

de
rs

ta
nd

in
g 

of
 th

e 

D
RR

 m
ea

su
re

s 
is 

sig
ni

fic
an

tly
 im

po
rta

nt
. I

n 
th

e 
Pr

oj
ec

t, 
D

D
M

 o
ffi

ci
al

s 
w

ill
 h

av
e 

nu
m

er
ou

s 

op
po

rtu
ni

tie
s 

to
 h

av
e 

le
ct

ur
es

 f
ro

m
 th

e 
JE

T 
an

d 
to

 d
isc

us
s 

w
ith

 o
th

er
 D

RR
-re

la
te

d 
m

in
ist

rie
s 

in
cl

ud
in

g 
BW

D
B 

an
d 

LG
ED

. T
he

se
 o

pp
or

tu
ni

tie
s c

an
 e

nc
ou

ra
ge

 th
e 

D
D

M
 to

 m
or

e 
un

de
rs

ta
nd

 

th
e 

D
D

R 
m

ea
su

re
s 

an
d 

ev
en

tu
al

ly
 l

ea
d 

th
e 

di
sc

us
sio

n 
as

 t
he

 c
oo

rd
in

at
or

 b
et

w
ee

n 
re

le
va

nt
 

m
in

ist
rie

s. 

(5
) 

 L
es

s u
nd

er
sta

nd
in

g 
of

 th
e 

lo
ca

l p
la

nn
in

g 
pr

oc
es

s a
nd

 D
RR

 fu
nd

 

Ev
en

 th
ou

gh
 u

nd
er

sta
nd

in
g 

th
e l

oc
al

 p
la

nn
in

g 
pr

oc
es

s a
nd

 th
e b

ud
ge

tin
g 

sy
ste

m
 is

 si
gn

ifi
ca

nt
 fo

r 

D
RR

 i
nv

es
tm

en
t, 

no
t 

m
an

y 
re

sp
on

de
nt

s 
w

el
l 

un
de

rs
ta

nd
 t

he
 l

oc
al

 p
la

nn
in

g 
pr

oc
es

s 
of

 t
he

 

de
ve

lo
pm

en
t p

la
n,

 la
nd

 u
se

 p
la

n,
 am

on
g 

ot
he

rs
. O

ne
 p

os
sib

le
 re

as
on

 is
 th

at
 th

e D
D

M
 im

pl
em

en
ts 

th
ei

r o
w

n 
pr

oj
ec

ts 
ba

se
d 

on
 th

ei
r p

la
ns

 a
nd

 b
ud

ge
ts,

 a
nd

 th
er

ef
or

e,
 d

oe
s n

ot
 h

av
e 

m
an

y 
ch

an
ce

s 

to
 u

nd
er

sta
nd

 th
e 

lo
ca

l p
la

nn
in

g 
pr

oc
es

s 
an

d 
its

 c
on

te
nt

s. 
A

lso
, m

an
y 

re
sp

on
de

nt
s 

ha
ve

 le
ss

 

un
de

rs
ta

nd
in

g 
of

 th
e 

D
RR

 fu
nd

s. 
W

hi
le

 th
e 

D
isa

ste
r M

an
ag

em
en

t A
ct

 2
01

2 
de

fin
es

 “
N

at
io

na
l 

D
isa

ste
r M

an
ag

em
en

t F
un

d”
 an

d 
“D

ist
ric

t D
isa

ste
r M

an
ag

em
en

t F
un

d”
, t

he
se

 fu
nd

s a
re

 su
pp

os
ed

 

to
 b

e u
til

iz
ed

 d
ur

in
g 

di
sa

ste
rs

 o
r a

fte
r d

isa
ste

rs
. E

nr
ic

hi
ng

 th
e u

nd
er

sta
nd

in
g 

of
 th

e i
m

po
rta

nc
e o

f 

th
e 

D
RR

 fu
nd

s 
an

d 
ad

eq
ua

te
ly

 o
bt

ai
ni

ng
 it

 is
 a

lso
 e

ss
en

tia
l t

o 
pr

om
ot

e 
di

sa
ste

r r
isk

 re
du

ct
io

n 

ac
tiv

iti
es

. 
Th

ro
ug

h 
th

e 
Pr

oj
ec

t, 
D

D
M

 o
ffi

ci
al

s 
w

ill
 b

e 
en

co
ur

ag
ed

 t
o 

un
de

rs
ta

nd
 t

he
 l

oc
al

 

pl
an

ni
ng

 p
ro

ce
ss

 a
nd

 th
e 

ne
ce

ss
ity

 o
f t

he
 D

RR
 fu

nd
s f

or
 D

RR
 in

ve
stm

en
ts 

at
 lo

ca
l l

ev
el

s. 

TH
E 

PR
O

JE
CT

 F
O

R 
CA

PA
CI

TY
 E

N
H

A
N

CE
M

EN
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e C
ity

 C
oo

pe
ra

tio
n 

an
d 

U
pa

zi
la

s w
ith

 cl
as

s "
A

" P
au

rs
ha

va
s, 

tre
nd

s i
n 

po
pu

la
tio

n 
gr

ow
th

 

ha
ve

 b
ee

n 
id

en
tif

ie
d 

in
 th

es
e 

ar
ea

s. 
Pa

rti
cu

la
rly

 th
e 

po
pu

la
tio

n 
gr

ow
th

 w
as

 h
ig

h 
in

 D
ha

ka
, G

az
ip

ur
, 

N
ar

ay
an

ga
nj

 D
ist

ric
t 

in
 t

he
 D

ha
ka

 D
iv

isi
on

 a
nd

 C
om

ill
a,

 C
hi

tta
go

ng
, 

Co
x’

s 
Ba

za
r 

D
ist

ric
t 

in
 

Ch
itt

ag
on

g 
D

iv
isi

on
.  

Th
er

ef
or

e,
 in

 C
ity

 C
oo

pe
ra

tio
n 

an
d 

th
e 

cl
as

s 
“A

” 
Pa

ur
sh

av
as

 it
 c

ou
ld

 b
e 

as
su

m
ed

 a
s 

an
 a

re
a 

w
ith

 a
 

hi
gh

er
 p

op
ul

at
io

n 
gr

ow
th

 ra
te

 w
hi

ch
 m

ea
ns

 th
es

e 
ar

ea
s 

ha
ve

 h
ig

he
r p

ot
en

tia
l o

f e
xp

os
ur

e 
to

 n
at

ur
al

 

ha
za

rd
s. 

Fo
r t

he
 d

ev
el

op
m

en
t o

f a
n 

U
zD

RR
P,

 th
is 

tre
nd

 sh
ou

ld
 b

e 
co

ns
id

er
ed

 to
 re

du
ce

 th
e 

ex
po

su
re

 

ag
ai

ns
t h

az
ar

ds
. 

 (2
) 

Su
pp

or
t R

eq
ui

re
d 

in
 A

re
a 

w
ith

 H
ig

h 
Po

ve
rt

y 
an

d 
Lo

w
 L

ite
ra

cy
 R

at
e 

A
cc

or
di

ng
 to

 th
e 

Po
ve

rty
 M

ap
s o

f B
an

gl
ad

es
h,

 w
hi

ch
 w

as
 is

su
ed

 in
 2

01
6,

 R
an

gp
ur

 D
iv

isi
on

 h
as

 th
e 

hi
gh

es
t p

ov
er

ty
 ra

te
 a

t 4
7.

23
%

, f
ol

lo
w

ed
 b

y 
M

ym
en

sin
gh

, R
aj

sh
ah

i, 
K

hu
ln

a,
 an

d 
Ba

ris
al

 D
iv

isi
on

s a
t 

ar
ou

nd
 3

0%
. T

he
 li

te
ra

cy
 ra

te
 is

 lo
w

 in
 S

yl
he

t, 
M

ym
en

sin
gh

, R
an

gp
ur

, R
aj

sh
ah

i D
iv

isi
on

s a
nd

 in
 th

e 

ea
st 

hi
ll 

ar
ea

 o
f t

he
 C

ha
tto

gr
am

 D
iv

isi
on

. C
on

sid
er

in
g 

th
at

 c
on

ne
ct

io
n 

w
ith

 h
ig

h 
po

ve
rty

 ra
te

 a
nd

 lo
w

 

lit
er

ac
y 

ra
te

 w
hi

ch
 re

su
lt 

by
 a

 li
m

ite
d 

ac
ce

ss
 fo

r p
oo

r p
op

ul
at

io
n 

to
 e

du
ca

tio
n,

 o
r p

op
ul

at
io

n 
w

ith
 lo

w
 

lit
er

ac
y 

ra
te

 w
ith

 h
as

 li
m

ite
d 

ac
ce

ss
 to

 in
fo

rm
at

io
n 

to
 e

ar
n 

hi
gh

er
 in

co
m

es
. I

t c
ou

ld
 b

e c
on

sid
er

ed
 th

at
 

th
e 

ar
ea

 w
ith

 h
ig

h 
po

ve
rty

 r
at

e 
an

d 
lo

w
 l

ite
ra

cy
 r

at
e 

ar
e 

co
nn

ec
te

d 
fa

ct
or

s 
re

pr
es

en
tin

g 
th

e 

vu
ln

er
ab

ili
ty

 in
 th

e 
ar

ea
 a

nd
 c

on
se

qu
en

tly
 c

on
ne

ct
ed

 to
 le

ss
 c

oo
pi

ng
 c

ap
ac

ity
 a

ga
in

st 
ha

za
rd

s, 
w

hi
ch

 

sh
ou

ld
 b

e 
re

co
gn

iz
ed

 in
 th

e 
fo

rm
ul

at
io

n 
of

 a
n 

U
zD

RR
P.

 

Fu
rth

er
m

or
e,

 fo
r t

he
 fo

rm
ul

at
io

n 
of

 th
e U

zD
RR

P,
 th

e l
im

ita
tio

n 
of

 th
e c

ap
ac

ity
 fo

r p
la

nn
in

g,
 es

pe
ci

al
ly

 

da
ta

 c
ol

le
ct

io
n 

fro
m

 t
he

 u
ni

on
 l

ev
el

, 
sh

al
l 

be
 c

on
sid

er
ed

, e
sp

ec
ia

lly
 i

n 
th

e 
D

iv
isi

on
 o

f 
Ra

ng
pu

r, 

M
ym

en
sin

gh
, R

aj
sh

ah
i, 

K
hu

ln
a,

 B
ar

isa
l, 

Sy
lh

et
, a

nd
 th

e 
ea

st 
hi

ll 
ar

ea
 o

f t
he

 C
ha

tto
gr

am
 D

iv
isi

on
. 

 (3
) 

Po
te

nt
ia

l o
f F

ut
ur

e 
D

ev
el

op
m

en
t i

n 
R

eg
io

na
l G

ro
w

th
 C

en
te

rs
 

A
cc

or
di

ng
 to

 th
e 

LG
ED

 d
at

ab
as

e,
 th

e 
cu

rre
nt

 s
itu

at
io

n 
on

 th
e 

in
ve

stm
en

t o
f m

aj
or

 in
fra

str
uc

tu
re

 o
f 

ro
ad

s 
an

d 
m

ar
ke

ts 
an

d 
th

e 
sit

ua
tio

n 
of

 d
ai

ly
 w

ag
e 

pe
r c

ap
ita

l i
n 

th
e 

co
ns

tru
ct

io
n 

se
ct

or
 h

as
 a

 c
le

ar
 

tre
nd

 o
f t

he
 h

ig
h 

in
ve

stm
en

t o
n 

th
e c

on
str

uc
tio

n 
in

 D
ha

ka
 an

d 
Ch

at
to

gr
am

 D
iv

isi
on

 in
 b

ot
h 

in
di

ca
to

rs
. 

Re
ga

rd
in

g 
th

e d
ai

ly
 w

ag
e p

er
 ca

pi
ta

l, 
al

so
 in

 so
m

e o
f t

he
 U

pa
zi

la
s i

n 
M

ym
en

sin
gh

 D
iv

isi
on

 an
d 

Sy
lh

et
 

D
iv

isi
on

 th
e 

sa
m

e 
tre

nd
 c

an
 b

e 
id

en
tif

ie
d.

 R
eg

ar
di

ng
 th

e 
di

str
ib

ut
io

n 
of

 m
ar

ke
ts 

(g
ro

w
th

 c
en

te
r, 

ru
ra

l 

TH
E 

PR
O

JE
CT

 F
O

R 
CA

PA
CI

TY
 E

N
H

A
N

CE
M

EN
T 

O
N

 F
O

RM
U

LA
TI

O
N

 A
N

D
 

IM
PL

EM
EN

TA
TI

O
N

 O
F 

LO
CA

L 
D

IS
A

ST
ER

 R
IS

K
 R

ED
U

CT
IO

N
 P

LA
N

 

4 
 m

ar
ke

ts)
, t

he
re

 w
as

 a 
hi

gh
 d

ist
rib

ut
io

n 
in

 so
m

e o
f t

he
 U

pa
zi

la
s i

n 
th

e d
iv

is
io

n 
of

 M
ym

en
sin

gh
, S

yl
he

t, 

Ra
ng

pu
r, 

K
hu

ln
a.

 T
ak

in
g 

in
to

 c
on

sid
er

at
io

n 
of

 th
e 

fa
ct

 th
at

 th
e 

gr
ow

th
 c

en
te

r 
an

d 
ru

ra
l m

ar
ke

ts 
is 

str
at

eg
ic

al
ly

 d
ev

el
op

ed
 b

y 
LG

ED
 to

 b
e 

a 
ce

nt
er

 o
f e

co
no

m
ic

 g
ro

w
th

 in
 e

ac
h 

D
iv

isi
on

, U
pa

zi
la

s w
ith

 

hi
gh

er
 n

um
be

r 
of

 m
ar

ke
ts 

or
 h

ig
h 

av
er

ag
e 

w
ag

e 
ra

te
 c

ou
ld

 b
e 

co
ns

id
er

ed
 t

o 
ha

ve
 a

 p
ot

en
tia

l 
of

 

de
ve

lo
pm

en
t i

n 
th

e 
fu

tu
re

. T
he

re
fo

re
, i

n 
th

e 
de

ve
lo

pm
en

t o
f U

zD
RR

Ps
 in

 th
es

e 
U

pa
zi

la
s, 

it 
co

ul
d 

be
 

as
su

m
ed

 th
at

 th
es

e 
ar

ea
s h

av
e 

m
or

e 
po

te
nt

ia
l f

or
 in

ve
stm

en
t i

n 
th

e 
lo

ca
l e

co
no

m
y,

 a
nd

 th
us

 in
cr

ea
se

 

th
e i

m
po

rta
nc

e t
o 

in
ve

st 
in

 d
isa

ste
r r

isk
 re

du
ct

io
n 

co
un

te
rm

ea
su

re
s t

o 
pr

ev
en

t t
he

 im
pa

ct
s o

n 
th

e f
ut

ur
e 

in
ve

stm
en

t. 

 3.
2 

G
eo

gr
ap

hi
c 

vu
ln

er
ab

ili
ty

 a
nd

 d
is

as
te

r r
is

ks
 

(1
) 

D
is

tr
ib

ut
io

n 
of

 H
az

ar
ds

 b
as

ed
 o

n 
th

e 
G

eo
gr

ap
hi

ca
l C

on
di

tio
n 

A
cc

or
di

ng
 to

 th
e 

re
su

lt 
of

 h
az

ar
d 

an
al

ys
is 

an
d 

se
ve

ra
l e

va
lu

at
io

n 
re

su
lts

 o
f t

he
 d

ist
ric

t w
ise

 h
az

ar
d 

le
ve

l, 
th

e 
di

str
ib

ut
io

n 
of

 th
e 

ha
za

rd
 a

re
 d

ee
pl

y 
co

nn
ec

te
d 

w
ith

 th
e 

ge
og

ra
ph

ic
al

 c
on

di
tio

n.
 T

he
 m

aj
or

 

ha
za

rd
 in

 B
an

gl
ad

es
h 

co
ul

d 
be

 c
at

eg
or

iz
ed

 b
as

ed
 o

n 
th

re
e 

ge
og

ra
ph

ic
 c

on
di

tio
n,

 w
hi

ch
 is

 1
) 

Fl
oo

d 

an
d 

riv
er

 er
os

io
n 

in
 th

e a
re

a a
lo

ng
 th

e m
aj

or
 ri

ve
rs

 (e
x;

 Ja
m

un
a,

 P
ad

m
a,

 M
eg

hn
a)

 an
d 

in
 th

e h
ao

r a
re

a,
 

2)
 C

yc
lo

ne
, s

to
rm

 s
ur

ge
 in

 th
e 

co
as

ta
l r

eg
io

n,
 3

) F
la

sh
 fl

oo
d 

an
d 

la
nd

sli
de

 in
 th

e 
hi

ll 
ar

ea
 a

lo
ng

 th
e 

bo
rd

er
 ar

ea
 o

f I
nd

ia
 an

d 
M

ya
nm

ar
 in

 th
e N

or
th

 to
 th

e E
as

t a
re

a.
 B

as
ed

 o
n 

th
es

e g
eo

gr
ap

hi
ca

l c
on

di
tio

ns
, 

th
e 

ha
za

rd
 t

yp
e 

w
hi

ch
 i

s 
do

m
in

an
t 

in
 t

he
 a

re
a 

an
d 

th
e 

co
rre

sp
on

di
ng

 c
ou

nt
er

m
ea

su
re

s 
co

ul
d 

be
 

cl
ar

ifi
ed

. 
A

lth
ou

gh
 d

et
ai

le
d 

ex
am

in
at

io
n 

is 
ne

ed
ed

, 
in

 t
he

 d
iv

isi
on

s 
of

 R
an

gp
ur

, 
M

ym
en

sin
gh

, 

Ra
jsh

ah
i, 

an
d 

D
ha

ka
, m

aj
or

 ri
ve

rs
 fl

ow
 th

ro
ug

h,
 a

nd
 fl

oo
d 

an
d 

riv
er

 e
ro

sio
n 

ha
ve

 a
 m

aj
or

 e
ffe

ct
, i

n 

th
e 

di
vi

sio
n 

of
 K

hu
la

, B
ar

isa
 a

s 
a 

co
as

ta
l r

eg
io

n 
cy

cl
on

es
 a

nd
 s

to
rm

 s
ur

ge
s 

ha
ve

 a
 m

aj
or

 e
ffe

ct
, t

he
 

di
vi

sio
n 

of
 C

hi
tta

go
n 

an
d 

ea
st 

of
 S

yl
he

t a
nd

 n
or

th
 o

f 
M

ym
en

sin
gh

 a
s 

a 
hi

ll 
ar

ea
 f

la
sh

 f
lo

od
s 

an
d 

la
nd

sli
de

s h
av

e a
 m

aj
or

 ef
fe

ct
. A

nd
 fo

r t
he

 ex
te

nt
 o

f t
he

 h
az

ar
d,

 it
 co

ul
d 

be
 sa

id
 th

at
 th

e d
iv

isi
on

s a
lo

ng
 

th
e m

aj
or

 ri
ve

rs
, a

nd
 d

iv
isi

on
s i

n 
th

e c
oa

sta
l a

re
as

 h
av

e r
el

at
iv

el
y 

hi
gh

er
 ex

po
su

re
 to

 h
az

ar
ds

. H
ow

ev
er

, 

it 
sh

ou
ld

 b
e 

al
so

 c
on

sid
er

ed
 th

at
 th

er
e 

ar
e 

so
m

e 
di

str
ic

ts 
w

ith
 th

e 
ch

ar
ac

te
r o

f s
ev

er
al

 g
eo

gr
ap

hi
ca

l 

co
nd

iti
on

, s
uc

h 
as

 C
ha

tto
gr

am
 D

iv
isi

on
 w

ith
 th

e c
ha

ra
ct

er
 o

f b
ot

h 
a h

ill
 si

de
 ar

ea
 an

d 
a c

oa
sta

l a
re

a o
r 

Sy
lh

et
 D

iv
isi

on
 w

ith
 th

e 
ch

ar
ac

te
r 

of
 b

ot
h 

hi
ll 

sid
e 

ar
ea

 a
nd

 h
ao

r 
ar

ea
. A

cc
or

di
ng

 to
 th

e 
di

sa
ste

r 

da
m

ag
e 

an
d 

lo
ss

 d
at

a 
fro

m
 B

an
gl

ad
es

h 
D

isa
ste

r-r
el

at
ed

 S
ta

tis
tic

s 
fo

rm
ul

at
ed

 in
 2

02
1,

 b
as

ed
 o

n 
th

e 

da
m

ag
e 

ca
us

ed
 b

y 
di

sa
ste

r 
w

hi
ch

 h
ap

pe
ne

d 
fro

m
 2

01
5 

to
 2

02
0,

 F
lo

od
 (

in
cl

ud
in

g 
fla

sh
 f

lo
od

) 
an

d 

Cy
cl

on
e 

is 
th

e 
tw

o 
m

aj
or

 c
au

se
 o

f d
am

ag
e 

in
 th

e 
na

tio
na

l l
ev

el
. 

 In
 th

e f
or

m
ul

at
io

n 
of

 U
zD

RR
Ps

, t
ar

ge
t h

az
ar

ds
 th

at
 U

pa
zi

la
s s

ha
ll 

ta
ck

le
 to

 m
in

im
iz

e t
he

 d
am

ag
e a

nd
 

lo
ss

 sh
ou

ld
 b

e 
id

en
tif

ie
d 

in
 c

on
sid

er
at

io
n 

of
 th

e 
ge

og
ra

ph
ic

al
 c

on
di

tio
ns

 a
nd

 h
az

ar
d 

ch
ar

ac
te

ris
tic

s o
f 

ea
ch

 U
pa

zi
la

.  
 

 

A2-10



TH
E 

PR
O

JE
CT

 F
O

R 
CA

PA
CI

TY
 E

N
H

A
N

CE
M

EN
T 

O
N

 F
O

RM
U

LA
TI

O
N

 A
N

D
 

IM
PL

EM
EN

TA
TI

O
N

 O
F 

LO
CA

L 
D

IS
A

ST
ER

 R
IS

K
 R

ED
U

CT
IO

N
 P

LA
N

 

5 
 (2

) 
M

ul
ti-

H
az

ar
d 

to
 b

e 
A

dd
re

ss
ed

 in
 a

dd
iti

on
 to

 th
e 

M
aj

or
 H

az
ar

d 
A

lth
ou

gh
 F

lo
od

, i
nc

lu
di

ng
 fl

as
h 

flo
od

 an
d 

cy
cl

on
e i

s o
ne

 o
f t

he
 tw

o 
m

aj
or

 h
az

ar
ds

, i
t i

s a
lso

 im
po

rta
nt

 

to
 r

ec
og

ni
ze

 th
at

 B
an

gl
ad

es
h 

is 
a 

co
un

try
 w

ith
 m

ul
ti 

ha
za

rd
s 

af
fe

ct
in

g 
th

e 
ar

ea
. A

cc
or

di
ng

 to
 th

e 

di
sa

ste
r d

am
ag

e a
nd

 lo
ss

 d
at

a f
ro

m
 B

an
gl

ad
es

h 
D

isa
ste

r-r
el

at
ed

 S
ta

tis
tic

s f
or

m
ul

at
ed

 in
 2

02
1,

 b
es

id
es

 

flo
od

 an
d 

cy
cl

on
e,

 o
th

er
 ty

pe
s o

f h
az

ar
ds

 su
ch

 as
 st

or
m

 su
rg

e,
 h

ai
lst

or
m

, t
hu

nd
er

/li
gh

tn
in

g 
an

d 
dr

ou
gh

t 

ha
ve

 m
aj

or
 im

pa
ct

. I
n 

ad
di

tio
n,

 it
 sh

al
l a

lso
 b

e 
ta

ke
n 

no
tic

e 
of

 th
e 

ex
ist

en
ce

 o
f r

at
he

r l
ow

-fr
eq

ue
nc

y 

ha
za

rd
s s

uc
h 

as
 e

ar
th

qu
ak

e a
nd

 ts
un

am
i b

ut
 o

nc
e 

th
e e

ve
nt

 h
ap

pe
ns

 th
e i

m
pa

ct
 is

 m
aj

or
. F

ur
th

er
m

or
e, 

ac
co

rd
in

g 
to

 th
e 

qu
es

tio
nn

ai
re

 to
 D

RR
O

s, 
di

sa
ste

rs
 su

ch
 a

s s
al

in
ity

 o
r a

rs
en

ic
 w

er
e 

al
so

 m
en

tio
ne

d 
as

 

ha
za

rd
s 

w
hi

ch
 f

re
qu

en
tly

 h
av

e 
im

pa
ct

s. 
In

 r
eg

ar
d 

to
 t

he
 m

ul
ti-

ha
za

rd
 s

itu
at

io
n,

 t
he

 C
ha

tto
gr

am
 

di
vi

sio
n 

ha
ve

 v
ar

io
us

 ty
pe

s o
f h

az
ar

ds
 in

 th
e d

iv
isi

on
 d

ue
 to

 it
s g

eo
gr

ap
hi

ca
l c

on
di

tio
n.

 In
 th

e n
or

th
er

n 

ar
ea

 s
uc

h 
as

 d
iv

isi
on

 o
f 

Ra
ng

pu
r, 

M
ym

en
sin

gh
, R

aj
sh

ah
i a

nd
 S

yl
he

t h
az

ar
d 

w
ith

 m
in

or
 b

ut
 n

on
-

ne
gl

ig
ib

le
 h

az
ar

ds
 s

uc
h 

as
 h

ai
lst

or
m

 o
r e

ar
th

qu
ak

e 
ar

e 
ob

se
rv

ed
. I

n 
th

e 
co

as
ta

l d
iv

isi
on

 o
f K

hu
ln

a, 

Ba
ris

al
 a

nd
 C

ha
tto

gr
am

 th
e 

ef
fe

ct
 o

f T
su

na
m

i a
nd

 S
al

in
at

io
n 

ar
e 

ob
se

rv
ed

 w
hi

ch
 re

qu
ire

s 
ad

di
tio

na
l 

at
te

nt
io

n.
 

Th
er

ef
or

e,
 in

 th
e 

de
ve

lo
pm

en
t o

f a
n 

U
zD

RR
P,

 a
lth

ou
gh

 fo
cu

sin
g 

on
 th

e 
ha

za
rd

s w
ith

 m
aj

or
 im

pa
ct

s 

in
 th

e 
ar

ea
, t

he
 e

ffe
ct

 a
nd

 im
pa

ct
 o

f t
he

 m
ul

ti-
ha

za
rd

 in
 th

e 
ar

ea
 s

ha
ll 

be
 a

lso
 a

ss
es

se
d 

an
d 

po
ss

ib
le

 

co
un

te
rm

ea
su

re
s s

ha
ll 

be
 c

on
sid

er
ed

. 

 3.
3 

G
ov

er
na

nc
e 

an
d 

ad
m

in
is

tr
at

iv
e 

ca
pa

ci
ty

 fo
r D

R
R

 
(1

) 
D

iff
ic

ul
tie

s 
in

 th
e 

go
ve

rn
an

ce
 o

f p
la

nn
in

g 
an

d 
bu

dg
et

in
g 

at
 U

pa
zi

la
 le

ve
l 

A
cc

or
di

ng
 to

 th
e 

pe
rfo

rm
an

ce
 a

ss
es

sm
en

t r
es

ul
ts 

un
de

r 
U

G
D

P,
 th

e 
go

ve
rn

an
ce

 a
nd

 a
dm

in
ist

ra
tiv

e 

ca
pa

ci
ty

 o
f 

U
pa

zi
la

s 
ha

s 
be

en
 i

m
pr

ov
ed

 n
at

io
nw

id
e,

 a
s 

th
e 

nu
m

be
r 

of
 U

pa
zi

la
s 

th
at

 p
as

se
d 

pr
ec

on
di

tio
ns

 (
e.

g.
, r

eg
ul

ar
 U

pa
zi

la
 P

ar
ish

ad
 m

ee
tin

gs
, t

he
 e

sta
bl

ish
m

en
t o

f 
U

pa
zi

la
 C

om
m

itt
ee

s, 

Pr
ep

ar
at

io
n 

of
 a

nn
ua

l b
ud

ge
ts)

 si
gn

ifi
ca

nt
ly

 in
cr

ea
se

d.
 H

ow
ev

er
, l

oo
ki

ng
 a

t t
he

 b
ud

ge
t a

nd
 p

la
nn

in
g 

sit
ua

tio
n,

 o
ve

r 4
0 

%
 o

f U
pa

zi
la

s d
o 

no
t p

re
pa

re
 th

ei
r U

pa
zi

la
 p

ro
je

ct
 p

ro
po

sa
l a

nd
 d

o 
no

t d
isc

us
s i

t a
t 

U
Cs

 o
r U

ZC
 m

ee
tin

gs
. A

lso
, a

ro
un

d 
40

%
 o

f U
pa

zi
la

 h
ad

 o
ve

r 3
1%

 g
ap

 b
et

w
ee

n 
th

e i
ni

tia
l b

ud
ge

t a
nd

 

th
e 

ac
tu

al
 e

xp
en

di
tu

re
s. 

Th
er

ef
or

e,
 th

er
e 

ar
e 

sti
ll 

m
an

y 
U

pa
zi

la
s f

ac
in

g 
di

ffi
cu

lti
es

 in
 th

e 
go

ve
rn

an
ce

 

of
 p

la
nn

in
g 

an
d 

bu
dg

et
in

g.
 F

or
 th

e 
U

zD
RR

P 
fo

rm
ul

at
io

n,
 it

 is
 e

nc
ou

ra
ge

d 
fo

r t
he

 c
en

tra
l g

ov
er

nm
en

t 

to
 ta

ke
 a

 re
sp

on
sib

ili
ty

 to
 s

up
po

rt 
lo

ca
l g

ov
er

nm
en

ts,
 in

 c
on

sid
er

at
io

n 
of

 th
e 

cu
rre

nt
 a

dm
in

ist
ra

tiv
e 

ca
pa

ci
ty

 a
t 

th
e 

U
pa

zi
la

 l
ev

el
. A

lso
, i

t 
sh

ou
ld

 b
e 

al
so

 r
ec

og
ni

ze
d 

th
at

 t
he

 l
ev

el
 o

f 
ea

ch
 U

pa
zi

la
’s 

ad
m

in
ist

ra
tiv

e 
ca

pa
ci

ty
 is

 v
ar

y.
 

(2
) 

N
o 

ex
is

te
nc

e 
of

 D
R

R
-r

el
at

ed
 p

la
ns

 in
 m

os
t d

is
tr

ic
t a

nd
 U

pa
zi

la
s 

A
cc

or
di

ng
 to

 th
e q

ue
sti

on
na

ire
 su

rv
ey

 to
 D

RR
O

s, 
ov

er
 9

0%
 o

f d
ist

ric
ts 

an
d 

U
pa

zi
la

s d
o 

no
t h

av
e t

he
ir 

pl
an

s 
fo

r d
isa

ste
r r

isk
 re

du
ct

io
n 

in
cl

ud
in

g 
D

M
P 

(D
isa

ste
r R

isk
 M

an
ag

em
en

t P
la

n)
, e

ve
n 

th
ou

gh
 th

e 

So
D

 st
ip

ul
at

es
 th

e 
ne

ce
ss

ity
. I

n 
ad

di
tio

n,
 a

lth
ou

gh
 so

m
e 

di
str

ic
ts/

U
pa

zi
la

s h
av

e 
de

ve
lo

pe
d 

pl
an

s, 
th

e 

pl
an

s 
ha

d 
be

en
 m

ai
nl

y 
fo

rm
ul

at
ed

 u
nd

er
 th

e 
CD

M
P 

in
 2

01
4 

an
d 

ha
ve

 n
ot

 b
ee

n 
up

da
te

d,
 o

r 
ev

en
 

TH
E 

PR
O

JE
CT

 F
O

R 
CA

PA
CI

TY
 E

N
H

A
N

CE
M

EN
T 

O
N

 F
O

RM
U

LA
TI

O
N

 A
N

D
 

IM
PL

EM
EN

TA
TI

O
N

 O
F 

LO
CA

L 
D

IS
A

ST
ER

 R
IS

K
 R

ED
U

CT
IO

N
 P

LA
N

 

6 
 fo

rg
ot

te
n 

by
 r

el
at

ed
 c

on
ce

rn
s. 

Th
er

ef
or

e,
 in

 th
e 

fo
rm

ul
at

io
n 

of
 a

n 
U

zD
RR

P,
 th

e 
cu

rre
nt

 s
ta

tu
s 

th
at

 

m
os

t o
f t

he
 d

ist
ric

ts 
an

d 
U

pa
zi

la
s d

o 
no

t h
av

e e
xp

er
ie

nc
e i

n 
lo

ca
l D

RR
 p

la
nn

in
g 

sh
ou

ld
 b

e c
on

sid
er

ed
. 

In
 a

dd
iti

on
, c

ap
ac

ity
 e

nh
an

ce
m

en
t 

tra
in

in
g 

fo
r 

th
e 

lo
ca

l 
D

RR
 p

la
nn

in
g 

sh
ou

ld
 b

e 
de

ve
lo

pe
d 

an
d 

im
pl

em
en

te
d 

fo
r s

ta
ke

ho
ld

er
s o

f t
he

 U
zD

RR
P 

fo
rm

ul
at

io
n.

 

(3
) 

W
hi

le
 D

D
M

C
 a

re
 s

uf
fic

ie
nt

ly
 c

on
du

ct
ed

 i
n 

ac
co

rd
an

ce
 w

ith
 t

he
 S

O
D

s,
 t

he
 

co
or

di
na

tio
n 

w
ith

 re
le

va
nt

 a
ge

nc
ie

s 
is

 a
 c

ha
lle

ng
e.

 
A 

qu
es

tio
nn

ai
re

 s
ur

ve
y 

re
ve

al
ed

 th
at

 m
os

t D
D

M
Cs

 c
on

du
ct

 th
ei

r m
ee

tin
gs

 re
gu

la
rly

 in
 a

cc
or

da
nc

e 

w
ith

 th
e 

So
D

 a
nd

 a
ll 

D
D

M
Cs

 c
oo

rd
in

at
e 

w
ith

 o
th

er
 D

RR
-re

la
te

d 
or

ga
ni

za
tio

ns
. H

ow
ev

er
, a

s 
th

e 

or
ga

ni
za

tio
ns

 t
ha

t 
D

D
M

Cs
 o

fte
n 

co
or

di
na

te
 w

ith
 a

re
 t

he
 R

ed
 C

re
sc

en
t 

So
ci

et
y 

an
d 

th
e 

FS
CD

 

(B
an

gl
ad

es
h 

Fi
re

 S
er

vi
ce

 a
nd

 C
iv

il 
D

ef
en

ce
) 

in
di

ca
te

, t
he

 lo
ca

l D
M

Cs
 te

nd
 to

 e
m

ph
as

iz
e 

di
sa

ste
r 

re
sp

on
se

 a
nd

 p
re

pa
re

dn
es

s 
ac

tiv
iti

es
 in

 c
ol

la
bo

ra
tio

n 
w

ith
 th

es
e 

ag
en

ci
es

. C
on

ve
rs

el
y,

 th
e 

D
D

M
Cs

 

th
at

 c
oo

rd
in

at
e 

w
ith

 D
RR

 c
ou

nt
er

m
ea

su
re

s’ 
im

pl
em

en
tin

g 
ag

en
ci

es
 s

uc
h 

as
 B

W
D

B 
an

d 
LG

ED
 a

re
 

on
ly

 a
ro

un
d 

15
%

. I
n 

ad
di

tio
n,

 m
an

y 
D

RR
O

s f
ac

e 
di

ffi
cu

lti
es

 in
 c

oo
rd

in
at

io
n 

w
ith

 o
th

er
 D

RR
-re

la
te

d 

ag
en

ci
es

 a
nd

 D
M

C 
m

em
be

rs
, a

s 
w

el
l a

s 
co

m
pl

ai
nt

s 
ab

ou
t t

he
ir 

re
la

tiv
el

y 
lo

w
 p

os
iti

on
 in

 c
on

ve
ni

ng
 

co
m

m
itt

ee
 m

em
be

rs
 fo

r i
m

pl
em

en
tin

g 
D

M
C 

ac
tiv

iti
es

. A
lso

, a
 la

ck
 o

f k
no

w
le

dg
e a

nd
 tr

ai
ni

ng
 h

in
de

rs
 

D
M

C 
ac

tiv
iti

es
. I

n 
re

sp
on

se
 to

 th
e 

cu
rre

nt
 si

tu
at

io
n 

an
d 

to
 d

ev
el

op
 a

n 
U

zD
RR

P 
in

 e
ac

h 
U

pa
zi

la
, t

he
 

co
or

di
na

tio
n 

be
tw

ee
n 

th
e 

lo
ca

l D
D

M
 o

ffi
ci

al
s a

nd
 D

RR
-re

la
te

d 
ag

en
ci

es
 (e

.g
., 

PW
D

B,
 L

G
ED

) n
ee

ds
 

to
 b

e 
str

en
gt

he
ne

d.
 F

ur
th

er
, t

ra
in

in
g 

an
d 

kn
ow

le
dg

e 
en

ha
nc

em
en

t o
n 

D
RR

 is
 r

eq
ui

re
d 

to
 d

ev
el

op
 

m
ea

ni
ng

fu
l l

oc
al

 D
RR

 p
la

ns
 in

 e
ac

h 
U

pa
zi

la
 a

nd
 to

 im
pr

ov
e 

th
ei

r D
M

C 
ac

tiv
iti

es
. 

 3.
4 

St
ru

ct
ur

al
 a

nd
 N

on
-S

tr
uc

tu
ra

l M
ea

su
re

s 
(1

) 
C

oo
rd

in
at

io
n 

am
on

g 
R

el
at

ed
 

In
st

itu
tio

ns
 

to
 

U
nd

er
st

an
d 

th
e 

Si
tu

at
io

n 
of

 
In

te
rv

en
tio

n 
A

cc
or

di
ng

 to
 th

e 
re

su
lt 

of
 th

e 
qu

es
tio

nn
ai

re
 to

 D
RR

O
s, 

th
e 

m
aj

or
 in

te
rv

en
tio

n 
of

 st
ru

ct
ur

al
 m

ea
su

re
s 

fo
r D

RR
 is

 c
on

str
uc

tin
g 

sh
el

te
rs

 fo
r c

yc
lo

ne
 o

r f
lo

od
 a

nd
 li

gh
tn

in
g 

pr
ev

en
tio

n 
ro

ds
. I

n 
th

e 
ar

ea
s a

lo
ng

 

m
aj

or
 r

iv
er

s 
su

ch
 a

s 
Ja

m
un

a,
 P

ad
m

a,
 M

eg
hn

a 
an

d 
so

m
e 

of
 th

e 
riv

er
s 

in
 th

e 
pl

ai
n 

of
 C

ox
’s 

Ba
za

r 

D
iv

isi
on

, c
ou

nt
er

m
ea

su
re

s o
f M

uj
ib

 K
ill

a,
 e

m
ba

nk
m

en
ts 

an
d 

bl
oc

ks
 o

r S
an

db
ag

s a
re

 al
so

 p
oi

nt
ed

 o
ut

 

by
 th

e 
D

RR
O

s. 
O

n 
th

e 
ot

he
r h

an
d,

 si
nc

e 
in

te
rv

en
tio

ns
 fo

r r
iv

er
 m

an
ag

em
en

t a
nd

 o
n 

ro
ad

s a
re

 m
ai

nl
y 

co
nd

uc
te

d 
by

 B
W

D
B 

an
d 

LG
ED

 re
sp

ec
tiv

el
y,

 it
 sh

al
l b

e 
no

te
d 

th
at

 D
RR

O
s 

do
 n

ot
 re

co
gn

iz
e 

al
l t

he
 

in
te

rv
en

tio
n 

do
ne

 in
 ea

ch
 ar

ea
. S

in
ce

 th
e d

at
a o

f i
nt

er
ve

nt
io

n 
by

 B
W

D
B 

an
d 

LG
ED

 is
 m

an
ag

ed
 b

y 
th

e 

ce
nt

ra
l 

le
ve

l 
an

d 
th

e 
di

str
ic

t 
le

ve
l, 

it 
is 

ne
ce

ss
ar

y 
to

 c
ol

le
ct

 i
nf

or
m

at
io

n 
at

 t
he

 d
ist

ric
t 

le
ve

l 
fo

r 

ac
cu

ra
te

ly
 u

nd
er

sta
nd

in
g 

th
e 

cu
rre

nt
 c

ou
nt

er
m

ea
su

re
s 

in
 e

ac
h 

ar
ea

. 
Re

ga
rd

in
g 

th
e 

no
n-

str
uc

tu
ra

l 

m
ea

su
re

s a
t t

he
 lo

ca
l l

ev
el

, e
va

cu
at

io
n 

dr
ill

s o
r e

va
cu

at
io

n 
sim

ul
at

io
n 

w
as

 c
on

fir
m

ed
 b

y 
th

e 
re

su
lts

 o
f 

th
e 

qu
es

tio
nn

ai
re

, w
hi

le
 it

 sh
ou

ld
 b

e 
no

te
d 

th
at

 it
 is

 d
iff

ic
ul

t t
o 

gr
as

p 
th

e 
w

ho
le

 p
ic

tu
re

 o
f t

hi
s t

yp
e 

of
 

in
te

rv
en

tio
n 

du
e 

to
 th

e 
va

rie
tie

s o
f t

he
 in

sti
tu

tio
ns

 th
at

 a
re

 in
vo

lv
ed

 in
 su

ch
 a

ct
iv

iti
es

. T
he

 tr
en

d 
th

at
 

A2-11



TH
E 

PR
O

JE
CT

 F
O

R 
CA

PA
CI

TY
 E

N
H

A
N

CE
M

EN
T 

O
N

 F
O

RM
U

LA
TI

O
N

 A
N

D
 

IM
PL

EM
EN

TA
TI

O
N

 O
F 

LO
CA

L 
D

IS
A

ST
ER

 R
IS

K
 R

ED
U

CT
IO

N
 P

LA
N

 

7 
 th

e 
D

D
M

 o
ffi

ci
al

s 
at

 t
he

 d
ist

ric
t 

le
ve

l 
do

 n
ot

 f
ul

ly
 k

no
w

 t
he

 c
ou

nt
er

m
ea

su
re

s 
th

at
 h

av
e 

be
en

 

im
pl

em
en

te
d 

in
 th

ei
r a

re
as

 b
y 

ot
he

r d
ep

ar
tm

en
ts 

is 
su

pp
os

ed
 to

 b
e 

se
en

 a
t t

he
 U

pa
zi

la
 le

ve
l a

s w
el

l. 

Fo
r 

th
e 

de
ve

lo
pm

en
t 

of
 a

 U
zD

RR
P 

in
 e

ac
h 

U
pa

zi
la

, 
it 

is 
sig

ni
fic

an
t 

to
 i

de
nt

ify
 t

he
 c

ur
re

nt
 

im
pl

em
en

ta
tio

n 
sta

tu
s a

nd
 p

la
ns

 o
f D

RR
 c

ou
nt

er
m

ea
su

re
s t

hr
ou

gh
 c

om
m

un
ic

at
in

g 
w

ith
 D

RR
-re

la
te

d 

ag
en

ci
es

 su
ch

 a
s B

W
D

B 
an

d 
LG

ED
, a

nd
 o

th
er

 o
rg

an
iz

at
io

ns
 li

ke
 N

G
O

s. 

(2
) 

K
no

w
le

dg
e 

of
 D

R
R

O
s 

ab
ou

t D
R

R
 C

ou
nt

er
m

ea
su

re
s 

in
 th

e 
D

is
tr

ic
t 

A
s 

m
en

tio
ne

d 
ab

ov
e,

 th
er

e 
w

as
 a

 g
ap

 in
 th

e 
qu

es
tio

nn
ai

re
 r

es
ul

t b
et

w
ee

n 
D

RR
O

s’ 
re

co
gn

iti
on

 o
f 

str
uc

tu
ra

l a
nd

 n
on

-s
tru

ct
ur

al
 m

ea
su

re
s o

f D
RR

 an
d 

th
e a

ct
ua

l i
nt

er
ve

nt
io

ns
 im

pl
em

en
te

d 
in

 th
ei

r a
re

as
. 

Th
is 

ga
p 

co
ul

d 
re

fle
ct

 t
he

 l
ev

el
 o

f 
un

de
rs

ta
nd

in
g 

of
 t

he
 D

RR
O

s 
on

 t
he

 D
RR

 c
ou

nt
er

m
ea

su
re

s 

im
pl

em
en

te
d 

in
 th

e 
di

str
ic

t b
y 

va
rio

us
 a

nd
 d

iff
er

en
t o

rg
an

iz
at

io
ns

. S
in

ce
 th

e 
D

RR
O

’s 
le

ad
er

sh
ip

 a
nd

 

un
de

rs
ta

nd
in

g 
of

 D
RR

 c
ou

nt
er

m
ea

su
re

s 
in

 e
ac

h 
di

str
ic

t 
ar

e 
vi

ta
l 

fo
r 

th
e 

pr
oc

es
s 

of
 a

 U
zD

RR
P 

fo
rm

ul
at

io
n,

 th
e e

nh
an

ce
m

en
t o

f t
he

 ab
ili

ty
 o

f D
RR

O
s i

s r
eq

ui
re

d.
 A

lso
, i

t i
s e

xp
ec

te
d 

th
at

 th
e D

RR
O

s 

ca
n 

im
pr

ov
e 

th
ei
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po

rta
tio

n 
no

de
 re

pr
es

en
tin

g 
th

e a
re

as
 w

ith
 an

 ac
cu

m
ul

at
io

n 
of

 as
se

ts 
an

d 

in
ve

stm
en

t w
hi

ch
 c

an
 b

e 
as

su
m

ed
 to

 h
av

e 
m

or
e 

ex
po

su
re

 a
ga

in
st 

ha
za

rd
. T

he
 n

um
be

r o
f P

au
ra

sh
av

a 

in
 e

ac
h 

di
str

ic
t m

at
ch

es
 w

ith
 th

e 
tre

nd
 o

f t
he

 p
ov

er
ty

 ra
te

 a
nd

 th
os

e
di

str
ic

ts
w

ith
 h

ig
h 

po
ve

rty
 ra

te
s

ha
ve

fe
w

er
Pa

ur
as

ha
va

 w
hi

ch
 in

di
ca

te
s l

ow
 a

ct
iv

ity
 in

 lo
ca

l e
co

no
m

y 
an

d 
as

se
t a

cc
um

ul
at

io
n.

In
 a

dd
iti

on
 to

 th
e 

ca
te

go
ry

 o
f t

he
 P

au
ra

sh
av

a,
 th

e 
U

pa
zi

la
s 

w
ith

 e
xi

sti
ng

 c
ity

 c
or

po
ra

tio
n 

w
er

e 
al

so
 

lis
te

d 
as

 a
 c

rit
er

io
n 

to
 re

co
gn

iz
e 

th
e 

de
ve

lo
pm

en
t c

en
te

r i
n 

th
e 

ar
ea

.T
hi

s 
da

ta
 w

as
 v

isu
al

ise
d 

on
 th

e 

m
ap

 a
s 

sh
ow

n 
in

 F
ig

ur
e 

4-
4.

 T
he

re
 a

re
 1

2 
ci

ty
 c

oo
pe

ra
tio

ns
in

 B
an

gl
ad

es
h,

 w
hi

ch
 a

re
 N

or
th

 D
ha

ka
, 

So
ut

h 
D

ha
ka

, 
Ch

at
to

gr
am

, 
Sy

lh
et

, 
Ba

ris
al

, 
K

hu
ln

a,
 R

aj
sh

ah
i, 

G
az

ip
ur

, 
N

ar
ay

an
ga

nj
, 

Ra
ng

pu
r, 

Co
m

ill
a,

 a
nd

 M
ym

en
sin

gh
. T

he
se

 a
re

as
 a

re
 r

ef
er

re
d

to
as

 d
ev

el
op

ed
 w

ith
 h

ig
h 

co
nc

en
tra

tio
n 

of
 

po
pu

la
tio

n 
an

d 
as

se
ts.

 

Po
pu

la
tio

n
D

en
sit

y
(p

er
so

n/
1k

m
2 )
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 So
ur

ce
: L

G
ED

 
Fi

gu
re

 4
-3

 L
oc

at
io

n 
of

 U
pa

zi
la

 w
ith

 C
ity

 C
oo

pe
ra

tio
n 

an
d 

Pa
ur

as
ha

va
 in

 B
an

gl
ad

es
h 

 4.
1.

3 
In

co
m

e 
Le

ve
l f

or
 d

iff
er

en
t i

nd
us

tr
y 

ty
pe

 a
nd

 la
nd

-u
se

 fo
r a

gr
ic

ul
tu

re
 

To
 u

nd
er

sta
nd

 th
e s

itu
at

io
n 

of
 th

e 
in

co
m

e 
le

ve
l, 

da
ta

 o
n 

av
er

ag
e d

ai
ly

 w
ag

e f
or

 d
iff

er
en

t i
nd

us
try

 ty
pe

 

fo
r, 

ag
ric

ul
tu

ra
l, 

co
ns

tru
ct

io
n 

an
d 

no
n-

ag
ric

ul
tu

re
 w

as
 co

lle
ct

ed
 fr

om
 th

e D
ist

ric
t s

ta
tis

tic
s f

or
m

ul
at

ed
 

fro
m

 2
01

3 
to

 2
01

5.
 T

he
 d

at
a 

w
as

 v
isu

al
ise

d 
on

 th
e 

m
ap

 a
s 

sh
ow

n 
in

 F
ig

ur
e 

4-
7.

 T
he

 a
ve

ra
ge

 d
ai

ly
 

w
ag

e 
w

as
 h

ig
h 

in
 D

ha
ka

 D
iv

isi
on

 a
nd

 C
ha

tto
gr

am
 D

iv
isi

on
 a

nd
 re

la
tiv

el
y 

lo
w

 in
 R

an
gp

ur
 D

iv
isi

on
 

an
d 

Sy
lh

et
 D

iv
isi

on
. F

or
 th

e c
on

str
uc

tio
n 

in
du

str
y,

 th
e a

ve
ra

ge
 w

ag
e i

s h
ig

h 
an

d 
re

la
tiv

el
y 

ev
en

ly
 h

ig
h 

th
ro

ug
h 

th
e n

at
io

n 
co

m
pa

re
d 

to
 o

th
er

 in
du

str
ie

s. 
Fo

r t
he

 in
du

str
y 

of
 n

on
-a

gr
ic

ul
tu

re
, t

he
re

 is
 a 

tre
nd

 to
 

be
 h

ig
h 

in
 s

el
ec

te
d 

U
pa

zi
la

s 
in

 e
ac

h 
di

vi
sio

n.
 H

ig
he

r 
in

co
m

e 
le

ve
ls 

ca
n 

be
 c

on
ne

ct
ed

 t
o 

hi
gh

er
 

co
ns

um
er

 sp
en

di
ng

 o
r h

ig
he

r t
ax

 re
ve

nu
es

 fo
r t

he
 lo

ca
l g

ov
er

nm
en

t w
hi

ch
 ca

n 
be

 o
ne

 o
f t

he
 in

di
ca

to
rs

 

fo
r 

hi
gh

er
 p

ot
en

tia
l 

fo
r 

ec
on

om
ic

 g
ro

w
th

. A
 m

or
e 

de
ta

ile
d 

su
rv

ey
 i

s 
re

qu
ire

d 
to

 u
nd

er
sta

nd
 t

he
 

sit
ua

tio
n 

de
ep

ly
. 

 

 
So

ur
ce

: D
ist

ric
t S

ta
tis

tic
s o

f e
ac

h 
D

ist
ric

t (
20

13
-2

01
5)

 
(L

ef
t: 

Ag
ric

ul
tu

re
, M

id
dl

e:
 C

on
st

ru
ct

io
n,

 R
ig

ht
: N

on
-A

gr
ic

ul
tu

re
) 

Fi
gu

re
 4

-4
 A

ve
ra

ge
 D

ai
ly

 W
ag

e 
pe

r C
ap

ita
l i

n 
Ba

ng
la

de
sh

 (T
k/

da
y)
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 To
 u

nd
er

sta
nd

 th
e 

sit
ua

tio
n 

of
 a

gr
ic

ul
tu

re
 in

 B
an

gl
ad

es
h,

 th
e 

ag
ric

ul
tu

re
 o

pe
ra

tio
n 

ar
ea

 w
as

 c
ol

le
ct

ed
 

fro
m

 th
e 

D
ist

ric
t s

ta
tis

tic
s 

fo
rm

ul
at

ed
 fr

om
 2

01
3 

to
 2

01
5.

 T
he

 a
re

a 
ha

s 
a 

tre
nd

 to
 b

e 
hi

gh
er

 in
 th

e 

no
rth

-w
es

t r
eg

io
n 

of
 th

e 
co

un
try

 s
uc

h 
as

 d
iv

isi
on

 o
f R

an
gp

ur
, M

ym
en

sin
gh

, R
aj

sh
ah

i a
nd

 re
la

tiv
el

y 

lo
w

 in
 th

e C
hi

tto
gr

am
 d

iv
isi

on
. A

lth
ou

gh
 th

e a
re

a o
f e

ac
h 

U
pa

zi
la

 ca
n 

di
ffe

r b
as

ed
 o

n 
th

e g
eo

gr
ap

hi
ca

l 

sit
ua

tio
n,

 p
op

ul
at

io
n 

de
ns

ity
 o

r o
th

er
 v

ar
io

us
 fa

ct
or

s 
ca

n 
be

 o
ne

 in
di

ca
to

r f
or

 th
e 

fo
od

 s
ec

ur
ity

 a
nd

 

so
ur

ce
 o

f i
nc

om
e 

ge
ne

ra
tio

n 
in

 th
e 

ru
ra

l a
re

a.
 H

ow
ev

er
, i

t s
ha

ll 
be

 n
ot

ed
 th

at
 to

 b
et

te
r u

nd
er

sta
nd

 th
e 

vu
ln

er
ab

ili
ty

 o
f 

th
e 

ru
ra

l a
re

a,
 a

 m
or

e 
de

ta
ile

d 
an

al
ys

is 
co

m
bi

ni
ng

 e
ffi

ci
en

cy
 o

f 
th

e 
pr

od
uc

tio
n 

of
 

in
co

m
e 

le
ve

l s
ha

ll 
be

 d
on

e.
 A

nd
 a

gr
ic

ul
tu

re
 is

 o
fte

n 
su

bj
ec

t t
o 

th
e 

da
m

ag
e 

ca
us

ed
 b

y 
di

sa
ste

r 
an

d 

re
qu

ire
s s

pe
ci

al
 a

tte
nt

io
n 

in
 th

e 
pl

an
ni

ng
 o

f d
isa

ste
r r

isk
 re

du
ct

io
n 

m
ea

su
re

s i
n 

th
e 

ru
ra

l a
re

a.
 

 

 
 

So
ur

ce
: D

ist
ric

t S
ta

tis
tic

s o
f e

ac
h 

D
ist

ric
t (

20
13

-2
01

5)
 

Fi
gu

re
 4

-5
 A

gr
ic

ul
tu

re
 O

pe
ra

tio
n 

Ar
ea

 in
 e

ac
h 

U
pa

zi
la

 
 4.

1.
4 

B
as

ic
 In

fr
as

tr
uc

tu
re

s 
-r

oa
d 

an
d 

m
ar

ke
t 

In
 o

rd
er

 to
 u

nd
er

sta
nd

 th
e 

ov
er

al
l t

re
nd

 in
 th

e 
in

ve
stm

en
t t

o 
ba

sic
 in

fra
str

uc
tu

re
s a

t t
he

 U
pa

zi
la

 le
ve

l 

th
e 

sit
ua

tio
ns

 o
f t

he
 ro

ad
 c

on
str

uc
tio

ns
 a

nd
 e

sta
bl

ish
m

en
ts 

of
 th

e 
lo

ca
l m

ar
ke

ts 
w

er
e 

an
al

yz
ed

. F
or

 

ro
ad

s, 
th

e 
to

ta
l l

en
gt

h 
of

 c
om

pl
et

ed
 U

pa
zi

la
 r

oa
ds

 a
nd

 u
ni

on
 r

oa
ds

 w
as

 c
ol

le
ct

ed
 f

ro
m

 th
e 

LG
ED

 

ho
m

ep
ag

e,
 b

as
ed

 o
n 

th
e 

da
ta

 a
s 

of
 S

ep
te

m
be

r 
20

22
. F

or
 th

e 
m

ar
ke

ts,
 th

e 
to

ta
l n

um
be

r 
of

 e
xi

sti
ng

 

G
ro

w
th

 C
en

te
rs

 a
nd

 R
ur

al
 M

ar
ke

ts 
w

as
 c

ol
le

ct
ed

 fr
om

 th
e 

LG
ED

 h
om

ep
ag

e,
 b

as
ed

 o
n 

th
e 

la
te

st 
da

ta
 

w
hi

ch
 i

s 
no

t 
m

en
tio

ne
d.

 A
 G

ro
w

th
 C

en
te

r 
is 

an
 a

re
a 

w
he

re
 s

ho
ps

 s
el

lin
g 

da
ily

 f
oo

d 
ite

m
s 

an
d 

co
m

m
od

ity
 g

oo
ds

 a
re

 g
at

he
re

d 
an

d 
fu

nc
tio

n 
as

 a
 c

om
m

er
ci

al
 c

en
te

r i
n 

gr
ow

in
g 

ar
ea

s. 
Th

e 
re

su
lt 

is 

sh
ow

n 
in

 F
ig

ur
e 

4-
20

. 

U
pa

zi
la

 ro
ad

s 
an

d 
un

io
n 

ro
ad

s 
ar

e 
re

la
tiv

el
y 

ev
en

ly
 c

on
str

uc
te

d 
th

ro
ug

ho
ut

 th
e 

na
tio

n.
 S

pe
ci

fic
al

ly
, 

th
e 

to
ta

l r
oa

d 
le

ng
th

 in
 so

m
e 

U
pa

zi
la

s o
f R

an
gp

ur
 a

nd
 B

ar
isa

l D
iv

isi
on

 is
 c

om
pa

ra
tiv

el
y 

hi
gh

, w
hi

ch
 

in
di

ca
te

s m
or

e 
co

nc
en

tra
tio

n 
on

 th
is 

ar
ea

 b
y 

LG
ED

. C
on

ve
rs

el
y,

 in
 S

yl
he

t D
iv

isi
on

 a
nd

 th
e 

ea
st 

ar
ea

 

of
 C

ha
tto

gr
am

 D
iv

isi
on

, t
he

 to
ta

l r
oa

d 
le

ng
th

 is
 le

ss
 a

nd
, t

he
re

fo
re

, i
nd

ic
at

es
 le

ss
 in

ve
stm

en
t i

n 
th

is 

ar
ea

. W
hi

le
 th

er
e a

re
 al

so
 so

m
e m

aj
or

 ro
ad

 n
et

w
or

ks
 o

f t
he

 n
at

io
na

l r
oa

ds
 su

ch
 as

 th
e c

on
ne

ct
io

n 
ro

ad
 

be
tw

ee
n 

D
ha

ka
 a

nd
 C

ha
tto

gr
am

, t
he

y 
ar

e 
no

t i
nc

lu
de

d 
sin

ce
 th

is 
su

rv
ey

 fo
cu

se
s 

on
 th

e 
in

ve
stm

en
t 

sit
ua

tio
n 

at
 th

e 
U

pa
zi

la
 le

ve
l. 
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 Re
ga

rd
in

g 
th

e m
ar

ke
ts,

 ar
ea

s n
ea

r t
he

 ci
ty

 co
op

er
at

io
n 

te
nd

 to
 b

e h
ig

hl
y 

co
nc

en
tra

te
d.

 It
 is

 n
ot

ab
le

 th
at

 

th
e 

ea
st 

ar
ea

 o
f C

ha
tto

gr
am

 is
 re

la
tiv

el
y 

le
ss

 in
 th

e 
nu

m
be

r o
f m

ar
ke

ts.
 A

 G
ro

w
th

 C
en

te
r i

s a
 m

ar
ke

t 

w
he

re
 s

om
e 

ba
sic

 i
nf

ra
str

uc
tu

re
 s

uc
h 

as
 p

la
tfo

rm
s 

to
 s

el
l 

pr
od

uc
ts 

or
 o

th
er

 m
ar

ke
t 

fa
ci

lit
ie

s 
ar

e 

co
ns

tru
ct

ed
 b

y 
LG

ED
 a

nd
 st

ra
te

gi
ca

lly
 d

ist
rib

ut
ed

 a
ro

un
d 

th
e 

na
tio

n.
 In

 a
dd

iti
on

, t
he

 L
G

ED
 a

lso
 h

as
 

a 
pl

an
 to

 c
ha

ng
e 

th
e 

ca
te

go
ry

 o
f e

xp
an

di
ng

 ru
ra

l m
ar

ke
ts 

in
to

 G
ro

w
th

 C
en

te
rs

 o
r e

xp
an

di
ng

 a
 G

ro
w

th
 

Ce
nt

er
 in

to
 a

 n
ew

 to
w

ns
hi

p 
(T

he
 B

us
in

es
s S

ta
nd

ar
d,

 1
9th

 N
ov

. 2
02

2)
. T

he
re

fo
re

, i
t c

ou
ld

 b
e 

sa
id

 th
at

 

th
e 

di
str

ic
ts 

w
ith

 m
or

e 
G

ro
w

th
 C

en
te

rs
 a

nd
 ru

ra
l m

ar
ke

ts 
ha

ve
 m

or
e 

po
te

nt
ia

l t
o 

be
 d

ev
el

op
ed

 in
 th

e 

fu
tu

re
. 

 

 
 

Le
ng

th
 o

f R
oa

ds
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

  N
um

be
r o

f M
ar

ke
ts 

So
ur

ce
: L

G
ED

 
Fi

gu
re

 4
-6

 S
itu

at
io

n 
of

 Im
pl

em
en

ta
tio

n 
of

 M
aj

or
 In

fra
st

ru
ct

ur
e 

 4.
1.

5 
So

ci
al

 in
fr

as
tr

uc
tu

re
s-

 s
ch

oo
l a

nd
 h

os
pi

ta
l 

A
s 

an
 in

di
ca

to
r 

to
 u

nd
er

sta
nd

 th
e 

sit
ua

tio
n 

of
 s

uf
fic

ie
nc

y 
of

 s
oc

ia
l i

nf
ra

str
uc

tu
re

s, 
th

e 
nu

m
be

r 
of

 

pr
im

ar
y 

sc
ho

ol
s 

an
d 

th
e 

nu
m

be
r 

of
 b

ed
s 

in
 g

ov
er

nm
en

ta
l a

nd
 n

on
-g

ov
er

nm
en

ta
l h

os
pi

ta
ls 

in
 e

ac
h 

U
pa

zi
la

 w
er

e 
co

lle
ct

ed
 fr

om
 th

e 
di

str
ic

t s
ta

tis
tic

s f
or

m
ul

at
ed

 fr
om

 2
01

3 
an

d 
20

15
. C

ol
le

ct
ed

 d
at

a 
w

as
 

co
nv

er
te

d 
in

to
 th

e 
nu

m
be

r p
er

 1
00

,0
00

 p
er

so
ns

 a
nd

 v
isu

al
iz

ed
 o

n 
th

e 
m

ap
 a

s s
ho

w
n 

in
 F

ig
ur

e 
4-

5.
 

Re
ga

rd
in

g 
th

e n
um

be
r o

f b
ed

s p
er

 ca
pi

ta
, t

he
re

 is
 n

o 
cl

ea
r t

re
nd

 at
 th

e d
iv

isi
on

 le
ve

l, 
w

hi
le

 th
e n

um
be

r 

is 
hi

gh
 in

 s
om

e 
of

 th
e 

U
pa

zi
la

s 
in

 e
ac

h 
di

vi
sio

n.
 H

ow
ev

er
, i

n 
th

e 
4 

di
str

ic
ts 

of
 R

an
gp

ur
, S

yl
he

t, 

H
ab

ig
an

j, 
an

d 
Ba

ris
al

, t
he

 n
um

be
r o

f b
ed

s p
er

 ca
pi

ta
 in

 se
ve

ra
l U

pa
zi

la
s i

s l
es

s t
ha

n 
10

 b
ed

s p
er

 ca
pi

ta
, 

w
hi

ch
 in

di
ca

te
s t

he
se

 U
pa

zi
la

s a
re

 re
la

tiv
el
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xp
os

ed
 to

 fl
oo

d 
an

d 
er

os
io

n.
  

Ch
at

to
gr

am
 

A
s a

 re
gi

on
 w

ith
 a 

va
rie

ty
 o

f g
eo

gr
ap

hi
c c

ha
ra

ct
er

ist
ic

s t
he

 ar
ea

 is
 ex

po
se

d 
to

 v
ar

io
us

 
di

sa
ste

rs
. A

lo
ng

 th
e 

co
as

ta
l a

re
a 

th
er

e 
is 

St
or

m
 S

ur
ge

, C
yc

lo
ne

 a
nd

 T
su

na
m

i. 
In

 th
e 

flo
od

 p
la

in
 a

re
a 

al
on

g 
th

e 
M

eg
hn

a 
Ri

ve
r 

th
er

e 
is 

Fl
oo

d 
an

d 
Er

os
io

n.
 I

n 
th

e 
w

es
t 

re
gi

on
 w

ith
 h

ill
s a

nd
 se

ve
ra

l r
iv

er
 sy

ste
m

s s
uc

h 
as

 K
ar

na
ph

ul
i a

nd
 M

at
am

uh
ur

i r
iv

er
s 

it 
is 

ex
po

se
d 

to
 L

an
ds

lid
e 

an
d 

Fl
as

h 
Fl

oo
d.

 

D
ha

ka
 

A
s 

Pa
dm

a 
Ri

ve
r a

nd
 J

um
na

 R
iv

er
 fl

ow
s 

th
ro

ug
h 

th
e 

re
gi

on
 it

 is
 e

xp
os

ed
 to

 F
lo

od
 

an
d 

Er
os

io
n 

 

K
hu

ln
a 

A
s t

he
 re

gi
on

 h
as

 a
 c

oa
sta

l a
re

a 
in

 th
e 

so
ut

h 
an

d 
Pa

dm
a 

Ri
ve

r f
lo

w
s a

t t
he

 n
or

th
 o

f 
th

e 
D

iv
isi

on
, t

he
 c

oa
sta

l a
re

a 
is 

ex
po

se
d 

to
 S

tro
m

 S
ur

ge
, C

yc
lo

ne
 a

nd
 T

su
na

m
i. 

M
ym

en
sin

gh
 

A
s 

th
e 

Ja
m

un
a 

Ri
ve

r 
flo

w
s 

in
 th

e 
w

es
t o

f 
th

e 
re

gi
on

 it
 is

 e
xp

os
ed

 to
 F

lo
od

 a
nd

 
Er

os
io

n.
 T

he
 n

or
th

 a
nd

 e
as

t o
f t

he
 re

gi
on

 is
 a

 h
ill

 a
re

a 
w

hi
ch

 is
 e

xp
os

ed
 to

 L
an

ds
lid

e 
an

d 
Fl

as
h 

Fl
oo

ds
. T

he
 re

gi
on

 a
lso

 h
as

 a
 h

ig
h 

ha
za

rd
 le

ve
l f

or
 E

ar
th

qu
ak

e.
 

Ra
jsh

ah
i 

A
s t

he
 Ja

m
un

a 
Ri

ve
r f

lo
w

s i
n 

th
e 

ea
st 

an
d 

th
e 

Pa
dm

a 
Ri

ve
r f

lo
w

s i
n 

th
e 

so
ut

h 
of

 th
e 

re
gi

on
, m

os
t o

f t
he

 a
re

a 
is 

ex
po

se
d 

to
 F

lo
od

 a
nd

 E
ro

sio
n.

 

Ra
ng

pu
r 

A
s t

he
 Ja

m
un

a 
Ri

ve
r f

lo
w

s i
n 

th
e 

ea
st 

of
 th

e 
ar

ea
 a

nd
 th

e T
ee

sta
 R

iv
er

 fl
ow

s t
hr

ou
gh

 
th

e 
D

iv
isi

on
, 

it 
is 

ex
po

se
d 

to
 F

lo
od

 a
nd

 E
ro

sio
n.

 T
he

 n
or

th
 a

re
a 

is 
ex

po
se

d 
to

 
La

nd
sli

de
, b

ut
 th

e 
le

ve
l o

f h
az

ar
ds

 is
 re

la
tiv

el
y 

sm
al

l. 
Th

e 
ea

st 
of

 th
e 

re
gi

on
 a

lso
 h

as
 

a 
hi

gh
 h

az
ar

d 
le

ve
l f

or
 E

ar
th

qu
ak

e.
 

Sy
lh

et
 

A
s 

th
e 

ar
ea

 is
 in

 th
e 

ha
or

 a
re

a,
 it

 is
 e

xp
os

ed
 to

 F
lo

od
, a

nd
 s

in
ce

 th
e 

D
iv

isi
on

 is
 

su
rro

un
de

d 
by

 h
ill

 a
re

a 
it 

is 
ex

po
se

d 
to

 L
an

ds
lid

e 
es

pe
ci

al
ly

 in
 th

e 
ea

st 
ar

ea
 a

nd
 

ex
po

se
d 

to
 F

la
sh

 F
lo

od
 o

f t
he

 ri
ve

rs
 fl

ow
in

g 
fro

m
 th

e 
su

rro
un

di
ng

 h
ill

 a
re

a.
 

 

Ta
bl

e 
4-

6 
Po

ss
ib

ilit
y 

of
 H

az
ar

ds
 in

 e
ac

h 
di

vi
si

on
 

D
iv

isi
on

 
Ty

pe
 o

f H
az

ar
d 

Cy
cl

on
e 

St
or

m
 

Su
rg

e 
Fl

oo
d 

Fl
as

h 
Fl

oo
d 

Er
os

io
n 

La
nd

sli
de

 
Ea

rth
qu

ak
e 

Ba
ris

al
 

 
 

 
 

 
 

 
Ch

itt
ag

on
g 

 
 

 
 

 
 

 
D

ha
ka

 
 

 
 

 
 

 
 

K
hu

ln
a 

 
 

 
 

 
 

 
M

ym
en

sin
gh

 
 

 
 

 
 

 
 

Ra
jsh

ah
i 

 
 

 
 

 
 

 
Ra

ng
pu

r 
 

 
 

 
 

 
 

Sy
lh

et
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 (1
) 

D
R

IP
 

H
az

ar
d 

le
ve

l d
at

e f
or

 ea
ch

 h
az

ar
d 

w
as

 co
lle

ct
ed

 fr
om

 th
e D

RI
P 

(D
isa

ste
r a

nd
 C

lim
at

e R
isk

 In
fo

rm
at

io
n 

Pl
at

fo
rm

) p
re

pa
re

d 
in

 th
e 

N
RP

 p
ro

je
ct

. I
n 

th
is 

da
ta

 so
ur

ce
, “

G
en

er
al

ly
 h

az
ar

d 
ef

fe
ct

ed
 a

re
a”

, “
Re

tu
rn

 

Pe
rio

d”
, “

Ex
po

su
re

”,
 a

nd
 “

Vu
ln

er
ab

ili
ty

 a
nd

 R
isk

” 
at

 th
e 

di
str

ic
t l

ev
el

 a
re

 a
va

ila
bl

e 
fo

r e
ac

h 
ha

za
rd

. 

“G
en

er
al

ly
, h

az
ar

d 
ef

fe
ct

ed
 ar

ea
” w

as
 ch

ec
ke

d 
to

 u
nd

er
sta

nd
 th

e h
az

ar
d 

le
ve

l o
f e

ac
h 

di
str

ic
t f

or
 h

az
ar

d 

ty
pe

 o
f F

lo
od

, E
ro

sio
n,

 L
an

ds
lid

e,
 S

to
rm

 S
ur

ge
, C

yc
lo

ne
, F

la
sh

 F
lo

od
, E

ar
th

qu
ak

e.
 T

he
 d

ist
rib

ut
io

n 

of
 th

e 
ha

za
rd

 le
ve

l w
as

 v
isu

al
iz

ed
 o

n 
th

e 
m

ap
 a

s s
ho

w
n 

be
lo

w.
 

 
Fl

oo
d 

   
   

   
   

   
   

   
Er

os
io

n 
   

   
   

   
   

   
  L

an
ds

lid
e 

 
St

or
m

 S
ur

ge
   

   
   

   
   

  C
yc

lo
ne

   
   

   
   

   
   

   
Fl

as
h 

Fl
oo

d 

 
Ea

rth
qu

ak
e 

So
ur

ce
: D

RI
P,

 M
ap

 P
re

pa
re

d 
by

 th
e 

Pr
oj

ec
t T

ea
m

 
Fi

gu
re

 4
-1

0 
Im

ag
e 

of
 th

e 
Ex

po
su

re
 D

at
a 

Su
m

m
ar

iz
ed

 in
 D

R
IP
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 (2
) 

R
is

k 
A

tla
s 

Ri
sk

 a
tla

s i
s a

n 
ou

tc
om

e 
of

 th
e 

pr
oj

ec
t “

M
ul

ti-
H

az
ar

d 
Ri

sk
 a

nd
 V

ul
ne

ra
bi

lit
y 

A
ss

es
sm

en
t, 

M
od

el
lin

g 

an
d 

M
ap

pi
ng

 (
M

RV
A

M
)”

 w
hi

ch
 w

as
 i

ni
tia

te
d 

by
 D

D
M

 a
s 

pa
rt 

of
 t

he
 s

ub
-c

om
po

ne
nt

 u
nd

er
 t

he
 

“E
m

er
ge

nc
y 

20
07

 C
yc

lo
ne

 R
ec

ov
er

y 
an

d 
Re

sto
ra

tio
n 

Pr
oj

ec
t (

EC
RR

P)
” 

fu
nd

ed
 b

y 
th

e W
or

ld
 B

an
k.

 

In
 B

an
gl

ad
es

h,
 h

az
ar

d 
an

al
ys

is 
w

hi
ch

 i
s 

co
nd

uc
te

d 
on

 a
 n

at
io

n-
w

id
e 

sc
al

e 
us

in
g 

a 
co

ns
ist

en
t 

m
et

ho
do

lo
gy

 is
 n

ot
 a

va
ila

bl
e 

ex
ce

pt
 fo

r t
he

 re
su

lt 
of

 th
e 

ris
k 

at
la

s. 
Th

er
ef

or
e,

 th
e 

in
fo

rm
at

io
n 

of
 ri

sk
 

at
la

s w
as

 c
on

fir
m

ed
 to

 u
nd

er
sta

nd
 th

e 
sit

ua
tio

n 
of

 h
az

ar
d 

w
hi

ch
 c

an
 b

e r
ec

og
ni

ze
d 

on
 th

e 
na

tio
n-

w
id

e 

le
ve

l a
nd

 th
e 

ou
tli

ne
 o

f t
he

 m
et

ho
do

lo
gy

 u
se

d 
to

 a
na

ly
ze

 e
ac

h 
ha

za
rd

 ty
pe

. I
n 

th
e 

ris
k 

at
la

s, 
6 

ha
za

rd
 

ty
pe

s w
hi

ch
 is

 F
lo

od
, S

to
rm

 S
ur

ge
, L

an
ds

lid
e,

 D
ro

ug
ht

, E
ar

th
qu

ak
e 

an
d 

Ts
un

am
i w

as
 a

na
ly

ze
d.

 

 1)
 F

lo
od

s 
Th

e 
flo

od
 i

nu
nd

at
io

n 
m

ap
 u

se
d 

fo
rm

ul
at

ed
 i

n 
th

e 
“R

isk
 A

tla
s”

 i
s 

ca
lc

ul
at

ed
 u

sin
g 

M
IK

E 
11

 

hy
dr

ol
og

ic
al

 a
nd

 h
yd

ro
dy

na
m

ic
 m

od
el

. 
Th

e 
In

un
da

tio
n 

de
pt

h 
is 

es
tim

at
ed

 b
as

ed
 i

n 
th

e 
ye

ar
ly

 

m
ax

im
um

 w
at

er
 le

ve
l f

or
 m

aj
or

 ri
ve

r s
ys

te
m

s 
fo

r t
he

 re
tu

rn
 p

er
io

d 
of

 2
5 

ye
ar

s, 
50

 y
ea

rs
, 1

00
 y

ea
rs

, 

an
d 

15
0 

ye
ar

s 
ba

se
d 

on
 th

e 
26

 y
ea

rs
 (1

98
6 

to
 2

01
1)

 h
ist

or
ic

al
 d

at
a.

 A
nd

 u
sin

g 
th

e 
ye

ar
ly

 m
ax

im
um

 

w
at

er
 le

ve
l, 

th
e 

in
un

da
tio

n 
ar

ea
 w

as
 e

sti
m

at
ed

 b
y 

as
su

m
in

g 
th

e 
su

rro
un

di
ng

 a
re

a w
ith

 th
e 

el
ev

at
io

n 
of

 

be
llo

w
 th

e 
w

at
er

 le
ve

l w
ou

ld
 b

e 
in

un
da

te
d.

 H
ow

ev
er

, t
he

 a
re

a 
of

 th
e 

flo
od

 in
un

da
tio

n 
m

ap
 is

 li
m

ite
d 

to
 a

re
as

 a
lo

ng
 th

e 
m

aj
or

 ri
ve

rs
 (B

ra
hm

ap
ut

ra
-J

am
un

a,
 G

an
ge

s-
Pa

dm
a,

 S
ur

m
a-

M
eg

hn
a)

 a
nd

 th
e 

ha
or

 

ar
ea

 in
 th

e 
no

rth
ea

st;
 th

e 
in

un
da

tio
n 

in
 th

e 
co

as
ta

l a
re

as
 a

nd
 ri

ve
rs

 in
 th

e 
Ch

itt
ag

on
g 

re
gi

on
 is

 n
ot

 

in
cl

ud
ed

.  

 
So

ur
ce

: R
isk

 A
tla

s M
ul

ti-
H

az
ar

ds
 R

isk
 a

nd
 V

ul
ne

ra
bi

lit
y 

A
ss

es
sm

en
t, 

M
od

el
lin

g 
an

d 
M

ap
pi

ng
 V

ol
um

e 
I 

Fi
gu

re
 4

-1
1 

Fl
oo

d 
In

un
da

tio
n 

M
ap

 in
 th

e 
M

R
VA

M
 P

ro
je

ct
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 2)
 S

to
rm

 S
ur

ge
 

Th
e 

sto
rm

 su
rg

e 
in

un
da

tio
n 

m
ap

 fo
rm

ul
at

ed
 in

 th
e 

“R
isk

 A
tla

s”
 is

 c
al

cu
la

te
d 

us
in

g 
th

e 
M

IK
E 

22
 F

M
 

sto
rm

 s
ur

ge
 m

od
el

. 
Th

e 
In

un
da

tio
n 

de
pt

h 
is 

es
tim

at
ed

 b
as

ed
 o

n 
th

e 
sim

ul
at

ed
 m

ax
im

um
 s

ur
ge

 

el
ev

at
io

n 
an

d 
th

e 
co

as
ta

l 
D

EM
 d

at
a.

 T
he

 s
ur

ge
 h

ig
ht

 w
as

 c
al

cu
la

te
d 

ba
se

d 
on

 s
ev

er
al

 s
ce

na
rio

 

in
cl

ud
in

g 
th

e 
hi

sto
ric

al
 c

yc
lo

ne
 a

nd
 o

th
er

 s
ce

na
rio

. A
 f

re
qu

en
cy

 a
na

ly
sis

 w
as

 d
on

e 
to

 e
sti

m
at

e 
th

e 

su
rg

e 
le

ve
l f

or
 th

e 
re

tu
rn

 p
er

io
d 

of
 2

5 
ye

ar
s, 

50
 y

ea
rs

, 1
00

 y
ea

rs
, a

nd
 1

50
 y

ea
rs

.  

Th
e 

m
ap

 c
ov

er
s 

th
e 

co
as

ta
l a

re
a 

of
 K

hu
ln

a,
 B

ar
isa

l a
nd

 C
hi

tta
go

ng
, a

nd
 s

om
e 

so
ut

he
rn

 p
or

tio
n 

of
 

D
ha

ka
 w

hi
ch

 is
 a

ffe
ct

ed
 b

y 
sto

rm
 su

rg
e.

  

 
 

So
ur

ce
: R

isk
 A

tla
s M

ul
ti-

H
az

ar
ds

 R
isk

 a
nd

 V
ul

ne
ra

bi
lit

y 
A

ss
es

sm
en

t, 
M

od
el

lin
g 

an
d 

M
ap

pi
ng

 V
ol

um
e 

I 
Fi

gu
re

 4
-1

2 
St

or
m

 S
ur

ge
 In

un
da

tio
n 

M
ap

 in
 th

e 
M

R
VA

M
 P

ro
je

ct
  

 
3)

 L
an

ds
lid

e 
Th

e 
la

nd
sli

de
 s

us
ce

pt
ib

ili
ty

 m
ap

 f
or

m
ul

at
ed

 in
 th

e 
“R

isk
 A

tla
s”

 is
 c

al
cu

la
te

d 
by

 u
sin

g 
th

e 
da

ta
 o

f 

lit
ho

lo
gy

, l
an

d 
us

e,
 la

nd
 co

ve
r a

nd
 sl

op
e t

o 
m

ak
e a

 su
sc

ep
tib

ili
ty

 m
ap

. I
n 

ad
di

tio
n,

 b
y 

us
in

g 
th

e r
ai

nf
al

l 

da
ta

 a
nd

 e
ar

th
qu

ak
e 

da
ta

 a
s a

 tr
ig

ge
rin

g 
fa

ct
or

 o
f l

an
ds

lid
es

, a
 la

nd
 u

se
 su

sc
ep

tib
ili

ty
 m

ap
 fo

r r
ai

nf
al

l 

in
du

ce
d 

la
nd

sli
de

 a
nd

 e
ar

th
qu

ak
e 

in
du

ce
d 

la
nd

sli
de

 w
as

 f
or

m
ul

at
ed

. I
n 

bo
th

 r
ai

nf
al

ls 
in

du
ce

d 
an

d 

ea
rth

qu
ak

e 
in

du
ce

d 
la

nd
sli

de
s, 

th
e 

su
sc

ep
tib

ili
ty

 is
 h

ig
h 

in
 th

e 
m

ou
nt

ai
n 

re
gi

on
 o

f 
Ch

itt
ag

on
g 

an
d 

Sy
lh

et
.  
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So

ur
ce

: R
isk

 A
tla

s M
ul

ti-
H

az
ar

ds
 R

isk
 a

nd
 V

ul
ne

ra
bi

lit
y 

A
ss

es
sm

en
t, 

M
od

el
lin

g 
an

d 
M

ap
pi

ng
 V

ol
um

e 
I 

Fi
gu

re
 4

-1
3 

La
nd

sl
id

e 
Su

sc
ep

tib
ilit

y 
M

ap
 F

or
m

ul
at

ed
 in

 th
e 

M
R

VA
M

 P
ro

je
ct

 
 4)

 T
su

na
m

i 
Th

e 
Ts

un
am

i h
az

ar
d 

m
ap

 fo
rm

ul
at

ed
 in

 th
e 

“R
isk

 A
tla

s”
 is

 c
al

cu
la

te
d 

us
in

g 
th

e 
CO

M
CO

T 
(C

or
ne

ll 

M
ul

ti-
gr

id
 C

ou
pl

ed
 T

su
na

m
i M

od
el

) a
nd

 v
al

id
at

ed
 b

y 
co

m
pa

rin
g 

th
e 

co
m

pu
te

d 
w

at
er

 s
ur

fa
ce

 le
ve

ls 

du
e 

to
 t

he
 I

nd
ia

n 
O

ce
an

 T
su

na
m

i 
in

 2
00

4.
 I

t 
ta

ke
s 

in
to

 c
on

sid
er

at
io

n 
Ts

un
am

i 
ge

ne
ra

te
d 

by
 a

n 

ea
rth

qu
ak

e i
n 

th
e S

un
da

 A
rc

 st
re

tc
hi

ng
 so

ut
h 

fro
m

 B
an

gl
ad

es
h,

 an
d 

th
e s

ei
sm

ic
 sc

en
ar

io
s o

f t
he

 A
ra

ka
n 

an
d 

A
nd

am
a-

N
or

th
er

n 
Su

m
at

ra
 w

as
 u

til
iz

ed
 f

or
 s

im
ul

at
io

n.
 T

he
 h

az
ar

d 
m

ap
 w

as
 s

et
 b

as
ed

 o
n 

th
e 

ca
lc

ul
at

ed
 ts

un
am

i i
nu

nd
at

io
n 

de
pt

h,
 w

ith
 b

el
ow

 0
.5

 a
s l

ow
, 0

.5
 -1

m
 a

s m
od

er
at

e,
 1

 -2
 m

 a
s h

ig
h 

an
d 

ab
ov

e 
2 

m
 a

s v
er

y 
hi

gh
. T

hi
s a

na
ly

sis
 re

su
lt 

w
as

 c
on

fir
m

ed
 si

nc
e 

th
e 

ha
za

rd
 a

na
ly

sis
 fo

r T
su

na
m

i i
s 

no
t i

nc
lu

de
d 

in
 o

th
er

 d
at

a 
so

ur
ce

s. 

 
So

ur
ce

: R
isk

 A
tla

s M
ul

ti-
H

az
ar

ds
 R

isk
 a

nd
 V

ul
ne

ra
bi

lit
y 

A
ss

es
sm

en
t, 

M
od

el
lin

g 
an

d 
M

ap
pi

ng
 V

ol
um

e 
I 

Fi
gu

re
 4

-1
4 

Ts
un

am
i H

az
ar

d 
M

ap
 F

or
m

ul
at

ed
 in

 th
e 

M
R

VA
M

 P
ro

je
ct

 
 

 

TH
E 

PR
O

JE
CT

 F
O

R 
CA

PA
CI

TY
 E

N
H

A
N

CE
M

EN
T 

O
N

 F
O

RM
U

LA
TI

O
N

 A
N

D
 

IM
PL

EM
EN

TA
TI

O
N

 O
F 

LO
CA

L 
D

IS
A

ST
ER

 R
IS

K
 R

ED
U

CT
IO

N
 P

LA
N

 

22
 

 4.
2.

2 
D

is
as

te
r D

am
ag

e 
an

d 
Lo

ss
 

Ba
se

d 
on

 th
e B

an
gl

ad
es

h 
D

isa
ste

r-r
el

at
ed

 S
ta

tis
tic

s, 
di

sa
ste

r d
am

ag
e a

nd
 lo

ss
 d

at
a o

f d
isa

ste
rs

 th
at

 th
e 

co
un

try
 h

ad
 su

ffe
re

d 
fro

m
 2

01
5 

to
 2

02
0 

w
er

e 
su

m
m

ar
iz

ed
. T

he
 a

va
ila

bl
e 

da
ta

 se
t i

n 
th

e 
di

vi
sio

n-
w

ise
 

sc
al

e 
is 

as
 b

el
ow

7 . 

1)
 

N
um

be
r o

f d
ea

th
s 

2)
 

D
am

ag
e 

an
d 

Lo
ss

 in
 T

ak
a 

3)
 

A
ffe

ct
ed

 h
ou

se
ho

ld
s 

4)
 

Cr
op

 L
os

s 

5)
 

Lo
ss

 o
f l

iv
es

to
ck

 

6)
 

Lo
ss

 o
f P

ou
ltr

y 

7)
 

Lo
ss

 o
f f

ish
er

ie
s 

8)
 

Lo
ss

 o
f d

eg
ra

da
tio

n 
of

 la
nd

 

9)
 

Lo
ss

 o
f d

w
el

lin
g 

ho
us

e 

10
) 

Lo
ss

 o
n 

ho
us

eh
ol

d-
ow

ne
d 

fo
re

st 

 A
m

on
g 

th
e 

da
ta

 s
et

 w
hi

ch
 is

 in
 li

ne
 w

ith
 th

e 
Se

nd
ai

 F
ra

m
ew

or
k 

fo
r D

isa
ste

r R
isk

 R
ed

uc
tio

n 
gl

ob
al

 

ta
rg

et
s8   w

as
 s

el
ec

te
d.

 I
n 

lin
e 

w
ith

 g
lo

ba
l t

ar
ge

t A
, d

at
a 

fo
r 

1)
 N

um
be

r 
of

 d
ea

th
s 

an
d 

3)
 A

ffe
ct

ed
 

ho
us

eh
ol

ds
 w

as
 c

he
ck

ed
 a

nd
 in

 li
ne

 w
ith

 g
lo

ba
l t

ar
ge

t C
, d

at
a 

fo
r 2

) D
am

ag
e 

an
d 

Lo
ss

 in
 T

ak
a 

w
as

 

co
nf

irm
ed

, i
n 

ad
di

tio
n,

 s
in

ce
 i

n 
m

os
t 

of
 t

he
 a

re
as

 i
n 

Ba
ng

la
de

sh
 a

gr
ic

ul
tu

re
 i

s 
th

e 
m

ai
n 

in
co

m
e 

re
so

ur
ce

, t
he

 d
at

a 
on

 4
) C

ro
p 

lo
ss

 w
as

 a
lso

 c
on

fir
m

ed
. T

he
 d

at
a 

w
as

 v
isu

al
iz

ed
 p

er
 e

ac
h 

di
vi

sio
n 

by
 a

 

pi
e c

ha
rt 

w
hi

ch
 is

 sh
ow

n 
fro

m
 F

ig
ur

e 4
-1

5 
to

 F
ig

ur
e 4

-1
6.

 T
he

 tr
en

d 
in

 th
e D

iv
isi

on
s a

nd
 D

ist
ric

ts 
w

as
 

su
m

m
ar

iz
ed

 in
 th

e 
se

ct
io

n 
“A

N
N

EX
: D

iv
isi

on
 W

ise
 S

um
m

ar
y”

. 

O
n 

th
e n

at
io

na
l l

ev
el

, F
lo

od
 an

d 
Cy

cl
on

e a
re

 th
e t

w
o 

m
aj

or
 ca

us
es

 o
f d

am
ag

e i
n 

th
e c

ou
nt

ry
, f

ol
lo

w
ed

 

by
 S

to
rm

 S
ur

ge
, H

ai
lst

or
m

, T
hu

nd
er

 / 
Li

gh
tn

in
g,

 a
nd

 D
ro

ug
ht

. I
n 

th
e 

ha
za

rd
 a

na
ly

sis
 re

su
lt,

 a
lth

ou
gh

 

th
e 

ef
fe

ct
 a

nd
 d

am
ag

e 
ca

us
ed

 b
y 

H
ai

lst
or

m
 a

nd
 T

hu
nd

er
 / 

Li
gh

tn
in

g 
is 

no
t w

el
l d

es
cr

ib
ed

, i
t s

ho
ul

d 

be
 ta

ke
n 

in
to

 c
on

sid
er

at
io

n 
in

 d
iv

isi
on

s w
ith

 h
ig

h 
nu

m
be

r o
f d

am
ag

es
.  

Fo
r t

he
 d

ist
rib

ut
io

n 
of

 th
e 

da
m

ag
e 

in
 d

iv
isi

on
s, 

in
 th

e 
co

as
ta

l a
re

a,
 w

hi
ch

 is
 B

ar
isa

l o
r K

hu
ln

a,
 th

e 

m
os

t m
aj

or
 c

au
se

 o
f d

am
ag

e 
is 

Cy
cl

on
e.

 T
he

 C
ha

tto
gr

am
 D

iv
isi

on
 w

as
 a

ffe
ct

ed
 b

y 
bo

th
 C

yc
lo

ne
 a

nd
 

Fl
oo

d,
 an

d 
ot

he
r d

iv
isi

on
s o

f D
ha

ka
, M

ym
en

sin
gh

, R
aj

sh
ah

i, 
Ra

ng
pu

r a
nd

 S
yl

he
t s

uf
fe

re
d 

fro
m

 F
lo

od
, 

w
hi

ch
 n

ee
d 

to
 b

e a
dd

re
ss

ed
 w

ith
 fo

cu
s. 

Re
ga

rd
in

g 
th

e h
az

ar
ds

 o
f E

ar
th

qu
ak

e a
nd

 T
su

na
m

i, 
sin

ce
 th

ei
r 

re
tu

rn
 p

er
io

ds
 a

re
 lo

ng
, i

t s
ee

m
s t

o 
ca

us
e 

le
ss

 d
am

ag
e.

 H
ow

ev
er

, i
t s

ho
ul

d 
be

 n
ot

ed
 th

at
 th

es
e 

ty
pe

s o
f 

ha
za

rd
s h

av
e 

a 
ch

ar
ac

te
ris

tic
 th

at
 o

nc
e 

it 
oc

cu
rs

 th
e 

da
m

ag
e 

is 
in

te
ns

e.
 

 
7  d

at
a 

on
 “

di
sa

ste
r a

ffe
ct

ed
 h

ou
se

ho
ld

” 
is 

al
so

 a
va

ila
bl

e 
in

 th
e 

D
ist

ric
t l

ev
el

. 
8  I

n 
th

e 
Se

nd
ai

 F
ra

m
ew

or
k 

fo
r D

isa
ste

r R
isk

 R
ed

uc
tio

n 
7 

gl
ob

al
 ta

rg
et

s w
as

 a
gr

ee
d 

w
ith

 th
e 

pa
rti

ci
pa

nt
 c

ou
nt

rie
s t

o 
su

pp
or

t t
he

 a
ss

es
sm

en
t o

f g
lo

ba
l p

ro
gr

es
s i

n 
ac

hi
ev

in
g 

th
e 

ou
tc

om
e 

an
d 

go
al

 o
f t

he
 F

ra
m

ew
or

k 
an

d 
th

es
e 

gl
ob

al
 

ta
rg

et
s w

ill
 b

e 
m

ea
su

re
d 

at
 th

e 
gl

ob
al

 le
ve

l. 

A2-19



TH
E 

PR
O

JE
CT

 F
O

R 
CA

PA
CI

TY
 E

N
H

A
N

CE
M

EN
T 

O
N

 F
O

RM
U

LA
TI

O
N

 A
N

D
 

IM
PL

EM
EN

TA
TI

O
N

 O
F 

LO
CA

L 
D

IS
A

ST
ER

 R
IS

K
 R

ED
U

CT
IO

N
 P

LA
N

23

So
ur

ce
: B

an
gl

ad
es

h 
D

isa
ste

r-r
el

at
ed

 S
ta

tis
tic

s 2
02

1
Fi

gu
re

 4
-1

5
D

is
as

te
r D

am
ag

e 
an

d 
Lo

ss
 D

at
a 

pe
r D

iv
is

io
n 

(1
/2

)

D
iv

isi
on

: B
ar

isa
l

N
um

be
r o

f D
ea

th
s

A
ffe

ct
ed

 H
ou

se
ho

ld
s

D
am

ag
e 

an
d 

Lo
ss

Cr
op

 L
os

s
D

iv
isi

on
: C

ha
tta

gr
am

N
um

be
r o

f D
ea

th
s

A
ffe

ct
ed

 H
ou

se
ho

ld
s

D
am

ag
e 

an
d 

Lo
ss

Cr
op

 L
os

s
D

iv
isi

on
: D

ha
ka

N
um

be
r o

f D
ea

th
s

A
ffe

ct
ed

 H
ou

se
ho

ld
s

D
am

ag
e 

an
d 

Lo
ss

Cr
op

 L
os

s
D

iv
isi

on
: K

hu
ln

a

N
um

be
r o

f D
ea

th
s

A
ffe

ct
ed

 H
ou

se
ho

ld
s

D
am

ag
e 

an
d 

Lo
ss

Cr
op

 L
os

s
Le

ge
nd

St
or

m
 / 

Ti
da

l S
ur

ge
D

ro
ug

ht
Th

un
de

rs
to

rm
 / 

Li
gh

tin
g

Fl
oo

d
Ri

ve
r /

 C
oa

sta
l E

ro
sio

n
W

at
er

 L
og

gi
ng

La
nd

sli
de

Cy
cl

on
e

Sa
lin

ity
To

rn
ad

o
H

ai
lst

or
m

TH
E 

PR
O

JE
CT

 F
O

R 
CA

PA
CI

TY
 E

N
H

A
N

CE
M

EN
T 

O
N

 F
O

RM
U

LA
TI

O
N

 A
N

D
 

IM
PL

EM
EN

TA
TI

O
N

 O
F 

LO
CA

L 
D

IS
A

ST
ER

 R
IS

K
 R

ED
U

CT
IO

N
 P

LA
N

24

So
ur

ce
: B

an
gl

ad
es

h 
D

isa
ste

r-r
el

at
ed

 S
ta

tis
tic

s 2
02

1
Fi

gu
re

 4
-1

6
D

is
as

te
r D

am
ag

e 
an

d 
Lo

ss
 D

at
a 

pe
r D

iv
is

io
n 

(2
/2

)

D
iv

isi
on

: M
ym

en
sin

gh

N
um

be
r o

f D
ea

th
s

A
ffe

ct
ed

 H
ou

se
ho

ld
s

D
am

ag
e 

an
d 

Lo
ss

Cr
op

 L
os

s
D

iv
isi

on
: R

aj
sh

ah
i

N
um

be
r o

f D
ea

th
s

A
ffe

ct
ed

 H
ou

se
ho

ld
s

D
am

ag
e 

an
d 

Lo
ss

Cr
op

 L
os

s
D

iv
isi

on
: R

an
gp

ur

N
um

be
r o

f D
ea

th
s

A
ffe

ct
ed

 H
ou

se
ho

ld
s

D
am

ag
e 

an
d 

Lo
ss

Cr
op

 L
os

s
D

iv
isi

on
: S

yl
he

t

N
um

be
r o

f D
ea

th
s

A
ffe

ct
ed

 H
ou

se
ho

ld
s

D
am

ag
e 

an
d 

Lo
ss

Cr
op

 L
os

s
Le

ge
nd

St
or

m
 / 

Ti
da

l S
ur

ge
D

ro
ug

ht
Th

un
de

rs
to

rm
 / 

Li
gh

tin
g

Fl
oo

d
Ri

ve
r /

 C
oa

sta
l E

ro
sio

n
W

at
er

 L
og

gi
ng

La
nd

sli
de

Cy
cl

on
e

Sa
lin

ity
To

rn
ad

o
H

ai
lst

or
m

A2-20



TH
E 

PR
O

JE
CT

 F
O

R 
CA

PA
CI

TY
 E

N
H

A
N

CE
M

EN
T 

O
N

 F
O

RM
U

LA
TI

O
N

 A
N

D
 

IM
PL

EM
EN

TA
TI

O
N

 O
F 

LO
CA

L 
D

IS
A

ST
ER

 R
IS

K
 R

ED
U

CT
IO

N
 P

LA
N

 

25
 

  4.
2.

3 
Ex

pe
rie

nc
e 

of
 D

is
as

te
r 

Si
nc

e i
t i

s d
iff

ic
ul

t t
o 

cl
ea

rly
 u

nd
er

sta
nd

 U
pa

zi
la

-w
ise

 h
az

ar
d 

ris
ks

 an
d 

di
sa

ste
r e

xp
er

ie
nc

es
 d

ue
 to

 th
e 

lim
ita

tio
n 

of
 su

ch
 in

fo
rm

at
io

n 
on

lin
e,

 a 
qu

es
tio

nn
ai

re
 su

rv
ey

 to
 al

l D
RR

O
s n

at
io

nw
id

e w
as

 co
nd

uc
te

d.
 

In
 th

e 
su

rv
ey

, t
he

 e
xi

ste
nc

e 
an

d 
th

e 
fre

qu
en

cy
 o

f t
he

 d
isa

ste
r, 

w
hi

ch
 a

re
 fl

oo
d,

 fl
as

h 
flo

od
, r

iv
er

ba
nk

 

er
os

io
n,

 s
to

rm
 s

ur
ge

, l
an

ds
lid

e,
 d

ro
ug

ht
, e

ar
th

qu
ak

e,
 ts

un
am

i, 
sa

lin
ity

, l
ig

ht
ni

ng
, a

nd
 a

rs
en

ic
, e

ac
h 

U
pa

zi
la

 u
nd

er
 th

ei
r j

ur
isd

ic
tio

n 
w

as
 a

sk
ed

. T
he

 fo
llo

w
in

g 
m

ap
s s

ho
w

 th
e 

su
rv

ey
 re

su
lts

. 

Si
nc

e 
th

er
e 

sh
al

l b
e 

so
m

e 
ha

za
rd

s 
w

hi
ch

 a
re

 n
ot

 a
ck

no
w

le
dg

ed
 o

r 
ap

pr
op

ria
te

ly
 e

sti
m

at
ed

 b
y 

th
e 

D
RR

O
s, 

th
e 

re
su

lt 
ca

nn
ot

 b
e 

us
ed

 to
 e

va
lu

at
e 

th
e 

ha
za

rd
 si

tu
at

io
n 

in
 th

e 
U

pa
zi

la
 le

ve
l. 

Fo
r i

ns
ta

nc
e, 

th
e 

ef
fe

ct
 o

f f
lo

od
, r

iv
er

ba
nk

 e
ro

sio
n 

an
d 

fla
sh

 fl
oo

d 
in

 th
e 

no
rth

 re
gi

on
 o

f t
he

 R
an

gp
ur

 d
iv

isi
on

, s
uc

h 

as
 th

e 
Te

sta
 R

iv
er

 fl
ow

in
g 

th
ro

ug
h 

th
e 

di
vi

sio
n,

 is
 u

nd
er

es
tim

at
ed

 b
y 

D
RR

O
s. 

In
 th

e 
co

as
ta

l a
re

a 
of

 

Ch
at

to
gr

am
 d

iv
isi

on
, s

to
rm

 s
ur

ge
 is

 n
ot

 m
en

tio
ne

d 
in

 th
e 

qu
es

tio
nn

ai
re

 s
o 

it 
sh

al
l b

e 
no

te
d 

th
at

 th
e 

D
RR

O
 is

 u
nd

er
es

tim
at

in
g 

th
e 

ex
ist

in
g 

ris
k.

 A
lth

ou
gh

 th
e e

ar
th

qu
ak

e r
isk

 is
 h

ig
h 

in
 th

e n
or

th
-e

as
t a

re
a 

of
 th

e 
na

tio
n,

 th
e 

re
su

lt 
of

 th
e 

qu
es

tio
nn

ai
re

 d
oe

s 
no

t r
ef

le
ct

 th
is 

de
m

og
ra

ph
ic

 d
ist

rib
ut

io
n 

in
 s

om
e 

di
str

ic
ts 

of
 th

e R
an

gp
ur

 D
iv

isi
on

, M
ym

en
sin

gh
 D

iv
isi

on
 an

d 
Sy

lh
et

 D
iv

isi
on

. H
ow

ev
er

, a
ns

w
er

s f
ro

m
 

D
RR

O
 b

ro
ug

ht
 n

ew
 in

sig
ht

s 
to

 u
nd

er
sta

nd
 th

e 
vu

ln
er

ab
ili

ty
 o

f 
ea

ch
 a

re
a.

 F
or

 in
sta

nc
e,

 r
eg

ar
di

ng
 

lig
ht

ni
ng

, a
lth

ou
gh

 it
 is

 n
ot

 e
va

lu
at

ed
 in

 th
e 

D
RI

P,
 it

 w
as

 m
en

tio
ne

d 
th

at
 it

 is
 a

 m
aj

or
 h

az
ar

d 
fo

r s
om

e 

of
 th

e 
U

pa
zi

la
s 

in
 R

an
gp

ur
 D

iv
isi

on
, S

yl
he

t D
iv

isi
on

, B
ar

isa
l D

iv
isi

on
 a

nd
 in

 s
om

e 
of

 th
e 

ar
ea

s 
of

 

Ch
at

to
gr

am
.  

Sa
lin

ity
 an

d 
ar

se
ni

c 
ar

e a
 lo

ca
liz

ed
 h

az
ar

d 
it 

sh
al

l b
e 

no
te

d 
in

 U
pa

zi
la

s w
he

re
 th

e h
az

ar
d 

is 
m

en
tio

ne
d 

an
d 

at
 th

e 
sa

m
e 

tim
e 

sh
al

l b
e 

co
ns

id
er

ed
 if

 th
er

e 
is 

no
t s

im
ila

r h
az

ar
d 

ex
ist

in
g 

in
 th

e 

ne
ig

hb
ou

rin
g 

U
pa

zi
la

s. 

 
 

TH
E 

PR
O

JE
CT

 F
O

R 
CA

PA
CI

TY
 E

N
H

A
N

CE
M

EN
T 

O
N

 F
O

RM
U

LA
TI

O
N

 A
N

D
 

IM
PL

EM
EN

TA
TI

O
N

 O
F 

LO
CA

L 
D

IS
A

ST
ER

 R
IS

K
 R

ED
U

CT
IO

N
 P

LA
N

 

26
 

 

 
 

 
Fl

oo
d 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

  R
iv

er
ba

nk
 E

ro
sio

n 
   

   
   

   
   

   
   

   
  F

la
sh

 F
lo

od
 

 
 

  
St

or
m

 S
ur

ge
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

  E
ar

th
qu

ak
e 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

Ts
un

am
i 

 
 

 
Li

gh
tn

in
g 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
D

ro
ug

ht
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

Sa
lin

ity
 

 
A

rs
en

ic
 

So
ur

ce
: Q

ue
sti

on
na

ire
 to

 D
RR

O
s 

Fi
gu

re
 4

-1
7 

Ex
pe

rie
nc

e 
of

 D
is

as
te

r i
n 

U
pa

zi
la

 
 

A2-21



TH
E 

PR
O

JE
CT

 F
O

R 
CA

PA
CI

TY
 E

N
H

A
N

CE
M

EN
T 

O
N

 F
O

RM
U

LA
TI

O
N

 A
N

D
 

IM
PL

EM
EN

TA
TI

O
N

 O
F 

LO
CA

L 
D

IS
A

ST
ER

 R
IS

K
 R

ED
U

CT
IO

N
 P

LA
N

 

27
 

 4.
3 

G
ov

er
na

nc
e 

an
d 

ad
m

in
is

tr
at

iv
e 

ca
pa

ci
ty

 
G

ov
er

na
nc

e a
nd

 ad
m

in
ist

ra
tio

n 
ca

pa
ci

ty
 is

 a
 v

ita
l f

ac
to

r t
o 

pl
an

 a
nd

 im
pl

em
en

t d
isa

ste
r r

isk
 re

du
ct

io
n 

po
lic

ie
s 

an
d 

pr
oj

ec
ts.

 T
hi

s 
su

rv
ey

 u
til

iz
ed

 2
 m

et
ho

ds
 to

 r
ev

ea
l t

he
 g

ov
er

na
nc

e 
an

d 
ad

m
in

ist
ra

tiv
e 

ca
pa

ci
ty

 o
f e

ac
h 

di
str

ic
t a

nd
 U

pa
zi

la
, w

hi
ch

 a
re

 d
es

k-
to

p 
su

rv
ey

 a
nd

 q
ue

sti
on

na
ire

 su
rv

ey
. 

Th
e 

in
fo

rm
at

io
n 

ite
m

s a
nd

 so
ur

ce
s a

re
 sh

ow
n 

be
lo

w.
 

Ta
bl

e 
4-

7 
In

fo
rm

at
io

n 
ite

m
s 

on
 g

ov
er

na
nc

e 
an

d 
ad

m
in

is
tra

tiv
e 

ca
pa

ci
ty

 
Ca

te
go

ry
 

 
Su

b-
ca

te
go

ry
 

In
fo

rm
at

io
n 

So
ur

ce
 

G
ov

er
na

nc
e 

an
d 

A
dm

in
ist

ra
tiv

e 
Ca

pa
ci

ty
 

20
 

O
ve

ra
ll 

ad
m

in
ist

ra
tiv

e 
ca

pa
ci

ty
 

- 
In

sti
tu

tio
na

l c
ap

ac
ity

 
- 

Fi
na

nc
ia

l m
an

ag
em

en
t c

ap
ac

ity
 

- 
Pl

an
ni

ng
 a

nd
 b

ud
ge

tin
g 

ca
pa

ci
ty

 
- 

Tr
an

sp
ar

en
cy

 a
nd

 
ac

co
un

ta
bi

lit
y 

5th
 P

er
fo

rm
an

ce
 A

ss
es

sm
en

t: 
20

20
-2

02
1,

 
U

G
D

P 

21
 

Bu
dg

et
 p

re
pa

ra
tio

n 
an

d 
ex

pe
ns

e 
22

 
Pl

an
ni

ng
 a

nd
 b

ud
ge

tin
g 

ca
pa

ci
ty

 

23
 

Th
e 

nu
m

be
r o

f m
em

be
rs

 o
f 

U
zD

M
C 

an
d 

D
D

M
C

 

Q
ue

sti
on

na
ire

 to
 D

RR
O

s 

24
 

Fr
eq

ue
nc

y 
of

 th
e 

D
D

M
C 

m
ee

tin
gs

 
25

 
D

ev
el

op
m

en
t o

f D
D

M
Ps

/U
zD

M
Ps

 

26
 

Co
or

di
na

tio
n 

w
ith

 o
th

er
 

de
pa

rtm
en

ts/
or

ga
ni

za
tio

ns
 

27
 

Le
ve

l o
f u

nd
er

sta
nd

in
g 

of
 D

RR
M

 
am

on
g 

th
e 

D
D

M
Cs

 
28

 
Ch

al
le

ng
es

 o
f t

he
 D

D
M

Cs
 

 Fo
r 

th
e 

in
fo

rm
at

io
n 

ite
m

s 
of

 2
4 

to
 3

2,
 th

e 
re

su
lt 

of
 th

e 
Pe

rfo
rm

an
ce

 A
ss

es
sm

en
t p

ro
du

ce
d 

by
 th

e 

U
pa

zi
la

 G
ov

er
na

nc
e 

an
d 

D
ev

el
op

m
en

t P
ro

je
ct

 (U
G

D
P)

9  w
as

 u
til

iz
ed

, w
hi

le
 th

e 
qu

es
tio

nn
ai

re
 su

rv
ey

 

ta
rg

et
in

g 
al

l t
he

 D
RR

O
s 

in
 th

e 
co

un
try

 w
as

 im
pl

em
en

te
d 

as
 th

e 
su

pp
le

m
en

ta
ry

 in
fo

rm
at

io
n 

th
at

 a
re

 

in
ac

ce
ss

ib
le

 b
y 

de
sk

-to
p 

su
rv

ey
.  

 4.
3.

1 
D

es
k-

to
p 

Su
rv

ey
 

(1
) I

nf
or

m
at

io
n 

so
ur

ce
 

In
 o

rd
er

 to
 c

la
rif

y 
th

e 
ba

sic
 ad

m
in

ist
ra

tio
n 

ca
pa

ci
ty

 o
f U

pa
zi

la
s i

n 
th

e 
co

un
try

 n
at

io
nw

id
e,

 th
is 

su
rv

ey
 

ut
ili

ze
s 

th
e 

“R
es

ul
t 

of
 t

he
 5

th
 P

er
fo

rm
an

ce
 A

ss
es

sm
en

t: 
20

20
-2

02
1”

 t
ar

ge
tin

g 
49

2 
U

pa
zi

la
s. 

Th
is 

as
se

ss
m

en
t d

id
 sc

re
en

 al
l U

pa
zi

la
s i

n 
th

e c
ou

nt
ry

, a
nd

 th
en

 m
ea

su
re

d 
th

ei
r a

dm
in

ist
ra

tiv
e p

er
fo

rm
an

ce
s 

by
 th

e 
fo

llo
w

in
g 

in
di

ca
to

rs
 w

hi
ch

 a
re

 r
ef

er
re

d 
to

 a
s 

im
po

rta
nt

 a
sp

ec
ts 

of
 U

pa
zi

la
 g

ov
er

na
nc

e10
. I

n 

 
9  T

he
 U

pa
zi

la
 G

ov
er

na
nc

e 
an

d 
D

ev
el

op
m

en
t P

ro
je

ct
 (U

G
D

P)
 is

 a
 P

ro
je

ct
 th

at
 h

as
 b

ee
n 

im
pl

em
en

te
d 

sin
ce

 D
ec

em
be

r 
20

15
, w

ith
 a

 lo
an

 su
pp

or
te

d 
fro

m
 th

e 
G

ov
er

nm
en

t o
f J

ap
an

 th
ro

ug
h 

JI
CA

 to
 st

re
ng

th
en

 U
pa

zi
la

 P
ar

ish
ad

 (U
ZP

) 
w

hi
ch

 is
 e

xp
ec

te
d 

to
 p

la
y 

a 
ke

y 
ro

le
 fo

r r
ur

al
 d

ev
el

op
m

en
t w

ith
 g

oo
d 

Lo
ca

l G
ov

er
na

nc
e.

 T
he

 o
bj

ec
tiv

e 
of

 U
G

D
P 

is 
to

 
en

ha
nc

e 
th

e 
se

rv
ic

es
 to

 c
iti

ze
ns

 b
y 

pr
ov

id
in

g 
tra

in
in

g 
pr

og
ra

m
s a

nd
 fu

nd
 tr

an
sf

er
 fo

r d
ev

el
op

m
en

t a
ct

iv
iti

es
 to

 U
ZP

, 
th

er
eb

y 
co

nt
rib

ut
in

g 
to

 re
in

fo
rc

in
g 

Lo
ca

l G
ov

er
nm

en
t s

tru
ct

ur
e 

of
 B

an
gl

ad
es

h.
 

10
 In

 th
e 

Pr
oj

ec
t, 

th
e 

fu
nd

 w
ill

 b
e 

al
lo

ca
te

d 
to

 th
e 

ta
rg

et
 U

pa
zi

la
s t

ha
t a

re
 se

le
ct

ed
 fr

om
 a

ll 
49

2 
U

pa
zi

la
s t

hr
ou

gh
 tw

o 
ste

ps
: 1

) q
ua

lif
ic

at
io

n 
by

 p
re

co
nd

iti
on

s, 
an

d 
2)

 p
er

fo
rm

an
ce

 a
ss

es
sm

en
t 

TH
E 

PR
O

JE
CT

 F
O

R 
CA

PA
CI

TY
 E

N
H

A
N

CE
M

EN
T 

O
N

 F
O

RM
U

LA
TI

O
N

 A
N

D
 

IM
PL

EM
EN

TA
TI

O
N

 O
F 

LO
CA

L 
D

IS
A

ST
ER

 R
IS

K
 R

ED
U

CT
IO

N
 P

LA
N

28

ac
co

rd
an

ce
 w

ith
 th

e 
in

di
ca

to
rs

, e
ac

h 
U

pa
zi

la
w

as
as

se
ss

ed
 o

n 
a 

ra
tin

g 
of

 1
00

 p
oi

nt
s.

Ta
bl

e 
4-

8
Pe

rfo
rm

an
ce

 in
di

ca
to

rs
11

1.
 In

st
itu

tio
na

l C
ap

ac
ity

1.
1.

 U
pa

zi
la

Co
m

m
itt

ee
 (U

C)
 m

ee
tin

gs
 a

re
 p

ro
pe

rly
 h

el
d 

an
d 

re
co

rd
ed

1.
2.

 N
BD

 O
ffi

ce
rs

 a
tte

nd
 re

sp
ec

tiv
e 

U
C 

m
ee

tin
g

1.
3.

 P
ro

je
ct

 S
el

ec
tio

n 
Co

m
m

itt
ee

 (P
SC

) i
s e

st
ab

lis
he

d 
an

d 
fu

nc
tio

ni
ng

1.
4.

 D
ev

el
op

m
en

t p
ro

po
sa

ls 
ar

e 
su

bm
itt

ed
 fr

om
 U

ni
on

 P
ar

ish
ad

, U
D

CC
, U

Cs
 a

nd
 N

BD
s

2.
 F

in
an

ci
al

 M
an

ag
em

en
t C

ap
ac

ity
2.

1.
 A

nn
ua

l B
ud

ge
t i

s p
re

pa
re

d 
an

d 
ap

pr
ov

ed
 a

s s
ta

te
d 

in
 U

ZP
 A

ct
.

2.
2.

 A
ss

et
 re

gi
ste

r i
s p

ro
pe

rly
 m

ai
nt

ai
ne

d 
an

d 
up

da
te

d
2.

3.
 A

nn
ua

l F
in

an
ci

al
 S

ta
te

m
en

t i
s p

re
pa

re
d

2.
4.

 G
ap

 b
et

w
ee

n 
th

e 
in

iti
al

 b
ud

ge
t a

nd
 th

e 
ac

tu
al

 e
xp

en
di

tu
re

 is
 m

in
im

iz
ed

3.
 P

la
nn

in
g 

an
d 

Bu
dg

et
in

g 
C

ap
ac

ity
3.

1.
 F

iv
e-

Y
ea

r D
ev

el
op

m
en

t P
la

n 
w

ith
 p

rio
rit

y 
pr

oj
ec

t l
ist

 is
 p

re
pa

re
d

3.
2.

 D
ev

el
op

m
en

t f
un

d 
us

ed
 a

s p
er

 U
ZP

 D
ev

el
op

m
en

t F
un

d 
U

sin
g 

G
ui

de
lin

es
 2

01
4

3.
3.

 D
ev

el
op

m
en

t P
ro

je
ct

 si
te

s a
re

 in
sp

ec
te

d 
by

 U
pa

zi
la

O
ffi

ce
rs

3.
4.

 U
pa

zi
la

Pr
oj

ec
t P

ro
po

sa
l (

U
PP

) i
s p

re
pa

re
d 

an
d 

di
sc

us
se

d 
at

 U
Cs

 o
r U

ZP
 m

ee
tin

g
4.

 T
ra

ns
pa

re
nc

y 
an

d 
A

cc
ou

nt
ab

ili
ty

4.
1.

 U
D

CC
s a

re
 h

el
d 

in
 e

ac
h 

U
ni

on
 P

ar
ish

ad
4.

2.
 A

nn
ua

l B
ud

ge
t a

nd
 A

nn
ua

l D
ev

el
op

m
en

t P
la

n 
ar

e 
di

sp
la

ye
d 

fo
r p

ub
lic

 sc
ru

tin
y

4.
3.

 In
fo

rm
at

io
n 

Fo
ca

l P
oi

nt
 is

 a
ss

ig
ne

d,
 a

nd
 su

ch
 a

ss
ig

nm
en

t i
s m

ad
e 

pu
bl

ic
4.

4.
 C

iti
ze

n 
ch

ar
te

r i
s p

re
pa

re
d

So
ur

ce
: R

es
ul

t o
f t

he
 5

th
Pe

rfo
rm

an
ce

 A
ss

es
sm

en
t: 

20
20

-2
02

1 
(2

02
1)

2)
 O

ve
ra

ll 
re

su
lts

 o
f t

he
 a

ss
es

sm
en

t

Si
nc

e 
th

e 
as

se
ss

m
en

t s
ta

rte
d,

 th
e 

nu
m

be
r o

f U
pa

zi
la

s 
w

hi
ch

 th
e 

sc
re

en
in

g 

te
st 

pa
ss

ed
 h

as
 b

ee
n 

in
cr

ea
sin

g 
na

tio
n-

w
id

e,
 w

hi
ch

 in
di

ca
te

s t
he

 in
cr

ea
se

 o
f 

th
e 

U
pa

zi
la

s 
th

at
 h

as
 r

eq
ui

re
d 

ba
sic

 g
ov

er
nm

en
t 

fu
nc

tio
ns

, 
su

ch
 a

s 

es
ta

bl
ish

in
g 

U
pa

zi
la

Co
m

m
itt

ee
s, 

ho
ld

in
g 

U
ZP

 m
ee

tin
gs

, 
pr

ep
ar

in
g 

an
 

an
nu

al
 b

ud
ge

t, 
an

d 
fo

rm
ul

at
in

g 
de

ve
lo

pm
en

t p
la

ns
. 

Lo
ok

in
g 

at
 th

e O
ve

ra
ll 

re
su

lts
, w

hi
le

 th
e a

ve
ra

ge
 o

f t
he

 d
ist

ric
t l

ev
el

 is
 7

0.
9,

 

th
er

e 
ar

e 
so

m
e 

U
pa

zi
la

s w
hi

ch
 sc

or
e 

ex
ce

ed
ed

 9
0.

 A
lso

, t
he

 a
ve

ra
ge

 sc
or

es
 

on
th

e 
co

un
try

 le
ve

l h
as

 b
ee

n 
in

cr
ea

sin
g 

ye
ar

ly
.

D
iv

isi
on

al
ly

, R
aj

sh
ah

i a
nd

 K
hu

ln
a D

iv
isi

on
 g

ot
 re

la
tiv

el
y 

hi
gh

 to
ta

l a
ve

ra
ge

 sc
or

es
at

 8
1.

39
 an

d 
74

.9
7 

po
in

ts 
re

sp
ec

tiv
el

y,
 f

ol
lo

w
ed

 b
y 

Ra
jsh

ah
i D

iv
isi

on
. I

n 
co

nt
ra

st,
 th

e 
av

er
ag

e 
sc

or
es

 f
or

 S
yl

he
t w

as
 

re
la

tiv
el

y 
lo

w
 a

t 6
3.

50
.

In
 th

e 
di

str
ic

t l
ev

el
, J

oy
pu

rh
at

 in
 R

aj
sh

ah
i h

as
 th

e 
hi

gh
es

t s
co

re
 in

 a
ll 

th
e 

di
str

ic
ts 

in
 th

e 
su

rv
ey

 a
t 8

7 

po
in

ts,
 fo

llo
w

ed
 b

y 
Ch

ap
ai

 N
aw

ab
ga

nj
 a

t 8
5.

8 
pi

nt
s 

an
d 

N
at

or
e 

at
 8

4.
30

 b
ot

h 
in

 R
aj

sh
ah

i D
iv

isi
on

. 

Th
e 

fo
llo

w
in

g 
ta

bl
e 

is 
th

e 
re

su
lt 

of
 th

e 
su

rv
ey

.W
hi

le
 th

is 
ta

bl
e 

ill
us

tra
te

s t
ha

t t
he

 d
ist

ric
ts 

in
 R

jsh
ah

i 

D
iv

isi
on

 g
ot

 r
el

at
iv

el
y 

hi
gh

 s
co

re
s, 

ge
og

ra
ph

ic
al

 d
ist

rib
ut

io
n 

of
 t

he
 h

ig
he

r 
an

d 
lo

w
er

 p
er

fo
rm

in
g 

di
str

ic
ts 

in
di

ca
te

s 
no

 n
ot

ab
le

 p
at

te
rn

s. 
Th

e 
pi

lo
t d

ist
ric

ts 
of

 th
e 

Pr
oj

ec
t h

av
e

re
la

tiv
el

y 
lo

w
 a

ve
ra

ge
 

sc
or

es
.

(h
ttp

s:/
/u

gd
p-

lg
d.

or
g/

pa
ge

s.p
hp

?i
d=

45
)

11
ht

tp
s:/

/u
gd

p-
lg

d.
or

g/
ad

m
in

/u
pl

oa
d/

do
w

nl
oa

d/
5b

c9
52

ef
b0

.p
df

A2-22



TH
E 

PR
O

JE
CT

 F
O

R 
CA

PA
CI

TY
 E

N
H

A
N

CE
M

EN
T 

O
N

 F
O

RM
U

LA
TI

O
N

 A
N

D
 

IM
PL

EM
EN

TA
TI

O
N

 O
F 

LO
CA

L 
D

IS
A

ST
ER

 R
IS

K
 R

ED
U

CT
IO

N
 P

LA
N

 

29
 

 

Ta
bl

e 
4-

9 
Av

er
ag

e 
Sc

or
e 

by
 D

is
tri

ct
 

D
iv

isi
on

 
D

ist
ric

t 
A

ve
ra

ge
 

D
iv

isi
on

 
D

ist
ric

t 
A

ve
ra

ge
 

Ra
jsh

ah
i 

Jo
yp

ur
ha

t 
87

.0
0 

Ra
ng

pu
r 

Th
ak

ur
ga

on
 

73
.4

0 
Ra

jsh
ah

i 
Ch

ap
ai

 n
aw

ab
ga

nj
 

85
.8

0 
D

ha
ka

 
Ta

ng
ai

l 
73

.3
0 

Ra
jsh

ah
i 

N
at

or
e 

84
.3

0 
D

ha
ka

 
Ra

jb
ar

i 
73

.0
0 

Ra
jsh

ah
i 

N
ao

ga
on

 
83

.4
0 

Ra
ng

pu
r 

La
lm

on
irh

at
 

72
.6

0 
Ch

itt
ag

on
 

N
oa

kh
al

i 
81

.6
0 

Ra
ng

pu
r 

D
in

aj
pu

r 
72

.4
0 

Ba
ris

al
 

Jh
al

ok
at

i 
81

.5
0 

K
hu

ln
a 

Sa
tk

hi
ra

 
72

.3
0 

Ch
itt

ag
on

 
Ch

an
dp

ur
 

81
.1

0 
Ch

itt
ag

on
 

Ra
ng

am
at

i 
72

.2
0 

K
hu

ln
a 

M
eh

er
pu

r 
80

.7
0 

Ch
itt

ag
on

 
Fe

ni
 

71
.5

0 
Ra

ng
pu

r 
Pa

nc
ha

ga
rh

 
79

.8
0 

Ch
itt

ag
on

 
Br

ah
m

an
ba

ria
 

70
.6

0 
K

hu
ln

a 
N

ar
ai

l 
79

.7
0 

K
hu

ln
a 

Ch
ua

da
ng

a 
70

.3
0 

Ra
jsh

ah
i 

Ra
jsh

ah
i 

79
.7

0 
Ch

itt
ag

on
 

Co
x's

 B
az

ar
 

70
.0

0 
Ra

ng
pu

r 
N

ilp
ha

m
ar

i 
79

.3
0 

K
hu

ln
a 

Ba
ge

rh
at

 
69

.6
0 

D
ha

ka
 

Sh
ar

ia
tp

ur
 

78
.7

0 
Ba

ris
al

 
Ba

rg
un

a 
68

.5
0 

Ra
jsh

ah
i 

Pa
bn

a 
78

.4
0 

D
ha

ka
 

K
ish

or
eg

an
j 

68
.0

0 
D

ha
ka

 
D

ha
ka

 
77

.4
0 

Ba
ris

al
 

Ba
ris

al
 

67
.9

0 
Ra

jsh
ah

i 
Si

ra
jg

an
j 

77
.2

0 
D

ha
ka

 
G

op
al

ga
nj

 
67

.2
0 

K
hu

ln
a 

M
ag

ur
a 

76
.8

0 
Ra

ng
pu

r 
K

ur
ig

ra
m

 
66

.6
0 

D
ha

ka
 

M
an

ik
ga

nj
 

76
.6

0 
Ba

ris
al

 
Pa

tu
ak

ha
li 

66
.4

0 
Ra

ng
pu

r 
Ra

ng
pu

r 
76

.4
0 

Sy
lh

et
 

Sy
lh

et
 

63
.7

0 
D

ha
ka

 
M

un
sh

ig
an

j 
76

.3
0 

Ch
itt

ag
on

 
K

ha
gr

ac
hh

ar
i 

63
.6

0 
K

hu
ln

a 
Jh

en
ai

da
h 

76
.0

0 
Ra

ng
pu

r 
G

ai
ba

nd
ha

 
63

.1
0 

Sy
lh

et
 

M
ou

lv
ib

az
ar

 
75

.9
0 

Sy
lh

et
 

H
ab

ig
an

j 
61

.2
0 

K
hu

ln
a 

K
us

ht
ia

 
75

.8
0 

D
ha

ka
 

Fa
rid

pu
r 

60
.4

0 
Ra

jsh
ah

i 
Bo

gu
ra

 
75

.3
0 

Ch
itt

ag
on

 
La

ks
hm

ip
ur

 
60

.0
0 

K
hu

ln
a 

K
hu

ln
a 

75
.0

0 
M

ym
en

sin
gh

 
Sh

er
pu

r 
58

.6
0 

Ch
itt

ag
on

 
Cu

m
ill

a 
74

.8
0 

Ch
itt

ag
on

 
Ba

nd
ar

ba
n 

55
.0

0 
D

ha
ka

 
N

ar
sin

gd
i 

74
.7

0 
Ba

ris
al

 
Bh

ol
a 

54
.4

0 
M

ym
en

sin
gh

 
Ja

m
al

pu
r 

74
.3

0 
Sy

lh
et

 
Su

na
m

ga
nj

 
53

.2
0 

Ch
itt

ag
on

 
Ch

at
to

gr
am

 
74

.2
0 

D
ha

ka
 

M
ad

ar
ip

ur
 

53
.0

0 
D

ha
ka

 
N

ar
ay

an
ga

nj
 

73
.6

0 
M

ym
en

sin
gh

 
N

et
ro

ko
na

 
51

.3
0 

K
hu

ln
a 

Ja
sh

or
e 

73
.5

0 
Ba

ris
al

 
Pi

ro
jp

ur
 

48
.9

0 
M

ym
en

sin
gh

 
M

ym
en

sin
gh

 
73

.4
0 

D
ha

ka
 

G
az

ip
ur

 
42

.6
0 

So
ur

ce
: R

es
ul

t o
f t

he
 5

th
 P

er
fo

rm
an

ce
 A

ss
es

sm
en

t: 
20

20
-2

02
1,

 U
G

D
P 

 3)
 K

ey
 e

le
m

en
ts 

to
w

ar
d 

LD
RR

P 
fo

rm
ul

at
io

n 

3-
1)

 B
ud

ge
t p

re
pa

ra
tio

n 
an

d 
ex

pe
ns

e 

A
nn

ua
l b

ud
ge

t i
s p

re
pa

re
d 

an
d 

ap
pr

ov
ed

 a
s s

ta
te

d 
in

 U
ZP

 A
ct

. (
2.

1)
. I

n 
th

e 
U

G
D

P,
 th

e 
“F

in
an

ci
al

 

M
an

ag
em

en
t C

ap
ac

ity
12

” 
w

as
 a

lso
 e

va
lu

at
ed

. S
in

ce
 th

e 
ca

pa
ci

ty
 o

f t
he

 a
nn

ua
l b

ud
ge

t p
re

pa
ra

tio
n 

an
d 

ut
ili

za
tio

n 
(le

ss
 g

ap
 b

et
w

ee
n 

th
e 

bu
dg

et
 a

nd
 e

xp
en

di
tu

re
) o

f e
ac

h 
U

pa
zi

la
 a

re
 re

la
tiv

el
y 

re
la

te
d 

to
 th

e 
U

zD
PP

Rs
 fo

rm
ul

at
io

n 
an

d 
im

pl
em

en
ta

tio
n,

 th
is 

re
po

rt 
lo

ok
ed

 a
t t

he
 d

at
a 

an
d 

th
e 

re
su

lts
 w

er
e 

sh
ow

n 
be

lo
w.

 

Th
e 

an
nu

al
 b

ud
ge

t p
re

pa
ra

tio
n 

an
d 

ap
pr

ov
al

 si
tu

at
io

n 
w

as
 e

va
lu

at
ed

 b
y 

th
e 

fo
llo

w
in

g 
sc

or
in

g 

cr
ite

ria
: 

Ti
m

in
g 

of
 B

ud
ge

t A
pp

ro
va

l: 
Po

in
t 7

: B
ef

or
e 

31
 M

ay
 2

02
0 

 
12

 T
hi

s a
ss

es
sm

en
t e

va
lu

at
ed

 4
 e

le
m

en
ts;

 A
nn

ua
l b

ud
ge

t i
s p

re
pa

re
d 

an
d 

ap
pr

ov
ed

 a
s s

ta
te

d 
in

 U
ZP

 
A

ct
; A

ss
et

 re
gi

ste
r i

s p
ro

pe
rly

 m
ai

nt
ai

ne
d 

an
d 

up
da

te
d;

 A
nn

ua
l f

in
an

ci
al

 st
at

em
en

t i
s p

re
pa

re
d;

 G
ap

 
be

tw
ee

n 
th

e 
in

iti
al

 b
ud

ge
t a

nd
 th

e 
ac

tu
al

 e
xp

en
di

tu
re

 is
 m

in
im

iz
ed

. 
 

TH
E 

PR
O

JE
CT

 F
O

R 
CA

PA
CI

TY
 E

N
H

A
N

CE
M

EN
T 

O
N

 F
O

RM
U

LA
TI

O
N

 A
N

D
 

IM
PL

EM
EN

TA
TI

O
N

 O
F 

LO
CA

L 
D

IS
A

ST
ER

 R
IS

K
 R

ED
U

CT
IO

N
 P

LA
N

30

Po
in

t 5
: 1

 to
 3

0 
Ju

ne
 2

02
0

Po
in

t 4
: 1

 to
 3

1 
Ju

ly
Po

in
t 3

: 1
 A

ug
us

t t
o 

30
 S

ep
te

m
be

r 2
02

0
Po

in
t 2

: E
ar

lie
r t

ha
n 

30
 Ju

ne
 2

01
9 

or
 la

te
r t

ha
n 

1 
O

ct
ob

er
 2

02
0 

or
 d

at
e 

ca
nn

ot
 b

e 
co

nf
irm

ed
Po

in
t 0

: N
o 

bu
dg

et

Th
e 

av
er

ag
e 

sc
or

e 
of

 th
e 

bu
dg

et
 p

re
pa

ra
tio

n 
an

d 
ap

pr
ov

al
 si

tu
at

io
n 

is 
5.

0 
po

in
ts 

an
d 

th
e 

di
str

ib
ut

io
n 

of
 th

e 
po

in
ts 

w
as

 sh
ow

n 
be

lo
w.

 A
s t

he
 fi

gu
re

 sh
ow

s, 
m

or
e 

th
an

 7
0%

 o
f U

pa
zi

la
s p

re
pa

re
d 

th
e 

an
nu

al
 

bu
dg

et
 p

ro
po

sa
ls 

an
d 

go
t a

pp
ro

va
l a

tt
he

la
te

st 
be

fo
re

 Ju
ne

 3
0,

 w
hi

le
 a

pp
ro

xi
m

at
el

y 
20

%
 o

f t
he

 

U
pa

zi
la

s w
er

e
no

t a
bl

e 
to

 g
et

 a
pp

ro
va

l o
n 

th
e 

an
nu

al
 b

ud
ge

t p
ro

po
sa

ls 
ev

en
 th

ou
gh

 th
e 

ne
w

 fi
sc

al
 

ye
ar

 st
ar

te
d 

in
 Ju

ly
. L

oo
ki

ng
 a

t t
he

 D
ist

ric
t a

ve
ra

ge
, w

hi
le

 th
e 

av
er

ag
e 

of
 th

e 
sc

or
es

 o
f t

he
 U

pa
zi

la
s 

in
 M

eh
er

pu
r D

ist
ric

t (
K

hu
ln

a 
D

iv
isi

on
) a

nd
 Jh

al
ok

at
i D

ist
ric

t (
Ba

ris
al

 D
iv

isi
on

) g
ot

 7
.0

 p
oi

nt
s, 

w
hi

ch
 m

ea
ns

 a
ll 

U
pa

zi
la

s u
nd

er
 th

ei
r d

ist
ric

ts 
go

t a
pp

ro
va

l b
y 

31
 M

ay
, i

n 
th

e 
Pi

ro
jp

ur
 D

ist
ric

t a
nd

th
e

Ba
ris

al
 D

ist
ric

t,
bo

th
 in

 B
ar

isa
l D

iv
isi

on
,h

ad
 lo

w
 a

ve
ra

ge
 p

oi
nt

s a
t 3

.3
 p

oi
nt

s a
nd

 3
.6

 p
oi

nt
s 

re
sp

ec
tiv

el
y,

 th
er

ef
or

e,
 w

er
e 

re
la

tiv
el

y 
la

te
 to

 g
et

 b
ud

ge
t a

pp
ro

va
l. 

So
ur

ce
: R

es
ul

t o
f t

he
 5

th
Pe

rfo
rm

an
ce

 A
ss

es
sm

en
t: 

20
20

-2
02

1,
 U

G
D

P

Fi
gu

re
 4

-1
8

An
nu

al
 B

ud
ge

t P
re

pa
ra

tio
n 

an
d 

Ap
pr

ov
al

 S
itu

at
io

n

5.
1%

9.
6%

5.
7%

7.
5%

33
.3

%

38
.8

%

Ti
m

in
g 

of
 B

ud
ge

t A
pp

ro
va

l

(0
pt

)N
o 

bu
dg

et
(2

pt
) D

at
e 

ca
nn

ot
 b

e 
co

nf
irm

ed
 o

r t
oo

 m
uc

h 
ea

rli
er

 o
r l

at
er

(3
pt

)1
 A

ug
 to

 3
0 

Se
p 

20
20

(4
pt

)1
 to

 3
1 

Ju
l 2

02
0

(5
pt

)1
 to

 3
0 

Ju
n 

20
20

(7
pt

)B
ef

or
e 

31
 M

ay
 2

02
0

A2-23



TH
E 

PR
O

JE
CT

 F
O

R 
CA

PA
CI

TY
 E

N
H

A
N

CE
M

EN
T 

O
N

 F
O

RM
U

LA
TI

O
N

 A
N

D
 

IM
PL

EM
EN

TA
TI

O
N

 O
F 

LO
CA

L 
D

IS
A

ST
ER

 R
IS

K
 R

ED
U

CT
IO

N
 P

LA
N

 

31
 

 Ta
bl

e 
4-

10
 A

ve
ra

ge
 S

co
re

s 
of

 th
e 

U
pa

zi
la

s 
in

 “A
nn

ua
l b

ud
ge

t i
s 

pr
ep

ar
ed

 a
nd

 a
pp

ro
ve

d 
as

 
st

at
ed

 in
 U

ZP
 A

ct
” 

D
iv

isi
on

 
D

ist
ric

t 
A

ve
ra

ge
 

D
iv

isi
on

 
D

ist
ric

t 
A

ve
ra

ge
 

Ba
ris

al
 

Jh
al

ok
at

i 
7.

0 
Ch

itt
ag

on
 

N
oa

kh
al

i 
5.

0 
K

hu
ln

a 
M

eh
er

pu
r 

7.
0 

D
ha

ka
 

M
an

ik
ga

nj
 

5.
0 

D
ha

ka
 

G
op

al
ga

nj
 

6.
6 

Ra
jsh

ah
i 

N
at

or
e 

5.
0 

D
ha

ka
 

Ra
jb

ar
i 

6.
6 

Ra
jsh

ah
i 

Bo
gu

ra
 

4.
9 

K
hu

ln
a 

Ch
ua

da
ng

a 
6.

5 
Ch

itt
ag

on
 

Br
ah

m
an

ba
ria

 
4.

9 
Ra

ng
pu

r 
G

ai
ba

nd
ha

 
6.

4 
Ch

itt
ag

on
 

Ch
at

to
gr

am
 

4.
9 

K
hu

ln
a 

Ja
sh

or
e 

6.
4 

Ra
ng

pu
r 

D
in

aj
pu

r 
4.

8 
D

ha
ka

 
Fa

rid
pu

r 
6.

3 
Ba

ris
al

 
Ba

rg
un

a 
4.

8 
K

hu
ln

a 
N

ar
ai

l 
6.

3 
D

ha
ka

 
M

ad
ar

ip
ur

 
4.

8 
D

ha
ka

 
D

ha
ka

 
6.

2 
Ra

jsh
ah

i 
Pa

bn
a 

4.
7 

K
hu

ln
a 

Jh
en

ai
da

h 
6.

0 
D

ha
ka

 
K

ish
or

eg
an

j 
4.

6 
Ra

ng
pu

r 
Pa

nc
ha

ga
rh

 
6.

0 
Sy

lh
et

 
Sy

lh
et

 
4.

6 
Ra

ng
pu

r 
Ra

ng
pu

r 
5.

9 
Ba

ris
al

 
Bh

ol
a 

4.
6 

Ch
itt

ag
on

 
Ba

nd
ar

ba
n 

5.
9 

Sy
lh

et
 

M
ou

lv
ib

az
ar

 
4.

6 
K

hu
ln

a 
K

us
ht

ia
 

5.
8 

Ba
ris

al
 

Pa
tu

ak
ha

li 
4.

5 
Ra

ng
pu

r 
N

ilp
ha

m
ar

i 
5.

8 
Ch

itt
ag

on
 

Ch
an

dp
ur

 
4.

5 
Ra

jsh
ah

i 
Ch

ap
ai 

na
wa

bg
an

j 
5.

8 
K

hu
ln

a 
M

ag
ur

a 
4.

5 
Ra

jsh
ah

i 
Ra

jsh
ah

i 
5.

8 
Sy

lh
et

 
H

ab
ig

an
j 

4.
4 

Ra
jsh

ah
i 

N
ao

ga
on

 
5.

7 
Ch

itt
ag

on
 

La
ks

hm
ip

ur
 

4.
4 

D
ha

ka
 

N
ar

sin
gd

i 
5.

7 
D

ha
ka

 
G

az
ip

ur
 

4.
4 

K
hu

ln
a 

Ba
ge

rh
at

 
5.

7 
M

ym
en

sin
gh

 
M

ym
en

sin
gh

 
4.

4 
Ch

itt
ag

on
 

Cu
m

ill
a 

5.
5 

Ch
itt

ag
on

 
K

ha
gr

ac
hh

ar
i 

4.
3 

Ra
jsh

ah
i 

Si
ra

jg
an

j 
5.

4 
D

ha
ka

 
Sh

ar
ia

tp
ur

 
4.

3 
D

ha
ka

 
Ta

ng
ai

l 
5.

4 
Ch

itt
ag

on
 

Co
x's

 B
az

ar
 

4.
3 

D
ha

ka
 

N
ar

ay
an

ga
nj

 
5.

4 
Ch

itt
ag

on
 

Fe
ni

 
4.

2 
Ra

ng
pu

r 
La

lm
on

irh
at

 
5.

4 
Sy

lh
et

 
Su

na
m

ga
nj

 
4.

1 
Ra

ng
pu

r 
Th

ak
ur

ga
on

 
5.

4 
M

ym
en

sin
gh

 
N

et
ro

ko
na

 
3.

9 
K

hu
ln

a 
K

hu
ln

a 
5.

3 
K

hu
ln

a 
Sa

tk
hi

ra
 

3.
9 

Ch
itt

ag
on

 
Ra

ng
am

at
i 

5.
3 

M
ym

en
sin

gh
 

Sh
er

pu
r 

3.
8 

M
ym

en
sin

gh
 

Ja
m

al
pu

r 
5.

3 
D

ha
ka

 
M

un
sh

ig
an

j 
3.

7 
Ra

jsh
ah

i 
Jo

yp
ur

ha
t 

5.
2 

Ba
ris

al
 

Ba
ris

al
 

3.
6 

Ra
ng

pu
r 

K
ur

ig
ra

m
 

5.
1 

Ba
ris

al
 

Pi
ro

jp
ur

 
3.

3 
So

ur
ce

: R
es

ul
t o

f t
he

 5
th

 P
er

fo
rm

an
ce

 A
ss

es
sm

en
t: 

20
20

-2
02

1,
 U

G
D

P 

 Th
e 

bu
dg

et
 u

til
iz

at
io

n 
sta

tu
s (

ga
p 

be
tw

ee
n 

th
e 

in
iti

al
 b

ud
ge

t a
nd

 th
e 

ac
tu

al
 e

xp
en

di
tu

re
s)

 w
er

e 

ev
al

ua
te

d 
by

 th
e 

fo
llo

w
in

g 
cr

ite
ria

: 
C

al
cu

la
tio

n 
of

 G
ap

 (%
): 

Po
in

t 7
: G

ap
 is

 =
+/

- 1
5%

 o
r l

es
s 

Po
in

t 5
: G

ap
 is

 +
/-1

6 
to

 2
0%

 
Po

in
t 4

: G
ap

 is
 +

/-2
1 

to
 2

5%
 

Po
in

t 3
: G

ap
 is

 +
/-2

6 
to

 3
0%

 
Po

in
t 1

: G
ap

 is
 +

/-3
1 

or
 m

or
e 

Po
in

t 0
: I

f c
om

pa
ris

on
 c

an
no

t b
e 

m
ad

e 
 Th

e 
av

er
ag

e 
sc

or
e 

of
 th

e 
bu

dg
et

 p
re

pa
ra

tio
n 

an
d 

ap
pr

ov
al

 s
itu

at
io

n 
is 

3.
7 

po
in

ts 
an

d 
th

e 
di

str
ib

ut
io

n 

of
 t

he
 p

oi
nt

s 
is 

sh
ow

n 
be

lo
w.

 A
s 

th
e 

fig
ur

e 
sh

ow
s, 

th
e 

ga
p 

of
 t

he
 i

ni
tia

l 
bu

dg
et

 a
nd

 t
he

 a
ct

ua
l 

ex
pe

nd
itu

re
s 

in
di

ca
te

s 
th

e 
te

nd
en

cy
 o

f t
he

 p
ol

ar
isa

tio
n 

be
tw

ee
n 

th
e 

U
pa

zi
la

s 
w

ith
 +

/- 
31

 %
 o

r m
or

e 

ga
p 

an
d 

th
e U

pa
zi

la
s w

ith
 +

/- 
15

%
 o

r l
es

s. 
O

n 
th

e 
di

str
ic

t l
ev

el
, M

eh
er

pu
r D

ist
ric

t i
n 

K
hu

ln
a D

iv
isi

on
 

ha
d 

7.
0 

av
er

ag
e 

po
in

ts,
 fo

llo
w

ed
 b

y 
Ra

jb
ar

i D
ist

ric
t i

n 
D

ha
ka

 D
iv

isi
on

 a
t 6

.6
 p

oi
nt

s. 
Si

nc
e 

M
eh

er
pu

r 

TH
E 

PR
O

JE
CT

 F
O

R 
CA

PA
CI

TY
 E

N
H

A
N

CE
M

EN
T 

O
N

 F
O

RM
U

LA
TI

O
N

 A
N

D
 

IM
PL

EM
EN

TA
TI

O
N

 O
F 

LO
CA

L 
D

IS
A

ST
ER

 R
IS

K
 R

ED
U

CT
IO

N
 P

LA
N

32

D
ist

ric
t g

ot
th

e
hi

gh
es

t p
oi

nt
s i

n 
th

e 
su

rv
ey

 o
f t

he
 ti

m
in

g 
of

 b
ud

ge
t a

pp
ro

va
l, 

th
is 

di
str

ic
t m

us
t h

av
e 

a 

hi
gh

 ca
pa

ci
ty

 o
f t

he
 fi

na
nc

ia
l g

ov
er

na
nc

e.
 A

pa
rt 

fro
m

 th
at

, t
he

re
 is

 n
o 

str
on

g 
te

nd
en

cy
 in

 ea
ch

 d
iv

isi
on

.

Si
nc

e 
th

is 
su

rv
ey

 it
em

 c
an

 su
gg

es
t t

he
 d

ev
el

op
m

en
t c

ap
ac

ity
 o

f t
he

 a
cc

ur
at

e 
bu

dg
et

 p
ro

po
sa

ls 
or

 th
e 

im
pl

em
en

ta
tio

n 
ca

pa
ci

ty
 o

f t
he

 p
la

nn
ed

 a
ct

iv
iti

es
 in

 a
cc

or
da

nc
e 

w
ith

 th
e 

bu
dg

et
 p

la
n,

 th
e 

re
su

lts
 c

an
 

be
 u

se
fu

l f
or

 c
re

at
in

g 
a 

pr
io

rit
iz

at
io

n 
lis

t o
f t

he
 U

pa
zi

la
s f

or
 U

zD
RR

P 
fo

rm
ul

at
io

n.

So
ur

ce
: R

es
ul

t o
f t

he
 5

th
Pe

rfo
rm

an
ce

 A
ss

es
sm

en
t: 

20
20

-2
02

1,
 U

G
D

P

Fi
gu

re
 4

-1
9

Th
e 

Bu
dg

et
 U

til
iz

at
io

n 
St

at
us

Ta
bl

e 
4-

11
Av

er
ag

e 
Sc

or
es

 o
f t

he
 U

pa
zi

la
s 

in
th

e 
Bu

dg
et

 U
til

iz
at

io
n 

St
at

us
D

iv
isi

on
D

ist
ric

t
A

ve
ra

ge
D

iv
isi

on
D

ist
ric

t
A

ve
ra

ge
K

hu
ln

a
M

eh
er

pu
r

7.
0

D
ha

ka
M

ad
ar

ip
ur

3.
8

D
ha

ka
Ra

jb
ar

i
6.

6
Ra

jsh
ah

i
N

at
or

e
3.

7
Ra

ng
pu

r
Pa

nc
ha

ga
rh

6.
2

Ra
jsh

ah
i

Ra
jsh

ah
i

3.
7

Ra
jsh

ah
i

Ch
ap

ai
 n

aw
ab

ga
nj

5.
8

Ra
ng

pu
r

N
ilp

ha
m

ar
i

3.
7

Ra
ng

pu
r

Th
ak

ur
ga

on
5.

4
D

ha
ka

G
az

ip
ur

3.
4

D
ha

ka
Ta

ng
ai

l
5.

3
Ra

jsh
ah

i
Si

ra
jg

an
j

3.
3

Ra
jsh

ah
i

Jo
yp

ur
ha

t
5.

2
M

ym
en

sin
gh

M
ym

en
sin

gh
3.

3
Ch

itt
ag

on
Ch

an
dp

ur
5.

1
Sy

lh
et

H
ab

ig
an

j
3.

2
K

hu
ln

a
Ja

sh
or

e
5.

1
Ch

itt
ag

on
Ch

at
to

gr
am

3.
1

D
ha

ka
M

an
ik

ga
nj

5.
0

Ch
itt

ag
on

Ra
ng

am
at

i
3.

1
Sy

lh
et

Su
na

m
ga

nj
5.

0
Ra

ng
pu

r
D

in
aj

pu
r

3.
1

Ba
ris

al
Ba

rg
un

a
4.

8
Ba

ris
al

Pa
tu

ak
ha

li
3.

0
K

hu
ln

a
Jh

en
ai

da
h

4.
8

Ch
itt

ag
on

K
ha

gr
ac

hh
ar

i
3.

0
Ra

jsh
ah

i
N

ao
ga

on
4.

8
K

hu
ln

a
K

us
ht

ia
3.

0
Ba

ris
al

Ba
ris

al
4.

8
K

hu
ln

a
N

ar
ai

l
3.

0
D

ha
ka

Fa
rid

pu
r

4.
7

Ra
jsh

ah
i

Pa
bn

a
3.

0
Ch

itt
ag

on
Co

x's
 B

az
ar

4.
6

K
hu

ln
a

Ba
ge

rh
at

2.
9

D
ha

ka
D

ha
ka

4.
6

M
ym

en
sin

gh
Sh

er
pu

r
2.

8
Sy

lh
et

M
ou

lv
ib

az
ar

4.
6

Sy
lh

et
Sy

lh
et

2.
8

Ch
itt

ag
on

Br
ah

m
an

ba
ria

4.
6

D
ha

ka
K

ish
or

eg
an

j
2.

6

7.
9%

37
.8

%

4.
1%

3.
9%

7.
9%38

.4
%

G
ap

 b
et

w
ee

n 
th

e 
in

iti
al

 b
ud

ge
t a

nd
 th

e 
ac

tu
al

 e
xp

en
di

tu
re

s i
s m

in
im

iz
ed

(0
pt

) I
f c

om
pa

ris
on

 c
an

no
t b

e 
m

ad
e

(1
pt

) G
ap

 =
 +

/-3
1 

or
 m

or
e

(3
pt

) G
ap

= 
+/

-2
6 

to
 3

0%
(4

pt
) G

ap
 =

+/
-2

1 
to

 2
5%

(5
pt

) G
ap

=+
/-1

6 
to

 2
0%

(7
pt

) G
ap

 =
+/

-1
5%

 o
r l

es
s

A2-24



TH
E 

PR
O

JE
CT

 F
O

R 
CA

PA
CI

TY
 E

N
H

A
N

CE
M

EN
T 

O
N

 F
O

RM
U

LA
TI

O
N

 A
N

D
 

IM
PL

EM
EN

TA
TI

O
N

 O
F 

LO
CA

L 
D

IS
A

ST
ER

 R
IS

K
 R

ED
U

CT
IO

N
 P

LA
N

 

33
 

 

D
iv

isi
on

 
D

ist
ric

t 
A

ve
ra

ge
 

D
iv

isi
on

 
D

ist
ric

t 
A

ve
ra

ge
 

M
ym

en
sin

gh
 

Ja
m

al
pu

r 
4.

4 
Ba

ris
al

 
Jh

al
ok

at
i 

2.
5 

D
ha

ka
 

Sh
ar

ia
tp

ur
 

4.
3 

Ch
itt

ag
on

 
Fe

ni
 

2.
5 

Ch
itt

ag
on

 
Cu

m
ill

a 
4.

2 
K

hu
ln

a 
Ch

ua
da

ng
a 

2.
5 

Ra
jsh

ah
i 

Bo
gu

ra
 

4.
2 

Ba
ris

al
 

Pi
ro

jp
ur

 
2.

4 
Ba

ris
al

 
Bh

ol
a 

4.
1 

Ch
itt

ag
on

 
N

oa
kh

al
i 

2.
3 

K
hu

ln
a 

Sa
tk

hi
ra

 
4.

1 
Ch

itt
ag

on
 

Ba
nd

ar
ba

n 
2.

3 
D

ha
ka

 
N

ar
sin

gd
i 

4.
0 

D
ha

ka
 

M
un

sh
ig

an
j 

2.
2 

K
hu

ln
a 

K
hu

ln
a 

4.
0 

D
ha

ka
 

G
op

al
ga

nj
 

2.
0 

K
hu

ln
a 

M
ag

ur
a 

4.
0 

M
ym

en
sin

gh
 

N
et

ro
ko

na
 

2.
0 

Ra
ng

pu
r 

Ra
ng

pu
r 

4.
0 

Ch
itt

ag
on

 
La

ks
hm

ip
ur

 
1.

8 
Ra

ng
pu

r 
K

ur
ig

ra
m

 
3.

9 
Ra

ng
pu

r 
G

ai
ba

nd
ha

 
1.

7 
D

ha
ka

 
N

ar
ay

an
ga

nj
 

3.
8 

Ra
ng

pu
r 

La
lm

on
irh

at
 

1.
0 

So
ur

ce
: R

es
ul

t o
f t

he
 5

th
 P

er
fo

rm
an

ce
 A

ss
es

sm
en

t: 
20

20
-2

02
1,

 U
G

D
P 

 

3-
2)

 P
la

nn
in

g 
an

d 
bu

dg
et

in
g 

ca
pa

ci
ty

  

Th
is 

su
rv

ey
 a

lso
 lo

ok
ed

 a
t t

he
 r

es
ul

ts 
of

 th
e 

“P
la

nn
in

g 
an

d 
Bu

dg
et

in
g 

Ca
pa

ci
ty

” 
un

de
r 

th
e 

U
D

G
P 

as
se

ss
m

en
t. 

Th
e 

fo
llo

w
in

g 
to

pi
cs

 w
er

e 
an

al
yz

ed
 b

y 
us

in
g 

1-
7 

po
in

ts.
 I

n 
te

rm
s 

of
 t

he
 5

-y
ea

r 

de
ve

lo
pm

en
t p

la
n,

 w
hi

le
 o

ve
r a

pp
ro

xi
m

at
el

y 
90

%
 o

f U
pa

zi
la

s 
ha

ve
 th

ei
r o

w
n 

pl
an

s 
an

d 
70

%
 h

av
e 

pr
ep

ar
ed

 s
ec

to
r 

an
d 

un
io

n 
w

ise
 p

rio
rit

y 
pr

oj
ec

t l
ist

s, 
11

%
 o

f 
al

l U
pa

zi
la

s 
na

tio
nw

id
e 

do
 n

ot
 e

ve
n 

de
ve

lo
p 

th
e 

pl
an

. R
eg

ar
di

ng
 th

e 
in

sp
ec

tio
n 

of
 th

e 
de

ve
lo

pm
en

t p
ro

je
ct

 s
ite

 im
pl

em
en

te
d 

by
 U

pa
zi

la
 

of
fic

ia
ls,

 t
he

 p
er

ce
nt

ag
e 

of
 t

he
 U

pa
zi

la
s 

w
he

re
 t

he
 U

pa
zi

la
 o

ffi
ci

al
s 

in
sp

ec
te

d 
90

%
 o

r 
m

or
e 

de
ve

lo
pm

en
t p

ro
je

ct
 si

te
s w

as
 4

2%
. C

on
ve

rs
el

y,
 th

er
e 

is 
23

%
 o

f U
pa

zi
la

s w
he

re
 th

e 
of

fic
ia

ls 
di

d 
no

t 

in
sp

ec
t a

ny
 o

f t
he

ir 
pr

oj
ec

t s
ite

s. 
In

 a
dd

iti
on

, 4
5%

 o
f U

pa
zi

la
s 

di
d 

no
t p

re
pa

re
 th

ei
r U

pa
zi

la
 p

ro
je

ct
 

pr
op

os
al

 a
nd

 d
id

 n
ot

 d
isc

us
s 

th
em

 a
t U

Cs
 o

r U
ZC

 m
ee

tin
gs

, w
hi

le
 2

8%
 o

f 
U

pa
zi

la
s 

de
ve

lo
pe

d 
al

l 

U
pa

zi
la

 p
ro

je
ct

 p
ro

po
sa

ls 
of

 A
D

P 
pr

oj
ec

ts.
 T

he
se

 re
su

lts
 su

gg
es

t w
hi

ch
 U

pa
zi

la
s h

av
e 

hi
gh

 c
ap

ac
ity

 

of
 g

ov
er

na
nc

e 
an

d 
ar

e 
m

or
e 

ac
tiv

e 
w

ith
 th

ei
r o

w
ne

rs
hi

ps
 to

 m
an

ag
e 

th
e 

pr
oj

ec
ts 

in
 th

ei
r a

re
as

. 

 Pl
an

ni
ng

 a
nd

 b
ud

ge
t c

ap
ac

ity
 

 
Fi

ve
-Y

ea
r D

ev
el

op
m

en
t P

la
n 

w
ith

 p
rio

rit
y 

pr
oj

ec
t l

ist
 is

 p
re

pa
re

d 
 

D
ev

el
op

m
en

t f
un

d 
is 

us
ed

 a
s p

er
 U

ZP
 D

ev
el

op
m

en
t F

un
d 

us
in

g 
G

ui
de

lin
es

 2
01

4 
 

D
ev

el
op

m
en

t p
ro

je
ct

 si
te

s a
re

 in
sp

ec
te

d 
by

 U
pa

zi
la

 o
ffi

ce
rs

 
 

U
pa

zi
la

 P
ro

je
ct

 P
ro

po
sa

l (
U

PP
) i

s p
re

pa
re

d 
an

d 
di

sc
us

se
d 

at
 U

Cs
 o

r U
ZP

 m
ee

tin
g 

 
 

TH
E 

PR
O

JE
CT

 F
O

R 
CA

PA
CI

TY
 E

N
H

A
N

CE
M

EN
T 

O
N

 F
O

RM
U

LA
TI

O
N

 A
N

D
 

IM
PL

EM
EN

TA
TI

O
N

 O
F 

LO
CA

L 
D

IS
A

ST
ER

 R
IS

K
 R

ED
U

CT
IO

N
 P

LA
N

34

So
ur

ce
: R

es
ul

t o
f t

he
 5

th
Pe

rfo
rm

an
ce

 A
ss

es
sm

en
t: 

20
20

-2
02

1,
 U

G
D

P

Fi
gu

re
 4

-2
0

Fi
ve

-Y
ea

r D
ev

el
op

m
en

t P
la

n 
w

ith
 P

rio
rit

y 
Pr

oj
ec

t L
ist

 is
 P

re
pa

re
d

So
ur

ce
: R

es
ul

t o
f t

he
 5

th
Pe

rfo
rm

an
ce

 A
ss

es
sm

en
t: 

20
20

-2
02

1,
 U

G
D

P

Fi
gu

re
 4

-2
1

D
ev

el
op

m
en

t F
un

d 
is

 U
se

d 
as

 p
er

 U
ZP

 D
ev

el
op

m
en

t F
un

d 
U

si
ng

 G
ui

de
lin

es
 

20
14

11
%

6%

9%

74
%

Fi
ve

- Y
ea

r D
ev

el
op

m
en

t P
la

n 
w

ith
 p

rio
rit

y 
pr

oj
ec

t l
ist

 is
 p

re
pa

re
d

(0
pt

) N
o 

5-
ye

ar
 p

la
n

(3
pt

) 5
-Y

ea
r 

Pl
an

 e
xi

st
 b

ut
 n

o 
se

ct
or

/u
ni

on
w

is
e 

lis
t

(5
pt

) O
nl

y 
se

ct
or

 o
r 

un
io

n 
w

is
e 

lis
t

(7
pt

) B
ot

h 
se

ct
or

 a
nd

 u
ni

on
 w

is
e 

lis
t

2.
4%0.

8%
4.

9%
7.

1%

84
.8

%

D
ev

el
op

m
en

t f
un

d 
is 

us
ed

 a
s p

er
 U

ZP
 

D
ev

el
op

m
en

t F
un

d 
us

in
g 

G
ui

de
lin

es
 2

01
4

(0
pt

) 2
 o

r l
es

s s
ec

.
(2

pt
) 3

 se
c.

(3
pt

) 4
 o

r 5
 se

c.
(5

pt
) 6

 o
r 7

 se
c.

(7
pt

) 8
 o

r m
or

e 
se

c.

A2-25



TH
E 

PR
O

JE
CT

 F
O

R 
CA

PA
CI

TY
 E

N
H

A
N

CE
M

EN
T 

O
N

 F
O

RM
U

LA
TI

O
N

 A
N

D
 

IM
PL

EM
EN

TA
TI

O
N

 O
F 

LO
CA

L 
D

IS
A

ST
ER

 R
IS

K
 R

ED
U

CT
IO

N
 P

LA
N

35

So
ur

ce
: R

es
ul

t o
f t

he
 5

th
Pe

rfo
rm

an
ce

 A
ss

es
sm

en
t: 

20
20

-2
02

1,
 U

G
D

P

Fi
gu

re
 4

-2
2

D
ev

el
op

m
en

t P
ro

je
ct

 S
ite

s 
ar

e 
In

sp
ec

te
d 

by
 U

pa
zi

la
O

ffi
ce

rs

So
ur

ce
: R

es
ul

t o
f t

he
 5

th
Pe

rfo
rm

an
ce

 A
ss

es
sm

en
t: 

20
20

-2
02

1,
 U

G
D

P

Fi
gu

re
 4

-2
3

U
pa

zi
la

Pr
oj

ec
t P

ro
po

sa
l (

U
PP

) i
s 

Pr
ep

ar
ed

 a
nd

 D
is

cu
ss

ed
 a

t U
C

s 
or

 U
ZP

 
M

ee
tin

g

23
% 18

%

4%
6%

3%
2%2%42

%

D
ev

el
op

m
en

t p
ro

je
ct

 si
te

s a
re

 in
sp

ec
te

d 
by

 U
pa

zi
la

 o
ffi

ce
rs

(0
pt

) N
on

e
(1

pt
) L

es
s 

th
an

 4
0%

(2
pt

) 4
0 

to
 4

9%
(3

pt
) 5

0 
to

 5
9%

(4
pt

) 6
0 

to
 6

9%
(5

pt
) 7

0 
to

 7
9%

(6
pt

) 8
0 

to
 8

9%
(7

pt
) 9

0%
 o

r 
m

or
e

44
.5

%

17
.9

%

2.
4%

1.
2%1.
6%2.

2%
2.

0%

28
.0

%

U
pa

zi
la

 P
ro

je
ct

 P
ro

po
sa

l (
U

PP
) i

s 
pr

ep
ar

ed
 a

nd
 d

isc
us

se
d 

at
 U

Cs
 o

r U
ZP

 
m

ee
tin

g

(0
pt

) N
on

e
(1

pt
) L

es
s 

th
an

 5
0%

(2
pt

) 5
0 

to
 5

9%
(3

pt
) 6

0 
to

 6
9%

(4
pt

) 7
0 

to
 7

9%
(5

pt
) 8

0 
to

 8
9%

(6
pt

) 9
0-

99
%

(7
pt

) 1
00

%

(0
t)

N
(1

t)
L

TH
E 

PR
O

JE
CT

 F
O

R 
CA

PA
CI

TY
 E

N
H

A
N

CE
M

EN
T 

O
N

 F
O

RM
U

LA
TI

O
N

 A
N

D
 

IM
PL

EM
EN

TA
TI

O
N

 O
F 

LO
CA

L 
D

IS
A

ST
ER

 R
IS

K
 R

ED
U

CT
IO

N
 P

LA
N

 

36
 

 Th
e 

av
er

ag
e 

of
 to

ta
l s

co
re

s o
f t

he
 U

pa
zi

la
s p

er
 e

ac
h 

D
ist

ric
t a

re
 sh

ow
n 

be
lo

w.
 M

an
y 

di
str

ic
ts 

in
 

Ch
itt

ag
on

 D
iv

isi
on

 a
nd

 R
ai

sh
ah

i D
iv

isi
on

 w
er

e 
ra

nk
ed

 in
 th

e 
to

p 
10

 d
ist

ric
ts.

 

 

Ta
bl

e 
4-

12
 T

ab
le

 A
ve

ra
ge

 S
co

re
 o

f P
la

nn
in

g 
an

d 
Bu

dg
et

in
g 

C
ap

ac
ity

 p
er

 D
is

tri
ct

13
 

D
iv

isi
on

 
D

ist
ric

t 
A

ve
ra

ge
  

D
iv

isi
on

 
D

ist
ric

t 
A

ve
ra

ge
  

Ch
itt

ag
on

 
N

oa
kh

al
i 

26
.3

 
Ra

ng
pu

r 
Ra

ng
pu

r 
18

.8
 

Ra
jsh

ah
i 

Jo
yp

ur
ha

t 
26

.2
 

D
ha

ka
 

K
ish

or
eg

an
j 

18
.2

 
K

hu
ln

a 
N

ar
ai

l 
25

.3
 

Ra
ng

pu
r 

K
ur

ig
ra

m
 

17
.9

 
Ra

jsh
ah

i 
Ra

jsh
ah

i 
24

.6
 

M
ym

en
sin

gh
 

Ja
m

al
pu

r 
17

.9
 

K
hu

ln
a 

M
ag

ur
a 

23
.8

 
Ba

ris
al

 
Pa

tu
ak

ha
li 

17
.8

 
Ra

jsh
ah

i 
N

at
or

e 
23

.6
 

K
hu

ln
a 

Ch
ua

da
ng

a 
17

.8
 

Ra
jsh

ah
i 

N
ao

ga
on

 
23

.3
 

Ra
ng

pu
r 

N
ilp

ha
m

ar
i 

17
.7

 
Ra

jsh
ah

i 
Ch

ap
ai

 n
aw

ab
ga

nj
 

23
.2

 
D

ha
ka

 
D

ha
ka

 
17

.6
 

Ch
itt

ag
on

 
Ch

an
dp

ur
 

22
.6

 
Ba

ris
al

 
Bh

ol
a 

17
.6

 
Ch

itt
ag

on
 

Ch
at

to
gr

am
 

22
.4

 
D

ha
ka

 
M

an
ik

ga
nj

 
17

.6
 

Ba
ris

al
 

Jh
al

ok
at

i 
22

.0
 

M
ym

en
sin

gh
 

Sh
er

pu
r 

17
.4

 
D

ha
ka

 
M

un
sh

ig
an

j 
21

.3
 

Ch
itt

ag
on

 
K

ha
gr

ac
hh

ar
i 

17
.3

 
D

ha
ka

 
N

ar
ay

an
ga

nj
 

21
.2

 
K

hu
ln

a 
M

eh
er

pu
r 

17
.3

 
Ra

ng
pu

r 
La

lm
on

irh
at

 
21

.2
 

Ba
ris

al
 

Ba
ris

al
 

17
.3

 
Ra

ng
pu

r 
Pa

nc
ha

ga
rh

 
21

.2
 

D
ha

ka
 

Ra
jb

ar
i 

17
.2

 
K

hu
ln

a 
Ba

ge
rh

at
 

20
.6

 
D

ha
ka

 
Ta

ng
ai

l 
17

.2
 

Ra
jsh

ah
i 

Si
ra

jg
an

j 
20

.4
 

K
hu

ln
a 

Ja
sh

or
e 

17
.1

 
Ra

ng
pu

r 
Th

ak
ur

ga
on

 
20

.2
 

K
hu

ln
a 

K
hu

ln
a 

16
.8

 
D

ha
ka

 
N

ar
sin

gd
i 

19
.8

 
Ch

itt
ag

on
 

Br
ah

m
an

ba
ria

 
16

.7
 

D
ha

ka
 

Sh
ar

ia
tp

ur
 

19
.8

 
Ra

jsh
ah

i 
Bo

gu
ra

 
16

.6
 

M
ym

en
sin

gh
 

M
ym

en
sin

gh
 

19
.8

 
Ch

itt
ag

on
 

La
ks

hm
ip

ur
 

16
.0

 
Ba

ris
al

 
Ba

rg
un

a 
19

.7
 

Ra
ng

pu
r 

G
ai

ba
nd

ha
 

15
.9

 
K

hu
ln

a 
K

us
ht

ia
 

19
.7

 
D

ha
ka

 
Fa

rid
pu

r 
15

.3
 

Ch
itt

ag
on

 
Co

x's
 B

az
ar

 
19

.6
 

Ch
itt

ag
on

 
Ba

nd
ar

ba
n 

14
.9

 
Ch

itt
ag

on
 

Cu
m

ill
a 

19
.6

 
Ch

itt
ag

on
 

Fe
ni

 
14

.5
 

Sy
lh

et
 

M
ou

lv
ib

az
ar

 
19

.6
 

Sy
lh

et
 

Sy
lh

et
 

13
.9

 
K

hu
ln

a 
Jh

en
ai

da
h 

19
.5

 
M

ym
en

sin
gh

 
N

et
ro

ko
na

 
13

.0
 

Ra
jsh

ah
i 

Pa
bn

a 
19

.4
 

Sy
lh

et
 

H
ab

ig
an

j 
12

.0
 

K
hu

ln
a 

Sa
tk

hi
ra

 
19

.4
 

Ba
ris

al
 

Pi
ro

jp
ur

 
11

.7
 

Ra
ng

pu
r 

D
in

aj
pu

r 
19

.3
 

Sy
lh

et
 

Su
na

m
ga

nj
 

11
.5

 
Ch

itt
ag

on
 

Ra
ng

am
at

i 
19

.2
 

D
ha

ka
 

G
az

ip
ur

 
11

.4
 

D
ha

ka
 

G
op

al
ga

nj
 

18
.8

 
D

ha
ka

 
M

ad
ar

ip
ur

 
7.

5 

So
ur

ce
: R

es
ul

t o
f t

he
 5

th
 P

er
fo

rm
an

ce
 A

ss
es

sm
en

t: 
20

20
-2

02
1,

 U
G

D
P 

 
  

13
 M

ax
im

um
 p

oi
nt

 is
 2

8.
 

A2-26



TH
E 

PR
O

JE
CT

 F
O

R 
CA

PA
CI

TY
 E

N
H

A
N

CE
M

EN
T 

O
N

 F
O

RM
U

LA
TI

O
N

 A
N

D
 

IM
PL

EM
EN

TA
TI

O
N

 O
F 

LO
CA

L 
D

IS
A

ST
ER

 R
IS

K
 R

ED
U

CT
IO

N
 P

LA
N

 

37
 

 (2
) Q

ue
sti

on
na

ire
 su

rv
ey

 

In
 o

rd
er

 to
 in

ve
sti

ga
te

 th
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at
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e D
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s c
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 d
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 D
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 p

la
n 

w
er

e 
G

az
ip

ur
, S

he
rp

ur
, C

ox
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ra
nk

ho
la

 a
nd

 F
ok

irh
at

), 
an

d 
Sh

er
pu

r (
Ba

ge
rh

at
 D
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e 

ot
he

r h
an

d,
 th

e 
pr

oj
ec

t t
ea

m
 e

xp
ec

te
d 

ot
he

r U
pa

zi
la

s 
th

at
 h

ad
 d

ev
el

op
ed

 U
zD

M
Ps

 u
nd

er
 th

e 

CD
M

P,
 a

nd
 f

ou
nd

 a
dd

iti
on

al
 d

ist
ric

ts 
w

he
re

 U
pa

zi
la

s 
in

 t
he

 d
ist

ric
t 

ha
ve

 t
he

ir 
U

zD
M

Cs
. T

ho
se

 

di
str

ic
ts 

ar
e 

Pa
tu

ak
ha

li,
 C

ha
tto

gr
am

, 
Co

x’
s 

Ba
za

r, 
Fe

ni
,

Ja
m

al
pu

r,N
ao

ga
on

, 
Ra

ja
sh

ip
, 

Si
ra

jg
an

j, 

G
ai

ba
nd

ha
, 

an
d 

Su
na

m
ga

nj
 a

nd
 d

ev
el

op
ed

 t
he

ir 
pl

an
s 

in
 2

01
4.

 I
n 

to
ta

l, 
20

.3
%

 o
f 

di
str

ic
ts

ha
ve

 

U
pa

zi
la

s 
w

he
re

 th
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r D
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at
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pl

em
en

ta
tio

n 
sit

ua
tio

n,
 

su
ch

 a
s w

ha
t k

in
d 

of
 D

RR
 c

ou
nt

er
m

ea
su

re
 in

te
rv

en
tio

ns
 h

av
e 

be
en

 im
pl

em
en

te
d 

in
 e

ac
h 

U
pa

zi
la

.  

Ta
bl

e 
4-

14
:In

fo
rm

at
io

n 
Ite

m
s 

on
 S

tru
ct

ur
al

 a
nd

 N
on

-S
tru

ct
ur

al
 C

ou
nt

er
m

ea
su

re
s 

Ca
te

go
ry

 
Su

b-
ca

te
go

ry
 

In
fo

rm
at

io
n 

So
ur

ce
 

St
ru

ct
ur

al
 a

nd
 

N
on

-S
tru

ct
ur

al
 

co
un

te
rm

ea
su

r
es
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St
ru

ct
ur

e 
m

ea
su

re
s i

m
pl

em
en

ta
tio

n 
sit

ua
tio

n 
 

Q
ue

sti
on

na
ire

 to
 D

RR
O

s15
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N
on

-s
tru

ct
ur

al
 c

ou
nt

er
m

ea
su

re
s 

im
pl

em
en

ta
tio

n 
sit

ua
tio

n 

4.
4.

1 
Im

pl
em

en
ta

tio
n 

si
tu

at
io

n 
of

 D
R

R
 c

ou
nt

er
 m

ea
su

re
s 

A
cc

or
di

ng
 to

 th
e 

su
rv

ey
 re

su
lt,

 a
s t

he
 st

ru
ct

ur
al

 c
ou

nt
er

m
ea

su
re

s, 
cy

cl
on

e 
or

 fl
oo

d 
sh

el
te

r a
nd

 

lig
ht

ni
ng

 p
re

ve
nt

io
n 

ro
ds

 a
re

 b
ro

ad
ly

 se
en

 th
ro

ug
ho

ut
 th

e 
co

un
try

. I
n 

de
ta

il,
 c

yc
lo

ne
 o

r f
lo

od
 sh

el
te

rs
 

ar
e 

m
ad

e 
in

 U
pa

zi
la

s a
lo

ng
 th

e 
m

aj
or

 ri
ve

rs
 a

nd
 in

 th
e 

co
as

ta
l r

eg
io

n 
br

oa
dl

y,
 li

gh
tn

in
g 

pr
ev

en
tio

n 

ro
ds

 a
re

 se
en

 m
or

e 
in

 th
e 

no
rth

 a
re

a 
su

ch
 a

s t
he

 R
un

gp
ur

 D
iv

isi
on

 a
nd

 in
 th

e 
hi

ll 
sid

e 
ar

ea
 o

f 

Ch
at

to
gr

am
 D

iv
isi

on
. A

lso
, M

uj
ib

 K
ill

a 
w

hi
ch

 is
 a

 sm
al

l h
ill

 m
ad

e 
to

 p
re

ve
nt

 h
ou

sin
g 

fro
m

 

in
un

da
tio

n 
is 

se
en

 in
 th

e 
ar

ea
s a

lo
ng

 Ja
m

un
a 

Ri
ve

r a
nd

 in
 th

e 
do

w
ns

tre
am

 a
re

as
 o

f M
eg

hn
a 

Ri
ve

r 

an
d 

in
 C

ox
’s 

Ba
za

r D
ist

ric
t. 

St
ru

ct
ur

e 
m

ea
su

re
s t

o 
pr

ev
en

t f
lo

od
in

g 
su

ch
 a

s e
m

ba
nk

m
en

t 

co
ns

tru
ct

io
n 

ar
e 

se
en

 a
lo

ng
 th

e 
m

aj
or

 ri
ve

r s
ys

te
m

s o
f J

am
un

a,
 P

ad
m

a 
an

d 
M

eg
hn

a 
an

d 
th

e 
riv

er
s i

n 

th
e 

Co
x’

s B
az

ar
 D

ist
ric

t. 
O

n 
th

e 
ot

he
r h

an
d,

 st
ru

ct
ur

e 
m

ea
su

re
s t

o 
pr

ev
en

t r
iv

er
 e

ro
sio

n 
su

ch
 a

s t
he

 

pl
ac

em
en

t o
f b

lo
ck

s a
nd

 sa
nd

ba
gs

 a
re

 li
m

ite
d 

in
 se

ve
ra

l U
pa

zi
la

s a
lo

ng
 P

ad
m

a 
an

d 
M

eg
hn

a 
riv

er
s. 

D
ist

ric
ts 

w
he

re
 D

RR
O

s a
ns

w
er

ed
 th

at
 th

ey
 h

av
e 

co
un

te
rm

ea
su

re
 a

ct
iv

iti
es

 w
er

e 
co

lo
re

d 
in

 b
lu

e 
on

 

th
e 

co
un

try
 m

ap
s a

s f
ol

lo
w

s. 

Sh
el

te
r

   
 M

uj
ib

 K
ill

a
   

   
Em

ba
nk

m
en

t 

15
 T

he
 im

pl
em

en
ta

tio
n 

sta
tu

s o
f s

tru
ct

ur
al

 a
nd

 n
on

-s
tru

ct
ur

al
 m

ea
su

re
s w

as
 a

sk
ed

 to
 th

e 
D

RR
O

s i
n 

ea
ch

 d
ist

ric
t a

bo
ut

 
th

e 
sit

ua
tio

n 
of

 th
e 

U
pa

zi
la

s i
n 

th
ei

r d
ist

ric
t. 

Th
e 

str
uc

tu
ra

l m
ea

su
re

s t
he

y 
ac

kn
ow

le
dg

e,
 a

s w
el

l a
s t

he
 n

on
-s

tru
ct

ur
al

 
m

ea
su

re
s i

nc
lu

di
ng

 th
e 

sit
ua

tio
n 

of
 th

e 
im

pl
em

en
ta

tio
n 

sta
tu

s o
f e

va
cu

at
io

n 
dr

ill
 o

r e
va

cu
at

io
n 

sim
ul

at
io

n,
 w

as
 a

sk
ed

. 
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Bl
oc

k 
/ S

an
db

ag
   

   
   

 L
ig

ht
ni

ng
 P

re
ve

nt
io

n 
Ro

d 
   

  
So

ur
ce

: Q
ue

sti
on

na
ire

 to
 D

RR
O

s 
Fi

gu
re

 4
-3

2 
Si

tu
at

io
n 

of
 S

tru
ct

ur
al

 M
ea

su
re

s 
ag

ai
ns

t D
is

as
te

r i
n 

U
pa

zi
la

s 

Re
ga

rd
in

g 
th

e 
no

n-
str

uc
tu

ra
l 

m
ea

su
re

s, 
th

e 
sit

ua
tio

n 
of

 t
he

 i
m

pl
em

en
ta

tio
n 

of
 e

va
cu

at
io

n 
dr

ill
 o

r 

ev
ac

ua
tio

n 
sim

ul
at

io
n 

w
as

 a
sk

ed
. D

RR
O

s 
an

sw
er

ed
 i

f 
th

ey
 a

ck
no

w
le

dg
e 

an
y 

ac
tiv

iti
es

 r
el

at
ed

 to
 

ev
ac

ua
tio

n 
dr

ill
s 

or
 D

RR
-re

la
tiv

e 
dr

ill
 a

ct
iv

iti
es

 in
 U

pa
zi

la
s 

w
ith

in
 th

ei
r j

ur
isd

ic
tio

n,
 w

hi
ch

 d
ist

ric
ts 

w
er

e 
co

lo
re

d 
in

 b
lu

e 
on

 th
e 

co
un

try
 m

ap
 in

 th
e 

fo
llo

w
in

g 
m

ap
. 

A
cc

or
di

ng
 to

 th
e r

es
ul

t, 
ev

ac
ua

tio
n 

dr
ill

 w
as

 co
nd

uc
te

d 
in

 th
e U

pa
zi

la
s a

lo
ng

 th
e M

eg
hn

a,
 P

ad
m

a,
 an

d 

Ja
m

un
a 

riv
er

 sy
ste

m
 a

nd
 so

m
e 

ar
ea

s i
n 

Ra
ng

pu
r a

nd
 K

hu
ln

a,
 th

e 
ea

st 
ar

ea
 o

f S
yl

he
t a

nd
 C

hi
tta

go
ng

 

D
iv

isi
on

. O
n 

th
e 

ot
he

r h
an

d,
 a

lso
 in

 s
om

e 
di

str
ic

ts 
w

ith
 h

ig
h 

ha
za

rd
 to

 fl
oo

d 
or

 s
to

rm
 s

ur
ge

 w
hi

ch
 

co
ul

d 
be

 c
on

sid
er

ed
 a

s a
 d

ist
ric

t t
ha

t r
eq

ui
re

s i
m

pl
em

en
ta

tio
n 

of
 e

va
cu

at
io

n 
dr

ill
 re

gu
la

rly
. 

So
ur

ce
: Q

ue
sti

on
na

ire
 to

 D
RR

O
s 

Fi
gu

re
 4

-3
3 

Si
tu

at
io

n 
of

 E
va

cu
at

io
n 

Si
m

ul
at

io
n 

/ D
ril

l I
m

pl
em

en
ta

tio
n 

in
 U

pa
zi

la
s 

It 
sh

al
l b

e 
no

te
d 

th
at

, d
ue

 to
 th

e 
na

tu
re

 o
f y

 th
e 

qu
es

tio
nn

ai
re

 to
 D

RR
O

s t
he

 re
su

lts
 o

f t
hi

s s
ur

ve
y 

do
 

no
t s

ho
w

 th
e w

ho
le

 p
ic

tu
re

 o
f t

he
 in

te
rv

en
tio

n 
of

 st
ru

ct
ur

al
 an

d 
no

n-
str

uc
tu

ra
l m

ea
su

re
s a

t t
he

 U
pa

zi
la

 

le
ve

l. 

A2-30
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4.
5 

O
th

er
 R

em
ar

ks
 

4.
5.

1 
C

ha
lle

ng
es

 in
 H

az
ar

d 
A

na
ly

si
s 

(1
)

La
ck

 in
 c

om
pr

eh
en

si
ve

 h
az

ar
d 

an
al

ys
is

Th
ro

ug
h 

th
is 

su
rv

ey
, i

t i
s r

ev
ea

le
d 

th
at

 n
at

io
nw

id
e 

U
pa

zi
la

-le
ve

l h
az

ar
d 

in
fo

rm
at

io
n 

in
 B

an
gl

ad
es

h 
is 

lim
ite

d,
 w

ith
 e

xi
sti

ng
 re

se
ar

ch
 fo

cu
sin

g 
on

 s
pe

ci
fic

 ri
ve

r b
as

in
s 

or
 re

gi
on

s 
in

 th
e 

co
un

try
. A

lth
ou

gh
 

th
e 

Ri
sk

 A
tla

s, 
cr

ea
te

d 
as

 p
ar

t o
f t

he
 M

RV
A

M
 p

ro
je

ct
, i

s a
va

ila
bl

e 
fo

r p
ol

ic
ym

ak
in

g,
 it

 h
as

 li
m

ita
tio

ns
 

in
 re

so
lu

tio
n 

an
d 

co
ve

ra
ge

, m
ak

in
g 

it 
un

su
ita

bl
e 

fo
r U

pa
zi

la
-le

ve
l p

ol
ic

y 
an

d 
de

ci
sio

n-
m

ak
in

g.
 F

or
 

in
sta

nc
e,

 th
e 

flo
od

 a
nd

 s
to

rm
 s

ur
ge

 a
na

ly
se

s 
in

 th
e 

Ri
sk

 A
tla

s 
ha

ve
 li

m
ita

tio
ns

, s
uc

h 
as

 th
e 

la
ck

 o
f 

in
un

da
tio

n 
an

al
ys

is 
fo

r 
ac

cu
ra

te
 h

az
ar

d 
m

ap
pi

ng
 a

nd
 t

he
 e

xc
lu

sio
n 

of
 f

la
sh

 f
lo

od
 e

ffe
ct

s 
in

 t
he

 

Ch
itt

ag
on

g 
D

iv
isi

on
, w

hi
ch

 in
di

ca
te

s 
in

su
ffi

ci
en

t c
ov

er
ag

e.
 T

he
re

fo
re

, i
t i

s 
re

co
m

m
en

de
d 

to
 u

pd
at

e 

th
e 

ha
za

rd
 a

na
ly

sis
 w

ith
 h

ig
he

r a
cc

ur
ac

y,
 re

so
lu

tio
n,

 a
nd

 c
on

sis
te

nt
 m

et
ho

do
lo

gy
 n

at
io

nw
id

e.
 

(2
)

C
oo

rd
in

at
io

n 
w

ith
 in

te
rn

at
io

na
l d

on
or

s 
fo

r 
co

ns
is

te
nt

 s
tr

at
eg

y 
an

d 
pl

at
fo

rm
 f

or
po

lic
y 

m
ak

in
g

A
cc

or
di

ng
 to

 th
e 

in
te

rv
ie

w
 to

 th
e 

D
D

M
 o

ffi
ci

al
 in

 c
ha

rg
e 

of
 th

e 
N

at
io

na
l R

es
ili

en
ce

 P
ro

je
ct

 (N
RP

), 

w
hi

ch
 is

 a 
m

ul
ti-

do
no

r p
la

tfo
rm

 to
 su

pp
or

t t
he

 D
RR

 ac
tiv

iti
es

 in
 B

an
gl

ad
es

h,
 th

e N
RP

 h
av

e d
ev

el
op

ed
 

a 
to

ol
 to

 v
isu

al
iz

e 
th

e 
ha

za
rd

, e
xp

os
ur

e,
 v

ul
ne

ra
bi

lit
y,

 a
nd

 ri
sk

 s
itu

at
io

n 
fo

r h
az

ar
d 

ty
pe

 in
 a

 d
ist

ric
t 

sc
al

e.
 A

dd
iti

on
al

ly
, t

he
 N

RP
 in

te
nd

s t
o 

ex
pa

nd
 th

is 
to

ol
 in

 th
e 

U
pa

zi
la

 sc
al

e 
th

ro
ug

h 
its

 se
co

nd
 p

ha
se

. 

Th
er

ef
or

e,
 a

lth
ou

gh
 it

 is
 u

nc
er

ta
in

 if
 th

e 
U

pa
zi

la
 s

ca
le

 d
at

a 
w

ill
 b

e 
pr

ep
ar

ed
, b

y 
en

su
rin

g 
a 

go
od

 

co
or

di
na

tio
n 

be
tw

ee
n 

th
e 

JI
CA

 p
ro

je
ct

 a
nd

 t
he

 N
RP

 p
ro

je
ct

, 
th

er
e 

m
ig

ht
 b

e 
a 

ch
an

ce
 t

o 
ha

ve
 

co
lla

bo
ra

tio
n 

in
 th

e h
az

ar
d 

an
al

ys
is 

w
ith

 th
is 

Pr
oj

ec
t. 

It 
ca

n 
pr

om
ot

e t
he

 in
fo

rm
at

io
n 

sh
ar

in
g 

at
 U

pa
zi

la
 

le
ve

l. 

(3
)

Li
m

ite
d 

un
de

rs
ta

nd
in

g 
on

 h
az

ar
ds

 a
nd

 d
is

as
te

r r
is

ks
 a

t t
he

 d
is

tr
ic

t L
ev

el
By

 co
m

pa
rin

g 
th

e r
es

ul
t o

f t
he

 q
ue

sti
on

na
ire

 to
 D

RR
O

s a
nd

 th
e r

es
ul

t o
f t

he
 d

ist
ric

t-w
ise

 h
az

ar
d 

le
ve

l 

ev
al

ua
tio

n,
 th

e 
ga

p 
be

tw
ee

n 
th

e 
re

su
lts

 o
f q

ue
sti

on
na

ire
 su

rv
ey

 to
 D

RR
O

s a
nd

 th
e 

sc
ie

nt
ifi

c 
an

al
ys

is 

on
 h

az
ar

d 
w

as
 re

ve
al

ed
. F

or
 ex

am
pl

e,
 so

m
e D

RR
O

s a
ns

w
er

ed
 th

e e
xi

ste
nc

e o
f h

az
ar

d 
of

 S
to

rm
 S

ur
ge

 

al
th

ou
gh

 th
ei

r a
re

as
 a

re
 n

ot
 lo

ca
te

d 
in

 th
e 

co
as

ta
l a

re
a.

 T
he

re
fo

re
, i

t i
s a

ss
um

ed
 th

at
 so

m
e 

D
RR

O
s d

o 

no
t 

re
co

gn
iz

e 
ha

za
rd

s 
an

d 
di

sa
ste

r 
ris

ks
 w

ith
in

 t
he

ir 
ar

ea
s. 

Th
us

, 
it 

is 
ne

ce
ss

ar
y 

to
 e

nh
an

ce
 t

he
 

un
de

rs
ta

nd
in

g 
on

 h
az

ar
ds

 th
ro

ug
h 

th
e 

pr
oc

es
s o

f U
zD

RR
P 

fo
rm

ul
at

io
n.
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A
N

N
EX

1
D

iv
is

io
n

W
is

e 
Su

m
m

ar
y

Th
e 

G
eo

gr
ap

hi
ca

l 
Vu

ln
er

ab
ili

ty
 S

ta
tu

s
w

as
 s

um
m

ar
iz

ed
 p

er
 D

iv
isi

on
to

 s
um

m
ar

iz
e 

to
 q

ui
ck

ly
 

un
de

rs
ta

nd
 th

e 
sit

ua
tio

n.
 T

he
 in

fo
rm

at
io

n 
in

cl
ud

ed
 in

 th
e 

su
m

m
ar

y 
is 

as
 b

el
ow

.

Fi
gu

re
 C

on
te

nt
s 

of
 th

e 
D

iv
is

io
n

W
is

e 
Su

m
m

ar
y 

Ba
sic

 G
eo

gr
ap

hi
ca

l I
nf

or
m

at
io

n:
-

To
ta

l a
re

a 
an

d 
po

pu
la

tio
n

-
Lo

ca
tio

n 
of

 m
aj

or
 ri

ve
rs

, h
ill

 a
re

a
an

d 
ot

he
r l

an
ds

ca
pe

-
G

eo
lo

gi
ca

l c
ha

ra
ct

er
ist

ic

El
ev

at
io

n 
M

ap
:

-
ES

RI
 S

at
el

lit
e 

im
ag

e 
as

 b
as

e 
m

ap
-

El
ev

at
io

n 
Co

lo
r o

ve
rla

y

D
isa

ste
r L

os
s a

nd
 D

am
ag

e 
D

at
a

-
N

um
be

r o
f d

ea
th

s, 
af

fe
ct

ed
ho

us
eh

ol
ds

 a
nd

 lo
ss

 a
nd

 d
am

ag
e

da
ta

 in
 e

ac
h 

D
iv

isi
on

-
D

at
a 

fro
m

 6
-y

ea
r p

er
io

d 
(2
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m
en

t r
os

e 
sig

ni
fic

an
tly

, 
fro

m
 2

1%
 t

o 
51

%
. 

O
n 

th
e 

ot
he

r 
ha

nd
, 

it 
w

as
 a

lso
 r

ev
ea

le
d 

th
at

 s
om

e 
lo

ca
l 

go
ve

rn
m

en
t o

ffi
ci

al
s 

sti
ll 

ha
ve

 a
 lo

w
er

 u
nd

er
sta

nd
in

g 
of

 n
at

io
nw

id
e 

di
sa

ste
r 

ch
ar

ac
te

ris
tic

s 
co

m
pa

re
d 

to
 c

en
tra

l g
ov

er
nm

en
t o

ffi
ci

al
s. 

 
It 

is 
co

ns
id

er
ed

 th
at

 th
e i

nc
re

as
ed

 at
te

nt
io

n 
an

d 
kn

ow
le

dg
e r

eg
ar

di
ng

 la
nd

sli
de

s, 
riv

er
ba

nk
 

er
os

io
n,

 a
nd

 s
to

rm
 s

ur
ge

s 
ca

n 
be

 a
ttr

ib
ut

ed
 to

 th
e 

fa
ct

 th
at

 th
es

e 
ha

za
rd

s 
w

er
e 

tre
at

ed
 a

s 
m

aj
or

 d
isa

ste
r 

ty
pe

s 
du

rin
g 

th
e 

co
ur

se
 o

f 
pr

oj
ec

t a
ct

iv
iti

es
. F

ur
th

er
m

or
e,

 th
e 

im
pr

ov
ed

 
un

de
rs

ta
nd

in
g 

of
 h

az
ar

d 
an

al
ys

is 
an

d 
ris

k 
as

se
ss

m
en

t 
ca

n 
be

 i
nf

er
re

d 
as

 a
 r

es
ul

t 
of

 
co

nd
uc

tin
g 

ha
za

rd
 m

ap
pi

ng
 a

nd
 ri

sk
 a

ss
es

sm
en

ts 
in

 th
e 

pi
lo

t a
re

as
. G

oi
ng

 fo
rw

ar
d,

 it
 is

 
im

po
rta

nt
 to

 c
on

tin
uo

us
ly

 im
pl

em
en

t t
he

 “
Ba

sic
 T

ra
in
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g 

on
 D

RR
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an
d 
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e 
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A
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Fo
rm

ul
at

io
n 

Tr
ai

ni
ng

” 
de

ve
lo

pe
d 

un
de

r t
hi

s p
ro

je
ct

 to
 fu

rth
er

 p
ro

m
ot

e 
th

e 
un

de
rs

ta
nd

in
g 

of
 lo

ca
l o

ffi
ci

al
s r

eg
ar

di
ng

 n
at

io
nw

id
e 

di
sa

ste
r r

isk
 c

ha
ra

ct
er

ist
ic

s. 

c)
 

R
ol

e 
of

 D
D

M
 a

nd
 o

th
er

 D
R

R
-r

el
at

ed
 a

ge
nc

ie
s (

e.
g.

, L
G

ED
 a

nd
 B

W
D

B
in

 D
R

R
 

A
s i

n 
th

e 
ba

se
lin

e 
su

rv
ey

, r
es

po
nd

en
ts 

de
m

on
str

at
ed

 a
 st

ro
ng

 u
nd

er
sta

nd
in

g 
of

 th
e 

ro
le

 o
f t

he
 

D
D

M
, a

nd
 t

hi
s 

te
nd

en
cy

 b
ec

am
e 

ev
en

 m
or

e 
pr

on
ou

nc
ed

 i
n 

th
e 

en
dl

in
e 

su
rv

ey
. M

or
eo

ve
r, 

co
m

pa
re

d 
to

 th
e 

ba
se

lin
e 

su
rv

ey
, t

he
re

 w
as

 a
 si

gn
ifi

ca
nt

 in
cr

ea
se

 in
 u

nd
er

sta
nd

in
g 

of
 th

e 
ro

le
s 

of
 o

th
er

 D
RR

-re
la

te
d 

ag
en

ci
es

, w
ith

 o
ve

r 6
0%

 o
f r

es
po

nd
en

ts 
in

di
ca

tin
g 

th
at

 th
ey

 h
ad

 a
 g

oo
d 

un
de

rs
ta

nd
in

g.
 

 
U

nd
er

 th
is 

pr
oj

ec
t, 

th
e T

SC
 a

nd
 U

zS
Cs

 w
er

e 
es

ta
bl

ish
ed

 a
t t

he
 c

en
tra

l l
ev

el
 a

nd
 th

e 
lo

ca
l 

le
ve

l, 
re

sp
ec

tiv
el

y,
 a

nd
 D

D
M

C 
m

ee
tin

gs
 w

er
e 

al
so

 c
on

ve
ne

d.
 T

hr
ou

gh
 f

re
qu

en
t 

di
sc

us
sio

ns
 o

n 
ne

ce
ss

ar
y 

co
un

te
rm

ea
su

re
s 

an
d 

re
sp

on
si

bl
e 

im
pl

em
en

tin
g 

de
pa

rtm
en

ts,
 it

 
ca

n 
be

 sa
id

 th
at

 u
nd

er
sta

nd
in

g 
of

 th
e 

ro
le

s o
f o

th
er

 o
rg

an
iz

at
io

ns
 w

as
 e

nh
an

ce
d.

 M
ov

in
g 

fo
rw

ar
d,

 it
 is

 e
xp

ec
te

d 
th

at
 D

D
M

 w
ill

 c
on

tin
ue

 to
 le

ad
 th

es
e 

co
or

di
na

tio
n 

pl
at

fo
rm

s 
at

 
bo

th
 c

en
tra

l 
an

d 
lo

ca
l 

le
ve

ls
 

an
d 

fu
rth

er
 p

ro
m

ot
e 

co
lla

bo
ra

tio
n 

am
on

g 
re

le
va

nt
 

de
pa

rtm
en

ts.
 

d)
 

St
ru

ct
ur

al
 a

nd
 n

on
-s

tr
uc

tu
ra

l m
ea

su
re

s a
ga

in
st

 h
az

ar
ds

 

Co
m

pa
re

d 
to

 th
e 

ba
se

lin
e 

su
rv

ey
, t

he
re

 w
as

 a
 s

ig
ni

fic
an

t i
m

pr
ov

em
en

t i
n 

un
de

rs
ta

nd
in

g 
of

 
str

uc
tu

ra
l m

ea
su

re
s a

ga
in

st 
m

et
eo

ro
lo

gi
ca

l h
az

ar
ds

 a
nd

 g
eo

lo
gi

ca
l h

az
ar

ds
. O

n 
th

e 
ot

he
r h

an
d,

 
so

m
e 

lo
ca

l o
ffi

ci
al

s 
sh

ow
ed

 a
 te

nd
en

cy
 to

 h
av

e 
a 

lo
w

er
 u

nd
er

sta
nd

in
g 

th
an

 c
en

tra
l o

ffi
ci

al
s 

re
ga

rd
in

g 
str

uc
tu

ra
l m

ea
su

re
s 

fo
r m

et
eo

ro
lo

gi
ca

l h
az

ar
ds

 a
nd

 o
th

er
 h

az
ar

ds
, a

s 
w

el
l a

s 
no

n-
st

ru
ct

ur
al

 m
ea

su
re

s f
or

 g
eo

lo
gi

ca
l h

az
ar

ds
. 

 
D

ur
in

g 
th

e 
pr

oc
es

s 
of

 d
ev

el
op

in
g 

th
e 

U
pa

zi
la

 D
isa

st
er

 R
isk

 R
ed

uc
tio

n 
A

ct
io

n 
Pl

an
 

(U
zD

RR
A

P)
, d

isc
us

sio
ns

 w
er

e h
el

d 
on

 h
ar

d 
m

ea
su

re
s a

nd
 so

ft 
m

ea
su

re
s f

or
 re

sid
ua

l r
isk

s, 
an

d 
de

ta
ile

d 
ex

pl
an

at
io

ns
 w

er
e 

pr
ov

id
ed

 o
n 

di
sa

st
er

-s
pe

ci
fic

 c
ou

nt
er

m
ea

su
re

 m
en

us
 a

nd
 

th
ei

r 
co

nt
en

ts 
du

rin
g 

D
RR

 o
ve

rv
ie

w
 tr

ai
ni

ng
 a

nd
 p

la
nn

in
g 

w
or

ks
ho

ps
 in

 p
ilo

t r
eg

io
ns

. 
Th

es
e 

ef
fo

rts
 a

re
 b

el
ie

ve
d 

to
 h

av
e 

co
nt

rib
ut

ed
 to

 th
e 

im
pr

ov
em

en
t i

n 
un

de
rs

ta
nd

in
g 

of
 

str
uc

tu
ra

l 
an

d 
no

n-
str

uc
tu

ra
l 

m
ea

su
re

s. 
It 

is 
ne

ce
ss

ar
y 

to
 c

on
tin

ue
 t

o 
im

pr
ov

e 
th

e 
kn

ow
le

dg
e 

of
 lo

ca
l g

ov
er

nm
en

t o
ffi

ci
al

s t
hr

ou
gh

 tr
ai

ni
ng

 in
 th

e 
fu

tu
re

. 

e)
 

Lo
ca

l p
la

nn
in

g 
pr

oc
es

se
s a

nd
 se

cu
ri

ng
 b

ud
ge

ts
 fo

r D
R

R
 

Co
m

pa
re

d 
to

 th
e b

as
el

in
e s

ur
ve

y,
 th

e p
er

ce
nt

ag
e o

f o
ffi

ci
al

s w
ho

 re
po

rte
d 

a g
oo

d 
un

de
rs

ta
nd

in
g 

of
 t

he
 p

ur
po

se
 a

nd
 c

on
te

nt
 o

f 
th

e 
U

zD
M

Ps
 i

nc
re

as
ed

 b
y 

17
 a

nd
 3

6 
pe

rc
en

ta
ge

 p
oi

nt
s, 

re
sp

ec
tiv

el
y.

 A
dd

iti
on

al
ly

, t
he

 p
ro

po
rti

on
 o

f o
ffi

ci
al

s w
ith

 a 
go

od
 u

nd
er

sta
nd

in
g 

of
 th

e 
pu

rp
os

e 
of

 th
e 

N
at

io
na

l P
la

n 
fo

r 
D

isa
ste

r 
M

an
ag

em
en

t r
os

e 
by

 3
0 

pe
rc

en
ta

ge
 p

oi
nt

s. 
Re

ga
rd

in
g 

th
e 

ev
al

ua
tio

n 
pr

oc
es

s 
fo

r s
et

tin
g 

th
e 

pr
io

rit
iz

at
io

n 
of

 c
ou

nt
er

m
ea

su
re

s, 
w

hi
ch

 is
 o

ne
 o

f t
he

 k
ey
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5 

po
in

ts 
in

 p
la

nn
in

g,
 o

ve
ra

ll 
un

de
rs

ta
nd

in
g 

im
pr

ov
ed

 si
m

ila
rly

 to
 th

e 
qu

es
tio

ns
 o

n 
st

ru
ct

ur
al

 a
nd

 
no

n-
str

uc
tu

ra
l 

m
ea

su
re

s 
m

en
tio

ne
d 

ea
rli

er
; 

ho
w

ev
er

, 
so

m
e 

lo
ca

l 
sta

ff 
sh

ow
ed

 l
itt

le
 o

r 
no

 
im

pr
ov

em
en

t i
n 

un
de

rs
ta

nd
in

g.
 F

ur
th

er
m

or
e,

 a
lth

ou
gh

 th
e 

pe
rc

en
ta

ge
 o

f s
ta

ff 
w

ho
 re

po
rte

d 
a 

go
od

 u
nd

er
sta

nd
in

g 
of

 b
ud

ge
t a

cq
ui

sit
io

n 
fo

r 
di

sa
ste

r 
ris

k 
re

du
ct

io
n 

pr
oj

ec
ts 

in
cr

ea
se

d 
an

d 
th

os
e 

w
ho

 r
ep

or
te

d 
lit

tle
 u

nd
er

sta
nd

in
g 

de
cr

ea
se

d,
 s

ev
er

al
 s

ta
ff 

sti
ll 

se
lf-

as
se

ss
ed

 t
he

ir 
un

de
rs

ta
nd

in
g 

as
 in

su
ffi

ci
en

t. 
 

Th
e 

im
pr

ov
ed

 u
nd

er
sta

nd
in

g 
of

 t
he

 p
ur

po
se

 a
nd

 c
on

te
nt

 o
f 

th
e 

U
pa

zi
la

 
D

M
Ps

 
(U

zD
RR

A
Ps

) 
is 

co
ns

id
er

ed
 t

o 
be

 a
 r

es
ul

t 
of

 r
es

po
nd

en
ts’

 d
ire

ct
 i

nv
ol

ve
m

en
t 

in
 t

he
 

pl
an

ni
ng

 p
ro

ce
ss

 th
ro

ug
h 

th
is 

pr
oj

ec
t. 

A
s f

or
 th

e 
N

at
io

na
l P

la
n 

fo
r D

isa
st

er
 M

an
ag

em
en

t, 
its

 o
bj

ec
tiv

es
 a

nd
 c

on
te

nt
s 

w
er

e 
in

tro
du

ce
d 

du
rin

g 
th

e 
“B

as
ic

 T
ra

in
in

g 
on

 D
RR

”,
 w

hi
ch

 
is 

th
ou

gh
t t

o 
ha

ve
 c

on
tri

bu
te

d 
to

 th
e 

in
cr

ea
se

d 
le

ve
l o

f u
nd

er
st

an
di

ng
. 

 
In

 t
er

m
s 

of
 t

he
 e

va
lu

at
io

n 
fo

r 
pr

io
rit

iz
at

io
n 

of
 c

ou
nt

er
m

ea
su

re
 p

ro
je

ct
s 

an
d 

bu
dg

et
 

ac
qu

isi
tio

n 
fo

r 
pr

oj
ec

t i
m

pl
em

en
ta

tio
n,

 lo
ca

l 
of

fic
ia

ls 
te

nd
ed

 t
o 

ha
ve

 a
 lo

w
er

 le
ve

l 
of

 
un

de
rs

ta
nd

in
g 

co
m

pa
re

d 
to

 th
e 

ce
nt

ra
l o

ffi
ci

al
s. 

Th
e 

lo
ca

l D
D

M
 o

ffi
ci

al
s 

(D
RR

O
s 

an
d 

PI
O

s)
 ar

e p
rim

ar
ily

 re
sp

on
sib

le
 fo

r i
nf

ra
str

uc
tu

re
 d

ev
el

op
m

en
t, 

co
m

m
un

ity
-b

as
ed

 d
isa

st
er

 
ris

k 
re

du
ct

io
n,

 a
nd

 e
m

er
ge

nc
y 

re
sp

on
se

 w
ith

in
 th

ei
r a

ss
ig

ne
d 

di
str

ic
ts 

an
d 

up
az

ila
s, 

ba
se

d 
on

 in
str

uc
tio

ns
 fr

om
 th

e 
ce

nt
ra

l l
ev

el
. F

or
 n

ea
rly

 a
ll 

lo
ca

l o
ffi

ci
al

s, 
pa

rti
ci

pa
tin

g 
in

 th
e 

pr
oj

ec
t’s

 p
ilo

t 
ac

tiv
iti

es
 w

as
 t

he
ir 

fir
st

 e
xp

er
ie

nc
e 

in
 c

oo
rd

in
at

in
g 

an
d 

or
ga

ni
zi

ng
 

ne
ce

ss
ar

y 
D

RR
 m

ea
su

re
s 

ac
ro

ss
 m

ul
tip

le
 a

ge
nc

ie
s 

fo
r 

th
ei

r 
ju

ris
di

ct
io

ns
. W

hi
le

 t
he

ir 
un

de
rs

ta
nd

in
g 

ha
s i

m
pr

ov
ed

 c
om

pa
re

d 
to

 b
ef

or
e,

 p
ar

tic
ul

ar
ly

 re
ga

rd
in

g 
pr

io
rit

iz
at

io
n 

an
d 

en
ga

gi
ng

 w
ith

 t
he

 c
en

tra
l 

go
ve

rn
m

en
t 

fo
r 

fu
nd

in
g,

 m
an

y 
re

sp
on

de
nt

s 
sti

ll 
fe

lt 
th

ei
r 

un
de

rs
ta

nd
in

g 
w

as
 in

su
ffi

ci
en

t. 
Th

is 
m

ay
 b

e 
du

e 
to

 th
e 

in
he

re
nt

 c
om

pl
ex

ity
 o

f 
on

-th
e-

gr
ou

nd
 c

oo
rd

in
at

io
n,

 s
uc

h 
as

 a
lig

ni
ng

 w
ith

 c
om

m
un

ity
 o

pi
ni

on
s 

an
d 

lia
isi

ng
 w

ith
 o

th
er

 
ag

en
ci

es
. I

t i
s e

xp
ec

te
d 

th
at

 th
e 

m
on

ito
rin

g 
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tiv
iti

es
 o

f t
he

 p
ro

je
ct

 im
pl
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en

ta
tio

n 
in

 th
e 
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lo

t d
ist
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ts 

an
d 

up
az
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s w

ill
 h

el
p 

to
 fu

rth
er

 fo
ste

r t
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s u
nd

er
sta

nd
in

g.
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4 
R

es
ul

ts
 o

f t
he

 S
ur

ve
y 

4.
1 

Tr
ai

ni
ng

 A
tte

nd
ed

 a
s 

a 
Pa

rti
ci

pa
nt

 
Th

e 
ta

bl
e 

be
lo

w
 sh

ow
s t

he
 tr

ai
ni

ng
 se

ss
io

ns
 in

 w
hi

ch
 th

e 
re

sp
on

de
nt

s h
av

e 
ta

ke
n 

pa
rt*

. 
 

U
nd

er
 th

e 
m

an
da

te
 o

f t
he

 S
O

D
, i

t i
s c

le
ar

 th
at

 th
e 

re
sp

on
de

nt
s h

av
e 

re
ce

iv
ed

 tr
ai

ni
ng

 re
la

te
d 

to
 D

RR
 

an
d 

th
ei

r r
es

po
ns

ib
ili

tie
s 

as
 D

D
M

 o
ffi

ci
al

s. 
Th

es
e 

tra
in

in
g 

se
ss

io
ns

 a
re

 h
el

d 
by

 D
D

M
, a

nd
 fo

r o
th

er
 

to
pi

cs
, D

D
M

 u
se

s e
ith

er
 th

ei
r o

w
n 

fu
nd

s o
r f

un
di

ng
 fr

om
 d

on
or

s a
nd

 N
G

O
s f

or
 le

ct
ur

er
s a

nd
 tr

ai
ni

ng
. 

In
 c

om
pa

ris
on

 w
ith

 th
e 

ba
se

lin
e 

su
rv

ey
, t

he
 p

ar
tic

ip
an

ts 
w

ho
 r

ec
ei

ve
d 

tra
in

in
g 

re
la

te
d 

to
 th

e 
ea

rly
 

w
ar

ni
ng

 s
ys
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r p
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 d
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ro
ug

h 
tra
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ra
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 b
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 b
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ra
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ra
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f p
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 p
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 re
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 D
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 d
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r r
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 D
RR

 
0 

7 

*T
he

 n
um

be
r o

f t
ra

in
in

g 
se

ss
io

ns
 w

as
 n

ot
 li

m
ite

d 
to

 o
ne

, t
hu

s t
he

 to
ta

l n
um

be
r o

f r
es

po
ns

es
 is

 m
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r o
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w
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h 
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 fo

r e
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h 
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n.
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 re
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on

de
nt
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er

e 
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d 
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e 
fro
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 1

 to
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in

g 
a 
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r u
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nd
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r D

R
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at
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ra
m
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r D
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at
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r D
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de
rs

ta
nd

in
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l f
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r D
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e c
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e b
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l F
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h 

as
 th

e S
en

da
i F

ra
m
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e b
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w
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ve
 b
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 D
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at
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f r
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e f
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e b
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 c
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l o
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l D
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 o
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w
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 p
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l D
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 c
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 D
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R
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 D

D
M

Q
4:

 P
re

ve
nt

io
n 

an
d

M
iti

ga
tio

n

12
%

 o
f t

he
 re

sp
on

de
nt

s h
av

e l
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f D
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 r
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 f
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 D
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 d
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 c
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e b
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f d
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 d
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f D
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ra
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r d
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l l
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f d
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